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　第十四章　魂を盗む者サトライザー　西暦二〇二六年六月～七月




　水色の髪のスナイパー。

　少女のように細い体と、巨大な五十口径ライフルが不思議に調和している。

　伏射姿勢でこちらに背中を向けているため、顔は見えない。だが、きっと山猫リンクスのように凜り々りしく、美しい容よう貌ぼうをしているのだろう。

　右眼めをスコープに押し当て、人差し指をトリガーに触れさせたまま、微動だにせず眼下の道路を狙ねらい続ける集中力は称賛に値する。もう少しこのまま背後から眺めていたいが、残り時間も少ない。

　隠れ場所から出て、廃ビルの床を歩き始める。足あし許もとに散らばる小石や木片、金属屑くずといった微小オブジェクトを慎重に回かい避ひし、完全な無音歩行で少女の背中に迫る。

　不意に、少女の肩がぴくりと震える。

　音でも振動でもない何かを感じたのだろうか。素晴らしい勘かんをしているが、残念ながらもう遅い。

　伸ばした右腕を細い首に巻き付け、左手で後頭部を押さえる。

　静かに、しかし確たる意志を込めて絞め上げる。

《軍隊格闘術アーミー・コンバテイブ》スキルが効果を発揮し、少女の可視化された生命──ＨＰゲージが急きゆう激げきに減り始める。スナイパーは必死にもがくが、このＶＲＭＭＯゲーム《ガンゲイル・オンライン》では、よほどＳＴＲストレングスに差がない限りいちど決まったバックチョークから素手で逃れることはほとんど不可能だ。それは、現実世界でも同じことだが。

《バレット・オブ・バレッツ》と名付けられた大会の出場者二十九人の中で、戦う……いや、狩るのを最も楽しみにしていた水色の髪のスナイパーが、この五階建てビルの上部から狙そ撃げきを試みることは予測していた。

　問題は、四階と五階のどちらからでもマップのメインストリートを射界に収められることだ。どちらのフロアで待ち伏せるか、速すみやかに選択しなければならなかった。

　常識的には、より早く狙撃体勢に入れる四階を選ぶ。しかし、四階にある図書室を見た時、直感と理屈の両方が囁ささやいた。あのスナイパーは、現実世界ではまだ若い学生だろうという直感。学生ならば、実生活を想起させる図書室からの狙撃は忌き避ひするのではないかという理屈。

　予測は的中した。水色の髪のスナイパーは、階段をワンフロアぶん余計に上るための数十秒を費ついやし、五階の倉庫に姿を現した。

　そしていま、蜘く蛛もの巣に迷い込んでしまった蝶ちようのように、儚はかない命を散らそうとしている。

　ああ、これが、仮想世界に於おけるバイナリデータの減算ではなく、本物の生命と魂たましいの収しゆう奪だつであったなら。

　腕の中で必死にもがいているのが、アバターではなく生身のプレイヤー自身であったなら。

《その瞬しゆん間かん》は、とても、とても甘かん美びなものになるだろうに。

　視界右上に表示されたスナイパーのＨＰが、五パーセントを切る。しかし少女は、絞め技から脱出するべく懸けん命めいに足あ搔がき続ける。

　敗北が確定的なものとなっても無駄な声を発さず、さりとて諦あきらめて無気力になるでもなく、最善を尽くそうとする姿勢には敵ながら愛いとおしさを感じる。

　まるで恋人を抱き締しめるかのように、後ろから少女の耳に口を寄せ、囁ささやく。




　──君の魂は、ユアソウルウきっと甘イルビーソいだろうースイート。










　　　１




　ゆっくり瞼まぶたを持ち上げる。

　いつの間にか眠り込んでいた。先週入れたイタリア製のソファが少し柔らかすぎたようだ。しなやかなレザーに体を沈み込ませたまま、左手首のスマート・ウォッチを一いち瞥べつする。

　午前二時十二分。

　立ち上がり、軽く背中を伸ばしながら、南側のガラスウォールに歩み寄る。全面が瞬しゆん間かん調光ガラス張りで、いまは透明になっているため、四十三階の役員室からはウォーターフロントの夜景が一望できる。

　ライトアップされた高層ビル群の灯あかりを受けて、静かに煌きらめく港。長い桟さん橋ばしには、何隻せきもの大型船が係留されている。

　直線的、威圧的なシルエットは豪華客船のそれではない。アメリカ海軍太平洋艦かん隊たい第三艦隊に所属する戦せん闘とう艦かんたちだ。

　カリフォルニア州第二の都市サンディエゴは、長らく基地の街だった。二万五千人を超える軍関係者が居住し、巨大な海軍基地を中心に経済が回っていた。

　しかし近年、新たな産業分野が急速に成長している。情報、通信、バイオテクノロジーなどのハイテク産業だ。

　そして、軍事とハイテクの双方を武器とする企業もまた存在する。主に軍や大企業から委託されて警けい護ごや訓練、戦地での直接戦闘までをも行う、いわゆる民間軍事会社ＰＭＣである。

　サンディエゴのダウンタウンに本社を構える《グロージェン・ディフェンス・システムズ》の最高作戦責任者ＣＴＯであるガブリエル・ミラーは、港の夜景を見下ろしながら、我知らず薄うすい笑みを浮かべていた。

　先刻の、短いうたた寝のあいだに見た夢が、気分をわずかながら高揚させている。

　数日前にこの役員室から参加した、フルダイブ型ゲーム内イベントの夢だ。

　ガブリエルは夢をほとんど見ないが、見る時は必ず、過去のワンシーンが詳細に再生される。両腕にはまだ、水色の髪のスナイパーが必死にもがく心ここ地ち好よい感覚が残っている。あたかも、夢ではなく現実だったかのように……。

　いや、それは違う。あの戦闘は、現実ではなく仮想世界での出来事だったのだから。

　フルダイブ・テクノロジーは素晴らしい発明だ。開発したアキヒコ・カヤバには大いに敬意を表する。彼が生きていれば、何百万ドルかかろうとヘッドハントしていただろう。たとえ世紀の大犯罪者であろうとも──いや、そんな人間だからこそ。

　しかし、アミュスフィアによってもたらされる体験が真に迫れば迫るほど、それが現実ではないことへの満たされなさも強まる。まるで、飲んでも飲んでも渇きを癒いやしてくれない塩水のように。

　グロージェンＤＳの最年少役員にして大株主でもあるガブリエルは、物質的には何ら不満のない暮らしを送っている。だが、ガブリエルが心の奥底に抱える渇望は、金では決して満たされない。

「……君の魂は、ユアソウルウきっと甘イルビーソいだろうースイート……」

　夢の中で発した言葉を、もう一度口にする。

　本当は、三年前から勉強している日本語で囁ささやきかけたかった。だが、向こうはＨＰゲージにＵＳタグをつけたこちらをアメリカ人だと思っていたはずで、必要以上に強い印象を与えることは避さけねばならない。いずれゆっくりと話す機会もあるだろう。その時は、いろいろと訊ききたいものだ。

　いつしか口くち許もとに浮かんでいた淡い微ほほ笑えみを消すと、ガブリエルは窓の数箇所に埋め込まれたタッチセンサーに触れて透明度を下げた。すると、黒ずんだ鏡となったガラスに、自分の姿が映し出される。

　金髪を緩ゆるめのオールバックにまとめ、瞳ひとみの色はブルー。６フィート１インチ１８５センチの体を包むのは、白のドレスシャツにダークグレーのスラックス。靴はコードバンのオーダーメイド。気恥ずかしいほどに白人支ホワイト・エスタ配者層ブリツシユメント然とした出いで立たちだが、ガブリエルは自分の外見に、記号以上の意味を見み出いだしていない。肉体など、所しよ詮せんは魂を包む殻からにすぎないからだ。

　魂ソウル。

　ほぼ全ての宗教は、魂たましいという概念を取り入れている。もちろんキリスト教も、人間が死ねば魂は生前の行いによって天国か地じ獄ごくに送られると説く。しかしガブリエルが魂の存在を信じ、追い求めるのは、プロテスタントだからでもカトリックだからでもない。

　知っているのだ。実体験として、我が眼めで確かに見たのだ。

　己おのれの腕の中でいままさに事切れようとしている少女の額ひたいから、たとえようもなく美しい光の集合体が飛び立つさまを。




　ガブリエル・ミラーは、一九九八年三月にカリフォルニア州ロサンゼルス近郊のパシフィック・パリセーズという街で生まれた。

　兄弟姉妹はなく、裕福な父母の精神的、物質的な愛情を惜しみなく注がれて育った。暮らしていた屋や敷しきは広大で、遊び場には事欠かなかったが、幼いガブリエルが最も好んだ場所は父親のコレクション保管庫だった。

　グロージェン・ディフェンス・システムズの前身であるグロージェン・セキュリティーズのオーナー経営者だった父親は、昆虫標本の蒐しゆう集しゆうを趣味としていて、広い保管庫に数え切れないほどのガラスケースを並べていた。ガブリエルは、時間を見つけては保管庫にこもり、拡大鏡片手に色とりどりの虫たちを眺めたり、部屋中央のソファーに腰掛けてぼんやりと空想に耽ふけったりしていた。

　天井が高く薄うす暗ぐらい部屋に一人きりで、周囲を数万匹もの物言わぬ昆虫たちに囲まれていると、幼いガブリエルは時として奇妙な感慨に襲おそわれた。

　この虫たちは、みんな、ある瞬しゆん間かんまでは生きていた。アフリカの草原や、中東の砂漠や、南米の密林で元気に巣を作ったり餌えさを探したりしていた。

　しかしあるとき採取者に捕まり、薬品で処理され、何度かの売買を経て、最後はミラー家のガラスケースに行ぎよう儀ぎよく並ぶこととなった。つまりこの部屋は、昆虫標本のコレクション・ルームであると同時に、殺さつ戮りくされた骸むくろを何万も並べた巨大墓地でもあるのだ……。

　ガブリエルは瞼まぶたを閉じ、周囲の虫たちが突然命を取り戻したら、と想像する。

　六本の足が懸けん命めいに宙を搔かき、触覚や翅はねが震える。かさかさ、かさかさ、というかすかな音が無数に重なり、乾いた細さざ波なみとなってガブリエルに押し寄せる。

　かさかさ、かさかさ。

　ぱっと瞼を開く。正面にあるケースの隅すみに留められた、緑色の甲虫の足が動いたような気がして、ソファーから飛び降りる。ケースに駆け寄って食い入るように見詰めるが、その時にはもう昆虫は命なき標本に戻っている。

　金属のように艶つややかなエメラルドグリーンの甲こう殻かく、鋭するどい棘とげの生えた脚、極小の網目が浮かぶ複眼。この精せい緻ちな物体をかつて動かしていたのは、いったいどんな力なのだろうとガブリエルは考える。

　昆虫には、人間のような大脳はないと父親は言った。ならどこで考えているの、と問うと、父親はとある動画を見せてくれた。

　撮さつ影えいされていたのは、交尾中のカマキリだった。丸々と太ったメスのカマキリを、背後から小さなオスが押さえ込み、交接器を接合させている。メスは、しばらく身動きしなかったが、突然何のきっかけもなくオスの上半身を両腕のカマで捕らえ、頭部をむしゃむしゃと咀そ嚼しやくし始めた。ガブリエルが驚きよう愕がくしながら見守る間もオスはじっと交尾を続け、自分の頭が完全に食い尽くされたところで交接器を離した。そして、メスの鎌かまを振り解ほどき、一目散に逃げ出したのだった。

　頭部を完全に失っているにもかかわらず、オスカマキリは草の葉を伝い、枝を上り、器用に逃走を続けた。映像を指さしながら、父親は言った。

　カマキリを含む昆虫は、全身の神経が全て脳のようなものなのだ。だから、感覚器にすぎない頭を失っても、しばらくは生きていられるのだ、と。

　その動画を見てから、ガブリエルは、ならカマキリの魂たましいはどこにあるんだろうと数日間考え続けた。頭を食べられても生きていられるなら、足を全て失ってもさしたる問題はあるまい。ならば腹か。それとも胸だろうか。しかし虫たちは、柔らかい腹を潰つぶされても、ピンで胸を貫つらぬかれても、しばらく元気にじたばたと足を動かし続ける。

　体のどこの部位を失っても即死しないなら、カマキリの魂たましいは、体全体に薄うすく満たされているのではないか。当時八歳か九歳だったガブリエルは、家の周囲で捕らえた昆虫を使って幾度かの実験を試みた末、そのような結論を得た。

　昆虫という半機械的な仕掛けを動かす不思議な力、つまり魂は、どの部位を破は壊かいされようとしぶとく器うつわに留とどまろうとする。しかしある瞬しゆん間かん、もう無理だと諦あきらめて、器を捨てて離脱していく。

　離れていく魂をこの目で見たい、できれば捕まえたい、とガブリエルは熱望した。しかし、どれほど拡大鏡に眼めを凝こらし、慎重に実験を行っても、昆虫の体から抜け出す《何か》を捕らえることはおろか、見ることさえできなかった。屋や敷しきの裏手の広い林の奥深くに作った秘密の実験場で、長い時間と多大な熱意を費ついやしても、ささやかな望みは叶かなわなかった。

　自分の願いが、両親には歓迎されないものであろうことを、幼いガブリエルは本能的に理解していた。だから、カマキリの一件以来父親には二度と同じ質問はしなかったし、実験のことも決して口外しなかった。しかし、隠せば隠すほど、その欲求は大きくなっていくようだった。

　その頃、ガブリエルには、とても仲のよかった同い年の友達がいた。

　アリシア・クリンガーマンという名の女の子で、敷地が隣りん接せつする邸宅に住む企業家の一人娘だった。当然同じエレメンタリースクールに通い、家族ぐるみの付き合いをしていた。内気な、おとなしい少女で、外で泥んこになって遊ぶよりも家の中で本を読んだりビデオを見たりすることを好んだ。

　もちろんガブリエルは、自分の秘密の実験のことはアリシアにも隠し通し、虫や魂の話は一切しなかった。

　ただ、考えることはやめられなかった。自分の隣となりで、天使のような微ほほ笑えみを浮かべながら夢中で物語を読むアリシアの横顔をそっと覗のぞき見ながら、アリシアの魂はどこにあるんだろう、とガブリエルは何度も想像した。

　昆虫と人間は違う。人間は頭を失ったら生きられない。だから、人間の魂は頭に……脳の中にあるのだろう。

　しかし、ガブリエルは、父親のコンピュータでネットを検索し、脳の損傷が必ずしも生命の喪失と直結しないことをすでに学んでいた。太い鉄パイプに顎がつ下かから頭の天てつ辺ぺんまで貫つらぬかれても死ななかった建設作業員もいるし、患者の脳の一部を切除して精神病を治ち療りようしようとした医者もいる。

　だから、脳のどこか一部なのだ。綿毛のような金髪に縁ふちどられたアリシアの額ひたいを見ながら、ガブリエルはそう考えた。滑なめらかな肌と、硬い頭ず蓋がい骨こつと、柔らかい脳組織のずっと奥に、アリシアの魂が隠されている。

　自分はきっとアリシアと結婚することになるのだろう、とガブリエルは幼い未来図を描いていた。ならば、いつの日か、アリシアの魂をこの目で見ることができるかもしれない。天使のようなアリシアの魂たましいは、きっと言葉にできないほど美しいに違いない。

　ガブリエルのそんな望みは、思いがけないほど早く、半分だけ叶かなえられた。




　二〇〇八年九月、巨大投資銀行の破は綻たんが、世界金きん融ゆう危機の引き金を引いた。

　不況の波は、ロサンゼルスの郊外にあるパシフィック・パリセーズをも吞のみ込んだ。幾つもの豪邸が売りに出され、通りを走る高級乗用車の数も目に見えて減った。

　グロージェン・セキュリティーズは堅実な経営が幸いし、影えい響きようを最小限に抑えることができたが、隣りん家かのクリンガーマン氏が経営する不動産投資会社は多大な負債を抱えてしまった。翌年の四月、家屋や敷しきを含む全資産を失った一家は、農場を営む親類を頼って、遠く中西部のカンザスシティまで引っ越すことになった。

　ガブリエルは悲しかった。十歳の子供にしては聡そう明めいだった彼は、十歳の子供でしかない自分がアリシアを助けることなどできるはずもないことを理解していたし、今後アリシアを待っているであろう過酷な境遇も明確に想像できた。

　完かん璧ぺきなセキュリティに守られた邸宅、熟じゆく練れんのコックが作る毎日の食事、裕福な白人の子供ばかりの学校、それらの特権はアリシアの人生からは永遠に去り、貧困と労働が取って代わるのだ。何より、いつか自分のものになるはずだったアリシアの魂が、名も知らぬ誰かによって傷つけられ輝きを失ってしまうのは、ガブリエルには耐たえがたいことだった。




　だから、殺すことにした。




　アリシアが学校で最後の挨あい拶さつをしたその日、帰りのスクールバスから降りた彼女を、ガブリエルは自宅の裏の森に誘った。道路や家々の塀へいに設置された全ての監視カメラを巧妙に避さけ、誰にも見られていないことを確認しながら森に入ると、足跡が残らないよう落ち葉の上を歩き、密生した灌かん木ぼくに囲まれた《秘密の実験室》にアリシアを導みちびいた。

　かつてそこで数え切れないほどの虫たちが死んでいったことなど知るよしもないアリシアは、ガブリエルが華きや奢しやな体に両腕を回すと、すぐに抱ほう擁ようを返してきた。小さくしゃくりあげながら、アリシアは、どこにも行きたくない、ゲイブと一緒にずっとこの街で暮らしていたい、と言った。

　僕がその望みを叶かなえてあげるよ、と心の中で呟つぶやきながら、ガブリエルは上着のポケットに右手を入れ、用意しておいた道具を取り出した。父親が昆虫の処理に使う、木製の握りがついた長さ四インチの鋼鉄製ニードル。

　鋭えい利りな切きっ先さきをそっとアリシアの左耳に差し込み、右耳を左手で押さえてから、一いつ瞬しゆんの躊ちゆう躇ちよもなく根元まで貫つらぬき通した。

　アリシアは、何が起きたのか解わからない様子で不思議そうに両眼めを瞬またたかせてから、不意に体を激はげしく痙けい攣れんさせた。数秒後、見開かれた青い瞳ひとみがふっと焦点を失い、そして──

　ガブリエルは、それを見たのだった。

　アリシアの滑なめらかな額ひたいの中央から、きらきらと光り輝く小さな雲のようなものが現れた。それはふわふわと漂ただよいながらガブリエルの眉み間けんに近づくと、そのまま何の抵抗もなく頭に入り込んできた。

　周囲を包んでいた、春の午後のうららかな陽光が消えた。真上から、高い木々の梢こずえを貫つらぬいて幾つもの白い光の筋が降り注ぎ、かすかな鐘かねの音さえ聞こえた気がした。

　えも言われぬ高揚感に、ガブリエルの両眼めから涙が溢あふれた。自分はいま、アリシアの魂たましいを見ている……それだけではなく、アリシアの魂が見ているものをさえ見ているのだ、とガブリエルは直感した。

　輝く小さな雲は、永遠とも思えた数秒をかけてガブリエルの頭を通り抜け、そのまま天からの光に導みちびかれるように上昇を続けて、やがて消え去った。周囲に春の日差しと小鳥のさえずりが戻った。

　生命と魂を失ったアリシアの体を両手で抱えながら、ガブリエルは、いまの体験が真実だったのか、それとも極度の興奮がもたらした幻覚だったのかと考えた。そして、そのどちらであろうとも、自分はこれからずっと、いま見たものを追い求めて生きていくことになるだろうと確信した。

　アリシアの骸むくろは、かねて見つけておいた、樫かしの巨木の根元に開いた深い竪たて穴あなに放り込んだ。次に、自分の体を慎重に調べ、付着した長い二本の金髪を摘つまみ上げると、それも穴に捨てた。ニードルは綺き麗れいに洗ってから父親の道具箱に戻した。

　アリシア・クリンガーマン失しつ踪そう事件は、地元警けい察さつの懸けん命めいの捜査にも手がかりひとつ発見されず、やがて迷宮入りした。




　短く深い回想から醒さめた二十八歳のガブリエル・ミラーは、ミラーガラスに映る自分の姿から視線を離すと、西の壁かべ際ぎわに置かれた執務デスクまで歩いた。ノルウェー製のリクライニングチェアに腰掛けた途と端たん、デスクのガラス面に埋め込まれた三十インチのディスプレイ・パネルに電話型のアイコンが点滅する。

　タップすると、女性秘書の顔が表示され、同時に音声が流れ出した。

『ミスター・ミラー、お休みのところ失礼いたします。最高執行責任者ＣＯＯのミスター・ファーガソンが、明日のディナーをご一緒したいとのことです。いかが致しましょうか』

「予定が詰まっていると答えてくれ」

　ガブリエルが即答すると、いつもクールな秘書が少し困ったような顔をした。何せＣＯＯといえば副社長、グロージェンＤＳのナンバーツーだ。十人もいる役員の一人でしかないガブリエルが、食事の誘いを断れるような相手ではない──本来ならば。

　しかし、秘書の困惑顔は一秒ほどで消え、落ち着いた声が流れた。

『かしこまりました。そのように対応致します』

　通話が終わると、ガブリエルはチェアに深々と体を預け、脚を組んだ。

　ファーガソンの話は見当がつく。ガブリエルが予定している、とある《作戦》への参加を思いとどまらせようというのだろう。

　しかし、ＣＯＯの内心は間違いなくその逆だ。危険な現場にのこのこ出かけて戦Ｋ死Ｉ者Ａリストに載のってしまえ、とあの古ふる狸だぬきは願っているはずだ。何せガブリエルは、先代社長の実子にして大株主なのだ。

　もちろん、ガブリエル自身、大企業の役員が実弾の飛び交かう作戦に参加する愚おろかさを自覚はしている。いくら従軍経験があると言っても、ＣＴＯの仕事は安全な本社オフィスで全体的な作戦プランを立てることで、戦場で我が身を危険に晒さらす必要はない。

　だが今回の、極きわめつきに訳ありな極秘作戦には、どうしても参加しないわけにはいかない。なぜなら、アリシアの魂たましいを見たあの日から、ガブリエルが人生全てを賭として追い求めてきたものに直結する案件なのだから。

　作戦の依頼主クライアントは、お得意様である国防総省ではない。これまでほとんど取引のない国家安全保障局──ＮＳＡだ。

　先月、この部屋を訪れた二人のＮＳＡエージェントは、感情らしい感情を持たないガブリエルに幾つもの驚おどろきを与えた。

　まず、作戦が完全なる非合法ミッションであること。何せ、海軍の潜せん水すい艦かんにグロージェンの戦せん闘とうチームを乗せて、同盟国である日本の艦船を強きよう襲しゆうしようというのだ。しかも、交戦で向こうの船の乗員に死者が出ることも厭いとわないという。

　そして、作戦の目的は、とあるテクノロジーの奪だつ取しゆ。

　その詳細を聞いたガブリエルは、驚き──あるいは歓かん喜きのあまり、小さな声を漏もらしてしまった。幸い、エージェントたちには気付かれなかったが。

《ソウル・トランスレーション・テクノロジー》。自衛隊ＪＳＤＦ内の《ラース》という小組織が開発した、人間の魂を読み解く驚きよう異いのマシン。

　魂の探求者たるガブリエルは、日本で生まれたフルダイブ・テクノロジーにかねてから強い興味を抱いていた。ガンゲイル・オンラインで日本のプレイヤーたちと戦ったり、日本語の勉強までしているのはそれが理由だ。全台廃棄処分されるはずだった《悪あく魔まの機械》ナーヴギアを、何万ドルという金を投じて一台手に入れさえした──もちろん、自分で被かぶるためではないが。

　あのデスゲーム騒さわぎのせいで、日本でのフルダイブ技術開発は下火になるものとガブリエルは予想していた。しかし、彼らは密ひそかに研究を続け、ついには人間の魂の秘密にまで迫りつつあったのだ。

　ガブリエルにとって、ＮＳＡからの依頼は、運命にも等しいものだった。

　どうせ、大手といえども一民間軍事会社にすぎないグロージェンＤＳが、いまやＣＩＡよりも強いパワーを持つＮＳＡがらみの案件を拒否できるはずがない。急きゆう遽きよ開かれた役員会議では、二票差で依頼を引き受けることが決定された。情報漏もれを防ぐために、作戦に参加する戦せん闘とう員いんは濡れ仕事ウエツトワーク専門の、スネに傷を持つ契約社員で固め──。

　作戦指揮官は、ガブリエルが自みずから名乗り出た。

　もちろん、戦闘員たちには、ガブリエルがグロージェンの役員だという事実は伏せておく。もしそうと知られれば、あっさりと会社を裏切り、ガブリエルを誘拐して身代金をせしめることを検討しかねない連中なのだ。

　そこまでのリスクを冒しても、ガブリエルは行かねばならない。

　ＮＳＡのエージェントたちは言っていた。ラースは、ＳＴＬテクノロジーによって、人間の魂たましいの解読のみならず複製にまで成功していると。もし、《Ａ．Ｌ．Ｉ．Ｃ．Ｅ．》というコードネームが与えられたその人工の魂が完成すれば、日本製の無人兵器に搭とう載さいされ、東アジアの軍事バランスを崩くずしてしまう、と。

　極東で──いや、世界のどこで紛争が起きようが知ったことではない。しかし、アリスという名を聞いた瞬しゆん間かん、ガブリエルは決意した。

　自分のものにする。

　ライトキューブなる小さなメディアに保存されたその魂を、何がなんでも手に入れる。

「アリス…………アリシア…………」

　背もたれを倒したチェアに体を預けたまま、二つの名前をそっと呟つぶやく。口くち許もとには、いつしかかすかな笑みが浮かんでいる。

　ガブリエルの祖父が創業したグロージェンＧｌｏｗｇｅｎの社名は、《輝きを生むもの》という意味の造語だ。祖父は幸福の輝きをイメージしたらしいが、後継者であるガブリエルが思い浮かべるのは、死にゆくアリシアの額ひたいから漂ただよい出てきた金色の輝きに他ならない。

　輝きを生むもの。すなわち魂。

　全ては運命なのだ。

　一週間後、ガブリエルと十一人の戦闘員たちはグアムに飛び、海軍基地に停泊中の原子力潜せん水すい艦かんで日本の領海に侵入する。作戦開始直前に、搭載されている小型潜水艇ＡＳＤＳに移り、目標である超大型海洋研究母船《オーシャン・タートル》に強きよう襲しゆうをかける。

　無血で占拠できるのか、どちらか──あるいは双方に死傷者が出るのか、それは解わからない。しかし、ガブリエルは確信している。自分が《アリス》とＳＴＬ技術を手に入れることを。ＮＳＡには、適当なライトキューブと資料のコピーをくれてやればいい。

　もうすぐ……もうすぐだ。アリシア以来、何人もの人間で実験を繰くり返してきたがいまだに近づけない魂の本質を、もうすぐこの手に摑つかめる。

　もういちど、あの美しい光の雲を見ることができるのだ。

「…………君の魂は……きっと甘いだろう…………」

　再び、今度は日本語で呟つぶやくと、ガブリエルは瞼まぶたを閉じた。
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　シーウルフ級原子力潜せん水すい艦かん《ジミー・カーター》の艦長を務つとめるダリオ・ジリアーニ大佐は、魚雷管の掃除係からここまで上りつめた、骨の髄ずいからの潜水艦乗りだった。初めて乗った船は年代物のバーベル級ディーゼル潜で、殺人的に狭い艦内のどこに行こうと、軽油臭さと騒そう音おんに付きまとわれたものだ。

　あれに比べれば、世界中のどんな潜水艦よりも金のかかったシーウルフ級はまるでロールスロイスだ。ジリアーニは、二〇二〇年に艦長を拝命して以来、艦と乗員たちに惜しみなく愛情を注いできた。厳きびしい訓練の成果で、いまでは高張力スチールの船体とＳ６Ｗ型原子炉、そして百四十名の乗組員たちはひとつの生き物のように結びつき、どんな海でも水深さえあれば自在に泳げるほどの練度に達している。

　もはやジミー・カーターは、ジリアーニの子供にも等しい存在だ。残念ながらもうすぐ現役を退しりぞき、陸に上がるか早期退職するかを選ばなくてはならないが、後任に推すい薦せんしている副長のガスリーならきっと立派に艦を指揮してくれるだろう。

　なのに──。

　ほんの十日前、ジリアーニの晩節を汚そうとするかのように、ひとつの奇妙で危険な命令が下されたのだ。

　ジミー・カーターは特殊作戦支援用に設計された艦かんで、海軍特殊部隊ＳＥＡＬｓと連れん携けいするための様々な仕様を持つ。後甲板に背負っている小型潜水艇ＡＳＤＳもそのひとつだ。

　これまでにも、ＳＥＡＬｓの隊員たちを乗せて他国の領海深く航行したことは何度かあった。しかしその目的は常に合衆国の、ひいては世界の平和を保つことだったし、死地に赴おもむく男たちは、間違いなくジリアーニの部下と同じ使命感を共有していた。

　だが、二日前にグアムで乗り込んできたあの連中は──。

　ジリアーニは一度だけ、後部区画の客たちの顔を見に行ったのだが、危うく深海に叩たたき出せと部下に命令しそうになった。十数人の男たちが、規律も何もなく床に寝転がり、ヘッドホンから騒そう音おんを漏もらす者あり、金を賭かけたカードゲームに興きようじる者あり、おまけにビールの空き缶がそこかしこに散乱していた。あの連中は、絶対にまともな船乗りではない。それどころか、軍人なのかどうかさえ怪しい。

　ただ一人、ジリアーニに規律の乱れを詫わびた長身の隊長だけは、少なくとも礼れい儀ぎを知っているようだった。

　しかし、男の、驚おどろくほど青い両眼め──。

　差し出された右手を握り返しながら、男と視線を合わせたジリアーニは、長らく忘れていた感覚を味わった気がした。

　あれは、そう、海軍に入るずっと前の少年時代。生まれ育ったマイアミの海を泳いでいた時、突然すぐ横を巨大なホホジロザメが追い抜いていったのだ。幸い襲おそわれることはなかったが、ジリアーニはサメの眼を間近から見てしまった。あらゆる光を吞のみ込む、底無し穴のような眼だった。

　男の瞳ひとみの奥には、あのサメと同じ虚無だけが広がっていた……。

「艦長、艦バ首ウソナーに感あり！」

　不意に響ひびいたソナー員の声が、ジリアーニを物思いから引き戻した。

「原子炉のタービン音です、照合中……音紋一致、目標のメガフロートに間違いありません。距離十五マイル」

　意識を切り替え、戦せん闘とう発令所の艦長席から素早く指示を出す。

「よし、深度このまま、速度十五ノットに落とせ」

　命令が復唱され、一いつ瞬しゆんの減速感が訪れる。

「護ご衛えいのイージス艦の位置は解わかるか」

「目標の西南西三マイルにガスタービンエンジン音を確認……照合しました、海Ｊ上Ｍ自Ｓ衛Ｄ隊Ｆのナガトです」

　正面の大型ディスプレイに表示された二個の光点を、ジリアーニはじっと睨にらんだ。

　イージス艦はともかく、メガフロートは武装を持たない海洋研究船と聞いている。そこに、武装したごろつきどもを突入させろというのが今回の命令なのだ。しかも、同盟国であるはずの日本の船に。とても、大統領や国防長官が承認した正規の作戦とは思えない。

　ジリアーニは、ペンタゴンからの命令書を直接運んできた黒スーツの男たちの言葉を脳裏に甦よみがらせた。

　──日本は、あのメガフロートで、合衆国と再び戦争を始めるための研究を行っています。両国の友好を保つためにも、その研究は、秘密裏に葬ほうむり去るしかないのです。

　彼らの言葉を鵜う吞のみにできるほど、ジリアーニは若くなかった。

　同時に、結局、命令に従う以外の選択肢はないのだということが理解できるほどに年老いてもいた。

「客の準備はいいか」

　傍かたわらに立つ副長に、低い声で確認する。

「ＡＳＤＳ内で待機中です」

「よし……速度を維持しつつ、百フィートまで浮上！」

　圧搾空気がバラストタンク内の海水を押し出し、生じた浮力がジミー・カーターの巨体を持ち上げた。光点との距離は、ゆっくりと、確実に減少していく。

　日本人の研究員に死傷者は出るのか。恐らくそうだろう。そんな作戦に協力してしまったという記憶は、死ぬまで消えることはあるまい。

「目標との距離、五マイル！」

　躊躇ためらいを振り払い、ジリアーニは毅き然ぜんとした声で命じた。

「ＡＳＤＳ、切り離せ！」

　体にかすかな振動が伝わり、後甲板の荷物が艦かんから離れたことを告げた。

「切り離し完了……ＡＳＤＳ、自走開始」

　野の良ら犬いぬの群れと一匹の鮫さめを乗せた潜せん水すい艇ていはみるみる速度を増し、海面に浮かぶ巨大な海うみ亀がめの腹へと一直線に突進していった。
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　洗い終えた皿を水切り籠かごに立て、エプロンの裾すそで手を拭ふきながら、アリス・シンセシス・サーティはふと顔を上げた。

　小さな硝子ガラス窓の向こうに見える樹き々ぎの梢こずえは、ここ数日の冷え込みで、赤や黄に色づいていた葉をかなり散らしてしまった。やはり央都セントリアと比べると、冬の訪れが早い。

　それでも、久しぶりの青空から降り注ぐソルスの日差しはぽかぽかと暖かそうだ。正面の樹の太い枝では、キノボリウサギのつがいが身体からだを寄せ合って、気持ちよさそうに日光浴をしている。

　微ほほ笑えみながらその様子にしばし見入ってから、アリスは振り向き、言った。

「ねえ、今日はいい天気だから、お弁当を持って東の丘まで行ってみましょう」

　返事はない。

　二間しかない丸太小屋の、居間と食堂、台所を兼ねた部屋の真ん中には、飾り気のない白木のテーブルが置かれている。

　同じく簡素な椅い子すの片方に腰掛けるのは、黒髪の若者。アリスの呼びかけにも顔を上げず、ぼんやりと卓上の一点を眺め続けている。

　もともと肉付きのいいほうではなかったが、いまや明らかにアリスよりも細い。ゆったりとした部屋着の上からでも、骨張った体つきが見て取れる。肩口からだらりと垂たれ下がる、中身のない右袖そでが、いっそうの痛ましさを感じさせる。

　髪とおなじく漆しつ黒こくの瞳ひとみに、輝きはない。虚うつろな双そう眸ぼうは、閉ざされた心を映すのみ。

　何度感じても慣れることのない胸の痛みを押し殺し、アリスは明るい声で続けた。

「少し風があるから、厚着したほうがいいわね。待ってて、すぐ用意するから」

　エプロンを外して流しの横のフックに掛けてから、隣となりの寝室に向かう。

　長い金髪を後ろでまとめて、綿のスカーフで覆おおう。光を失ったままの右眼めに、色褪あせた黒い当て布を巻く。壁かべに並んだ毛け織おりの外がい套とうの片方を羽織ると、もう一着を小こ脇わきに抱えて居間に戻る。

　黒髪の若者は、まったく身動きしていない。瘦やせた背中にそっと手を当てて促うながすと、やがてぎこちない動作で椅子から立ち上がる。

　しかし、若者に可能なのはここまでで、一メルたりとも歩くことはできない。後ろから外套を着せ掛け、前に回って首くび許もとの革かわ紐ひもをきっちりと結ぶ。

「もうちょっとだけ頑張ってて」

　そう声をかけ、急いで部屋の片かた隅すみへと走る。

　そこに置いてあるのは、明るい茶色の木材でこしらえた頑丈な椅い子すだ。四本の脚の代わりに、大小二組の鉄製の車輪がついている。森の奥に独居する、ガリッタという名の老人が工夫してくれたものだ。

　その車椅子の、背もたれについている握りを持ってごろごろと若者の背後まで移動させる。ゆらゆらと危なげに体を揺らす若者を革の座面に座らせて、分厚い膝ひざ掛かけで両脚をきっちり覆おおってやる。

「よし！　じゃあ、行きましょうか」

　ぽん、と若者の両肩を叩たたいてから、握りを摑つかんで、部屋の南にある扉へと車椅子を転がしかけた時だった。

　不意に若者がわずかに顔の向きを変え、震える左手を東側の壁かべに伸ばした。

「あー……、あー」

　低く掠かすれたその声は、言葉にはなっていない。しかしアリスはすぐに、若者の求めるものを察した。

「あ、ごめんなさい。すぐ取ってくるわ」

　若者が手を伸ばす壁には、頑丈な金具で三本の剣が掛けられている。

　右側に、アリスの所有する黄金の長剣、《金きん木もく犀せいの剣》。

　左側に、かつて若者が腰に帯びていた漆しつ黒こくの長剣、《夜空の剣》。

　そして真ん中には、主あるじなき純白の長剣、《青あお薔ば薇らの剣》。

　アリスはまず、金木犀の剣に迫るほど重い夜空の剣を壁から外し、左腕に抱えた。

　次に、青薔薇の剣も持ち上げる。こちらは、重みが黒い剣の半分ほどしかない。鞘さやに収められている刀身の、半なかば以上が失われているからだ。

　そして、この剣の所有者であり、若者の親友でもあった亜麻色の髪の少年も、いまはもういない……。

　一いつ瞬しゆん瞑めい目もくしてから、二本の剣を持って車椅子のところに戻る。膝に剣たちをそっと載のせると、若者はその上に左手を置き、再び俯うつむく。彼が自分の意思を声や動作で表すのは、黒と白の剣たちを求める時だけだ。

「落とさないように、しっかり持っててね」

　何ヶ月経たとうとも薄うすれることのない胸の疼うずきを抑え込んで、アリスはそう声を掛けた。重みを増した車椅子を押し、扉から外に出る。

　ポーチから地面までは、階段ではなく分厚い板を渡してある。そこを通って庭に降りると、ひんやりした微風と、穏おだやかな日差しが二人を包む。

　丸太小屋は、深い森の奥にぽっかりと開けた草地に建っている。アリスが自分で木材を切り出し、皮を剝はぎ、組み上げたものだ。見み栄ばえは良くないが、優先度の高い樹じゆ種しゆだけを使ったので造りはしっかりしている。建て方を一から教えてくれたガリッタ老人には、こんな力持ちの娘っ子は見たことねえ、と繰くり返し言われてしまったが。

　この草地は、子供時代のアリスとユージオが秘密の遊び場にしていたらしい。残念ながら、その頃のことはまったく思い出せない。《シンセサイズの秘ひ儀ぎ》によって、整せい合ごう騎き士しとなる前の記憶は全て奪うばわれたからだ。

　ガリッタ老人や村の人々には、昔のことは全部忘れてしまったとだけ説明してある。しかし実際には、いまの自分──整合騎士アリス・シンセシス・サーティは、この地で生まれ育ったアリス・ツーベルクの体に宿ったかりそめの人格でしかない。返せるものなら返すべきなのだろうが、本来のアリスの記憶は、ユージオとともにこの世界から去ってしまった。

「……さあ、行きましょう」

　一いつ瞬しゆんの物思いを振り払ってそう声を出すと、アリスは家の前から車くるま椅い子すを進ませた。

　差し渡し三十メルほどの円形の草地はほぼ全面が柔らかな下生えに覆おおわれているが、東側の一角、大きく張り出した枝の下には枯れ草が厚く積み上げられている。まるで巨大な生物の巣のよう──というよりそのものなのだが、いまは巣の主の姿はない。ちらりとそちらを見やり、今日はどこに遊びに行っているんだろうと考えながら、草地を南北に貫つらぬく小道を抜けて森へと入る。

　道は、五十メルほど先で東西に分かれている。西に行けばルーリッドという名の村があるが、用もなく訪れる気にはなれない。東の道に入り、地面できらきら揺れる木こ漏もれ日びを踏ふみながら歩き始める。

　十月も終わりに近づき、紅葉から落葉の季節へと移ろいつつある森の中を、ゆっくりと進む。

「寒くないかしら？」

　若者に声を掛けるが、答えはない。仮に、極寒の吹雪ふぶきに包まれようともいまの彼は声ひとつ上げるまい。肩越しに覗のぞき込み、外がい套とうの襟えり元もとがしっかり閉じているのを確認する。

　もちろん、熱ねつ素そを一つ二つ生成すれば容た易やすく暖を取れる。しかし、ルーリッドにはアリスたちを胡う散さん臭くさく思っている村人もいるので、神聖術を濫らん用ようしているなどという噂うわさを立てられるのは避さけたい。

　踏み固められた道に新たなわだちを刻みながら十五分ほども歩くと、行く手が明るくなってくる。木こ立だちが切れると、前方に小高い丘が姿を現す。道は少しずつ上り坂になるが、アリスは車椅子を苦もなく押し上げていく。

　丘の頂上に辿たどり着くと、一気に視界が開ける。

　すぐ東に、ルール湖の青い水面。その奥には、広大な湿地帯。南にはどこまでも森が続く。

　北を見れば、真っ白に雪を被かぶった《果ての山脈》が、空を貫かんばかりにそびえ立っている。かつてあの峰々を、飛竜を駆かって軽々と飛び越えていたことが遠い夢のようだ。

　美しい景色を、両眼めで見てみたいという気持ちはある。地力と陽力に恵まれたこの地でならば、半年前にセントラル・カセドラルの外がい壁へきで失われた右眼めを癒いやすことは可能だろう。しかし、自分ひとりが神聖術で傷を消してしまう気にはまだなれない。

　なぜなら、果てしなく広がる晩秋の風景を前にしても、若者は虚うつろな瞳ひとみをぼんやりと中空に向け続けるだけなのだから。

　車くるま椅い子すの隣となりに腰を下ろし、アリスは体を大きな車輪に寄りかからせた。

「綺き麗れいだわ。カセドラルの壁かべに掛けられていた、どんな絵よりもずっと綺麗」

　微ほほ笑えみながら、若者の名を呼ぶ。

「……あなたが守った世界よ、キリト」

　一羽の白い水鳥が、湖水に点々と波紋を作りながら滑走し、飛び去っていった。




　どれくらい座っていただろうか。

　気付くと、ソルスはかなり高いところまで昇っていた。そろそろ小屋に戻り、昼食の準備をせねばならない。いまのキリトは一度にほんの僅わずかしか食べないので、一食といえどもおろそかにすれば、天命上限が低下してしまう。

「そろそろ、戻りましょう」

　立ち上がり、そう声を掛けながら車椅子の把とつ手てを握った時だった。

　さくさくと草を踏ふみながら丘を登る軽やかな足音に気付き、アリスは振り返った。

　近づいてくるのは、黒い修道衣を着た一人の少女だった。いまだ幼さが残る可愛かわいらしい顔に輝くような笑みを浮かべながら、勢いよく右手を振っている。

「姉さまー！」

　弾はずむような声が微風に乗って届き、アリスも口くち許もとを綻ほころばせつつ小さく手を振り返した。

　最後の十メルを飛ぶように駆かけ上ってきた少女は、足を止めると数秒かけて息を整え、もう一度明るい声で言った。

「おはよう、アリス姉さま！」

　ぴょんと横に移動し、車椅子に座るキリトにも、元気のいい挨あい拶さつ。

「キリトもおはよう！」

　反応のなさを気にする様子もなくにっこり笑ったその顔が、キリトの膝ひざに載のる二本の剣に向けられた瞬しゆん間かん、仄ほのかな切なさを滲にじませた。

「……おはよう、ユージオ」

　囁ささやきかけつつ右手を伸ばし、指先で青あお薔ば薇らの剣の鞘さやをそっと撫なでる。見知らぬ人間が同じことをすれば、キリトはわずかながら防御的な反応を見せるが、いまは大人しくされるがままになっている。

　二人の友人への挨拶を終えた少女は、体を起こすと再びアリスに向き直った。

　胸の奥に不思議な温かさが生まれるのを意識しながら、アリスも言葉を返した。

「おはよう、セルカ。よくここにいると判わかったわね」

　セルカさん、と言わずに済むようになるまでは一ヶ月以上もかかったものだ。

　半年前、セントラル・カセドラルでキリトの口から妹の存在を知らされて以来、ひたすらに会える時を待ち焦こがれてきた。しかし、こうして願いが叶かなったいま、セルカを愛いとおしく思えば思うほど、この自分に──アリス・ツーベルクではなくアリス・シンセシス・サーティという名の元整せい合ごう騎き士しに、彼女の姉でいる資格があるのだろうかとも考えてしまう。

　そんなアリスの絶えざる葛かつ藤とうに気付いているのかいないのか、セルカは屈託なく笑いながら言った。

「神聖術で探したわけじゃないわよ。家に行ったら留守だったから、今日はとってもいい天気だし、ここに来てると思ったの。搾りたてのミルクと、あと今朝焼いた林りん檎ごとチーズのパイをテーブルに置いてきたから、お昼に食べてね」

「ありがとう、とっても助かるわ。何を作ろうか迷ってたのよ」

「姉さまの料理の腕じゃ、いつかキリトが逃げ出しちゃうかもしれないからね！」

　あははと笑うセルカに、アリスも笑顔で言い返した。

「言ったわね！　これでも、パンケーキを焦がさずに焼けるようになったのよ」

「本当かなあ、最初は熱ねつ素そで焼こうとして消けし炭ずみにしちゃったのに」

　こら、と額ひたいを指先でつつこうとすると、素早くその手を躱かわしたセルカは、そのままアリスの胸に飛び込んできた。胸元にぎゅうっと顔を押し当てる妹の背を、優しく引き寄せる。
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　この瞬しゆん間かんだけは、心にのしかかる重圧から逃れたいと強く願う。

　整せい合ごう騎き士しの責務に背を向けて人里離れた森の奥で穏おだやかな日々を送ることへの罪悪感を忘れられたら、どんなにほっとするだろう。しかし同時に、絶対に忘れられるものではないこともアリスには解わかっている。最愛の妹と抱き合っているこの瞬間にも、果ての山脈の向こうから、終わりの時が刻一刻と近づいてきているのだから。




　半年前の、公こう理り教きよう会かいセントラル・カセドラルでの激げき闘とうの最終幕──。

　天命が尽きかけるほどの傷を受け、動かせなくなってしまった体を大理石の床に横たえたまま、アリスはおぼろげに戦いの行ゆく方えを知覚していた。

　最高司祭アドミニストレータと、双剣を携たずさえたキリトの死闘。

　元老長チュデルキンの妄執の炎に焼かれた、最高司祭の消滅。

　愛剣ともども肉体を分断されてしまった、キリトの親友ユージオの死。

　ユージオを看み取とったキリトは、広間の北端に現れた不思議な水晶板に、激はげしい口調で呼びかけた。アリスにはほとんど意味を理解できないやりとりの果てに、突然キリトが全身を強こわ張ばらせたと思ったらそのまま床に倒れ──そして世界は静寂に包まれた。

　わずかながら天命が回復し、アリスが動けるようになるのとほぼ同時に、東の窓からソルスの曙しよ光こうが差し込んできた。その光を神聖力源として、アリスはまず倒れたキリトの傷を癒いやした。しかし彼は意識を取り戻さず、やむなく寝かせたままにして自分にも治ち癒ゆ術じゆつを施ほどこしてから、彼が語りかけていた水晶板を調べた。

　だが、薄うす紫むらさき色に輝いていた表面は完全に光を失い、何度触れたり呼びかけたりしても、言葉を返してくることはなかった。

　アリスは途方に暮れ、座り込んだ。

　キリトの言葉を信じ、人界の民たちと辺境に暮らす妹を守るために絶対的支配者たるアドミニストレータと戦ったものの、本心では自分が生き残るとは思っていなかったのだ。

　最高司祭が《ソードゴーレム》と呼んだ奇怪な剣の兵士に、体を深々と貫つらぬかれた時。

　降り注ぐ轟ごう雷らいを、我が身を盾たてとして防いだ時。

　そして、キリトの命を断たんと振り下ろされた刃やいばの下に、無む我が夢む中ちゆうで飛び込んだ時──。

　アリスは、何度も死を覚悟した。しかし、賢けん者じやカーディナルや不思議な大おお蜘ぐ蛛もシャーロット、そしてユージオの犠ぎ牲せいとキリトの奮ふん戦せんに守られて、命を繫つないでしまった。

　──助けたのなら、その責任を取りなさい！

　傍かたわらに横たわるキリトに向かって、何度もそう叫んだ。しかし黒髪の若者は、瞼まぶたを開けようとはしなかった。ここからは自分で考え、自分で進む道を選べ……まるでそう言われているかのように、アリスには思えた。

　何十分か膝ひざを抱え続けてから、アリスはようやく立ち上がった。

　広間の主あるじが消滅したせいか、水晶板と同じく動かなくなってしまった昇しよう降こう盤ばんを剣で破は壊かいし、キリトを背負って九十九階に飛び降りた。

　そこからは長い階段を下り、いまだに術式を唱となえ続ける元老たちの間を抜けてカセドラルの大階段に出ると、真っ先に向かったのは大浴場に残してきた剣の師──整せい合ごう騎き士し長ちようベルクーリ・シンセシス・ワンの所だった。

　ユージオの武装完全支配術が氷結させた大量の湯はほぼ溶け、浴よく槽そうに大の字になって浮かぶベルクーリの体は、幸いチュデルキンの石化術からも解放されていた。

　巨体を通路に引っ張りだし、小お父じさま！　と呼びかけながらびしびし頰ほおを叩たたくと、偉い丈じよう夫ふは一発盛大なくしゃみをしてから目を覚ましたのだった。

　緊きん張ちよう感かんのない顔で、おう、もう朝か、などと宣のたまう師に、アリスはどうにか状況を説明した。さすがに厳きびしい表情となったベルクーリは、全てを聞き終えると、大きく包み込むような声でひと言発した。

　よく頑張ったな、嬢じようちゃん、と。

　そこからの、騎士長の行動は迅じん速そくだった。キリトたちに敗れ、しかしなぜか完全に傷の癒いえた状態で薔ば薇ら園の中央に寝かされていた副騎士長ファナティオを始め、同じく石化拘束されていたらしいデュソルバートやエルドリエといった整合騎士たちを五十層《霊れい光こうの大回廊》に集めると、伝えられる限りの真実を伝えたのだ。

　北セントリア修剣学院の修剣士二名との戦いの結果、最高司祭アドミニストレータが敗れ、消滅したこと。

　その最高司祭が、民の半数を剣骨の怪物兵器に変えるという恐ろしい計画を進めていたこと。

　騎士団の上位組織たる元老院が、実質的には元老長チュデルキンただ一人であり、彼もまた最高司祭とともに死亡したこと。

　隠されたのは、整合騎士の来歴──いや《製法》のみだった。神界から召喚された、という最高司祭の言辞にかねてから疑いを抱いていたベルクーリは真実を知る衝しよう撃げきに耐たえられたが、他の騎士たちには時間をかけて伝える必要があるという判断だ。

　しかし、それでもなおエルドリエやファナティオたちは激はげしい動揺を見せた。無理もない。神にも等しい力を持ち、数百年にわたって絶対的支配者として君くん臨りんしてきた最高司祭が死んだという事実を受け入れるのは容易ではなかったはずだ。

　混乱を極きわめた議論の果てに、騎士たちが当面は騎士長の指示に従うという選択をしたのは、ベルクーリの人望と実力もさることながら、《敬神パイエテイモジュール》がまだ機能していたからかもしれない。状況がどう変わろうとも彼らは公こう理り教きよう会かいに仕える騎士であり、そしてアドミニストレータとチュデルキンが人界を去った以上、騎士長ベルクーリが教会の最上位者であることは疑いようもない事実だったのだから。

　そのベルクーリは、指揮権を委任されたその瞬しゆん間かんから、本来の任務である《人界の守しゆ護ご》を全まつとうするべく精力的に動き始めた。彼自身にも、迷いや葛かつ藤とうはあったはずだ。己おのれから奪われた愛する者の記憶が、手を伸ばせば届く場所に存在すると知ってしまったのだから。

　しかし彼は、ソードゴーレムを形作っていた三十本の剣と三百以上の水晶柱ごとカセドラル百階を厳げん重じゆうに封印し、最高司祭の死そのものも騎き士し団だん以外には当面伏せると決定した。自分を含む整合騎士の記憶回復よりも、迫り来るダークテリトリーからの大侵攻への備そなえを優先するためだ。

　半はん壊かいした整合騎士団をどうにか立て直し、形ばかりの軍隊だった人界四帝国近この衛え軍ぐんの再編、再訓練という大仕事に取りかかったベルクーリに、もちろんアリスも協力した。右眼めにキリトが作ってくれた即席の眼帯を巻いたまま、セントリアを北へ南へと飛び回った。

　だが、いつまでもカセドラルに留とどまることはできなかった。少なからぬ整合騎士たち、そして最高司祭の死を知らない修道士たちの中からも、公こう理り教きよう会かいに剣を向けた反逆者──すなわち昏こん睡すいしたままのキリトを処刑すべし、という意見が出始めたからだ。

　仕事が一段落したある払ふつ暁ぎよう、アリスはキリトとともに、飛竜に跨またがって央都を去った。多くの血が流れた激げき闘とうから、二週間後のことだった。

　しかし、そこからがまた大変だった。慣れない夜営をする間もキリトはいっこうに眼を醒さまさず、眠り続ける彼のためにしっかりした屋根と温かいベッドが必要だと考えたが、街の宿屋に泊まろうにもろくにお金の持ち合わせがなく、かと言って整合騎士の権威を振りかざす気にはどうしてもなれなかったのだ。

　そんな時に思い出したのが、カセドラルの外がい壁へきでキリトから聞かされた、ルーリッドの村の名前だった。

　たとえ記憶を失っていようとも、アリスやユージオの生まれ故郷に暮らす人々ならば、自分たちを迎え入れてくれるのではないかという一いち縷るの望みを抱いて飛竜の手た綱づなを北へと向けた。キリトの体をいたわりながら少しずつ飛んだので、ノーランガルス帝国を縦じゆう断だんして果ての山脈の裾すそ野のに抱かれた小村へと辿たどり着くまでに三日間を要した。

　村人を脅おどかしてしまわないように村から少し離れた森に降り、そこで荷物を守っているよう飛竜に命じてから、キリトを背負って徒歩で村を目指した。

　森から出て、麦畑を抜ける小道に入ると、何人かの村人たちと行き逢あった。しかし彼らは驚おどろくような、怪しむような顔をするばかりで、声を掛けてくる者はいなかった。

　高台に築きずかれたルーリッドの村に到着し、木製の門を潜くぐろうとしたその時、そばに建つ番屋から大柄な若者が飛び出してきた。そばかすの残る顔に血の色を上らせ、アリスの行く手を塞ふさぐや、

　──待て、よそ者が勝手に村に入ったらいかんぞ！

　叫びながらこれ見よがしに腰の剣に手を置いた若い衛えい士しは、アリスに背負われたキリトの顔を見ると、訝いぶかしそうな表情になった。あれ、こいつは、と呟つぶやいてから改めてアリスを凝ぎよう視しし、やがて眼めと口を丸くした。

　──あんた……あんた、まさか。

　その言葉を聞いて、アリスは少しばかりほっとした。八年もの時間が流れても自分を覚えていたらしい衛えい士しに、言葉を選びながら告げた。

　──私はアリス。村長の、ガスフト・ツーベルクを呼んでほしい。

　アリス・ツーベルクと名乗るべきだったのかもしれないが、どうしてもそれはできなかった。幸い名前だけで事足りたようで、瞬しゆん時じに顔色を赤から青に変えた衛士は、何度か口をぱくぱくさせてから村の中へと駆かけ込んでいった。待っていろとは言われなかったので、アリスは門を潜くぐり、衛士が走っていったほうへと歩を進めた。

　昼下がりの村は、たちまち蜂はちの巣をつついたような騒さわぎになった。さして広くない道の両側を埋めた何十人もの村人たちは、通り過ぎるアリスを見るや一様に驚おどろきの声を上げた。

　だが、彼らの顔に、帰郷を喜ぶような表情はほとんどなかった。それどころか、女だてらに金属鎧よろいを身につけたアリスと、背中で眠り続けるキリトを訝しみ、警けい戒かいし、恐れてさえいるようだった。

　緩ゆるい上りの道は、やがて円形の広場に合流した。

　中央には噴ふん水すいと井戸、北側には屋根に円十字を掲げた小さな教会があった。アリスが広場の入り口で立ち止まると、遠巻きにした村人たちがひそひそと不安顔で言葉を交かわした。

　数分後、東側の人垣が割れ、その奥から一人の男性がしっかりした足取りで近づいてきた。灰色の口ひげを丁てい寧ねいに整えた壮年の男が、ルーリッドの村長でありアリスのかつての父親でもあるガスフト・ツーベルクであることはすぐに解わかった。

　ガスフトは、少し離れた場所で立ち止まると、まったく表情を動かさずにアリスとキリトを順に凝視した。

　十秒ほどしてから、低いがよく通る声が発せられた。

　──アリス、なのか。

　その問いに、アリスは「はい」とだけ答えた。しかし村長は、歩み寄るでも手を伸ばすでもなく、いっそう厳きびしい声で問いかけを重ねた。

　──なぜ、お前がここにいる。お前の罪は赦ゆるされたのか。

　今度は、すぐには答えられなかった。己おのれの罪が何なのか、それが赦されたのかそうでないのか、自分でも解らなかったからだ。

　幼いアリス・ツーベルクが、整せい合ごう騎き士しデュソルバートによって央都に連行された直接の理由は《ダークテリトリーへの侵入》だったのだとキリトは言った。確かにそれは禁きん忌き目もく録ろくに違反する行いだ。しかし、整合騎士となったアリスはもう禁忌には縛しばられない。騎士にとっては、最高司祭の命令だけが唯一の法だからだ。だがその最高司祭ももういない。これからは、罪や赦ゆるし、悪や善といったものを、自分で選び取っていかねばならないのだ……。

　そんなことを考えながら、アリスは村長の眼めを真まっ直すぐに見詰め返しながら答えた。

　──私は、罪に対する罰として、この村で暮らしていた頃の記憶を全て失いました。それによって罪が赦されたのか、私には解わかりません。ですが、いまの私には、この村の他に行くべきところはないのです。

　それは、アリスの偽いつわらざる本心だった。

　ガスフトは瞼まぶたを閉じ、口くち許もとと眉み間けんに深い皺しわを刻んだ。だが、少しして顔を上げた村長が鋭するどい眼光とともに告げたのは、冷れい厳げんたる言葉だった。

　──去れ。この村に、罪人を置くことはできぬ。




　アリスの体を横切った一いつ瞬しゆんの強こわ張ばりを感じたのか、セルカが顔を上げ、小さく首を傾かしげた。

「姉さま……？」

　気き遣づかわしそうに囁ささやく妹に、アリスは微ほほ笑えみを浮かべながら答えた。

「なんでもないの。さあ、そろそろ戻りましょう」

「……うん」

　頷うなずき、抱ほう擁ようを解いたセルカは、しばらくアリスを見上げていたがすぐに明るい笑顔を取り戻した。

「分かれ道まで、あたしが押すね！」

　と宣言するや、キリトが座る車くるま椅い子すの後ろに立ち、小さな両手で把とつ手てを摑つかむ。椅子そのものが相当に重い上に、瘦やせているとはいえ人ひとりと、更には神器級の剣一本半の重量が載のっているのだ。まだ十四歳の、しかも力仕事をしない修道女見習いには荷が重すぎる──と彼女が最初に挑戦した時には思ったものだが、セルカが前のめりになって足を踏ふん張ると、車椅子はゆっくりとだが動き始める。

「下り坂だから、気をつけてね」

　いままでセルカが車椅子を倒したことはないが、それでも少々はらはらしつつ声を掛けると、「大丈夫よ、相変わらず姉さまは心配したがりなんだから」と言われてしまう。ルーリッドに暮らしていた頃のアリスは、自分はユージオと一緒に探検だの実験だのしていたくせに、妹に対しては少々気を回しすぎな姉だったらしい。

　記憶を失っても基本的な性格は維持されるのか、それとも単なる偶然なのか。真剣な表情で車椅子を押すセルカの隣となりを歩きながら、そんなことを考える。

　丘を麓ふもとまで降りると、なだらかな下り坂は平へい坦たんな道となる。重みの増した車椅子を、セルカは懸けん命めいに動かし続ける。妹の横顔を見詰めているうちに、アリスの思考は再び過去へと戻っていく。

　村に戻ることを拒否されたあの日、悄しよう然ぜんと俯うつむいてルーリッドの村を出たアリスを、木こ立だちの陰から呼び止めてくれたのがセルカだった。父親である村長の意に添わない行動だと知りながらそうしたセルカの勇気と、彼女に紹介されたガリッタ老人の善意がなければ、アリスはいまも寄よる辺べなき彷ほう徨こうを続けていただろう。

　セルカにとっても、決して容易に受け入れられる話ではなかったはずだ。

　ようやく故郷に帰ってきた姉が、過去を全て忘れてしまったこと。

　二年前に、数日だが印象深い交流があったというキリトの昏こん睡すい。

　そして、兄にも等しい存在だったユージオの死──。

　しかし、セルカが涙を見せたのは、ユージオがもう戻ってこないことを知らされたその時だけで、以後はアリスの前で笑顔を絶やしたことはない。その心の強さと思いやりの深さには、日々感かん謝しやと驚きよう嘆たんの念を新たにせずにはいられない。修道士の神聖術よりも、騎き士しの剣よりも、ずっと強くて尊とうとい力だと思う。

　そして同時に、公こう理り教きよう会かいから離れた自分がいかに無力な存在であるかも、日々思い知らされている。

　ガリッタ老人に助けられながら、村から二キロルばかり離れた森の奥に小さくもしっかりとした小屋を建てたアリスが真っ先に取りかかったのは、昏睡し続けるキリトに大規模な治ち癒ゆ術じゆつを施ほどこすことだった。

　広い森の中で最もテラリアの恩おん寵ちようが豊富な地点と、ソルスの光を遮さえぎる雲が一片たりとも空にない日を選んで、地神と陽神が与えてくれる膨ぼう大だいな空間神聖力を十の光こう素そに凝ぎよう縮しゆくし、それを癒いやしの力に変えてキリトの体に注ぎ込んだのだ。

　アリスが全身全ぜん霊れいを傾かたむけた治癒術は、人間どころか飛竜の膨大な天命すらも瞬しゆん時じに最大値まで回復させ得るほどの規模だった。キリトの受けた傷がどれほど深いものだろうと、斬きり落とされた右腕を含めてたちまち回復し、何事もなかったかのように目を醒さますだろうと確信していた。

　しかし──。

　眩まばゆいばかりの霊光が去った直後、キリトは確かに瞼まぶたを開けたのだが、漆しつ黒こくの双そう眸ぼうに意思の光はなかった。アリスが繰くり返し名を呼び、肩を揺さぶり、最後には胸にすがりついて叫んでも、ただ虚うつろに空を見上げているだけだった。右腕を甦よみがえらせることすら、アリスにはできなかったのだ。

　あの日からもう四ヶ月が経たつが、キリトの心が戻ってくる兆きざしはまったくない。

　セルカは、姉さんがこんなに一生懸けん命めい看病してるんだもの、いつかは元のキリトに戻るよ、と事あるごとに言ってくれる。しかし、アリスは密ひそかに、自分には無理なのではないかと恐れている。

　最高司祭アドミニストレータに創つくられた存在でしかない自分には。




　無言で車くるま椅い子すを押していたセルカが、「ちょっと……休きゆう憩けい」と言いながら立ち止まったので、アリスは再度の物思いから醒さめた。

　額ひたいに汗を光らせ、はあはあ息を荒らげている妹の背中に、左手をそっと触れさせる。

「ありがとうセルカ、ここからは私が押すわ」

「分かれ道まで、頑張る、つもりだったのになあ……」

「前の時より、百メルも長く押してくれたじゃない。とっても助かっちゃった」

　ずっと年上の姉ならば、こんな時は妹にお小こ遣づかいをあげるものらしいと村に来てから学んだが、残念ながらポケットには銅貨の一枚も入っていない。現在の財政状況では、わずか一シアといえども森で落としたら大変なことになるので、買い物に行く時以外はお金を持ち歩かないのだ。

　代わりにセルカの、明るい茶色の髪を撫なでてやる。呼吸を落ち着かせた妹は嬉うれしそうに笑ったが、その表情の奥にかすかな翳かげりがあることに気付き、アリスは首を傾かたむける。

「どうしたの、セルカ？　何か困りごと？」

　車椅子の把とつ手てを握りながらそう訊たずねると、セルカはしばらく躊躇ためらってから口を開いた。

「……あのね……バルボッサのおじさんが、姉さまに、また開かい墾こん地ちの樹きの始末を頼みたいって……」

「なんだ、そんなことだったの。あなたが気に病やむ必要はぜんぜんないのよ、伝えてくれてありがとう」

　アリスは微笑とともにそう応じたが、妹は落ち込み顔から一転、不満そうに唇を尖とがらせる。

「だって……勝手すぎるわ、あの人たち。キリトだって、そう思うでしょ？」

　車椅子に座るキリトに問いかけるが、俯うつむく若者はもちろん答えない。だが、あたかも同意を得たかの如ごとく、セルカは語気を強める。

「バルボッサさんも、リダックさんも、姉さまを村に住まわせようとはしないくせに、困った時だけ助けてもらおうとするなんて。伝言しておいて何だけど、断ってもいいんだよ、姉さま。食べ物は、あたしが家から持ってきてあげるから」

　その言葉に、思わずクスッと笑ってしまってから、アリスは膨ふくれ顔の妹をなだめた。

「その気持ちは嬉しいけど、でも本当に気にしなくていいのよ、セルカ。いまの家は気に入ってるし、村の近くに住まわせてもらえるだけでも有あり難がたいことだわ。……キリトにお昼を食べさせたら、すぐに行くわね。場所はどこかしら？」

「……南の開墾地だって」

　小声で答えると、セルカはしばらく無言で車椅子の隣となりを歩いた。

　もうすぐ丸太小屋への分かれ道という所まで来た時、不意にきっぱりした声を出す。

「姉さま、あたし、来年には見習い期間が終わって、少しだけどお給金貰もらえるようになるの。そしたらもう、あんな人たちの手伝いなんかしなくていいからね。姉さまとキリトは、あたしが……あたしが、ずっと……」

　そこで声を詰まらせてしまうセルカの体を、アリスはそっと抱き寄せた。

　色こそ違うが、手触りはよく似ている茶色の髪に頰ほおを寄せ、囁ささやきかける。

「ありがとう……。でも、あなたが近くにいてくれるだけで、私は充分に幸せなのよ、セルカ……」




　名残なごり惜おしそうに何度も手を振りながら去っていくセルカを見送り、キリトと一緒に丸太小屋に戻ったアリスは、手早く昼食の準備をした。

　最近ではどうにか家事らしいことをできるようになってきたものの、料理の腕だけはいかんともしがたい。金きん木もく犀せいの剣と比べると、村の雑貨屋で買ってきた包丁はおもちゃのように頼りなくて、こわごわ材料を切るだけで二十分や三十分はすぐに経たってしまう。

　幸い、今日はセルカが焼きたてのパイを届けてくれたので、それを小さくしてキリトに食べさせた。フォークでパイを口くち許もとに近づけ、辛しん抱ぼう強く待っていると、やがて少しだけ唇を開けるので口中に入れる。するとキリトは、まるでかつての食事の記憶を再生しているかのように、ゆっくり、ゆっくりと咀そ嚼しやくする。

　キリトが口を動かしている間に、自分も林りん檎ごとチーズが入ったパイを大事に味わって食べる。作ったのは、恐らくガスフト村長の妻であるサディナ・ツーベルクだろう。セルカの、そしてアリスの母親。

　セントラル・カセドラルで暮らしていた頃は、大食堂のテーブルに所狭しと並べられた人界各地の珍ちん味み佳か肴こうを気ままにつつくような食事をしていた。比べればサディナ手製のパイは味も見た目も素朴だが、何倍も美お味いしく感じられる。キリトのほうも、アリスの手料理より反応がいい気がするのが少しだけ癪しやくではあるが。

　食事を終え、後片付けをしてから、もう一度キリトを車くるま椅い子すに座らせて膝ひざに二本の剣を載のせてやる。

　小屋を出ると、午後の日差しが前庭を金色に輝かせていた。近頃はずいぶん日が短くなって、うかうかしているとすぐ夕方になってしまう。急ぎ足で南の分かれ道まで移動し、今度は西へと足を向ける。

　しばらく進むと森が切れ、刈り入れを待つばかりの麦畑が広がった。重そうに揺れる穂波の向こうに、こんもりと盛り上がるルーリッドの村が見える。建ち並ぶ赤い煉れん瓦が屋根の真ん中に一ひと際きわ高く突き出す尖せん塔とうが、セルカの暮らす教会だ。

　セルカも、教会を預かるアザリヤという名の修道女も、人界四帝国の公こう理り教きよう会かい組織を束たばねるセントラル・カセドラルが、いまや主あるじなき空中楼ろう閣かくであることを知らない。だが、孤児院を兼ねる小さな教会は、何の問題もなく運営されている。

　最高司祭が死に、カセドラルが大混乱に陥おちいろうとも、人々の営みにはまるで影えい響きようはなかったということだ。禁きん忌き目もく録ろくは変わらず機能し、人々の意識を縛しばり続けている。果たして彼らに、剣を取って人界を守るために戦うことができるだろうか。

　公こう理り教きよう会かいや帝国皇帝の名において命じれば、従いはするだろう。しかしそれだけでは、闇やみの軍勢との戦いには勝てない。少なくとも騎き士し長ちようベルクーリは、その厳げん然ぜんたる事実を理解しているはずだ。

　最終的に戦いの帰き趨すうを決するのは、武具の優先度でも、術式の行使権限でもなく意志の力だ。絶望的な戦力差を覆くつがえし、何人もの整合騎士と、元老長チュデルキン、そして最高司祭アドミニストレータすらも倒してのけたキリトの戦いぶりがそれを証明している。

　麦畑の中で立ち働く村人たちが向けてくる、警けい戒かいや不安がない交ぜになった視線を胸を張って受け止めながら、アリスは胸中で剣の師に向けて呟つぶやいた。

　──小お父じ様、人界に暮らす民たちにとって、平和とは守るものではなく永遠に与え続けられるものなのかもしれません。

　──そして、そうさせてしまったのはきっと……公理教会と禁忌目録、そして私たち整合騎士団なのです。

　騎士長ベルクーリは、いまこの瞬しゆん間かんも、央都セントリアで四帝国軍の訓練や装備の製造に奔ほん走そうしているのだろう。あるいはすでに、最大の戦場となるであろうイスタバリエス帝国の辺境、《東の大門》に軍を動かしているかもしれない。実務の補佐としても、また開戦後の戦力としても、騎士は一人でも多く欲しいはずだ。

　──でも、いまの、私には……。

　物思いに沈みながら麦畑を通り抜け、村の南に広がる開かい墾こん地ちへと出る。掘り起こされた黒土の手前で車くるま椅い子すを止め、広大な土地を見渡す。

　ほんの二年前まで、この先には、アリスたちが暮らしている東の森を上回る規模の大森林が広がっていたのだという。

　しかし、その森の主として高々とそびえ立ち、神聖力を底無しに吸い取っていた《悪あく魔まの樹き》ギガスシダーをキリトとユージオが切り倒してくれたので、いま村の男たちは畑を広げることに夢中なのだ、とセルカが呆あきれ顔で言っていた。

　開墾地の真ん中には巨大な漆しつ黒こくの切り株が居座り、南の端はしでは数十人の村人が盛んに斧おの音おとを響ひびかせている。その一角で、自分は斧を握らずにあれこれ煩うるさく指示している太鼓腹の男が、村いちばんの大農場の主であるナイグル・バルボッサだ。

　あまり気が進まないながらも、アリスは踏ふみ固められた細道に車椅子を進ませた。キリトは、かつて自分が切り倒した巨きよ大だい樹じゆのなごりである切り株の横を通過してもまったく反応せず、二本の剣を抱いたまま俯うつむいている。

　近づく二人にまず気付いたのは、倒したばかりの樹の幹に腰掛けて休きゆう憩けいしているバルボッサ一族の若者たちだった。十五、六歳と思われる三人は、金髪の上にスカーフを巻いたアリスを無ぶ遠えん慮りよに眺め回してから、車くるま椅い子すのキリトに視線を移した。小声で何かを言い合っては、低い笑い声を漏もらす。

　無視して前を通過すると、若者の一人が間延びした大声を出した。

「おじさーん、来たよぉー」

　すると、両腰に手を当てて喚わめき散らしていたナイグル・バルボッサが勢いよく振り向き、脂ぎった丸顔ににんまりと笑みを浮かべた。大きな口や細い眼めは、どこか元老長チュデルキンを思い起こさせる。

　しかしアリスは可能な限りの笑みを返し、軽く会え釈しやくした。

「こんにちは、バルボッサさん。何か御用と聞きましたので……」

「おお、おお、アリスや、よく来てくれたのう」

　丸い腹を揺らし、両手を広げてどたどたと近づいてくるので、よもや抱ほう擁ようする気かと身構えかけたが、幸いアリスの前にある車椅子を見て思いとどまったらしい。

　代わりに右横わずか五十センの場所に立つと、ナイグルはぐるりと巨きよ軀くを回し、森と開かい墾こん地ちの境にそびえる大木を指差した。

「ほれ、見えるじゃろう。昨日の朝からあの忌いま々いましい白シラ金ガネ樫ガシにかかりっきりなんじゃが、大の男が十人がかりで斧おのを振ってもこれっぽっちしか進まん有あり様さまでなあ」

　右手の人差し指と親指で、小ぶりな半円を作って見せる。

　幹の差し渡し一メル半はありそうな白褐色の巨木は大地にどっしりと根を張り、開墾者たちを頑としてはねのけている。いまも二人の男が大きな斧を交互に叩たたきつけているが、幹に刻まれた切り込みは確かに十センにも届かない浅さだ。

　上着を脱いだ男たちの上半身には汗が滝のように流れている。胸や腕の筋肉にはそれなりの厚みがあるが、日頃あまり斧を持つことはないのだろう、使い方が少々ぎこちない。

　見守るうちに、片方の男が右脚を滑すべらせ、見当違いの場所を斜めに叩いた。斧は柄つかの中ほどからべきりと折れ、したたかに尻しり餅もちをついた男に、周囲の仲間たちから遠えん慮りよのない笑い声が浴びせられる。

「まったく、何をやっとるんだ、馬ば鹿か者ものめらが……」

　ナイグルが唸うなり、もう一度アリスを見た。

「あの様子じゃ、樹き一本にあと何日かかるか知れたもんじゃない。ウチがここで手間取ってるあいだに、リダックの連中が二十メル四方も土地を広げよった！」

　バルボッサ家に次ぐ規模の有力農家の名前を挙げると、ナイグルは足あし許もとの小石を蹴けり飛ばした。ふんふん鼻息を荒らげていたが、突然満面の笑みを浮かべて猫なで声を出す。

「そんな訳でな、月に一度の取り決めではあるが、今回だけ特別に力を貸してもらえんかな、アリスや。あんたは憶おぼえておらんじゃろうが、ワシはあんたが小さい頃、何度かお菓子をくれてやっ……いや、あげたんじゃよ。昔のあんたはそりゃあ可愛かわいい娘っこでなあ、いやいやもちろんいまも……」

　ため息を押し隠し、アリスはナイグルの言葉を遮さえぎった。

「解わかりました、バルボッサさん。今回だけということでしたら」

　眼前の白シラ金ガネ樫ガシのように、開かい墾こんの邪じや魔まをする樹きや岩を排除するのが、現在のアリスの天職──いや仮の稼かせぎ口ぐちだ。

　無論、公式に与えられた仕事ではない。村外れの森に落ちついて一ヶ月ほど経たった頃、西の放牧地への道が巨大な落石に塞ふさがれるという事件があった。その岩を、通りがかったアリスが一人で転がして道からどかしたことが村で噂うわさになり、いつしかこんな手伝いを頼まれるようになったのだ。

　実際、キリトと二人で暮らしていくうえで多少の現金はどうしても必要だったので、仕事を貰もらえるのは有あり難がたいことではある。しかし言われるままに力仕事を引き受けていたら、男たちは際限なく頼み事をしてくるとセルカが心配したので、手伝うのは一軒の農家で一ヶ月に一度まで、と取り決めてある。

　禁きん忌き目もく録ろくからノーランガルス帝国基本法、村の掟おきてに至るまで一切の規則に縛しばられているはずのナイグルが、取り決めに反すると知りながら月に二度目の依頼をしてきたことに驚おどろきはない。アリスやユージオと同様に《右眼めの封印》──最高司祭の言い方に従えば《コード８７１》を突破したわけではもちろんなく、単にアリスを自分より下に見ているのだろう。村外れの掘っ立て小屋に暮らす元罪人との取り決めなど、馬ば鹿か正直に守る必要はないというわけだ。

　そのようなことを考えつつも、アリスはもう一度ナイグルに目礼して車くるま椅い子すから離れた。キリトの様子を確かめるが、特に周囲の騒さわぎを気にしている様子はない。ちょっとだけ待っててね、と内心で語りかけ、白金樫の大木へと歩み寄る。

　アリスの姿に気付いた男たちは、にやにやと笑みを浮かべたり、あからさまに舌打ちしたりした。しかし、いまはもうアリスの力を知らない者はいないので、全員が無言で樹から離れていく。

　彼らと入れ替わりに大木の前に立ったアリスは、右手の指先で素早く神聖文字の印を描き、《ステイシアの窓》を引き出した。大の男が十人がかりで手こずるだけあって、天命はかなりの数値だ。この優先度では、いつものように借り物の斧おのを使うわけにもいくまい。

　いったん小走りに車椅子まで戻り、腰を屈かがめて、小声で囁ささやきかける。

「ごめんなさい、キリト。少しだけ、あなたの剣を貸してほしいの」

　右手でそっと黒革の鞘さやに触れると、剣を抱く左腕がかすかに強こわ張ばるのが感じられた。

　しかし、虚うつろな瞳ひとみを辛しん抱ぼう強づよく覗のぞき込んでいると、やがて腕から力が抜け、掠かすれた声が喉のどから漏もれた。

「……あー……」

　これは、意思が伝わったというよりも、記憶の残ざん響きようのようなものなのだろう。思考ではなく、胸に宿る思い出だけが、いまのキリトを動かしている。

「ありがとう」

　囁ささやいて、腕の中からそっと黒い剣を持ち上げる。キリトがおとなしくしていることを確かめて、再び白シラ金ガネ樫ガシのところに戻る。

　それにしても立派な樹きだ。央都セントリアの各所にそびえる古いにしえの大たい樹じゆたちには及ばないまでも、樹齢は百年を越すだろう。

　心のなかで、ごめんなさい、と樹に謝しや罪ざいしてから、アリスはぐいと足場を固めた。

　右脚を前に、左脚を後ろに。左手で腰高に据えた《夜空の剣》の、黒革を巻かれた柄つかに軽く右手を添える。左眼めで、樹との間合いを計る。

「おいおい、そんな細っこい剣で白金樫を倒す気かい？」

　男の一人が大声を出し、周囲がどっと沸いた。剣が折れるぞぉ、その前に日が暮れちまう、と次々に野次が飛ぶ中に、心配そうなナイグル・バルボッサの声も混じった。

「あー、アリスや、できれば一時間くらいで何とかしてほしいんだがのう」

　この仕事を始めてから十本以上の樹を切り倒してきたが、だいたいいつも三十分程度を要している。そんなに時間がかかる理由は、借り物の斧おのを壊こわしてしまわぬよう力を加減しなくてはならないからだ。しかし、今日はその心配はない。夜空の剣は、アリスの金きん木もく犀せいの剣と同等の優先度を誇る神器なのだ。

「いえ、そんなにはかかりません」

　呟つぶやくように答え、アリスは剣の柄を握った。

「……ハアッ!!」

　短い気合。踏ふみ込んだ右足の下から、爆ばく発はつじみた土煙が巻き起こる。

　本物の剣を振るのは久しぶりだったが、幸い技までは忘れていなかった。鞘さやから抜きざまの左水平斬ぎりが、黒い雷光となって宙を奔はしった。

　周囲の男たちには、斬ざん撃げきそのものは見えなかったらしい。剣を右前方に振り切った姿勢からアリスが立ち上がっても、怪け訝げんそうに眉まゆを寄せている。

　白金樫の滑なめらかな樹皮には、男たちがつけたささやかな刻み目があるだけで、それ以外には傷きず痕あとひとつない──ように見える。

　やがて、誰かが「なんだよ、外れかぁ？」と言い、数人が笑った。アリスはちらりと声の主ぬしを見ると、剣を鞘に収めながら言った。

「そっちに倒れますよ」

「はあ？　何言って……」

　と言いかけた男の両眼が、驚きよう愕がくに見開かれた。白金樫の幹が、ゆっくりと傾かたむき始めたのを見たからだ。周囲の者たちと一緒に、「うわあああ」と悲ひ鳴めいを上げながら後方へと走っていく。

　巨木は、三秒前まで男たちがいた場所に、凄すさまじい地じ響ひびきとともに倒れた。

　もうもうと湧わき起こった土煙を右手で払いながら、アリスは切り株の前まで移動した。真新しい切断面には密な年輪がくっきりと浮き上がり、磨みがかれたように光っているが、端はしの一箇所だけがわずかにささくれている。

　腕がなまっているのか、それとも右眼めが使えないせいか──と考えながら、アリスは体の向きを変えた。

　途と端たん、思わず上体を引いてしまう。満面の笑みを浮かべたナイグル・バルボッサが、両手を広げてどすどすと駆かけ寄ってくる。

　反射的に左手の剣を持ち上げると、かしゃりという鍔つば鳴なりを聞いたナイグルは急停止した。しかし笑顔は消えず、広げていた両手を体の前で握り合わせながら叫ぶ。

「すばっ、すばらっ……素晴らしい！　なんという腕じゃ！　衛えい士し長ちようのジンクなんぞ、問題にならん！　まさに神かみ業わざじゃあ！」

　更に一メルほど距離を詰めると、感かん嘆たんと欲望が等量ずつ混ざり合ったような表情で言葉を続ける。

「どっ、どっ、どうじゃアリス、礼金を倍にするから、月に一度と言わず週に一度……いや、一日に一度手伝ってくれんかのう!!」

　両手を高速で揉もむナイグルに、アリスは軽くかぶりを振った。

「いえ、いま頂いている金額で充分ですから」

　仮に、金きん木もく犀せいの剣を持ってきて武装完全支配術を使えば、一日一本の大木を切るどころか、ほんの数分でこの森を見渡す限りの裸地に変えることすら可能だ。しかしそんなことをすれば、彼らの要求は荒れ野を耕し、岩を砕き、雨を降らせることにすら及ぶだろう。

　んぬぬぬぬぬ、と唸うなりながら悶もだえていたナイグルは、アリスの「御お代だいを」という声でようやく我に返ったように瞬まばたきした。

「お、おう、そうじゃった、そうじゃった」

　懐ふところに手をやり、ずしりと重そうな革袋から、約束の百シア銀貨を一枚つまみ出す。

　それをアリスの掌てのひらに落としながら、ナイグルはなおも未練がましく言葉を連ねた。

「アリスや、こういうのはどうかのう。いま銀貨をもう一枚払うから、今月のリダックの連中の手伝いは断るというのは……」

　ため息を吞のみ込み、再び断りの言葉を口にしようとした、その時。

　がたん、という重い音が耳に届いた。はっと顔を上げると、離れた場所で車くるま椅い子すが横倒しになり、キリトの体が地面に投げ出されているのが見えた。

「……キリト！」

　掠かすれ声で叫び、ナイグルの横をすり抜けて走る。

　俯うつぶせに倒れたキリトは、どこか必死さを感じさせる動きで左腕を伸ばそうとする。その先では、休きゆう憩けいしていた若者たちが、白革の鞘さやに収められた長剣を二人がかりで地面に立てながら、興奮した様子で口々に喚わめいている。

「うおっ、なんだこりゃ、えらい重いぞ!!」

「だから、あんな女でも白シラ金ガネ樫ガシを一発で倒せるんじゃねえか」

「いいから、ちゃんと支えてろよ！」

　三人目の少年が叫び、青あお薔ば薇らの剣を抜こうと両手で柄つかを握った。

　ぎりっ、という音が、食い縛しばられた自分の奥歯から発せられるのをアリスは聞いた。次いで喉のどから、鋭するどい叫び声が放たれる。

「貴様らっ……!!」

　それを聞いた少年たちが、ぽかんと口を開けてアリスを見た。

　残る二十メルの距離を瞬しゆん時じに駆かけ抜け、土つち埃ぼこりを巻き上げて止まる。アリスの顔を見た三人が、じりっと後ずさる。

　大きく息を吸い、激げき発はつ寸前の感情をどうにか押し留とどめて、アリスはまず倒れたキリトを助け起こした。再び車くるま椅い子すに座らせながら、押し殺した声で命じる。

「その剣は、この人のものです。早く返しなさい」

　途と端たん、三人の顔に反抗的な表情が浮かんだ。青薔薇の剣を抜こうとしていた大柄な若者が、唇を歪ゆがめてキリトを指差す。

「俺たちは、ちゃんとそいつに剣を貸してくれって言ったぜ」

　車椅子に戻ったキリトは、なおも純白の剣に向けて左腕を伸ばしながら、か細い声を漏もらしている。

　鞘さやを押さえている若者の一人が、嘲あざけるように唇を歪めて続けた。

「そしたらそいつ、気前よく貸してくれたんだよ。アー、アーって言ってさぁ」

　残る一人も、調子を合わせて「そうそう」と笑う。

　アリスは、右手で強く車椅子の把とつ手てを握らねばならなかった。その手は間違いなく、左手に下げたままの夜空の剣を抜こうとしていたからだ。

　半年前の自分なら、一瞬の躊ちゆう躇ちよもなく、青薔薇の剣に手を触れさせている六本の腕を斬きり飛ばしていただろう。整せい合ごう騎き士しは、他者を害することを禁止する禁きん忌き目もく録ろくには縛られない。そもそも、右眼めの封印を打ち破ったいま、アリスの行動を規制する法はもうただの一つも存在しないのだ。

　しかし──。

　アリスは痛いほど奥歯を嚙かみ締しめ、己おのれを襲おそう衝しよう動どうと戦った。

　この若者たちは、キリトとユージオが、命と引き換えにしてまで守ろうとした人界の民だ。傷つけることはできない。二人も、それを望むまい。

　数秒間、アリスはぴくりとも動かずに沈ちん黙もくし続けた。しかし恐らく、左眼に浮かぶ殺気までは隠せなかったのだろう。三人は笑みを消し、怯おびえたように視線を逸そらした。

「……解わかったよ、怖こえぇ顔しやがって」

　やがて大柄な一人がふて腐れたようにそう吐き捨て、剣の柄つかから手を離した。残る二人も、恐らくはもう支えているのも限界だったのだろう、どこかほっとしたような顔で鞘さやを離す。青あお薔ば薇らの剣は、その場にずしりと横たわる。

　アリスは無言のまま歩み寄り、腰を屈かがめて、敢あえて右手の指三本だけでひょいと白革の鞘を持ち上げた。振り向く瞬しゆん間かん、悪わる餓が鬼きどもをもう一ひと睨にらみしてから、車くるま椅い子すのところまで戻る。

　鞘についた土つち埃ぼこりを外がい套とうの裾すそで拭ぬぐってから、白黒二本の剣を一緒に膝ひざに置いてやると、キリトはそれをしっかりと抱き締しめて動きを止めた。

　ちらりとナイグル・バルボッサを見ると、騒さわぎにはまるで興味を持たなかったようで、男たちの指揮に没頭している。あれこれ喚わめき続ける背中に軽く一礼して、アリスは車椅子を押して細道を北に戻り始めた。

　久しぶりに胸に吹き荒れた激はげしい怒りは、いつの間にか冷たい無力感に取って代わられていた。

　ルーリッド近くの森で暮らし始めてから、このような思いをするのは初めてのことではない。村人たちの多くはアリスと言葉を交かわすことすら避さけようとするし、心を失ったままのキリトに至っては人間扱いさえしてくれない。

　それを責めるわけではない。彼らにとっては、アリスは禁きん忌き目もく録ろくに違反した罪人のままなのだろうから。村の近くに住むことを黙もく認にんし、食料や日用品を売ってくれるだけでも有あり難がたいと思うべきなのだ。

　しかし同時に、心の片かた隅すみで考えてしまう。──何のために、と。

　いったい何のために、あれほどの苦しみに耐たえて最高司祭アドミニストレータと戦ったのか。もう一人の最高司祭カーディナルと意思ある黒くろ蜘く蛛もシャーロット、そしてユージオは命を落とし、キリトは言葉と感情を失い、そこまでして守ったものはいったい何だったのか。

　この思考の行き着く先は、決して言葉にはできない一つの問いだ。

　バルボッサ家の人々のような者たちを守る意味が本当にあるのか、という。

　その迷いは、アリスが剣を捨てて辺境の地に留とどまっている理由のひとつとなっている。

　こうしているいまも、イスタバリエス帝国の果てにある《東の大門》の向こう側には、闇やみの大軍勢が刻一刻と迫っている。騎き士し長ちようベルクーリが進めている新生《人界守備軍》の配備が間に合うのかどうかは微妙な情勢だろう。まだ整合騎士の任を解かれたわけではない──それができるのは亡き最高司祭だけだ──アリスは、一刻も早く大門に馳はせ参じるべきなのかもしれない。

　しかし、アリスにはもう、金きん木もく犀せいの剣はあまりにも重すぎる。

　故郷だと信じていた神界が本当は存在しないこと。忠誠を誓ちかった公こう理り教きよう会かいが多くの偽いつわりに塗まみれていたこと。更には、人界の民たちの醜みにくさや浅ましさまでをも、知りすぎるほどに知ってしまった。自らの正しさを疑うことなく剣を振るい、神に祈ることができた時代は、遥はるか遠くに過ぎ去った。

　いまやアリスが真に守りたいと思う人間は、ほんの数人しかいない。父と母、セルカとガリッタ老人、そしてキリト。彼らさえ守れるのなら、騎き士しの務つとめに背を向けて、この地で穏おだやかに暮らし続けてもいいのではないか──。

　開かい墾こん地ちから出て、麦畑を抜ける道に入ったところで足を止め、アリスはキリトに囁ささやきかけた。

「ついでだから、村で買い物をしていっていい？　もう二度と、無礼な子供に悪さをさせたりはしないから」

　答えはなかったが、無反応を承しよう諾だくと解し、アリスは北へと車くるま椅い子すを進ませた。




　稼かせいだ百シア銀貨で一週間分の食材や生活必需品を買い込み、森の小屋へと帰りつく頃には、空はすっかり夕焼けの色に染まっていた。

　小屋のポーチに上がろうとしたところで、ぶうんと低い風切り音が近づいてくるのに気付く。車椅子ごと少し下がり、草地の中央付近で音の源みなもとを待ち受ける。

　やがて、木々の梢こずえを掠かすめんばかりの低空から姿を現したのは、巨大な両りよう翼よくに長い首と尾を持つ銀色の大型獣じゆう──飛竜だった。二人を央都からここまで運んでくれたアリスの騎竜だ。名前は雨アマ縁ヨリ。

　飛竜は、草地の上空を二度旋せん回かいしてから、ふわりと降り立った。翼つばさを畳むと長い首を伸ばし、まずキリトの胸に鼻先を触れさせてから、アリスに大きな頭をすり寄せてくる。

　首下の、仄ほのかに青みがかった和にこ毛げを搔かいてやると、竜はくるるると低く喉のどを鳴らした。

「雨縁、お前、ちょっと太ったわね。湖の魚を食べすぎなのよ」

　微ほほ笑えみ混じりにそう叱しかると、ばつが悪そうにふうっと鼻から息を吐き、長い体を回して小屋の東側にある寝床へと歩いていく。枯れ草を分厚く敷き詰めたベッドの上で、首に尾を絡めるようにして丸くなる。

　半年前、この草地に小屋を建てると決めたその日に、アリスは雨縁の頭に留められていた革の頭とう絡らくを外し、拘束術式も解除した。そのうえで、お前はもう自由です、西帝国にある飛竜の巣へ帰りなさいと告げたのだが、飛竜はアリスから離れようとしなかった。

　自分で草を集めて寝床を作り、日中は森で遊んだり、湖で魚を獲とったりしているようだが、夕暮れには必ず戻ってくる。誇り高く猛たけ々だけしい竜の性質を抑え込み、騎士の命令に従わせていた神聖術はもう存在しないのに、なぜ故郷に戻ろうとしないのかは解わからない。

　しかし、整合騎士となって以来ずっと一緒だった雨縁が、彼女自身の意志で傍そばに居続けてくれるのは素直に嬉うれしいので、敢あえて追い出そうとはしなかった。森の上空を飛ひ翔しようする姿が時折村人に目もく撃げきされ、アリスの芳かんばしからぬ評判の一因となっているようだが、今更そんなことを気にかけても仕方ない。

　枯れ草の上で低い寝息を立て始めた雨アマ縁ヨリにおやすみを言ってから、アリスは車くるま椅い子すを押して小屋に入った。

　夕食には、半月豆と肉だんごのシチューを作った。少しばかり豆が硬く、だんごは大きさが不ふ揃ぞろいだったが、味はずいぶんとまともになってきた気がする。もちろん、キリトが感想を言ってくれるわけではない。小さなスプーンで口に入れてやると、思い出したように嚙かみ、吞のみ込むだけだ。

　せめて、何が好物で何が嫌きらいなのかを知っていれば、と思うものの、考えてみればこの若者と話らしい話をした時間は一日にも満たぬ短さだったのだ。セルカは二年前にしばらく教会で一緒に寝起きしたらしいが、しかし食事に何が出ようと美お味いしそうに食べていた記憶しかないという。それもまたキリトらしいと思う。

　時間をかけてどうにかシチューを食べ終えたキリトを、椅子ごと小型ストーブの傍そばまで移動させ、流しで食器類を洗って籠かごに並べている時だった。

　不意に、いつもなら夜明け頃まで静かに眠っているはずの雨縁が、窓の向こうでルルルッと低く鳴いた。

　はっと手を止め、耳を澄すませる。森を渡る夜風に混じって、季節外れの木こ枯がらしのような音が聞こえる。薄うすく大きな翼つばさが風を切る音。

「…………！」

　台所から飛び出し、キリトが椅子の上でおとなしくしていることを確かめてから、玄関扉を開ける。再び耳をそばだてて、風切り音が近づいていると判断するや、前庭に降り立って夜空を仰あおぎ見る。

　満天の星を背景に、螺ら旋せんを描いて舞まい降りてくる黒い影かげは、間違いなく飛竜だ。念のために草地の東を見るが、もちろん雨縁は寝床にうずくまったまま空を見上げている。

「まさか……」

　ダークテリトリーの暗黒騎き士しが果ての山脈を越えてきたのかと考え、剣を取りに戻りかけたその時、月明かりを受けて竜の鱗うろこがきらりと銀色に輝くのが見えた。わずかに肩の力を抜く。銀ぎん鱗りんを持つ飛竜を駆かるのは、世界広しといえども公こう理り教きよう会かいの整合騎士だけだ。

　しかし、安心するのはまだ早い。いったい誰が、何のためにこんな辺境まで飛んできたのか。まさか、反逆者キリトの処刑論は半年経たっても消えず、ついにカセドラルから討ち手が派は遣けんされたのだろうか。

　アリスの緊きん張ちようを感じたのか、雨縁も寝床から這はい出てくると、首を高く持ち上げてもう一度唸うなった。しかし、威い嚇かく的な低音はすぐに消え、代わりにきゅうんと甘えるような喉のど声ごえを響ひびかせる。

　その理由は、アリスにもすぐに解わかった。

　更に三度旋回してから、草地の南側に着地した飛竜は、雨縁とよく似た色合いの和にこ毛げを首の周りに生やしていた。間違いなく雨アマ縁ヨリの兄竜、名前は滝タキ刳グリ。ということは、背中に乗っているのは──。

　しなやかな身のこなしで地面に降り立った、白銀の鎧よろい兜かぶとに身を包む騎き士しに、アリスは硬い声で呼びかけた。

「……よくここが解わかりましたね。何用ですか、エルドリエ・シンセシス・サーティワン」

　三十番サーテイであるアリスより若い番号を持つただ一人の整合騎士は、すぐには声を発さず、右手を胸にあてがってまずは深々と一礼した。

　体を起こし、おもむろに兜を外す。艶つややかな藤ふじ色の髪がふわりと夜風にたなびき、都会的な華やかさを持つ美び貌ぼうが露あらわになる。男にしては高く滑なめらかな声で──。

「お久しゅうございます、我が師アリス様。装いは違えど、相変わらずお美しくいらっしゃる。今宵こよいの見事な月の下で、師の黄金の御お髪ぐしがさぞ麗うるわしく輝いておられようと思うと居ても立ってもいられずに、秘蔵の銘酒片手に馳はせ参じた次第」

　背中に回されていた左手がさっと前に差し出されると、そこに握られていたのはワインの瓶びんだった。

　アリスはため息を吞のみ込みながら、なぜか弟子ということになっている男に答えた。

「……傷はすっかり癒いえたようで何よりですが、性格は変わっていませんね。いま気付きましたが、そなたの物言い、少しだけ元老長チュデルキンに似ていますよ」

　うぐっ、と妙な音を出すエルドリエに背を向け、小屋へと歩き出す。

「あ、あの、アリス様……」

「重要な話があるのなら中で聞きます。ないなら一人でワインを飲んでから央都に帰りなさい」

　半年振りの再会に、嬉うれしそうに首をこすり合わせている滝刳と雨縁の兄妹きようだいをちらりと見上げてから、アリスは足早に小屋へ戻った。

　おとなしく付いてきたエルドリエは、狭い小屋の中を物珍しげに見回してから、ストーブの傍かたわらで俯うつむくキリトに視線を留めた。しかし、かつて剣を交えた反逆者については何も言わず、素早くテーブルの奥に滑すべり込むと、アリスのために椅い子すを引いた。

「…………」

　礼を言うのも馬ば鹿か馬鹿しいのでため息で代用し、すとんと腰を降ろす。エルドリエは勝手にアリスの向かいに座り、ワインの瓶をテーブルに置いた。正面から向き合った瞬しゆん間かん、かすかに顔を曇くもらせたのは、アリスの右眼めを覆おおったままの黒い包帯を見たからだろう。しかしその表情をすぐに消したエルドリエは、顔を持ち上げるとひくひくと小鼻をうごめかせた。

「……何やら、良い匂においがしますな、アリス様。ところで私、急ぎの旅でしたゆえ、夕食をまだ食べておりません」

「何がところでですか。だいたい、央都から辺境まで飛ぶのに、酒を持って携けい行こう食しよくを持たぬとはどういう了見なのです」

「私、あのパサパサモソモソした奴やつは一生食わぬと三神に誓ちかいましたので。あんなもので腹を満たすくらいなら、飢えて天命が尽きるに任せたほうがましというもの……」

　エルドリエの益やく体たいもない返答を最後まで聞かずに、アリスは椅い子すを立った。台所に移動すると、かまどに載のった鉄てつ鍋なべからシチューの残りを木皿によそい、テーブルに戻る。

　目の前に置かれた皿を、エルドリエは歓かん喜きと疑念が混じり合った表情で見詰めた。

「…………つかぬことを伺うかがいますが、これはもしや、アリス様お手ずから……？」

「そうですが。それがどうかしましたか」

「…………いえ。我が師の手料理を頂ける日が来ようとは、秘剣の型を授かった時に勝まさる喜びというもの」

　緊きん張ちようした表情で匙さじを握り、豆を口に運ぶ。

　もぐもぐ口を動かすエルドリエに、アリスは改めて問い質ただした。

「それでそなた、どうやってこの場所を探さぐり当てたのです。央都からはいかなる術式も届かぬ距離……さりとて、私ひとりを見つけるために各地に飛竜を飛ばす余裕など、いまの騎き士し団だんにはないはずです」

　エルドリエはしばらく答えず、案外旨うまいじゃないですか、などと呟つぶやきながら盛んに匙を動かしていたが、やがて綺き麗れいになった皿から顔を上げると、どこからともなく取り出した手しゆ巾きんで口を拭ぬぐってから真まっ直すぐにアリスを見た。

「私とアリス様の、魂たましいの絆きずなを辿たどって参りました……と言いたいところですが、残念ながらまったくの偶然ですよ」

　芝居がかった仕草でさっと右手を広げる。

「果ての山脈を周回している騎士から、最近、北方でゴブリンだのオークだのがこそこそ動いているという情報が届きましてね。北、南、西の洞どう窟くつは全て騎士長の指示で崩ほう落らくさせましたが、そこを性しよう懲こりもなく掘り返す気かもしれぬということで、私が確認に来たのです」

「……洞窟を……？」

　アリスは眉まゆをしかめた。

　果ての山脈を貫つらぬく四本の通路のうち、南、西、そしてルーリッドの村からほど近い北の洞窟はごく狭く、闇やみの軍勢の主力を成すオーガや巨人は通過できない。ゆえに敵軍は《東の大門》に集結すると予想されたが、騎士長ベルクーリは念を入れて、指揮権を得た直後に三箇所の洞窟を崩落させたのだ。

　それを知っていたからこそアリスはこの地に隠れ家を構えたのだが、敵が洞窟を掘り返すとなれば状況は変わる。ルーリッドの村は、平和な辺境から一転、真っ先に戦いの火ひ蓋ぶたが切られる最前線となってしまう。

「それで……闇の軍勢の動きは確認できたのですか」

「丸一日かけて洞窟の周囲を飛び回りましたが、オークはおろかゴブリンの一匹すらも見ませんでしたよ」

　エルドリエは軽く肩をすくめ、続けた。

「おおかた、獣けものの群れを軍勢と見間違えたのでしょう」

「……洞どう窟くつの内部は確認しましたか？」

「無論。ダークテリトリー側から覗のぞきましたが、天井まで岩で埋まっておりましたよ。あれを掘り返すには大部隊が必要でしょう。……それを確かめ、央都へ戻ろうと手た綱づなを引いたところ、滝タキ刳グリが妙に騒さわぎましてね。導みちびかれるまま飛んでみたら、この場所に降りたという次第です。正直、私も驚おどろきましたよ。大した偶然……いや、やはり運命の導みちびきか」

　いつの間にか芝居めいた口調を消したエルドリエは、剛直な騎き士しの貌かおになって続けた。

「いまこの時に、再び相見あいまみえる機会を得たからには、これを申し述べるのは私の責務。アリス様……騎士団にお戻りください！　我々は、千の援軍よりも、あなた様お一人の剣を必要としております!!」

　騎士の強い視線から逃れるように、アリスは軽く眼めを伏せた。

　解わかってはいるのだ。

　人界を包む脆もろい壁かべが、音を立てて崩くずれ落ちようとしていることも。それを支えようとする、騎士長ベルクーリと新生守備軍の苦く闘とうも。

　アリスを守り導いてくれた騎士長には返し尽くせぬ恩があるし、エルドリエを含む整合騎士団の朋ほう輩はいたちへの連帯感も失われたわけではない。しかし、それだけでは戦えないのだ。

　強さとは意志の力そのものである。アリスはカセドラルでの戦いで、その真実を思い知らされた。あの時のキリトのように、絶望的な戦力差を意志力で覆くつがえすこともできれば、最強の神器をなまくらに変えてしまうのもまた意志力──。

「……できません」

　かすかな声で、アリスは答えた。

　間かん髪はつ入れず、エルドリエの鋭するどい声が響ひびく。

「なぜです」

　返事を待たず、鞭むちのように鋭い視線を、ストーブの傍そばの椅い子すに腰掛ける若者に向ける。

「あの男のせいですか。カセドラルの牢ろうを破り、多くの騎士と元老長、そして最高司祭様までをも反逆の刃やいばにかけたあの男が、いまもアリス様のお心を惑まどわせているのですか。であれば、その迷いの源みなもとを、すぐにでも私が断って差し上げる」

　テーブルの端はしを握る右手に力を込めるエルドリエを、アリスは隻せき眼がんで睨にらみ付けた。

「やめなさい！」

　抑えた声量ではあったが、そのひと声を聞いた騎士はぴくりと上体を引く。

「彼もまた、己おのれの信じる正義のために戦ったのです。そうでなければ、なぜ最強たる我ら整合騎士が、騎士長閣下に至るまでことごとく敗れ去ったのですか。彼の剣の重さは、直接刃を交えたそなたも身を以もつて知ったはず」

　高い鼻び梁りように悔しげな皺しわを寄せつつも、エルドリエはゆっくりと肩の力を抜いた。視線をテーブルに落としながら、呟つぶやくように独白する。

「……確かに、民の半数を魂たましいなき剣骨の兵士に変えるというアドミニストレータ様の計画は、私にも受け入れがたいものです。そして、あの若者……キリトとその友ユージオの存在なくば、計画が現実となるのを誰も止められなかったでしょう。ましてや、二人を導みちびいたのが、かつてアドミニストレータ様と並び立ったもう一人の最高司祭カーディナル様であった、というベルクーリ殿の話が事実であるなら、私もいまさらキリトの罪を問おうとは思いませぬ。しかし……そうであるならば、なおのこと得心がいかない!!」

　いままで胸に押し込めていたものを吐と露ろするように、エルドリエは叫んだ。

「反逆者キリトが、アリス様の仰おつしやるように我ら整せい合ごう騎き士しをも上回る使い手であるのなら、なぜいま剣を取り戦おうとしないのです！　なぜあのような情けない姿に成り果てて、アリス様をこの辺境に縛しばりつけているのですか！　民を守るためにアドミニストレータ様を弑しいしたというのなら、いますぐにでも、東の大門に馳はせ参じるべきでしょうに!!」

[image: ]

　火を吐くようなエルドリエの言葉も、キリトの心に届いた様子はなかった。半なかば閉じた双そう眸ぼうに映るのは、ストーブの中で揺れる熾おき火びの光のみ。

　降り積もる重い沈ちん黙もくを、アリスは穏おだやかな声で破った。

「……ごめんなさい、エルドリエ。私はやはり、そなたと共には行けません。キリトの状況とは関係ない……私の剣力は失うせてしまった、ただそれだけなのです。いまそなたと剣を交えれば、恐らく三合と続かないでしょう」

　エルドリエは、はっとしたように両眼めを見開いた。誇り高き騎き士しの顔が、幼い少年のようにくしゃりと歪ゆがんだ。

　やがてその顔に、諦てい念ねんを宿した微笑が浮かんだ。

「……そうですか。では、もう何も言いますまい……」

　ゆっくりと右手を伸ばしながら、神聖術の起句を呟つぶやく。続く高速詠唱で晶しよう素そを二つ生成し、それを極ごく薄うすのワイングラスに変形させる。

　テーブルからワインの瓶びんを取り上げ、指先だけで固い栓を弾はじき飛ばす。真紅の液体を二つのグラスに少量ずつ注ぎ、瓶を置く。

「……別れの酒になると知っていれば、秘蔵の西帝国産二百年物を持って参りましたものを」

　片方のグラスを持ち上げ、エルドリエは一息に呷あおると、そっとテーブルに戻した。一礼して立ち上がり、純白のマントを大きく翻ひるがえす。

「では、これにてお別れです、師よ。ご教授頂きました剣と術の要よう訣けつ、このエルドリエ、生涯忘れませぬ」

「……元気で。無事を祈っています」

　どうにかそれだけを口にしたアリスにゆっくりと頷うなずき返し、整合騎士はかつかつとブーツを鳴らして歩き去った。その背中は揺るぎない誇りに満ちていて、アリスは眼を逸そらすことしかできなかった。

　扉が開き、閉じる。前庭で、滝タキ刳グリがひと声高く鳴き、羽ばたき音がそれに続いた。兄との別れを惜しむ雨アマ縁ヨリの鼻声が、アリスの胸をちくりと刺した。

　力強い羽音が遠ざかり、やがて消えても、アリスは身み動じろぎひとつせずに座り続けた。

　晶素から生成されたグラスの天命が尽きる寸前、指先でそっと持ち上げ、唇をつける。半年振りに味わうワインは、甘さよりも渋さと酸っぱさを舌に残した。数秒後、空になった二つのグラスが、かすかな光を振り撒まいて消滅した。

　まだ中身の残る瓶に再び栓を押し込み、立ち上がる。ストーブの傍そばまで移動し、無言で座り続けるキリトに声を掛ける。

「……ごめんなさいね、疲れたでしょう。いつもなら、もうとっくに休む時間だものね。さ、ベッドに入りましょう」

　そっと肩に手をあてて立たせると、隣りん接せつする寝室まで導みちびく。黒い部屋着を生き成なりの寝巻きに着替えさせてから、窓まど際ぎわのベッドに横たわらせる。

　足あし許もとに畳んであった毛布を持ち上げて首元までかけてやっても、半眼に開いたままのキリトの瞳ひとみは、瞬まばたきもせずに天井を見上げ続ける。

　壁かべのランプを吹き消すと、室内は薄うす青あおい闇やみに満たされた。キリトの隣となりに腰掛け、瘦やせた胸や骨張った肩を優しく撫なでてやっていると、数分後、まるで何らかの動力が切れたかの如ごとく瞼まぶたが閉じた。

　キリトの寝息が安定するまで待ってから、ベッドから離れて自分も白い寝巻きに着替える。居間に戻り、窓から雨アマ縁ヨリの様子を確認してから、二つあるランプを消し、寝室に引き返す。

　ベッドの毛布を持ち上げ、キリトの隣に潜もぐり込むと、かすかな温ぬくもりが身体からだを包んだ。

　いつもなら、眼めを閉じればすぐに眠りの中に逃げ込めるのだが、今日はなかなか眠気が訪れようとしない。

　歩き去るエルドリエの背中で揺れるマントの、眩まばゆいほどの白が瞼の裏に残り、ちくちくと眼を刺し激げきする。

　かつては、自分の背中も彼と同様の誇りに満たされていたはずだ。己おのれの剣で人界を、そこに暮らす人々を、そして公こう理り教きよう会かいの権威を守っているのだという揺るぎない確信が、活力となって全身に巡っていた。

　しかしもう、その力は、最後の一片までも失われてしまった。

　エルドリエに──かつての弟子に問いたかった。教会と最高司祭の虚きよ偽ぎが明らかとなったいま、あなたはいったい何を信じ、何のために戦うのかと。

　しかしそれはできない。アリスとベルクーリ以外の整せい合ごう騎き士しは、最高司祭の恐るべき企くわだての全てを知らされてはいないからだ。エルドリエにしても、封印されたカセドラル最上階に己の《記憶の欠片かけら》と、そしてソードゴーレムの部品と成り果てた《最愛の人》が残されているという事実をまだ知らない。

　ゆえに、彼はまだ公理教会そのものを信じていられる。三女神が新たな最高司祭をカセドラルに遣つかわし、無む謬びゆうの導みちびきを与えてくれる日を待ち望んでいられる。

　だが、神や神界の存在も大いなる欺ぎ瞞まんだと知ってしまったこの自分は、どうすればいいのだ。

　止やむを得ないとはいえ、騎士長ベルクーリは騎士に真実の半分を隠し、来きたるべき大戦に備そなえさせている。いまそこに加われば、アリスが胸に抱えたままの迷いはきっと他の騎士たちをも惑まどわせてしまう。

　闇の軍勢の総攻こう撃げきを、急造の守備軍が跳ね返せるかどうかは誰にも解わからない。もし東の大門を突破されれば、血に餓うえた怪物たちは、やがてこの辺境の村まで押し寄せるだろう。その惨さん劇げきを回かい避ひする道は残されていないのか──そう考える時、アリスの脳裏に、決まって甦よみがえる声がある。

　最高司祭との決戦の後、キリトが倒れる寸前に、不思議な水晶板から発せられた二つの言葉。

　──ワールド・エンド・オールターを目指せ。

　──東の大門から出て、ずっと南へ。

《ワールド・エンド・オールター》という神聖語名に聞き覚えはない。しかし、東の大門から出た先に何があるのかは知っている。消けし炭ずみのように黒い地面と、血の色の空が広がるダークテリトリーの荒野だ。ひとたび踏ふみ込めば、進むことも戻ることも容易ではない。

　途方もない困こん難なんを乗り越えて闇やみの国を縦じゆう断だんし、オールターとやらに辿たどり着けたとしても、そこには何があるのか？　人界に暮らす人々を、闇の軍勢から守れる誰か──あるいは何かが、本当に存在しているのだろうか……？

　アリスは枕まくらの上で頭を傾かたむけ、ベッドの反対側に横たわる若者を見やった。

　毛布の中を這はい進み、キリトの隣となりまで移動する。少し躊躇ためらってから手を伸ばし、悪夢に怯おびえる幼子のようにひしとすがりつく。

　痛々しいまでに瘦やせた体をどれほど強く引き寄せようとも、かつて炎の如ごとき激はげしさでアリスの心を揺り動かした若者は、いかなる反応も見せなかった。緩かん慢まんに脈打つ心臓の動きが速まることも、伏せられた黒い睫まつ毛げが震えることすらなかった。ここにいる……いや、あるのはもう、完全に燃え尽きた魂たましいの抜ぬけ殻がらだけなのかもしれない。

　いま、右手に剣があったなら──。

　触れ合った二つの心臓を同時に貫つらぬいて、全てを終わりに。

　そんな一いつ瞬しゆんの思考が、涙となってアリスの目め尻じりから溢あふれ、キリトの首筋に散った。

「教えて、キリト……。どうすればいいの……」

　問いかけに、答える声はない。

「私は……どうすれば…………」

　一滴、また一滴と増える雫しずくたちに、カーテンの隙すき間まから差し込む月光が淡く溜たまった。










　　　２




　明くる十の月二十二日は、この秋いちばんの冷え込みとなった。

　散歩は取りやめにして、キリトと二人、ストーブの傍そばで過ごした。本格的な冬が来る前に、ガリッタ老人に教わって薪まきをたっぷり作っておくつもりだったが、どうやらその必要はなくなりそうだ。

　羊皮紙たった二枚分の手紙を丸一日かけて書き終えたアリスは、少し迷ってから、汎はん用よう語ごでツーベルク姓の、その下に神聖語でシンセシス・サーティの署名を入れた。

　丁てい寧ねいに折りたたみ、帯をかけて、セルカの名前を表書きする。もう一通、ガリッタ老人宛あてのものと並べてテーブルに置く。

　別れと謝しや罪ざいの手紙だった。整せい合ごう騎き士しエルドリエに知られてしまったこの家には、もう居られない。次は恐らくエルドリエではなく、騎士長ベルクーリ当人が説得に来るだろう。その時、大恩ある剣の師に告げるべき言葉を、アリスは持たない。

　だから、もう一度逃げ出すのだ。

　細く長いため息を漏もらしてから、アリスは顔を上げ、テーブルの向かいに座る黒髪の青年を見やった。

「ねえ、キリト。あなたはどこに行きたい？　西域の高原地帯は、それは美しいところだと聞いているわ。それとも、南域の密林地帯がいいかしら。一年中温かくて、いろいろな果物が採とれるそうよ」

　ことさら明るい声を出してみたものの、もちろんキリトは何の反応も見せない。

　虚うつろな瞳ひとみは、じっとテーブルの表面に向けられたままだ。傷ついた若者を、また流浪の生活に連れ出さねばならないと思うと胸が痛む。しかし、だからと言ってルーリッドに置いていくわけにもいかない。修道女見習いの身であるセルカに無理な頼み事はできないし、またアリス自身もそうしたくない。いまやキリトの面倒を見ることだけが、アリスに残されたただ一つの生きる理由なのだから。

「……そうね、行き先は雨アマ縁ヨリに任まかせるわ。そろそろ休みましょうか、明日は早く起きなきゃいけないから」

　キリトを着替えさせてベッドに入れ、自分も寝巻き姿になって灯あかりを消してから、アリスは毛布の下に潜もぐり込んだ。

　暗くら闇やみの中で、隣となりのキリトの呼吸音に耳を澄すませる。完全に寝入ったところで、そっと体を移動させる。

　骨張ったキリトの胸に頭を乗せると、密着した耳に、ゆっくりとした鼓動が伝わってくる。

　キリトの心はもう、ここには存在しない。心臓の音も、過去からこだまする残ざん響きようでしかない。夜ごと寄り添って眠りについたこの数ヶ月間、アリスはずっとそう思ってきた。しかし同時に、とくん、とくんという響ひびきの奥に、まだ何かが残されているのではと、そんな気がすることもある。

　もしいまのキリトが、思考は正常なのにそれを表に出せないだけというような状態だったとしたら、己おのれのこの行為をどう申し開きしたものか。そんな事を考えてかすかに微ほほ笑えみながら、アリスは浅い眠りの淵ふちへと沈んでいく。




　突然、触れ合う体に小さな震えが伝わった。

　重い瞼まぶたを、どうにか持ち上げる。東側の窓に左眼めを向けるが、カーテンの隙すき間まから見える空はまだ真っ暗だ。感覚的にも、眠っていたのはせいぜい二、三時間だろう。

　再び、ぴくりと体を強こわ張ばらせるキリトに、アリスは囁ささやきかけた。

「まだ夜中よ……もう少し寝ましょう……」

　再び瞼を閉じながら、キリトの胸をさすって寝かしつけようとする。しかし、耳みみ許もとで小さな声が発せられるに及んで、ようやくアリスは若者の異常に気付いた。

「あ……あー……」

「キリト……？」

　いまのキリトに、自発的な欲求は存在しない。寒いとか、喉のどが渇いたとか、そんなことでは眼を醒さまさないはずなのだ。なのに若者はいっそう強く体を震わせながら、まるでベッドから出ようとするかのように足を動かす。

「どうしたの……？」

　まさか、意識が戻ったのか、そう思ったアリスは、素早く上体を起こすや、ランプを点つける手間すら惜しんで光こう素そを一つ生成した。

　仄ほのかな白光に照らし出されたキリトの瞳ひとみは、いつもと変わることなく虚うつろな闇やみに満たされたままで、落胆のため息をつく。しかし、ならば、いったい何が──。

　その時、アリスの耳に、今度は窓の外からの音が届いた。

「クルル、クルルルッ！」

　空き地の片かた隅すみで寝ているはずの、雨アマ縁ヨリの鳴き声。主に警けい戒かいを促うながすような、鋭するどく甲かん高だかい響ひびきを帯びている。

　床に飛び降りたアリスは、寝室から居間を駆かけ抜けて、玄関扉を押し開けた。途と端たん、冷たい夜風が吹き込んでくる。森の香りだけを含んでいるはずのその風に、異質な匂においが混入している。鼻の奥に突き刺さるようなこれは、焦こげ臭さ──。

　素足のまま、アリスは前庭へと飛び降りた。ぐるりと夜空を見渡した途端、鋭く息を吞のむ。

　西の空が、燃えている。

　不吉な朱色の光は、間違いなく巨大な炎の照り返しだ。じっと眼を凝こらすと、星空を横切る何本もの黒煙が見て取れる。

　──山火事!?

　一いつ瞬しゆんそう考えたが、すぐに打ち消す。焦こげ臭い風に乗ってかすかに届いてきたのは、金属が打ち鳴らされる音と──そして、大勢の悲ひ鳴めい。

　敵てき襲しゆうだ。

　ダークテリトリーの軍勢が、ルーリッドの村を襲おそっているのだ。

「……セルカ!!」

　アリスは掠かすれた悲鳴を漏もらし、家へと駆け戻ろうとした。しかし、ポーチに上がったところで立ち竦すくんでしまう。

　妹や両親は、何としても助け出さねばならない。

　しかし、他の村人はどうするのか。

　全員を可能な限り救おうとしたら、闇やみの軍勢と正面から戦わねばならない。だが、いまの自分に、そんな力が残されているだろうか。

　整せい合ごう騎き士しアリスの力の源みなもとは、盲目的なまでの公こう理り教きよう会かいと最高司祭への忠誠心だった。その信仰が右眼めとともに失われてしまったいま、自分は果たして金きん木もく犀せいの剣を振り、神聖術を行使できるのだろうか。

　凍り付いたアリスの耳に──。

　小屋の中から、ガタン、という音が届いた。

　はっと左眼を見開く。薄うす暗ぐらい居間の中央で、椅い子すが一脚倒れ、その傍かたわらで黒髪の若者が床を這はいずっている。

「……キリト……」

　アリスは、萎なえかけた足を動かして小屋に入った。

　キリトの瞳ひとみに、変わらず意志の光はなかった。しかし、緩かん慢まんな動作の目的は明らかだ。伸ばされた隻せき腕わんは、真まっ直すぐに、壁かべに掛けられた三本の剣を指している。

「キリト……あなた……」

　アリスの胸から喉のどを、熱いものが塞ふさいだ。ぼんやりと視界を歪ゆがませるものが涙だと気付くのに、少し時間がかかった。

「……あ……あー……」

　掠れた声を漏らしながら、キリトは体を一瞬たりとも止めようとせず、ひたすらに剣を目指す。アリスはぐいっと目め許もとを拭ぬぐうと、一直線に若者に駆かけ寄り、その瘦やせた身体からだを床から抱き起こした。

「大丈夫、私が行くわ。私が、村の人たちを助ける。だから、安心して、ここで待ってて」

　早口でそう囁ささやきかけ、アリスは強くキリトを抱き締しめた。

　どくん。どくん。密着した胸から、心臓の鼓動が伝わる。

　その響ひびきには、たとえ心を閉ざされようとも決して燃え尽きない意志の力が秘められている。仄ほのかな熾おき火びではあっても、アリスの体に確かな熱を伝えてくる。

　互いの頰ほおを強く密着させてから、アリスは軽い体を持ち上げ、椅い子すに座らせた。

「みんなを助けたら、すぐに戻ってくるからね」

　もう一度言葉を掛けると、まずは戸棚に仕し舞まいっぱなしだった鎧よろいと剣帯を引っ張りだし、寝巻きの上から装着する。続いて東の壁かべに駆かけ寄ると、迷わず愛剣を摑つかみ取る。

　半年ぶりに持つ金きん木もく犀せいの剣は、ずっしりとした重みを両手に伝えてきた。鞘さやの金具を剣帯に留め、外がい套とうを羽は織おりつつブーツに足を突っ込むと、再び前庭に駆け下りる。

「雨アマ縁ヨリ!!」

　東側の寝床に向かって一声叫ぶと、即座に巨大な影かげが飛び出してきて、低く頭を下げた。

　長い首の根元に飛び乗ったアリスは、鋭するどい声で命じた。

「行けッ!!」

　ばさっ！　と銀色の両りよう翼よくが打ち鳴らされ、短い助走を経て、飛竜は一気に夜空へと舞い上がった。

　少し高度を取っただけで、ルーリッドの惨状がくっきりと見て取れた。盛んに炎を吹き上げているのは、主に村の北側だ。やはり襲しゆう撃げき者しやたちは、ダークテリトリーから果ての山脈を抜けてきたのだろう。

　ベルクーリの指示で埋められた《北の洞どう窟くつ》に異常はなかったと、昨晩エルドリエは言っていた。あれからたった一日で大量の瓦が礫れきを撤てつ去きよしてのけたのならば、この襲撃のために動員された兵士の数は十や二十ではあるまい。

　古くから、果ての山脈を貫つらぬく三つの洞窟に、少数の部隊が闇やみに紛れて忍び込み、人界で悪事を働くことはあったようだ。キリトとユージオも、央都に上る前、北の洞窟でゴブリンの集団と戦ったと言っていた。しかし、これほど大規模かつあからさまな襲撃は聞いたことがない。やはり、闇の国全体に、人界総攻撃の機運が高まっているのだろうか。

　アリスがそのような思考を巡らせる間にも、雨縁は深い森を一息に飛び越え、ルーリッド近郊の麦畑上空に到達した。

　手た綱づなはないが、掌てのひらで竜の首筋を軽く叩たたき、滞空の指示を伝える。

　アリスは身を乗り出し、村の様子に眼めを凝こらした。南北に伸びる大通りの北側は炎に赤々と照らし出され、押し寄せる襲撃者たちの影かげがくっきりと見て取れる。飛び跳ねるように走るのは、俊敏なゴブリンたち。少し離れて、大柄なオークたちも押し寄せてくる。

　中央広場のすぐ北には、家具や木材を積み上げた急きゆう拵ごしらえの防御線が築きずかれているが、すでにゴブリン部隊の先陣はそこまで到達していて、障害物越しに打ち合わされる白刃がちかちかと光る。

　応戦しているのは村の衛えい士し隊たいだ。だが、人数も装備も練度も、ゴブリン部隊にさえ及ばないだろう。このままでは、後方から地じ響ひびきを立てて接近しつつあるオーク部隊に、ひとたまりもなく粉砕されてしまう。

　いますぐ戦いのど真ん中に飛び降りたいという気持ちを抑え込み、状況確認を続ける。

　村の東側や西側にも、幾つかの火の手が上がっている。しかし広場から南はまだ無傷のようだ。衛えい士しを除く村人たちは──もちろんセルカも──南の門から脱出し、森まで避ひ難なんしたのだろう。

　そう思いつつ、もういちど広場に眼めを凝こらしたアリスは、思わず声を漏もらした。

「なぜ……!?」

　教会前の円形広場には、中央の噴ふん水すいを取り巻くようにしてぎっしりと密集する無数の人ひと影かげがあった。あまりにも大人数なのですぐには気付けなかったのだ。恐らく、ルーリッドのほぼ全住民が集まっている。

　なぜ、彼らは村の外へ逃げないのか。

　襲しゆう撃げき者しやたちの本隊が防御線に到達すれば、衛士たちはあっという間に蹴け散ちらされてしまうだろう。いますぐ移動を始めなければ、避難が間に合わない。

　アリスは再び飛竜の首を叩たたき、広場の真上まで前進させるとひと声叫んだ。

「雨アマ縁ヨリ、呼ぶまでここで待機！」

　そして、数十メルの高みから、躊躇ためらうことなく身を躍おどらせた。外がい套とうの裾すそを激はげしくはためかせながら、冷たい夜気を切り裂いて落下する。

　円形に固まった三百人あまりの村人たちは、いちおうは応戦する意思があるのか、外周に鋤すきや大おお鎌がまなどの農具を携たずさえた男たちを配置していた。その傍かたわらで盛んに指示を飛ばしている二人の男のすぐ近くに、アリスは着地した。

　雷らい鳴めいじみた轟ごう音おんとともに、石畳が放射状にひび割れる。足裏から脳天まで強烈な衝しよう撃げきが走り抜け、天命が幾らか減少しただろうが、それだけの効果はあった。

　二人の男たち──豪農ナイグル・バルボッサと、ルーリッド村長ガスフト・ツーベルクは、いきなり頭上から降ってきた人影に度肝を抜かれて押し黙だまった。

　アリスは、父親の顔を見てわずかな息苦しさを感じたものの、生まれた静寂を逃さずに大声で叫んだ。

「ここでは奴やつらを防ぎ切れません！　いますぐ、南の通りから全住民を避難させてください!!」

　アリスの指示を聞いた男たちは、顔にいっそうの驚おどろきを浮かべた。

　しかし、我に返ったナイグルの口から出たのは、野太い怒ど声せいだった。

「馬ば鹿かを言うな！　屋や敷しきを……村を捨てて逃げられるか!!」

　額ひたいに青筋を立てる豪農に、アリスは語気鋭するどく反はん駁ばくした。

「いまならまだ、ゴブリンどもに追いつかれることなく逃げられます！　家財と命と、どちらが大事なのですか！」

　ぐっ、と言葉に詰まるナイグルに代わって、村長のガスフトが、低く張り詰めた声を発した。

「広場で円陣を組んで守りを固めろというのが、衛えい士し長ちようジンクの指示なのだ。この状況では、村長の私とて彼の命令には従わなければならない。それが帝国の法なのだ」

　今度は、アリスが言葉を失う番だった。

　有事の際には、衛士長の天職に就つく者が、村や町の長おさに代わって一時的に全住民の指揮権を得る。ノーランガルス北帝国基本法には、確かにその条文が存在する。

　しかし、ジンクという名の衛士長は、父親から天職を受け継いだばかりの若者なのだ。このような異常事態の中で、冷静な指揮判断ができるとは思えない。ガスフトの顔に色濃こく滲にじむ焦しよう慮りよが、彼もまた内心ではそう考えていることを示している。

　とは言え、村人たちにとって帝国の法は絶対だ。即刻避ひ難なんを始めさせるには、広場北側の防御線で戦せん闘とうを指揮しているのであろうジンクを引っ張ってきて命令を変更させるしかないが、そんな時間はどう考えても残されていない。

　どうする。どうすれば──。

　立ち尽くすアリスの耳に、幼くも毅き然ぜんとした叫び声が飛び込んだのは、その時だった。

「姉さまの言うとおりにしましょう、お父さま!!」

　はっ、と視線を向けた先には、人垣の内側で、火傷やけどを負ったらしい村人を神聖術で治ち療りようしている小柄な修道女の姿があった。

「……セルカ！」

　よかった、無事だった、と思いながら愛する妹に向かってアリスは足を踏ふみ出しかけたが、それより早くセルカが立ち上がり、人垣を縫ぬって三人のところまでやってきた。

　アリスにほんの一いつ瞬しゆん笑みを浮かべてみせたセルカは、すぐに顔を引き締しめると、ガスフトに語りかけた。

「お父さま、昔から、姉さまが一度でも間違ったことがあった？　ううん、あたしにだって解わかるわ。このままじゃ、みんな殺されちゃう！」

「し……しかし……」

　苦渋の表情でガスフトは言い澱よどんだ。白いものが混じる口くち髭ひげが細かく震え、視線が虚うつろに宙を彷徨さまよう。

　絶句する村長に代わり、再び怒ど声せいを爆ばく発はつさせたのはナイグル・バルボッサだった。

「子供が出しゃばるでない!!　村を守るんじゃ!!」

　血走った両眼めが、広場にほど近い場所に建つバルボッサ家の屋や敷しきを見据えた。ナイグルの頭にあるのは、秋に収しゆう獲かくしたばかりの大量の小麦と、長年かけて貯ため込んだ金貨に違いあるまい。

　アリスとセルカに視線を戻し、豪農は当然、甲かん高だかい声で喚わめき立てた。

「そ……そうか、解ったぞ！　村に闇やみの国の怪物どもを招き入れたのはお前じゃな、アリス!!　昔、果ての山脈を越えた時に、闇の力に汚されたんじゃ!!　魔ま女じよ……この娘は恐ろしい魔女じゃ!!」

　太い指をつきつけられ、アリスは絶句した。村人たちのざわめきも、防御線で鳴り響ひびく剣けん戟げきも、そして北から迫りつつある魔ま物ものたちの鬨ときの声も、すうっと遠ざかった。

　村外れで暮らし始めてから、アリスはナイグルの依頼で何度となく森の巨木を倒してきた。そのたびに、この男は身を捩よじらんばかりに感かん謝しやしてみせたのだ。なのに、自分の家財を守りたい一心でこんな言葉を吐くとは、なんという──。

　アリスは、オークの如ごとき醜しゆう悪あくな表情を浮かべる中年男から眼めを逸そらし、内心で呟つぶやいた。

　──もう、勝手にすればいい。

　──私も、私の好きにする。セルカとガリッタ老人、両親とキリトだけを連れて村を離れ、どこか遠くで新しい住すみ処かを見つける。

　ぎりっと奥歯を嚙かみ締しめ、瞼まぶたを閉じ。

　でも、と思考を続けた。

　──でも、ナイグル・バルボッサや他の村人たちが愚おろかに見えるとすれば、それは、公こう理り教きよう会かいの数百年にわたる統治が作り出したものだ。

　禁きん忌き目もく録ろく以下、無数の法や掟おきてで人々を縛しばり、ぬるま湯にも似た安あん寧ねいを与えると同時に大切なものを奪い続けた。

　すなわち、考える力、そして戦う力を。

　無限にも等しい年月にわたって収奪され続けた、それら人々の見えざる力はどこに集積されたのか。

　わずか三十一人の、整せい合ごう騎き士したちの中だ。

　大きく息を吸い、吐いて、アリスは音がしそうなほどの勢いで左の眼を見開いた。

　視線の先で、ナイグルが不意に、怯おぴえるかのように顔色を失った。

　対照的に、アリスは体の奥から、不思議な力が満ち溢あふれてくるのを感じていた。静かだが、何よりも熱い、青白い炎にも似た力。カセドラル最上階での決戦を最後に失われてしまったと思っていた──キリト、ユージオ、そしてアリスを人界最強の支配者に立ち向かわせた力が。

　大きく息を吸い、アリスは告げた。

「……衛えい士し長ちようジンクの命令は破棄します。この広場に集つどう村人は全員、武器を持つ者を先頭にして、南の森へ退たい避ひするよう命じます」

　声こわ音ねは穏おだやかだったが、ナイグルは見えない手に打たれたかのように上体を仰のけ反ぞらせた。それでも、わななく声で言い返したのは、いっそ見上げた胆力と言うべきだろう。

「な……なんの権限で、追われ者の娘っ子が、そんな」

「騎士の権限です」

「き……騎士とはなんじゃ!?　そんな天職、この村にはないぞ！　ちょっと剣が使えるからと言って、勝手に騎士を名乗るなんぞ、央都の騎士様に知れたらどうなるか……」

　泡を飛ばして喚わめき続けるナイグルをしかと見据えながら、アリスは左手で外がい套とうの右肩部分を摑つかんだ。

「私は……私の名はアリス。セントリア市域統括、公こう理り教きよう会かい整せい合ごう騎き士し第三位、アリス・シンセシス・サーティ!!」

　高らかに名乗るとともに、外がい套とうを体から引き剝はがす。

　全身を覆おおっていた分厚い布が取り払われた途と端たん、燃えさかる炎の色が黄金の鎧よろいと金きん木もく犀せいの剣に反射し、眩まばゆく煌きらめいた。

「な……せ、せ、整合騎士……!?」

　完全に裏返った声を漏もらしたナイグルが、仰ぎよう天てん顔がおのままどすんと尻しり餅もちをつく。ガスフトも両眼めを大きく見開く。

　アリスの名乗りが、偽いつわりであることは有り得ない。なぜならこの世界に、整合騎士を詐さ称しようする──すなわち公理教会の権威を否定できる人間がいるはずがないからだ。それが可能なのは恐らくキリトとアリスの二人だけだが、央都から逃げてきたいまも、アリスは騎士の証あかしたる剣を捨てたわけではない。

　周囲でざわめいていた村人たちも、しんと押し黙だまった。北の防御線で鳴り響ひびく剣けん戟げきも、衛えい士しやゴブリンたちの雄お叫たけびも遠ざかった。

　最初に静寂を破ったのは、セルカの囁ささやき声だった。

「姉……さま……？」

　胸の前で両手を握り合わせている妹に左眼を向け、アリスは優しく微ほほ笑えんだ。

「いままで黙っててごめんなさいね、セルカ。これが、私に与えられた、本当の罰。そして──本当の責務なの」

　その言葉を聞いたセルカの両眼に、涙の珠たまが浮かんだ。

「姉さま……あたし……あたし、信じてたわ。姉さまは、罪人なんかじゃないって。綺き麗れい……すごく……」

　次に動いたのは、ガスフトだった。

　ガッと固い音を立てて石畳に跪ひざまずいた村長は、顔を伏せながらも張りのある声で叫んだ。

「御命令、確かに承知した、整合騎士殿!!」

　素早く立ち上がり、背後の村人たちに向き直ると、簡かん潔けつな指示を発する。

「全員、起立!!　武器を持つ者を先頭に、南門へと走るのだ!!　村を出たら、開拓地の南の森に逃げ込め!!」

　固まって立つ村人たちの間に、不安そうなざわめきが走った。だがそれも一いつ瞬しゆんのことだった。村長の命令に抗あらがうという選択はもとより村人には有り得ないし、しかも整合騎士の意を受けているとなれば尚なお更さらだ。

　外周を固めていた屈強な農夫たちが立ち上がり、女性や子供、老人たちにも立つように促うながす。集団の先頭に加わろうとするガスフトを呼び止め、アリスは押し殺した声で告げた。

「お父様、皆を……セルカとお母様を頼みます」

　ガスフトの厳きびしい表情がほんの一いつ瞬しゆんだけ揺らぎ、同じように短い言葉を返した。

「…………騎き士し殿も、御おん身みを大事に」

　きっと、もう二度とこの父がアリスを娘と呼ぶことはあるまい。それもまた、与えられた力の代だい償しようなのだ。そう心に刻みながら、アリスはセルカの背を押し、ガスフトの隣となりに行かせた。

「姉さま……無理をしないでね」

　涙を滲にじませたままの妹に微ほほ笑えみながら頷うなずきかけると、アリスは体を北に向けた。背後で、村人たちが一いつ斉せいに動き出す。

「あ……ああ……儂わしの、儂の屋や敷しきが……」

　情けない声で呻うめいたのは、尻しり餅もちをついたままのナイグル・バルボッサだった。走りゆく村人たちと、炎が近付きつつある屋敷を交互に凝ぎよう視ししている。もう放っておくことにして、村全体の気配に意識を集中する。

　村人を動かすことには成功したが、何せ三百人だ。全員が村から脱出するには時間がかかる。しかし防御線はそろそろ限界のようだし、東西からも敵の足音が迫りつつある。

　その時、広場の北側で、若い男の悲ひ鳴めいにも似た絶叫が響ひびいた。

「もうだめだ！　退ひけ！　退け──っ!!」

　声の主ぬしは衛えい士し長ちようジンクだろう。それを聞いた途と端たん、ナイグル・バルボッサが勢いづいたように立ち上がり、アリスに食ってかかった。

「ほれ……ほれ見たことか！　広場に立てこもって防ぐべきだったんじゃ！　殺されるぞ！　皆殺しにされるぞぉ!!」

　アリスは肩をすくめ、冷静に反はん駁ばくした。

「大丈夫ですよ、これだけの空間があれば。ここは私が食い止めます」

「できるか！　できるわけがあるか、そんなこと！　たとえ……たとえ本当に整合騎士じゃったとしても、あれだけの数の悪あつ鬼きを相手に、たった一人で何ができると言うんじゃ!!」

　もう東西から押し寄せてくるゴブリンたちの恐ろしげな影かげが見えるというのに、ナイグルはなおも喚わめき散らし続ける。再びそれを無視し、アリスはちらりと後方を見た。村人の最後尾はまだ広場の中だが、アリスたちがいる中央部からは充分に離れている。

　アリスは、ナイグルの襟えり首くびをむんずと摑つかむと、南へ押しやった。その手を真まっ直すぐ夜空にかざし、高らかに愛竜の名を呼ぶ。

「雨アマ縁ヨリ！」

　即座に、上空から力強い咆ほう哮こうが返る。掲げた右手を西から東へと振り下ろしながら、続けて叫ぶ。

「──焼き払え!!」
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　嵐あらしのような羽ばたきの音が降り注ぎ、立ち尽くすナイグルと、広場に駆かけ込んできた異形の亜人──ゴブリンたちが同時に真上を振り仰あおいだ。

　炎に赤く染まる空を黒く切り取りながら急降下してきた巨大な飛竜が、そのあぎとを大きく開いた。喉のどの奥で、青白い輝きが明滅し──。

　しゅばっ!!

　と音を立てて、眩まばゆい光が迸ほとばしった。西の通りに着弾した熱線は、広場の南側に立つアリスとバルボッサの眼前を横切り、東の通りまでを薙なぎ払った。

　わずかな間を置いて。

　凄すさまじい火炎が一直線に膨ふくれ上がり、夜空へと解き放たれた。吞のみ込まれたゴブリンたちが、甲かん高だかい悲ひ鳴めいとともに高々と吹き飛ばされた。

　二十匹以上の襲しゆう撃げき者しやたちを瞬しゆん時じに屠ほふってのけた飛竜の熱線は、同時に広場中央の噴ふん水すいを蒸発させ、周囲にもうもうとした白煙を広げた。その上を掠かすめるように飛び去った雨アマ縁ヨリに、アリスは待機の指示を出し、ちらりと背後に眼めを向けた。

　ナイグル・バルボッサは、腰を抜かしたのか再び石畳に倒れ込み、両眼を剝むき出している。

「な……なっ……り……り、りり竜……!?」

　たるんだ両頰ほおを痙けい攣れんさせる中年男をいったいどうしたものか、と考えていると、立ちこめる蒸気の向こう側から必死に走る足音が近づいてきた。姿を現したのは、揃そろいの革かわ鎧よろいを着込んだルーリッド衛えい士し隊たいの男たちだ。撤てつ退たいの見切りが早かったのが結果的に好判断となり、十数名の衛士たちはあちこちに浅手を負っているものの、重傷者はいないようだ。

　感心に最後尾を走っていた大柄な若者──衛士長のジンクは、広場がほぼ空からっぽになっていることに気付くと、愕がく然ぜんとした顔で叫んだ。

「む、村の連中はどこへ行った!?　ここで守りを固めろって言ったじゃないかよ!?」

「私が南の森へ退たい避ひさせました」

　アリスが答えると、初めて存在に気付いたかのように瞬まばたきする。アリスの頭から足あし許もとまで何度も視線を動かしながら、呆ぼう然ぜんとした顔で言う。

「あんた……アリス……？　なんであんたが……？」

「説明している暇ひまはありません。衛士はこれで全員ですか？　取り残された者はいませんね？」

「あ……ああ、そのはずだ……」

「なら、あなたも皆と一緒に逃げてください。ああ、そこのバルボッサさんもよろしく」

「け、けど……もう、すぐそこまであいつらが…………」

　その言葉が終わらないうちに──。

「ギヒィ────ッ!!」

　粗野な雄お叫たけびが、広場いっぱいに響ひびき渡った。

「どこだぁーっ!!　白イウムども、どこに逃げたぁーっ!!」

　濃のう霧むを突き破って広場に突入してきたのは、粗雑な板ばん金きん鎧よろいを着込み、右手に鉄てつ塊くれのような蛮刀を握り、頭に長い羽根を立てたゴブリンたちだった。先に横の通りから現れ、雨アマ縁ヨリの炎に焼かれた者たちとは別部族らしく、少しだけ体格がいい。

　アリスは亜人たちを見据えながら、右手を愛剣の柄つかにかけた。飛竜の熱線は連発できない。雨縁が再び体内に熱ねつ素そを溜ためるまで、アリスが単身で敵の相手をしなくてはならない。

　ゴブリンの一匹が、黄金の鎧を身につけたアリスに気付き、黄色く光るまなこに殺意と欲望の色を滾たぎらせて叫んだ。

「ギヒイッ!!　イウムの女だっ！　殺すっ！　殺して喰くうっ!!」

　異様に長い腕で蛮刀を振りかざしながら、一直線に駆かけ寄ってくる亜人を静かに待ち受けつつ、アリスは胸の奥で呟つぶやいた。

　──なんという、恐ろしい力を与えられているのだろう。存在そのものが罪なのだと思えてしまうほどに。

　整せい合ごう騎き士しなる、この身は。

「ギヒャ────ッ!!」

　跳ちよう躍やくしながら振り下ろされた分厚い蛮刀を、アリスは無む造ぞう作さに伸ばした左手で受け止めた。素手の掌てのひらに重い衝しよう撃げきを感じたが、骨が折れることも、皮膚が裂けることすらなかった。なまくらな刃やいばを五本の指で摑つかみ、薄うすい氷でもあるかのように握り潰つぶす。

　儚はかなく砕け散った金属片が地面に落ちるよりも速く、右手で抜いた金きん木もく犀せいの剣が、ゴブリンの体を横一直線に薙ないだ。

　山吹色の剣風は、後方から迫りつつあった三匹のゴブリンたちを巻き込み、分厚い水蒸気の塊かたまりまでをも瞬しゆん時じに吹き散らした。四匹の敵兵は、何が起きたのか解わからないかのように黄色い目玉を剝むき出したが、そのままひと言も発することなく上半身と下半身が分離し、どさどさっと地面に落下した。

　遅れて噴ふき上がる血柱を、一歩下がって避よけながら、再び胸中で独りごちる。

　──最高司祭アドミニストレータ。やはり、あなたは間違っていた。

　──あなたは、これほどの力をたかが三十人の整せい合ごう騎き士しに集約し、意思を封じて操あやつり人形に仕立てた。そうすることで、人界じゅうの人々に分け与えられるべき力を完全に掌しよう握あくしようとした。けれど、あまりにも偏かたよりすぎた力は、それを持つ者、その周囲の者たちを惑まどわせ、迷わせる。あなた自身が、強大すぎる力に吞のみ込まれ、人でなくなってしまったように……。

　最高司祭亡きいま、その過あやまちを正すことはもうできない。

　ならば、せめて、この力を人々のために最後の一滴まで使い果たさねばならない。

　公こう理り教きよう会かいの整合騎士としてではなく、一人の剣士として、自分で考え、自分の意思で戦うのだ。かつて、二人の勇ゆう敢かんな剣士たちがそうしたように。

　剣を振り抜いた姿勢のまま閉じていた左眼めを、アリスは毅き然ぜんと見開いた。

　同時に、広場の北に築きずかれた急きゆう拵ごしらえの防御線が、向こう側から粉々に破は壊かいされた。

　広い目抜き通りを埋め尽くすように、侵略者の本隊が突入してくる。五十を超えるであろうゴブリンたちと、それより数は少ないが、丸々とした巨きよ軀くを分厚い鉄てつ鎧よろいに包み長大な三みつ叉また槍やりを携たずさえるオークたち。

　黄色い眼を爛らん々らんと輝かせ、憎悪と欲望に満ちた雄お叫たけびを撒まき散らす彼らの姿を見て、ジンク以下の衛えい士したちとナイグル・バルボッサが絶望の呻うめき声を漏もらす。

　だが、アリスの心は静かだった。

　整合騎士としての戦せん闘とう能力に依存しているわけではない。あれほどの数に取り囲まれ、四方から槍を突き込まれれば、いかに騎士の体とて軽傷では済まない。

　アリスに力を与えているのは、たったひとつの新たな認識だった。

　──これから私は、私自身が求めるもののために戦う。妹を守り、父母を守り、そしてキリトとユージオが守ろうとした人界の人々を守るために戦う。

　心の奥底に残留していた自分への疑いと無力感が、白い光の中で蒸発していくのをアリスはまざまざと感じた。その光は体中を駆かけ巡り、やがて黒い包帯に覆おおわれた右眼へと集まって、強烈な熱を発生させた。

「………………！」

　眼がん窩かから後頭部までを貫つらぬく激げき痛つうに、歯を食い縛しばって耐たえる。だがそれは、どこか懐なつかしく、切ない痛みだった。アリスは左手で頭を横切る包帯を摑つかみ、一気に取り払った。

　あの日から半年近く閉じたままだった右の瞼まぶたを、そっと開く。暗い視野の中央に赤い光が放射状に広がり、それはやがて揺れる炎へと変わる。左眼めが捉とらえている、燃え上がる家々の光景が二重写しになり、ずれが少しずつ解消されていき──ついには完全に重なる。

　アリスは、両の瞳ひとみで、左手に握られた黒い布を見た。

　繰くり返し洗われ、色落ちした眼帯は、キリトが自分の服を引き裂いて作ってくれたものだ。封印とともに吹き飛んだ右眼を何ヶ月も守ってくれたその布が、いまついに天命の限界を迎えたのか、端はしから空気に溶けるように消えていく。その儚はかなくも美しい光景を見詰めながら、アリスは悟る。

　この半年間、右腕と心を失ったキリトを守り、世話してきたつもりだった。しかし、本当に守られていたのは自分のほうだった。

「……ありがとう、キリト」

　完全に消え去る寸前の黒布に唇を押し当てながら、小さく囁ささやく。

「……私は、もう大丈夫。きっと、これからもいろいろ迷ったり、悩んだり、挫くじけたりするでしょうけど……でも、前に進むわ。あなたと、そして私が求めるもののために」

　布が消滅すると同時に、勢いよく顔を上げる。

　両眼でしかと見据えた先では、百匹近いゴブリンとオークたちが、口々に雄お叫たけびを上げながら広場に雪な崩だれ込んでくる。背後では、衛えい士したちとナイグル・バルボッサが逃げていく足音が響ひびく。

　敵軍をたった一人で迎え撃うつアリスの心に、恐れはなかった。

　焦こげ臭い空気を思い切り吸い込み、叫ぶ。

「──我、人界の騎き士しアリス!!　私がここにいる限り、お前たちが求める血と殺さつ戮りくは、決して得られない!!　いますぐに、洞どう窟くつを通ってお前たちの国に帰るがいい!!」

　凜りんと響く大たい声せいに気け圧おされたかのように、先頭を走るゴブリンたちの勢いがわずかに緩ゆるんだ。しかし直後、集団の中ほどにいる大将格と思おぼしき大柄なオークが、両手持ちの斧おのを振りかざしながら残忍な雄叫びを轟とどろかせた。

「グラアアアッ!!　たかが白イウムの小娘一匹、この《足アシ刈ガリのモリッカ》様がすぐに這はわせてくれるわ!!」

　その声に、ゴブリンたちも再び勢いづく。黒い大波となって迫り来る敵軍を、アリスは充分に引きつけ──。

「雨アマ縁ヨリ！」

　名を呼んだ途と端たん、上空から巨大な影かげが急降下してくる。まだ熱線を吐けるだけの熱ねつ素そは蓄積されていないが、代わりに飛竜はその体たい軀くと雷らい声せいで亜人たちを威い嚇かくしつつ、頭を掠かすめるほどの高さを猛然と通過した。驚おどろいた敵軍が、先刻以上に浮き足立つ。

　その隙すきを逃さず、アリスは右手に握る金きん木もく犀せいの剣を高々と振りかざし、叫んだ。

「──エンハンス・アーマメント!!」

　半年ぶりに唱となえる、しかも術式本体を省略した《武装完全支配術》の式句だったが、愛剣はアリスの意思に応こたえた。黄金の刀身が、澄すんだ金属音とともに無数の小刃へと分離し、炎の輝きを反射しながら夜空へと舞まい上がる。

「吹き荒れろ──花たち！」

　ざあっ、と音を立てて、黄金の花はな吹雪ふぶきが敵軍へと降り注ぐ。

　真っ先に血煙に包まれたのは、モリッカと名乗った大将オークだった。全身を幾つもの花弁に貫つらぬかれ、瞬しゆん時じに天命を全損して、地じ響ひびきを立てて真後ろに倒れ込む。その周囲にいたオークたちも、次々に悲ひ鳴めいを上げながら地に伏す。

　金木犀の剣は、創世の時代より人界の中心に根付いていた世界最古の木を源みなもととする神器中の神器だ。《永えい劫ごう不ふ朽きゆう》の二つ名のとおり、武装完全支配術によって数百もの花弁に分離しても、そのひとつひとつが匠たくみの鍛きたえた銘剣にも匹敵する優先度を持つ。粗雑な鋳ちゆう鉄てつの鎧よろいで防げるものではない。

　大将を含む主力部隊を一瞬で失い、侵略者たちは浮き足立った。突進の勢いがたちまち緩ゆるみ、広場に十メルほど入り込んだところで停止する。

　最前列に並ぶゴブリンたちが、欲望と恐怖のどちらに従うべきか迷っているうちに、アリスは右手に握った剣の柄つかを鋭するどく振り動かした。ざあっと軽やかな音を響ひびかせて数百の花弁が宙を舞い、アリスと敵軍の間に密な縦たて縞じま模様を描いて整列する。

　金色に煌きらめく柵さく越しに亜人たちを見据えながら、アリスは静かに宣言した。

「これは、人界と闇やみの国を隔へだてる壁かべ。たとえ洞どう窟くつを掘り返そうとも、我ら騎き士しが存在する限り、お前たちにこの地を汚させはしない！　選びなさい──前に進んで血の海に伏すか、後ろに下がって闇の国まで逃げ帰るか!!」

　先頭のゴブリンが、勢いよく後ろを向くまで、五秒とかからなかった。
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　賑にぎやかな槌つち音おとの合奏が、青く澄すんだ冬空へと舞まい上がっていく。

　アリスは額ひたいに手をかざし、麦畑の向こうにこんもりと突き出すルーリッドの村を見やった。

　闇やみの軍勢の襲しゆう撃げきから、今日で早くも一週間が経たつ。

　村は、北側に建つ家の多くが焼け落ちたが、ほぼ全村民の天職を一時停止して総出で作業に当たらせた村長の決断もあって、再建は急速に進んでいる。残念ながら、逃げ遅れた二十一名の村人が命を落とし、その合同葬そう儀ぎは三日前に教会でしめやかに執とり行われた。

　アリスは請こわれて葬儀に参列したあと、飛竜に乗って北の洞どう窟くつの状況を確認しに行った。

　ベルクーリの命令で崩ほう落らくさせられたはずの長い洞窟は、オークの巨体でも楽に通れるほどの広さまで掘り返されていて、最もダークテリトリーに近いあたりには長期間の夜営の痕こん跡せきがあった。

　襲撃者たちは、一夜で洞窟を開通させたわけではなかった。恐らく、ダークテリトリー側から工兵の一団を送り込んだあと、入り口だけを再び崩くずしておいたのだ。整せい合ごう騎き士しエルドリエがその入り口を確認した時点で、すでに内部にはゴブリンの一団が潜ひそんでおり、着々と作業を進めていたことになる。

　かつてのゴブリンやオークたちからは考えられない周到さ、用心深さだ。その一事を取っても、今回の侵攻が、これまで繰くり返されてきたようなただの偵察ではないことが窺うかがえる。

　アリスは、洞窟を再び崩すのではなく、かつて白竜の巣であった中央部から湧わき出す小川を一時塞せき止め、洞窟内部を完全に水没させた。しかるのちに、あらかじめ生成しておいた無数の凍とう素そを解放し、岩ではなく氷によって洞窟を封印した。

　これでもう、アリスと同等の術者が熱ねつ素そで氷を溶かさない限り、誰も洞窟を通ることはできない。

　ルーリッドの村と、その彼方かなたに白く浮かび上がる果ての山脈から視線を戻し、アリスは手に持っていた最後の荷袋を雨アマ縁ヨリの左脚にくくりつけた。

「あのね……、姉さま」

　いままで、気丈にも笑顔を絶やすことなく出しゆつ立たつの準備を手伝っていたセルカが、俯うつむきながら口を開いた。

「……父さまも、ほんとは見送りに来たがってた。今日は朝からずっと、心ここにあらずって感じだったもの。……きっと、本心では、姉さまが帰ってきて嬉うれしかったんだと思う。それだけは、信じてあげてほしいの」

「解わかっているわ、セルカ」

　アリスは妹の小さな身体からだを抱き締しめ、囁ささやき返した。

「私は重罪人としてこの村を離れ、整せい合ごう騎き士しとして帰ってきた。でも、次は……いつか全ての役目を果たし終えたら、ただのアリス・ツーベルクとしてここに戻ってくるわ。その時こそ、ちゃんと言えると思うの。お父様、ただいま、って」

「……うん。きっと、その日が来るよね」

　涙声で呟つぶやいたセルカは、顔を上げると、修道服の袖そで口ぐちでぐいっと顔を拭ぬぐった。

　体の向きを変え、傍かたわらの車くるま椅い子すに座る黒髪の若者に、精一杯元気な声を掛ける。

「キリトも元気でね。はやく良くなって、アリス姉さまを助けてあげてね」

　項うな垂だれたままの頭を両手で包み込み、祝福の印を切ってから、歳とし若い修道女は数歩後ろに下がった。

　アリスはキリトに近づくと、その腕から二本の剣をそっと抜き取り、雨アマ縁ヨリの鞍くらに留めた荷袋に収めた。続いて、瘦やせ細った若者を軽々と持ち上げ、鞍の前部に腰掛けさせる。

　キリトの世話をセルカに頼み、村に残していくことを考えないでもなかった。闇やみの軍勢との決戦の場になるであろう東の大門に赴おもむけば、アリスは人界守備軍の一員として忙殺され、いままでのように一日中キリトに付き添ってはいられなくなるからだ。

　だが、それでもやはり連れて行くと決めた。

　一週間前の襲しゆう撃げきの夜、キリトは確かに剣を取って村に向かおうとした。誰かのために戦う、その意思はまだキリトの中に残っている。ならば、彼が本来の心を取り戻すためのきっかけも、人界を守るための戦場でこそ見つかるはずだ。

　いざとなれば、背中に革かわ紐ひもで括くくり付けてでも守り抜く。

　アリスは、最後にもう一度、愛する妹としっかり抱き合った。

「……じゃあ、行くわね、セルカ」

「うん。気をつけて……必ず帰ってきてね、姉さま」

「約束するわ。……ガリッタさんにも、よろしく伝えてね。……元気で、しっかり勉強するのよ」

「分かってるわよ。きっと立派な修道女になって……それで、あたしも、いつか……」

　その先は言葉にせず、セルカはくしゃくしゃと泣き笑いを浮かべた。

　妹の頭を優しく撫なでてから体を離したアリスは、名残なごり惜おしさを嚙かみ締しめながら愛竜に歩み寄り、鞍に座るキリトのすぐ後ろに騎乗した。

　地上の妹に頷うなずきかけ、視線を青い空へと向ける。

　軽く手た綱づなを鳴らすと、竜は人間二人と剣三本の重みを感じさせない力強さで麦畑の間を助走し始めた。

　いつか必ず、この村に戻ってくる。

　たとえ戦場で倒れようとも、心だけは、必ず。

　アリスは、睫まつ毛げに宿った涙の雫しずくを払い落とし、鋭するどい掛け声を発した。

「……はっ！」

　ふわり。

　浮遊感とともに、地面が離れる。

　上昇気流を摑つかまえた雨アマ縁ヨリは、旋せん回かいしながら一気に空へと駆かけ上った。

　広い畑と森、その中央で真新しい屋根を輝かせるルーリッドの村、そして両手を振りながら懸けん命めいに走るセルカの姿を瞼まぶたに焼き付け──。

　アリスは東の空へと、飛竜の首を向けた。
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　超一級の天才であると自認する比ひ嘉が健たけるにとっても、この二時間に発生したさまざまな事象を事前に予測することはできなかった。

　しかし、現在比嘉の目の前で進行しているのは、それらの中でも極きわめ付きに驚おどろくべき情景だった。

　年の頃十八、九の華きや奢しやな少女が、自分より十五センチは背の高い男の襟えり首くびを細い右腕で摑つかみ上げている。派手な柄のアロハシャツは千切れんばかりに張り詰め、サンダルのかかとが宙に浮く。

　爛らん々らんと輝く両の瞳ひとみで菊きく岡おか誠せい二じ郎ろう二等陸佐を睨にらみ付けながら、結ゆう城き明あ日す奈なはその可か憐れんな唇から刃やいばのように鋭するどい言葉を放った。

「このままキリト君の意識が戻らなかったら、わたしはあなたを絶対に許さない」

　比嘉の位置からは、菊岡の黒くろ縁ぶち眼鏡めがねに天井の照明が反射するせいで表情は見えない。しかし、柔道も剣道も黒帯のはずの幹部自じ衛えい官かんは、明日奈の言葉に気け圧おされたかのようにぐびりと喉のどを動かし、両手を顔の左右に持ち上げて降参の意思を示した。

「解わかっているよ。僕の責任に於おいて、キリト君は必ず回復させる」

　張り詰めた沈ちん黙もくが、薄うす暗ぐらいサブコントロールルームに満ちた。

　コンソール前の椅い子すに座る比嘉も、隣となりに立つ神こう代じろ凛りん子こも、部屋に残る数名のラーススタッフたちも、誰一人言葉を発することはできなかった。それほど、この場で最も年若い少女の放つ気迫は圧倒的だった。なるほど、確かにあの娘は本物の戦場からの《生還者サバイバー》なんだ、と比嘉は意識の片かた隅すみで考えた。

　やがて、明日奈は無言で右手を開いた。解放された菊岡は、ほとんどへたり込む寸前といった様子で長息し、明日奈のほうもふらりと後ろによろけた。すぐさま凛子が白衣を翻ひるがえして飛び出し、背中を支える。

　比嘉にとってはゼミの先せん輩ぱいでもある女性物理学者は、明日奈を白衣の胸に抱き締しめ、しっかりした口調で囁ささやいた。

「大丈夫よ。絶対に大丈夫。彼は必ず帰ってくるわ、あなたのところに」

　それを聞いた明日奈の、限界まで張り詰めた表情がくしゃりと歪ゆがんだ。

「…………はい、そうですよね。すみません……取り乱して」

　明日奈の目め尻じりに浮かんだ、襲しゆう撃げきの真っ最中ですら一度も見せなかった涙を、凛子が優しく指先で拭ぬぐった。

　ようやくわずかに緩ゆるんだ空気を、スライドドアが手動で開かれる音が再び引き締しめた。部屋に駆かけ込んできたのは、一等海尉の中なか西にしだ。

　白いワイシャツを汗や埃ほこりで汚し、ショルダーホルスターから大型拳けん銃じゆうのグリップを覗のぞかせた中西は、凛りん子こたちをちらりと見やってから、その奥に立つ菊きく岡おかに向けて歯切れのいい言葉を放った。

「報告します！　第一、第二耐圧隔かく壁へきの完全閉へい鎖さ、及び非ひ戦せん闘とう員いんの船首ブロックへの退たい避ひ完了を確認しました！」

　菊岡は、アロハの襟えり元もとを直しながら進み出ると、頷うなずいた。

「ご苦労。隔壁はどれくらい持ちそうだ？」

「は……連中が持ち込んだ装備にもよりますが、小火器での破は壊かいは不可能です。チップソー等の工具での切断ならば最短でも八時間はかかります。爆ばく発はつ物ぶつを使われれば破られる可能性はありますが……恐らくそれはないでしょう。中央隔壁の近くには……」

「ライトキューブ・クラスターがあるからな」

　語尾を引き取り、菊岡はメガネのブリッジを押し上げながらしばし黙もつ考こうした。

　しかしすぐに顔を上げ、狭いサブコンをぐるりと見回す。

「よし、状況を整理する。中西一尉、人的被害を報告してくれ」

「はい。民間プロジェクトチームの研究者に軽傷三名、船首医務室で治ち療りよう中です。自衛隊われわれの戦せん闘とう員いんは重傷二名、軽傷二名。同じく治療中ですが生命の危険はないとのことです。戦闘可能者は、軽傷の二名を含め六名です」

「あれだけ撃うちまくられて、死者が出なかったのは僥ぎよう倖こうだな……。次に、船体の被害状況を」

「船底ドックの操そう作さ室しつは穴だらけです。遠隔での開閉は不可能ですね。ドックからメインコントロールへの通路も同様ですが、これはまあ引っかき傷のようなものです。深刻なのは、正電源ラインを切断されたことで……電力自体は副ラインから各所へ安定供給されていますが、制御系を再起動しないとスクリューを回せません」

「ヒレを無くした海うみ亀がめだな。おまけに腹に鮫さめが食いついたまま、か」

「はい。ロウワー・シャフトの、一番から十二番までの全区画と船底ドックは完全に占拠されました」

　髪を短く刈り込んだ、剛ごう毅きそのものといった容よう貌ぼうを中西は悔しそうにしかめた。対する菊岡は、どこか教師めいた長めの前髪をかき上げ、腰を傍かたわらのコンソールに乗せるとつま先で下駄を揺らした。

「メインコントロールと第一ＳＴＬ室、そして原子炉まで軒並み制圧されたか。……不幸中の幸いは、連中の目的が破壊ではないということだな」

「は……そうでしょうか」

「ただ破壊したいなら、潜せん水すい艦かんまで使った大がかりな突入作戦を実行せずとも、巡航ミサイルなり魚ぎよ雷らいなり撃うち込めば済むことだ。そこで問題なのは、連中が何者なのかということだが……比ひ嘉が君、何か意見はあるかな」

　突然話を振られ、比嘉は何度か瞬まばたきしたあと、まだ衝しよう撃げきの余よ韻いんが残る脳をどうにか再起動させた。

「あー、そうっスね、えー」

　意味の無い唸うなり声を並べながらコンソールに向き直ると、右手でマウスを操そう作さし、正面の大モニタに船内監視カメラの録画映像を呼び出す。

　開いた動画窓は暗くて不鮮明だったが、適当なところで一時停止し、明度とコントラストを調整する。浮き上がったのは、船内通路を前まえ屈かがみになって移動する複数の人ひと影かげだった。黒一色のコンバットスーツ姿で、顔の上半分を覆おおう多機能ゴーグルつきのヘルメットを被かぶり、手には物々しいアサルトライフルを携たずさえている。

「……とまぁ、見てのとおり、アタマにも体にも国旗やら識別マークの類たぐいは一いつ切さいありません。装備の色、形も、どっかの正規軍のもんじゃないッスね。持ってるライフルはステアーみたいッスけど、こりゃ大量に出回ってますから……唯一言えるのは、体格の平均値から推測して、恐らくアジア人じゃないな、ってことぐらいスね」

「つまり連中は、少なくとも我が国に所属する特殊部隊ではないわけだ。そいつは喜ばしいね」

　物ぶつ騒そうなことをさらりと口にし、菊きく岡おかは顎あごを搔かいた。普段は穏おだやかに細められている眼めに鋭するどい光を浮かべ、大型モニタを見上げる。

「そしてもう一つ確かなことがある。……この連中は、プロジェクト・アリシゼーションの存在を知っている」

　その指摘に、比嘉も頷うなずいた。

「ま、そうなるッスね。船底ドックから突入して、迷わずメインコントロールまで駆かけ上ってきやがりましたから。奴やつらの目的はズバリ、ＳＴＬ技術の……いや、真正ボトムアップ型人工知能《Ａ．Ｌ．Ｉ．Ｃ．Ｅ．》の奪取でしょう」

　つまり、長期にわたって深刻なレベルの情報漏もれがあったということだ。しかしそこまでは口に出さず、サブコントロール室にいるラースのスタッフ全員の顔を確認したいという衝動も抑えつけて、比嘉は敢あえて楽観的な口調で続けた。

「幸いにもメインコントロールのロックは間に合いました。コンソールの物理破は壊かいよりも確実に、アンダーワールドの直接操そう作さはできなくしてやったッスよ。シミュレーションに介入することも、《アリス》のフラクトライトが保存されているライトキューブをクラスターから排出イジエクトすることも」

「しかし、それはこちらも同様なわけだろう？」

「同様ッスね。このサブコンでも、管理者権限によるオペレーションはできません。《アリス》のライトキューブを外部からの操作でイジェクトするのは、もうメむイこンうでもサこブこでも不可能です。……でも菊きくさん、こうなればもう勝ったも同然っスよね？　奴やつらは物理的にも情報的にもクラスターにアクセスできないわけだし、あとは護ご衛えいのイージス艦かんから援軍が突入してくれば、あんな連中ジョートーっスよ、ジョートー」

「何が上等なのか解わからんが……問題はそこだ」

　菊きく岡おかは厳きびしい表情を崩くずさず、中なか西にしに訊たずねた。

「どうだ、《ながと》は動くか？」

「は……それですが……」

　中西は、逞たくましい口くち許もとに力を込めながら答えた。

「ながとには、横よこ須す賀かの艦隊司令部から、現状の距離を保って待機せよとの命令が出ています。司令部は、我々が攻こう撃げき者しやの人質に取られたと判断したようです」

「んな…………」

　比ひ嘉がはガクンと下した顎あごを落とした。

「人質って、でも、乗員はみんな耐圧隔かく壁へきのこっち側に退たい避ひしてるんスよね!?」

　冷静な声で答えたのは菊岡だった。

「恐らく、あの黒ずくめ連中は、自じ衛えい隊たいの上層部にチャンネルがあるんだろう。ながとがオーシャン・タートルから離れたのは今日の午前八時、連中の突入より六時間も早かった。ながとに突入命令が出るのは、連中が《アリス》のライトキューブを確保した後だろうね。もちろん、制限時間はあるだろうが……」

「ってことは、あいつら、ただのテロリストじゃないッスね。やばいな……もし向こうに専門家がいたら、気付くかもしれないですよ。アリス回収の裏技に……」

「アンダーワールド内部からのオペレーション、か……。奴らは第一ＳＴＬ室を押さえているし、アンダーワールドに設置してあるバーチャル・コンソールからも、イジェクト操そう作さはできるからな……」

「その操作をするとどうなるの？」

　神こう代じろ凛りん子この質問に、比嘉は身振りを交えて答えた。

「メインシャフトの真ん中にあるライトキューブ・クラスターから、対象のキューブが取り出されて、エアチューブ経由で任意のコントロール・ルームまで運ばれるんです。取り出し口はそこにありますよ」

　コンソール・デスクの片かた隅すみにある四角いハッチを指差してから、その奥側の壁かべに設もうけられたドアに視線を移す。

　アルミ合金製のドアには小さなメタルプレートがビス留めされている。刻印された文字は、【第二ＳＴＬ室】。

　ドアの向こうには、二機のＳＴＬ──《ソウル・トランスレーター》が存在する。その片方には、安あ岐きナツキ看かん護ご師し兼二等陸曹に見守られて、一人の若者が横たわっている。アリシゼーション計画の初期から大きな役割を果たし、いまやプロジェクトの行ゆく方えすら左右する、桐きりヶが谷や和かず人とだ。

　視線を戻した菊きく岡おかは、腕を組みながら重々しい口調で言った。

「最後の望みは、またしても彼に託された、というわけだ。比ひ嘉が君……どうなんだ、キリト君の状態は」

　かすかな呼吸音が聞こえ、比嘉が視線を動かすと、凛りん子こに支えられながらも真まっ直すぐにこちらを見る結ゆう城き明あ日す奈なと眼めが合った。

　キリトこと桐ヶ谷和人の恋人であるらしい彼女に、現状をどう説明したものか迷う。しかしすぐに、掠かすれてはいるがしっかりとした声が比嘉の耳に届いた。

「わたしは大丈夫です。言ってください、本当のことを」

　深く空気を吸い、吐いてから、比嘉は頷うなずいた。

「ひとことで言えば……最悪の一歩手前で踏ふみ留とどまっている状態ッス……です」

　語調を改めつつそう言ってから、比嘉は再びマウスを操そう作さした。

　襲しゆう撃げき者しやたちの静止画像が消え、別のウインドウが開く。表示されたのは、緩ゆるやかに揺れ動く虹にじ色の三次元グラフ。

「これは、キリト君のフラクトライトをビジュアライズしたものです」

　部屋中の全員が、無言でスクリーンを凝ぎよう視しする。

「彼は、一週間前に東京で筋きん弛し緩かん薬やくを注射され、心肺停止に陥おちいりました。幸い一命は取り留めたものの、脳の一部に……正確にはフラクトライト・ネットワークに損傷を負ってしまったんです。既き存ぞんの脳医学では治ち療りよう困こん難なんな損傷ですが、ＳＴＬ技術を応用すれば回復の可能性はある。そこで我々は、新たなネットワークの生成を促うながすため、リミッターを解除したＳＴＬによってキリト君のフラクトライトの賦ふ活かつを試こころみました」

　一息つき、コンソール・デスクからミネラルウォーターのボトルを取り上げて、慣れない喋しやべりで渇いた口を湿らせる。

「この治療を行うためには、彼をアンダーワールドにダイブさせることが必須でした。フラクトライトが現実世界と同様に活動していなければ、治療の効果も出ませんから。ゆえに我々は、六本木のラース支局でダイブしてもらった時と同じく、キリト君の記憶をブロックしてアンダーワールドの辺境へ降ろした……そのはずだったんです。しかし、正確な原因はいまも不明ですが、恐らくはフラクトライト損傷の影えい響きようでしょう、記憶はブロックされなかった。キリト君は、現実世界の桐ヶ谷和人君のまま、アンダーワールドに放り出されてしまった。そうと解わかったのは先刻、内部の彼から連絡があった時なんですが……」

「ちょ……ちょっと待って」

　言葉を挟んだのは凛子だった。

「じゃあ、彼は、時間が加速されたアンダーワールドで、桐ヶ谷君として過ごしていたというの？　内部では……何ヶ月……？」

「……約二年半です」

　比ひ嘉ががそう答えた途と端たん、凛りん子こに支えられた明あ日す奈ながぴくりと体を震わせる。彼女にとってはショッキングな話だろうが、先刻の言葉を信じて説明を続ける。

「それだけの時間、キリト君はあの世界で人工フラクトライトたちと触れ合った。恐らくは、フラクトライトたちが、現行シミュレーションの終了とともに消去される存在だと知りながら……。だから彼は、アンダーワールドの中心、かつて最初の村に設置されていた現実世界との連絡コンソールを目指したのでしょう。菊きくさん、あなたに全フラクトライトの保全を要よう請せいするためにね」

　ちらりと横を見やったが、菊きく岡おかは眼鏡めがねにスクリーンの光を反射させながら三次元グラフに見入ったままだ。視線を凛子と明日奈に戻す。

「……それは、容易なことではなかったはずです。連絡コンソールはいまや、《公こう理り教きよう会かい》と呼ばれる統治組織の本拠地に取り込まれていましたから。教会に所属するフラクトライトたちのステータスは絶対的で、とうてい一般民に設定されたキリト君が対抗できるレベルじゃなかった。本来なら、教会に侵入した直後に彼は《死亡》し、アンダーワールドからログアウトしていたはず……。──しかし、彼は辿たどり着いた。襲しゆう撃げき中のことで、ログを詳細に確認はできませんでしたが、どうやら彼には何人かの協力者、もちろん人工フラクトライトのですが……つまり仲間がいたようです。教会との戦いでその仲間はほとんど死亡し、その結果、こちらへの回線を開くことに成功した時、彼は激はげしく自分を責めていた。言い換えれば、自分で自分のフラクトライトを攻撃していたのです。まさにその時、黒ずくめ連中が電源ラインを切断し、ショートによって発生したサージ電流がＳＴＬの出力を瞬しゆん間かん的に上昇させた。結果、キリト君の自己破は壊かい衝しよう動どうは現実のものとなり……彼の《自我》を非活性化してしまった……」

「自我を……非活性化する？　それはどういう意味なの？」

　凛子の質問を受け、比嘉はコンソールに向き直った。

「……これを見てください」

　素早くキーボードを叩たたき、桐きりヶが谷や和かず人とのフラクトライト活性を示すリアルタイム画像を拡大する。

　不規則に揺らめく虹にじ色の雲の中心部には、暗黒星雲のように虚無的な闇やみが小さくわだかまっている。

「ライトキューブ中の人工フラクトライトと違い、人間の生体フラクトライトの構造はまだ完全解析には程遠いですが、それでも大まかなマッピングは終了しています。この黒い穴、ここに本来あるべきものは、言うなれば《主体》……セルフ・イメージなんです」

「セルフ・イメージ……自みずから規定した自己像、ってこと？」

「そうです。どうやら僕らの意思決定は、《自分はこの状況でそれを行うか否いなか》というフラクトライト中のＹ／Ｎイエス・ノー回路を経由するようなんです。たとえば凛りん子こ先せん輩ぱいは、牛丼屋で二杯目を頼んだことあります？」

「……ないわよ」

「まだ食べたい、もう一杯食べられる、と内心で思っても？」

「ええ」

「つまりそれが、凛子先輩のセルフ・イメージ回路による処理結果というわけです。同様に、ほぼ全ての意思決定は、その回路を経由しないと実際の行動にならないのです。キリト君の場合、フラクトライトの大部分は無傷です。しかし、問題の回路が機能していないために、外部からの入力を処理することも、自発的な行動を出力することもできない。いまの彼にできるのは……恐らく、染み付いた記憶による反射的アクションのみでしょう。食べたり、眠ったりといった程度の」

　凛子は唇を嚙かみ、しばし考える様子だったが、やがて囁ささやくような声で言った。

「なら……今、彼の意識はどういう状況に置かれているの？」

「……残念ながら……」

　比ひ嘉がは一いつ瞬しゆん言葉を切り、視線を伏せて続けた。

「自分が誰なのかも、何をするべきなのかも解わからず、自分からは何を言うことも、することもない……そんな状態ではないかと……」

　三度、静寂のみが薄うす暗ぐらい空間を支配した。
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「……Ｆフｕア……」

　続く音節は、頑丈なコンバットブーツが壁かべの鋼板を蹴けり飛ばす大音おん響きようにかき消された。

　急襲アサルトチームの一員であるヴァサゴ・カザルスは、壁を二、三箇所凹へこませただけでは満足しなかったようで、数十分前までこのコントロール・ルームにいたラース技術者の誰かが落としていったのであろう菓子のパッケージを思い切り踏ふみつけてから、ようやく罵ば声せいの奔ほん流りゆうを止めた。

　ヒスパニック系の血を示して緩ゆるく波打つ黒髪をかき上げ、ずかずかとコンソール・デスクの前まで移動すると、そこに立っていた男の襟えり首くびを片手で吊つり上げる。

「てめぇ、もう一度言ってみろ」

　鞭むちのようにしなやかなヴァサゴの右腕にぶら下がるのは、輪をかけてガリガリに瘦やせた若者だった。金髪を丸刈りにして、肌は病的なまでに白い。

　こけた頰ほおの上にごつい金属フレームの眼鏡めがねをかけたその男は、チームで唯一の非ひ戦せん闘とう員いんだ。グロージェン・ディフェンス・システムズのサイバー・オＣＹペレーションＯＰ部門で非正規雇用しているハッカーで、名前はクリッター。

　逮捕歴のあるネットワーク犯罪者上がりで、名前も本名ではなくハンドルネームだ。しかしそれはヴァサゴも同様だろう。Ｖａｓｓａｇｏは中世の魔ま法ほう書しよ『ゲーティア』に記されている七十二人の悪魔の一人、地じ獄ごくの王子だと言われている。よもやそんな名前を息子につける親はいるまい。彼もまたＣＹＯＰ部門のスタッフだが、専門はコンピュータではなく実戦──もちろんフルダイブ環かん境きよう下かでの、だが──のほうだ。クリッターに負けず劣らずいかがわしい経歴を持つ男だが、ＶＲ戦闘能力は傑出したものがある。

　実際のところ──。

　オーシャン・タートル急襲アサルトチームの十二名は、リーダーのガブリエル・ミラーを除く全員が、後ろ暗い過去を持ち新たな身元保証と引き換えに飼われている犬なのだ。

　そんな犬の一匹であるクリッターは、ヴァサゴに吊つるし上げられても怯おびえる様子もなく、音を立ててガムを嚙かみながら言い返した。

「何度でも言ってやるよお。いいかあ、このコンソールは乾いたクソみたいにがっちりロックされてて、持ち込んだラップトップ・マシンじゃ、アンタが老いぼれてくたばるまで計算しても解除できねーっつったんだよ」

「そこじゃねえよこの四ツ目野郎フオーアイズ！　ロックされたのはオレらが突入に手間取ったからだ、とか言いやがっただろうが!!」

　売り言葉に買い言葉で、ヴァサゴが口汚く罵ののしる。必死に努力すればモデルか何かになれたのではと思えるくらいの野性味溢あふれるハンサムだが、それだけに怒り顔には凄すごみがある。

「おいおい、事実を指摘しただけだぜえ？」

「戦せん闘とう中は後ろでガタブル震えてたくせに偉そうなんだよテメェは！」

　言い合いを続ける二人を、他の隊員たちは止めようともせずニヤニヤ顔で眺めている。頃合いを見計らい、ガブリエルはぱちんと指を鳴らして二人の注意を引いた。

「オーケー、そこまでだ二人とも。責任の所在を追及している時間はないぞ。これからの行動を考えないとな」

　すると、くるりと首を回したヴァサゴが、子供のように口を突き出して言った。

「でもよぉ兄ブ弟ロ、こいつは一度シメてやんねーと……」

　その《兄弟》はやめろ、という言葉を吞のみ込む。ヴァサゴがガブリエルを兄弟呼ばわりするのは、一対一のＶＲ戦闘訓練でこちらの実力を認めたかららしいが、何度聞いても奇妙な居心地の悪さを感じる。ガブリエルにとって、友人だの仲間だのという、単なる感情に基づく曖あい昧まいな人間関係は理解不能な代しろ物ものでしかないのだ。

　いずれ、魂たましいの抽出・保存技術を手に入れたその時には、あらゆる人間の感情を、《光の雲》の色や形といった情報によって整然と分類できるようになるだろう。そう考えながら、ガブリエルはリーダー然とした口調で二人に言い含めた。

「いいかヴァサゴ、クリッター。私はここまで、チームの働きに満足している。こっちの被害はゲイリーがかすり傷を負っただけで、第一目標であるコントロール・ルームの占拠を達成できたんだからな」

　それを聞いたヴァサゴは、しぶしぶといった様子でクリッターの襟えり首くびを離し、両手を腰に当てた。

「けどよぉ兄弟、肝心のコントロール・システムがロックされてちゃ意味ねぇぜ。最終目標のライトキューブ・クラスターとやらは、鉄の壁かべの向こうなんだろ？」

「だから、その壁を破る方法をこれから考えようと言ってるのさ」

「っても、自衛隊ＪＳＤＦの奴やつらもいつまでも引き籠こもっちゃいねぇぜ？　このドン亀がめの護ご衛えいをしてるイージス艦かんから本職の戦闘員が突入してくりゃ、さすがにオレら十一人とオマケ一人じゃ分が悪りぃ」

　ガブリエルが副隊長に抜ばつ擢てきしただけあって、ヴァサゴは単なる野の良ら犬いぬにはない状況把握力を持っている。少し考えてから、ガブリエルは軽く肩をすくめてみせた。

「どうやら、クライアントとＪＳＤＦの上のほうで、ある種の取引があったらしい。イージスは、作戦開始から二十四時間は動かないそうだ」

「……ほぉー」

　細く口笛を吹いたのはクリッターだった。ゴーグルのような眼鏡めがねの奥で、薄うすいグレーの瞳ひとみが細められる。

「ってことはあ、このオペレーションはただの強盗じゃ……イヤイヤ、これは言わないほうが賢けん明めいってやつかなあ」

「そう思うぞ、私も」

　薄うすい笑みとともに頷うなずくと、ガブリエルは改めてチーム全員を見回した。

「よし、それでは状況を確認する。現在時刻は日本標準時で十四時四十七分、突入から四十分が経過したところだ。我々はいま、オーシャン・タートルのメインコントロール・ルームにいる。目標施設の占拠には成功したが、ラース技術者の確保には失敗し、ここのシステムもロックされてしまった。次の目標は、サブコントロール・ルームの占拠だが……ブリッグ、隔かく壁へきの耐圧扉は切断できそうか？」

　呼びかけられた巨漢の隊員が、のっそり進み出て答えた。

「ちょいと厳きびしいですな。最新のコンポジット・マテリアルが使われていて、我々が持ち込んだポータブル・カッターでは、二十四時間での切断は不可能でしょう」

「ジャパンマネー健在なり、か。ハンス、Ｃ４で隔壁を吹っ飛ばす手はどうだ？」

　今度は、口くち髭ひげを綺き麗れいに整えた長身の隊員が、洒しや脱だつな仕草で両手を広げた。

「やめといたほうがいいわね。壁のすぐ向こうには、ライトキューブ・クラスターの格納室があるの。中身をまったく傷つけずに扉を爆ばく破はできる保証はないわ」

「ふむ」

　ガブリエルは腕を組むと、一いつ瞬しゆん考えてから言葉を続けた。

「……我々に与えられたミッションは、膨ぼう大だいなライトキューブの中から、たった一つを見つけ出してインターフェースとともに持ち帰ることだ。キューブの固有ＩＤはすでに入手している。つまり、コンソールさえ操そう作さできれば、そのキューブを検索してクラスターからイジェクトするのは容易だったはずだ。今頃はビール片手に帰りの船旅だったな」

「ったくよぉ、このヒョロメガネが、国防総省ペンタゴンのサーバーに侵入したなんつう大おお法ぼ螺ら吹いてるくせに、ちんけなロックひとつ解除できねぇからよぉ」

「おっと、こりゃびっくりだ。ポリゴンの銃しか撃うったことがねえゲーマーに言われちまったぜえ」

　口くち喧げん嘩かを再燃させようとするヴァサゴとクリッターをひと睨にらみしておいて、ガブリエルは語気を強めた。

「お前たちは、手ぶらで帰って、ボーナスの代わりに嘲ちよう笑しようを貰もらいたいか？」

「ノー!!」

　全員が一いつ斉せいに叫ぶ。

「お前たちは、素人しろうとの技術者どもに出し抜かれる能なしか？」

「ノー!!」

「なら考えろ！　首に乗っている容いれ物に、オートミール以外のものが詰まっていることを証明しろ!!」

《タフな指揮官》の役を半自動的に演じながら、ガブリエルは自分でも密ひそやかな思考を巡らせていた。

　魂たましいの探求者たるガブリエルにとっても、人類が初めて創つくり出した真正人工知能《アリス》の入手は、ソウル・トランスレーション・テクノロジーの独占と併せて最大の目的だ。その二つを入手したあとは、ひそかに運び込んだ神経ガスでチームの全員を処分し、ひとまずオーストラリアに脱出する計画を立てている。

　しかしその段階に進むまでは、ＮＳＡから依頼されたこの作戦はガブリエルの目的と完全に合致している。管理者権限でのシステム操そう作さを封じられたいま、なんとかしてそれ以外の手段で《アリス》のライトキューブを入手しなくてはならないのだ。

　アリス……《Ａ．Ｌ．Ｉ．Ｃ．Ｅ．》。

　そのコードネームを、ガブリエルのクライアントであるＮＳＡに伝えたのは、《ラース》内部の情報提供者ラビツトだ。

　ラビットのパーソナルデータまでは知らされていない。しかし、組織を裏切り情報を流した動機が多額の報酬であることを思えば、この状況で自みずからを危険に晒さらしてまで動こうとはしないだろう。

　つまり、耐圧隔かく壁へきの向こう側にいるラビットの協力はもう期待できない。いまある情報と装備だけで、しかも短時間のうちに、目的を達せねばならない。

　時間──問題は、時間だ。

　焦あせりだの不安だのという無駄な感情を完全にコントロールできるガブリエルではあるが、約二十三時間後に近づきつつあるタイムリミットの存在には、なにがしかの圧迫感を覚えずにはいられない。

　ＮＳＡのエージェントは、極秘の強奪任務を依頼するにあたって、ガブリエルに言った。

　ラースの活動は、日本の軍需産業にまつわる利権を大きく揺さぶるものだ。ゆえに、自じ衛えい隊たい上層部には、ラースの存在を快く思わない──それどころか、積極的に妨害しようという勢力も少なからず存在する。

　ラースの基き盤ばんとなっているのは若手の幹部自衛官たちであり、政治力には乏とぼしい。ＮＳＡはそこを狙ねらい、大使館付きのＣＩＡ職員を通して、海自の某ぼう高官と密約を取り付けた。ラースの本拠たるオーシャン・タートルを護ご衛えいするイージス艦かん《ながと》は、襲しゆう撃げき開始から二十四時間は人質の安全を優先するという名目で動かない。

　しかし、待機時間が終了したあとは、のちのちのマスコミ対策のためにもイージスは動かざるを得ない。完全武装した戦せん闘とう員いんが突入してくれば、人数と装備の差によってガブリエルたち襲撃チームは容た易やすく殲せん滅めつされるだろう。

　仮に最悪の結末となった場合でも、自分だけは小型潜水艇で脱出するつもりだ。しかし、肝心のライトキューブを入手し損そこねれば、人の魂たましいの探求という偉大なる旅は取り返しのつかない後退を強しいられる。

　ガブリエルは、この作戦が完了したのちの人生についても、すでに緻ち密みつな計画を立て終えていた。

　まずはアリスとともにオーストラリアに脱出し、ソブリン・アイランドにある別荘にライトキューブとＳＴＬ技術を隠す。飛行機でサンディエゴに戻り、ＮＳＡには作戦失敗を報告する。ほとぼりが冷めた頃に再びオーストラリアに渡り、別荘の広大な地下室にＳＴＬマシンを設置して、好みのデザインの仮想世界を構築する。

　世界の住人は、当初はアリスとガブリエルだけになるだろう。しかしそれではあまりに寂しい。魂の研究という目的のためにも、素材は増やさねばならない。

　シドニーやケアンズあたりで若く活力に溢あふれた魂の持ち主を見つけ、拉ら致ちし、ＳＴＬで魂を引き抜いてから不要な殻からは処分する。いずれは海を越え、母国アメリカやフルダイブ技術発祥の地である日本にも遠征したい。

　日本のＶＲゲーム・プレイヤーたちが持つ独特のメンタリティは、ガブリエルを深く魅み了りようしてきた。全員がそうではないが、一部のプレイヤーたちは、まるでそこが現実以上の現実であるかのように振る舞まい、リアルな感情を惜しみなく振り撒まくのだ。ガンゲイル・オンラインで出会ったスナイパーの少女を思い出すたび、いまでも強い欲望の疼うずきを感じる。

　それは恐らく、かつてあの国に二年間だけ存在した《リアル・バーチャル・ワールド》と無関係ではあるまい。開発者によりハッキングされ、真の生と死が付与されたデスゲームを体験した若者たち。彼ら《生還者サバイバー》たちの魂は、それ以外の者にはない仮想世界との適合性を備そなえている。

　可能ならば、一人でも多く彼らを──しかも《攻略組プログレツサーズ》と呼ばれたトッププレイヤーたちの魂を手に入れたい。あのスナイパーの少女が攻略組だったかどうかは知らないが、もちろん彼女の魂も欲しい。それらを封入したライトキューブは、どんな宝石よりも貴重な輝きを放つだろう。

　世界中の大富豪が何億ドルの札束を積もうとも、決して手に入れられない究極の輝き。それを秘密の部屋に並べ、気ままに選んだ魂を好みの世界にロードして、いかようにも望むままに扱えるのだ。

　素晴らしいのは、人間から抜き出してライトキューブに封じた魂は、コピーもセーブも自由自在だということだ。壊こわれたり歪ゆがんだりした魂は手軽に巻き戻して、ガブリエルの好みの形へと造り上げられる。まるで原石に、最上の輝きを放つカットを施ほどこすかのように。

　その段階に至れば、ガブリエルの長い旅は大きな円を描いて原点へと回帰できるだろう。

　幼い頃、森の大きな樹きの下で、アリシア・クリンガーマンの魂が放つ美しい輝きを見たあの瞬しゆん間かんへと。




　一いつ瞬しゆんの想像ではあったが、ガブリエルは瞼まぶたを閉じ、かすかに背中を震わせた。

　次に眼めを開けた時には、もう氷のような思考力が戻っていた。

　各国の若者たちの魂たましいが、王冠の周囲を取り巻くルビーやサファイア、エメラルドだとすれば、中央に嵌はまるべき巨大なダイヤモンドはやはり《アリス》だ。一いつ切さいの穢けがれなき究極の魂であるアリスこそ、永遠の伴はん侶りよにふさわしい。となれば、何としても彼女のライトキューブを発見、入手せねばならない。

　しかし、ライトキューブ・クラスター格納室の耐圧扉を破れなければ、物理的な手段での奪取は不可能だ。

　ならば、ここからシステムを操そう作さするしかない。とは言えメイン・コンソールのロックは、一流の電子犯罪者であるクリッターにも手が出せないものらしい。

　ガブリエルはブーツを鳴らして移動し、キーボードに乗せた両手の指を高速運動させているクリッターの背後に立った。

「どうだ」

　返事は、両掌てのひらを上にして高く持ち上げる仕草だった。

「管理者権限でのログインは絶望的。できるのは、上のクラスターに収まってるフラクトライトたちが楽しく暮らすおとぎの国を、指をくわえて覗のぞき見することくらいですねえ」

　クリッターが指を動かすと、正面の壁かべの大スクリーンにウインドウが開き、奇妙な光景が映し出された。

　とても《おとぎの国》という印象ではない。空は不気味な赤色に染まり、地面はできたてのアスファルトのように黒い。

　なめし革を縫ぬい合わせた原始的なテントが、画面中央にいくつか建っている。その傍かたわらに、ずんぐりした体格と禿はげ上がった頭を持った奇妙な生き物が十匹ほど集まり、何か騒さわいでいるようだ。

　おおまかには人型だが、どう見ても人ではない。ひどい猫背で、腕が地面に擦こすりそうなほど長く、対照的に折れ曲がった脚は短い。

「ゴブリン……？」

　ガブリエルが呟つぶやくと、クリッターは軽く口笛を吹き、嬉うれしそうな声を出した。

「オッ、詳しいじゃないの、隊長。そうですねえ、オークやオーガって感じじゃないから、こりゃゴブリンだろうなあ」

「でも、それにしちゃちょっとデッケェぜ。こりゃホブだな、ホブゴブだぜ」

[image: ]

　隣となりにやってきたヴァサゴが、両手を腰に当てて意見を加えた。ＶＲ戦せん闘とうが専門だけあって、ファンタジーＲＰＧの知識もそれなりに持っているようだ。

　ガブリエルたちが見守る先で、十匹ほどのホブゴブリンの騒ぎはどんどんエスカレートしていく。中央の二匹が互いに摑つかみかかり、取っ組み合いの大おお喧げん嘩かを始めると、取り囲む連中も両手を振り上げて喚わめき立てる。

「……クリッター」

　何か、アイデアらしきものが形になりかけるのを感じながら、ガブリエルはシートに座る坊主頭に声を掛けた。

「へい？」

「こいつら……この怪物どもは、システムの一部なのか？」

「んー、どうやら違いますね。こいつらは、ある意味じゃ本物の人間だ。上のライトキューブ・クラスターにロードされてる人造の魂たましい……フラクトライトを持ってます」

「マジかよ!?　なんてこった！」

　途と端たん、ヴァサゴが素すっ頓とん狂きような叫びとともに身を乗り出した。

「このホブどもが人間!?　オレらと同じ魂を持ってるだって!?　フリスコの祖ば母あちゃんが聞いたらその場でおっ死ちんじまうぜ!!」

　ぺしぺしとクリッターの坊主頭を叩たたきながら、更に喚き立てる。

「よくもまあ、こんな神をも恐れねぇ研究ができたモンだな。あれかよ、ライトキューブに収まってんのは、みんなこういうゴブリンだのオークなのか？　オレらのアリスちゃんも？」

「なワケねぇだろお」

　迷惑そうにヴァサゴの手を払いながら、クリッターが訂正した。

「いいかあ、ラースの連中が作ったアンダーワールドって世界は、二つのエリアに分かれてんだよ。真ん中ちょい西側に《ヒューマン・エンパイア人界》があって、そこでは普通の人間が暮らしてる。んで、その外側にある《ダークテリトリー》には、こいつらモンスターがうじゃうじゃいやがるってわけだ。アリスがいるのは当然ヒューマン・エンパイアのどっかだろうけど、むちゃくちゃ広いから、こうやって覗のぞき見するだけで見つけるのは不可能だなあ」

「んなの簡単じゃねえか。人間ってからにはコトバが通じんだろ？　なら、そのヒューマン・エンパイアとやらにダイブして、そのへんの連中に『アリスってコ知らねえ？』って訊きけばいいだろ」

「うわっアホだ。アホがいるぞお」

「んだとてめえ!!」

「あのなあ、アンダーワールドを作ったのは日本人なんだぞ。当然、《そのへんの連中》が使ってるコトバも日本語だっつうの。アンタ、日本語話せんのかよお？」

　侮ぶ蔑べつの笑みを浮かべながらそう指摘したクリッターに、ヴァサゴはどこか歪ゆがんだ笑みを返した。

「ナメてもらっちゃ困るんだよな」

　途と端たん、クリッターのみならず、チームの全員が眼めを丸くする。ヴァサゴの台詞せりふは、ガブリエルも驚おどろくほどの流りゆう暢ちような日本語で発せられたのだ。

　ヒスパニックの若者は、英語に戻して続けた。

「コミュニケーションは、まったく問題ないぜ？　他に何か言いたいことがあるかい、四ツ目くん？」

「あ……あるね、もちろん」

　驚きから立ち直ったクリッターが、ふんと鼻を鳴らす。

「ヒューマン・エンパイアには、何万人っていう住民が暮らしてるんだ。それをてめぇ一人でいちいち聞き込み調査できる……かよ…………」

　そこまで言いかけたところで、自分の言葉にインスピレーションを得たかのように、がばっと体を起こす。坊主頭に顎あごを強打されたヴァサゴがまたしても悪態をつくが、ハッカーは耳も貸さずに叫ぶ。

「待て。待て待て待て待て。一人でやる必要はねえかも……」

　それを聞いた途端、ガブリエルの頭の中にあった曖あい昧まいなアイデアも、大まかな形へと収しゆう斂れんする。

「……そうか。アンダーワールドへのログイン用に用意されているアカウント……その全てが、レベル１の一般市民ということは考えにくい。そうだなクリッター」

「イエス。イエース、ボス!!」

　だかだかだかっとキーボードが打楽器のように唸うなり、大モニターにたちまち幾つものリストがスクロール表示される。

「ラースのオペレータがログインして内部を観察、あるいは操そう作さするためのアカウントなら、あらゆる階級の身分が用意されてるはずだ。軍隊の士官……いや将軍……。いやいや、貴族、皇族……ことによると皇帝そのものだって……」

「おぉ、そりゃクールじゃねえの」

　割れた顎あごを擦こすりながら、ヴァサゴが言う。

「つまり、将軍だの大統領だののお偉い身分でログインしてよ、好き放題命令すりゃいいってことか。全軍整列！　回れ右！　アリスを探してこい!!　ってなもんだ」

「……なぁーんか、アンタにそう言われると、せっかくのアイデアがくだらねえものに思えてくるよなあ」

　ぶつぶつ文句を言いながらも、クリッターは猛烈なスピードでリストをスクロールし続けた。

　しかし。

　ほんの数秒後、この男にしては珍しい罵ののしり言葉とともにリストアップが中止された。

「クソッ、だめかあ。ここからの直接操作だけじゃなく、ハイレベル・アカウントでのログインにもがっちりパスがかかってやがる。残念だけど、ヒューマン・エンパイアへのダイブは、一般市民アカウントでしかできねぇみたいだなあ」

「……ふむ……」

　クリッターとヴァサゴの顔には明確な落胆の色が浮かんでいるが、ガブリエルは表情筋ひとつ動かさずに、軽く首を傾かたむけた。

　残された時間的猶ゆう予よは、決して多いとは言えない。

　しかし、それはあくまでこの現実世界において設定されたリミットでしかない。スクリーンの中に広がる異世界アンダー・ワールドでは、現実比数百倍という凄すさまじい比率で圧縮された時間が流れているのだ。

　つまり言い方を変えれば、残された猶予二十三時間は、アンダーワールドでは一年を超える年月に相当することになる。それだけの時間があれば、一般市民としてログインし、アリスを探し出して確保したうえで、内部の情報コンソールから現実世界へとイジェクトさせることもあながち不可能ではないかもしれない。

　しかし、いかにも冗長な話であることも確かだ。そんな手間をかけるくらいなら、むしろ、ヒューマン・エンパイアの外側からアプローチしたほうが速いのではないか。

「クリッター。ハイレベルのアカウントは、エンパイアの外……ダークテリトリーには用意されていないのか？」

「……外？　しかし、アリスがそっちにいるって可能性は、限りなく低いのでは？」

　疑問を口にしながらも、クリッターの指が軽やかに閃ひらめく。

　新たに開かれたウインドウを見上げながら、ガブリエルは答えた。

「ま、そうだろうな。しかし、エリア境界は完全不可侵というわけではなかろう？　アカウントに与えられた権限によっては、境界を越える手段があるかもしれない」

「おお、さっすがは兄ブ弟ロ！　考えることが違うな！　つまりアレだろ……人間の将軍じゃなくて、モンスターどもの大将になって攻め込もうってんだろ!?　そっちのほうが燃えるってもんだ!!」

　ぴゅう、と口笛を鳴らして喚わめくヴァサゴに、ほとほとうんざりという口調でクリッターが冷や水を浴びせた。

「燃えるのは勝手だけどなあ、ダークテリトリーにログインするならホブゴブリンだのオークだのになるかもしんねーんだからな。まあ、てめえには似合いだけどさ……っと、お、あった、あったぜえ」

　たぁん、と音高くキーが弾はじかれ、更に二つのウインドウが浮かび上がる。

「えーと、エンパイア側と違ってスーパーアカウントはたった二つだけど……やった、パスはかかってないぞ！　なになに……まず一つは、暗黒騎士ダークナイトって身分だな。権限レべルは……70！　こりゃ使えるぜえ！」

「おお、いいじゃねーの！　そいつはオレが頂くからな!!」

　騒さわぐヴァサゴを無視して、クリッターはもう片方のウインドウをアクティブにした。

「で、もう一つは、と。……なんだこりゃ？　身分が空欄で、レべル表示もないぞ。設定されてるのは名前だけだな。こいつは……何て読むんだ？　…………《エンペラー……ベクタ》？」

「うお、エンペラーってことは皇帝かよ。やっぱオレそっちで……」

　言いかけたヴァサゴの肩を、ガブリエルは後ろから軽く叩たたいた。

「いや、それは私が使おう」

「へ？　でも、兄弟、日本語話せるのかよ？」

「お前ほどじゃないがな」

　と、ガブリエルは三年かけて勉強した日本語で答えた。読み書きは最初から捨てているが、日常会話なら問題なくこなせる自信はある。

「ヒョウ、さすがだな。じゃあ、皇帝は兄弟に任せて、オレは暗黒騎士でいくか。面白くなってきやがったぜ！　おい四ツ目野郎フオーアイズ、もうログインできるのか!?」

　相変わらず騒がしいヴァサゴを完かん璧ぺきに無視して、クリッターはキーボードを叩き続けている。モニターに次々表示される情報を睨にらむ横顔は真剣で、ガブリエルは隣となりに歩み寄ると、静かな声で訊たずねた。

「どうしたクリッター、他に何か問題があるのか？」

「…………問題っつうか、気になるっつうか……データを見てると、あちこちに妙な単語が出てくるんですよ。意味はまだよく解わかんねーんですけど……」

「ほう？　どんな単語だ？」

　ガブリエルの問いに、クリッターは一呼吸置いてから答えた。

「……《最終負荷実験フアイナル・ロード・テスト》」
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　サブコントロールを包んだ重苦しい沈ちん黙もくを、比ひ嘉がは遠えん慮りよがちに破った。

「ええ、と……ですね。彼の肉体、というか、現実世界での桐きりヶが谷や君の置かれた状況は、いま説明したとおり……楽観を許さないものです」

　神こう代じろ凛りん子こに肩を抱かれた結ゆう城き明あ日す奈なが、びくりと華きや奢しやな体を震わせるのを見て、慌てて言い添える。

「で、でも、わずかながら希望もあります！」

「……と言うと？」

　鋭するどい、しかしどこか祈るような響ひびきを帯びた声で凛子が問う。

「キリト君は、まだアンダーワールドへのログインを継続しています」

　比嘉は、奪われたメインコントロール室に比べるとずいぶんと小さくなってしまったモニタ画面を見上げた。マウスを数回クリックすると表示が切り替わり、円形の人界と、それを取り囲むダークテリトリーで構成されるアンダーワールドの全体図が出現する。

「つまり、セルフイメージが損傷したとは言え、彼のフラクトライトそのものはまだ活動し、様々な刺し激げきを受け取っているわけです。ならば、現実世界では無理でも、アンダーワールドで彼の魂たましいを癒いやすことができるかもしれない。自分自身を責めるあまりに、自みずからの魂を損そこなってしまった彼に、誰かが《許し》を与えてくれれば……もしかしたら……」

　自分の言葉が、とうてい科学的とは言えないものであることを比ひ嘉がは自覚していた。

　しかしそれは、偽いつわらざる本心そのものだった。

　ナーヴギア、メディキュボイドと続いたブレイン・マシン・インタフェースの進化形であるソウル・トランスレーター。しかし、比嘉自身が開発に携たずさわったその機械によって見み出いだされた人間の量子的意識体《フラクトライト》に関しては、まだ解わからないことのほうが圧倒的に多い。

　フラクトライトは物理的な現象なのか？

　それとも、現代科学では説明できない観念的事象なのか？

　もしも後者であるならば、傷つき、疲れ果てた桐きりヶが谷や和かず人との魂を、科学を超えた力が癒してくれるということもあり得るのかもしれない。

　たとえば──誰かの愛が。




「……わたし、行きます」




　まるで、比嘉の思考と同調したかのように。

　小さな、しかし決然とした声がサブコントロール室に響ひびいた。

　部屋中の人間が、はっと息を吞のみながら発言者を見た。結ゆう城き明あ日す奈なは、肩を支える神こう代じろ凛りん子こに頷うなずきかけて一歩前に出ると、言葉を繰くり返した。

「わたし、アンダーワールドに行きます。向こうで、キリト君に言ってあげたいんです。頑張ったね、って。悲しいこと、辛つらいことがいっぱいあっただろうけど、君はできるかぎりのことをしたんだよ、って」

　薄うす茶ちや色の瞳ひとみに涙を宿らせながらそう言った明日奈の姿は、一生を学究に捧げる覚悟の比嘉ですら言葉を失うほど美しかった。

　菊きく岡おかもまた、胸を打たれたような顔つきで明日奈を見ていたが、すぐに眼鏡めがねのレンズで表情を隠し、隣りん室しつのドアへと視線を移した。

「……確かに、ＳＴＬはあと一つ空いている」

　静かにそう告げた指揮官は、難むずかしい顔になって続けた。

「しかし、アンダーワールドはいま、平へい穏おんな状況とは言いがたい。予定されていた最終負荷実験のラストステージに、こちら側の時計で数時間のうちに突入するからだ」

「最終……負荷？　何が起きるの？」

　眉まゆをひそめる凛子に、比嘉は手振りを交えて説明した。

「ええと……簡単に言えば、殻からが割れるんス。人界とダークテリトリーを数百年も隔へだててきた《東の大門》の耐久値がゼロになって、怪物の軍勢が人の世界になだれ込む。人間たちが充分な防ぼう衛えい体制を整えていれば、最終的には押し返せるはずです。しかし、今回の実験では、キリト君が統治組織である公こう理り教きよう会かいを半なかば壊かい滅めつさせてしまってますから……どうなるか……」

「考えてみれば、どちらにしろ我々の誰かが向こうにダイブしなくてはならない状況かもしれないな」

　胸の前で腕組みした菊きく岡おかが呟つぶやいた。

「侵攻が始まれば、その混乱の中で人界のどこかにいるであろう《アリス》が殺されてしまうこともあり得る。そうなっては、何のためにメインコントロールをロックして時間を稼かせいだのか解わからないからね……。高位のアカウントで中に入り、アリスを保ほ護ごしつつ《果ての祭さい壇だん》まで移動して、そこからアリスのライトキューブをこのサブコントロールにイジェクトできれば……」

「ああ……あなた、キリト君にもそう頼んでいたわね、事故の直前に」

　凛りん子この言葉に、菊岡は無念そうに頷うなずく。

「うん。彼が無事だったら、きっと遂すい行こうしてくれたはずだ。あの時、彼はアリスのすぐ傍そばにいたんだからね……」

「なら、内部時間で何ヶ月かが経たっているいまでも、二人は一緒にいる可能性が高い……ということ？」

　その質問には、比ひ嘉がが答えた。

「……そう、考えていいと思います。なら、やはりダイブは明あ日す奈なさんにお願いするべきかも……。キリト君とのコミュニケーション力はもちろん、アリスの保ほ護ごにはアンダーワールドでの戦せん闘とう能力が要求されるでしょうから。ここにいる人間で、もっとも仮想世界での動きに慣れているのは明日奈さんっス、間違いなく」

「なら、アカウントも可能な限りハイレベルなやつを使ってもらったほうがいいな」

　菊岡の声に頷き、比嘉はキーボードに指を走らせた。

「そりゃもう、選より取どりみどりッスよ。騎き士し、将軍、貴族……高位のアカウントはいろいろと用意されてます」

「ねえ、ちょっと待って」

　不意に、やや緊きん張ちようした声で凛子が口を挟んだ。

「なんスか？」

「……それとまったく同じことを、襲しゆう撃げきしてきた連中が思いつく可能性はないの？　さっき、あなた言ってたでしょ？　アリス確保の抜け道は、内部からのオペレーションだ、って」

「ああ……はい、確かにあいつらにも可能な手段です。下のメインコントロールにもＳＴＬが二基設置してありますからね。ただ、あいつらには高位アカウントのログイン・パスワードを破る時間はないはずッス。使えるのはレベル１の一般民だけっすよ。とても、最終負荷実験の修しゆ羅ら場ばで活動できるステータスじゃないッス」

　早口にそう説明しながらも──。

　比ひ嘉がはふと、何か重要なことを忘れているのではという、かすかな不安を意識した。

　しかし、その思考は、高速でスクロールされるアカウントリストの文字列に紛まぎれて形になることはなかった。
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　暗黒騎き士しリピア・ザンケールは、飛竜の動きが止まる前にその背から飛び降りると、発着台と帝宮を繫つなぐ空中回廊を全力で走り始めた。

　すぐに息苦しさを感じ、右手で顔まで覆おおう兜かぶとを引き剝はがす。

　ばさっ、と広がった灰青色の長い髪を、左手でまとめて背中に戻し、リピアは更に速度を上げた。重い鎧よろいとマントも脱ぎ捨ててしまいたいが、帝宮にはびこる執政官どもに、肌の一片たりとも見せてやる気はない。

　湾曲する回廊を駆かけ抜けると、右手に立ち並ぶ円柱の隙すき間まから、赤い空を切り裂いて黒々とそびえる巨城が姿を現した。

　帝宮オブシディア城は、広大無辺な闇やみの国で最も高い──もちろん、忌いま々いましい《果ての山脈》を除いて、だが──岩山を百年かけて掘り抜き、築きずかれた城だ。

　最上階の玉ぎよく座ざの間からは、西の地平線にうっすらと浮かぶ果ての山脈と、その岩肌を穿うがつ巨大な門がかすかに望めるという。

　しかし、その言い伝えの真しん偽ぎを知る者は一人もいない。

　闇やみの国の玉ぎよく座ざは、初代皇帝である暗黒の神ベクタが、太古の昔に地の底の暗闇に去って以来空位なのだ。最上階の大扉は無限の天命を持つ鎖くさりによって封印され、永遠に開くことはない。

　リピアは、漆しつ黒こくの城の最上部から視線を引き剝はがすと、目前に迫った城門を守るオーガ族の衛えい兵へいに呼びかけた。

「暗黒騎き士し第十一位、ザンケールである！　開門せよ!!」

　狼ろう頭とう人身の衛兵たちは、屈強ではあるものの少々頭の回転が鈍にぶく、リピアが鋳ちゆう鉄てつの門に達する寸前になってようやく開閉装置の把とつ手てを回し始めた。

　ゴ、ゴン、と重苦しい音を響ひびかせながらわずかに開いた門の隙すき間まを、体を横にしてすり抜ける。

　三ヶ月ぶりの城は、以前と変わらぬ冷え冷えとした空気でリピアを迎えた。

　下働きのコボルドが毎日愚ぐ直ちよくに磨みがき上げる廊下には塵ちりひとつ落ちていない。黒こく曜よう石せきの敷しき板いたを靴底でカンカン鳴らして走っていると、前方から肌も露あらわな衣装に身を包んだ妖よう艶えんな女二人が、こちらは足音ひとつ立てずに滑すべるが如ごとく歩いてくるのが見えた。

　艶つややかに波打つ髪に載のる大きなとんがり帽子が、彼女らが暗黒術師であることを示している。眼めを合わせずにすれ違おうとした時、女の片方がきんきん響く声でわざとらしく言った。

「アァラ、すっごい地響き！　オークか何かが走ってるのかしら！」

　すぐさま、もう一方が甲かん高だかく笑いながら言い返す。

「そんなもんじゃないわぁ、この揺れはジャイアントよぉ！」

　──抜剣禁止の城内でなければ、舌を切り飛ばしてやるものを。

　と思いつつ、リピアは鼻を鳴らしただけで一気に駆かけ抜けた。

　闇の国に生まれた人族の女は、訓練学校を卒業したのちはたいていが暗黒術師ギルドに入る。ひどく享きよう楽らく的な組織で、規律の代わりに放ほう埒らつを学ぶと言われ、できあがるのはあのような、着飾ることにしか興味のない連中ばかりだ。

　それでいて、騎士となる道を選んだ女にはやたらと対抗心を燃やしてくる。リピアも、幼年学校の同期で仲の悪かった女術師に毒虫の呪のろいを飛ばされて往生したことがある。自慢の編み込み髪を剣で切り落としてやったらおとなしくなったが。

　所しよ詮せん、この国の連中は、先を見ようとしない馬ば鹿か者ものどもばかりだ。

　組織が、そして個人が常にいがみ合い、力で優劣を決めることしか知らない闇の国には未来がない。

　現在でこそ、《十侯会議》のもとに危うい均きん衡こうが保たれているが、それも長続きはしない。目前にせまった人界──オークやゴブリンたちの言う《イウムの国》との戦争で十侯の誰かが命を落とせば、均衡は崩くずれ、再び血で血を洗う戦乱の世がやってくる。

　その未来図をリピアに語ったのは、十侯の一人であり、直属の上官たる暗黒騎士団の長おさであり、また愛人でもある男だった。

　そしていまリピアは、彼が待ち望んだ機密情報を胸のうちに携たずさえているのだ。

　となれば、女術師どもの戯ざれ言ごとにかかずらわっている暇ひまなど一秒たりともない。

　無人の広間を一直線に横切り、大階段を二段飛ばしでひたすら駆かけ上る。鍛きたえ上げた体ではあるが、さすがに息が切れてきた頃、ようやく目指す階に辿たどり着く。

　闇やみの国全土を合議によって支配する《十侯会議》は、五席が人族、二席がゴブリン族、残る三席がオーク族、オーガ族、ジャイアント族の長おさによって占められている。百年にもわたる内乱を経てようやく条約らしきものが結ばれ、五族の間に上下はないという約定が取り交かわされた結果だ。

　ゆえに、オブシディア城の最上階にほど近い十八階に、十人の諸侯それぞれの私室が設もうけられている。少しばかり足音を殺しながら回廊を走り抜けたリピアは、奥まった一室の扉を右手の甲で三度叩たたいた。

「入れ」

　すぐに、低い声でいらえがある。

　廊下の左右を見やり、人目がないことを確認してから、リピアは素早く扉の中に滑すべり込んだ。

　装飾を最低限に抑えた部屋に漂ただよう男っぽい匂においを懐なつかしく思いながら、床に片膝ひざをつき、頭こうべを垂たれる。

「騎き士しリピア・ザンケール、ただいま帰参仕つかまつりました」

「ご苦労。まあ、座れ」

　太い声に、胸が高鳴るのを意識しつつ視線を上げる。

　丸テーブルを挟んで置かれた寝ね椅い子すの片方にどっかりと腰掛け、高々と足を組む男こそが、暗黒騎士長──別名《暗黒将軍》のビクスル・ウル・シャスターだ。

　人族としては図抜けた体たい軀く。さすがに横幅は比べられないが、背丈だけならオーガ族にも引けは取らない。黒々とした髪を短く刈り込み、口くち許もとの髭ひげもきれいに整えられている。

　簡素な麻のシャツは、ボタンを弾はじき飛ばしそうなほどに逞たくましい筋肉を包んで盛り上がり、しかし腰周りには余計な肉のひとつまみもない。四十歳を超えているとはとても思えない完かん璧ぺきな肉体が、騎士の最高位に上り詰めても欠かすことのない、凄すさまじいまでの日々の鍛たん錬れんによって保たれていることを知る者は少ない。

　三ヶ月ぶりに目にする思い人の姿に、いますぐその胸へ飛び込みたいという衝しよう動どうを抑えながら、リピアはシャスターの向かいのソファに座った。

　上体を起こしたシャスターは、卓上に二つ用意されていた水晶杯の片方をリピアに持たせると、年代物らしきワインの封を切った。

「お前と一緒に飲やろうと思って、昨日宝物庫からくすねておいたんだ」

　片目をつぶりながら、香り高い深紅色の液体をグラスに注ぐ。そういう表情をするとどこか悪戯いたずらっ子めくところも、昔とまったく変わらない。

「あ……ありがとうございます、閣下」

「二人きりの時にそれはやめろ、と何度言わせる？」

「ですが、まだ一応は任務中ですから」

　やれやれと肩をすくめるシャスターと控えめにグラスを打ちあわせ、芳ほう醇じゆんなワインを一息に呷あおると、長旅で消耗した天命がじわりと回復するのを感じる。

「……それで、だ」

　自分も杯を干し、表情を改めた騎き士し長ちようは、少しばかり低めた声で聞いた。

「そなたが使つかい魔まで知らせてきた一大事とは、いったい何なのだ？」

「は……」

　リピアはつい視線を左右に走らせてから、体を乗り出した。シャスターは豪ごう放ほう磊らい落らくな男だが同時に細心でもある。この部屋には防御術が幾いく重えにも張り巡らされ、たとえ暗黒術師ギルド総長たるあの《魔女》であろうとも盗み聞きはできないはずだ。しかし、そうと解わかっていても、己おのれの携たずさえた情報の重大さを思えば囁ささやき声にならざるを得ない。

　シャスターの黒い瞳ひとみをじっと見詰め、リピアは簡かん潔けつな報告を口にした。

「人界の、公こう理り教きよう会かい最高司祭が……死にました」

　途と端たん、さしもの暗黒将軍もカッと両眼めを見開いた。

　静寂を、ふううーっという太いため息が破る。

「それは本当か……などと訊きくのは、そなたへの侮ぶ辱じよくだな。情報を疑いはせんが……しかしな……あの不死者が…………」

「は……お気持ちは解わかります。私もにわかに信じられず、確認に一週間を費ついやしましたが、やはり間違いないかと。セントラル・カセドラルに《耳ミミ虫ムシ》を忍ばせて裏を取りました」

「何と、無茶をしたな。術を辿たどられたら、そなたは央都からの脱出もままならず、八つ裂きにされていたぞ」

「ええ。しかし、私程度の術式を探知できなかったことからも、情報は真実かと思います」

「……うむ……」

　二杯目のワインをちびりと舐なめ、シャスターは剛ごう毅きな顔を俯うつむかせた。

「いつのことだ、それは。それに、死因は？」

「およそ半年前と……」

「半年。確かにその頃、一時的に山脈の警けい戒かいが緩ゆるんだことがあったな」

「はい。そして最高司祭の死因ですが……これはにわかに信じがたいのですが、剣に斃たおれた、と……」

「剣に。──かの不死者を斬きった者がいたと？」

「有り得ませぬ」

　絶句したシャスターに、リピアは大きくかぶりを振ってみせた。

「恐らくは、不死者といえどもついに天命が尽きたのでしょう。しかし、神人たる最高司祭の霊れい性せいを保つため、そのようなまやかしを……」

「うむ……ま、そんなところだろうな。しかし……死んだか、最高司祭アドミニストレータが……」

　シャスターは瞑めい目もくし、両腕を組むと、上体を背もたれに預けた。

　そのまま長いこと黙もつ考こうしていたが、やがて、短い言葉とともに勢いよく瞼まぶたを開いた。

「機だ」

　リピアは一いつ瞬しゆん息を詰めてから、掠かすれた声で訊たずねた。

「何の、でありますか」

　答えは即座に返った。

「無論……和平の、だ」

　この城で口に出すには危険すぎる単語は、部屋の空気に即座に溶け、消えた。

「それが可能だと……お考えですか、閣下」

　囁ささやくように問うたリピアに対し、シャスターは視線をグラスの中の赤い液体に据えながら、ゆっくりと、しかし深く頷うなずいた。

「可能であろうとなかろうと、成さねばならぬのだ、何としても」

　ぐいっとワインを干し、続ける。

「創世の時代より人界と闇やみの国を分かち続けてきた《大門》の天命が、ついに尽きようとしている。闇の五種族の軍勢は、陽ひと地の恩おん寵ちよう豊かな人界への大侵攻を目前にして、吹きこぼれる寸前の大おお釜がまの如ごとき有あり様さまだ。前回の十侯会議では、人界の土地と財宝、そして奴ど隷れいをどのように分割するかで大いに紛ふん糾きゆうしたものさ。まったく……度し難がたい欲よく深ぶかどもだ」

　歯に衣きぬ着せぬシャスターの物言いに、リピアは首を縮めた。

《禁きん忌き目もく録ろく》という大たい部ぶの法典に支配されているという人界とは異なり、闇の国に存在する法はただ一つだけだ。すなわち──力で奪え。

　その意味では、最高権力の座に上り詰めても尽きることのない征服欲を燃やす九人の諸侯たちに比べれば、人界との和平を考えるシャスターこそが異い端たん者しやなのだろう。

　しかし、リピアがこの男にどうしようもなく惹ひかれるのも、その異質な思考ゆえだ。なんと言っても、他の諸侯にかしずく女たちと違って、リピアは無理やりに奪われたのではない。シャスターは跪ひざまずいて花束を差し出し、真しん摯しな言葉でリピアを口く説どいたのだ。

　愛人がそのような思考を彷徨さまよわせていることに気付く様子もなく、シャスターは重々しい口調で言葉を続けた。

「……しかし、諸侯どもは人間たちを甘く見すぎている。ことに、三百年にわたって人界を守しゆ護ごしてきた整せい合ごう騎き士し団だんを」

　その名を聞いた途と端たん、すうっと頭が冷えるのを感じながらリピアは頷うなずいた。

「確かに……。奴やつらは恐るべき手て練だれ揃ぞろいです」

「一いつ騎き当とう千せんさ、文字どおり。暗黒騎士団の長い歴史において、整合騎士に殺されたものは数え切れぬが、その逆は一度としてないのだからな。奴らの剣技は精妙にして、身に帯びる神器は強力無比……。この俺とても、追い詰めたことは幾たびかあるが、ついに止とどめまでは刺せなかった。無論、敗走の経験は山ほどあるがな」

「それは……奴らは剣から炎や光を放つ、怪しげな術を使いますゆえ……」

「《武装完全支配術》か。我が騎士団の術理部に長いこと研究させたが、結局解明には到らなかったな。あの技ひとつに対抗するにも、ゴブリンの兵士が百では足りぬだろう」

「とは言え……我がほうの軍勢は五万に及びます。翻ひるがえって、整合騎士は三十人ほどしかいないはず。数で押し切れるのでは……？」

　リピアの言葉に、シャスターは美び髯ぜんの端はしを皮肉げに持ち上げた。

「奴らは一騎当千と言ったろう。計算上は、こちらの兵も三万が討たれる」

「まさか……そこまでは」

「まぁ、な。気に食わん戦法だが、前面を我ら騎士団とオーガ、ジャイアントあたりが支え、後方から暗黒術師どもの遠距離術を浴びせ続ければいずれは整合騎士たちも力尽きるだろう。だが、最後の一騎が墜おちた時、こちらにどれほどの損害が出ているか想像もつかん。三万とは言わんが、その半分ならば有り得る線だ」

　かちん、と硬い音を立てて水晶杯が卓上に置かれる。

　酌しやくをしようとするリピアを片手で制し、シャスターは広い背中を寝ね椅い子すに預けた。

「……そしてその結果、当然ながら、闇やみの五族に力の不ふ均きん衡こうが生じる。十侯会議は意味を失い、五族平等の約定も形けい骸がい化かするだろう。そうなれば、百年前の《鉄てつ血けつの時代》の再来だ。いや、なお悪いな。今度は人界という、飲み干せぬ蜜みつの大海への門が開かれているのだから。かの地の支配権を巡る争いが収まるには、百年では足りるまい……」

　それこそが、かねてよりシャスターが危き惧ぐし、リピアにも何度となく語って聞かせた最悪の未来図だ。そして、シャスター以外の諸侯たちは、その未来を最悪と思っていない──むしろ、心待ちにさえしているのだ。

　リピアは顔を伏せ、騎士への叙任と同時に与えられた全身鎧よろいの、傷だらけだが磨みがき込まれた漆しつ黒こくの輝きにじっと見入った。

　子供の頃はかなり小柄だったリピアは、《鉄血の時代》ならばとうてい騎士になどなれなかっただろう。奴ど隷れいとして人買いに売られるか、街の外の荒野に捨てられるかして、短い人生を終えていたはずだ。

　しかし、まがりなりにも平和条約らしきものができたおかげで、奴隷市ではなく幼年学校に入ることができたし、そこで遅咲きの剣才を見み出いだされて、人族の女としてはほとんど望み得る最高の地位にまで達することができた。

　騎き士しとなってからは、月々の給金のほとんどを投じて、いまだに人買いの横行する僻へき地ちから親に捨てられた幼子を集め、学校に入れる歳としになるまで面倒を見る保育所のような施設を運営している。

　そのことは、同どう輩はいたちはもちろんシャスターにも告げていない。自分でも、自分がなぜそんな真ま似ねをしているのか説明できないからだ。

　ただ──。

　力あるものが全てを奪うこの国はどこかがおかしいという感覚は、常にリピアの心の片かた隅すみにある。シャスターと違って、己おのれの疑念を明確な言葉にできるほどの知恵はないが、それでも、もっと《あるべき正しい姿》がこの国──いや、人界をも含む全アンダーワールドに存在するように感じられるのだ。

　その、いわば新世界が、シャスターの唱となえる和平の遥はるか先に存在するであろうことはいまのリピアにもおぼろげに理解できる。同時に、一人の女として、愛する男の力になりたいとも思う。

　しかし。

「……しかし、どのようにして他の諸侯を説得するおつもりですか、閣下。それに……そもそも、整合騎士団は和平の交渉を受け入れるでしょうか？」

　低い声でリピアは訊たずねた。

「……うむ……」

　シャスターは両眼めを閉じ、右手で艶つややかな髭ひげをしごいた。やがて、苦みを帯びた声が密ひそやかに響ひびいた。

「整合騎士については、脈有りと見ている。最高司祭が斃たおれたとあらば、いま総指揮を執とっているのはベルクーリの親おや父じだろう。食えん男だが、話はできる。問題は……やはり十侯会議よな。こちらは……矛む盾じゆんするようだが……」

　瞼まぶたを持ち上げ、剣けん吞のんな光を秘めた双そう眸ぼうで宙を見据える。

「──斬きらねばならんかもしれん。最低でも四人を」

　はっと息を吞のみ、リピアは恐る恐る訊ねた。

「四人、と仰おつしやいますと……やはり両ゴブリン族の長おさ、オーク族の長、それに……」

「暗黒術師ギルド総長。あの女は、アドミニストレータの不死の秘密を手に入れ、いずれ皇帝位に上る野望を抱いているからな。和平案など決して受け入れるまい」

「し、しかし！」

　絞り出すように、リピアは反はん駁ばくした。

「それはあまりにも危険です、閣下！　ゴブリン、オークの長は閣下の敵ではないでしょうが……暗黒術師だけは、どのような手妻を用いてくるか見当もつきませぬ！」

　リピアが口を閉じても、シャスターはしばらく沈ちん黙もくを保ち続けた。

　不意に発せられた言葉は、予想もできないものだった。

「なぁ、リピアよ。俺のところに来てからどれくらいになる？」

「はっ？　は……え、ええと……私が二十一の時でしたから……四年ですか」

「もうそんなに経たつか。……長い間、曖あい昧まいな身の置き方をさせて悪かったな。どうだ……そろそろ、なんだ、その」

　視線をぐるりと巡らせ、頭をがりがりと搔かいてから、暗黒騎き士し長ちようは少々ぶっきらぼうに言った。

「……正式に、嫁にならんか。こんな親おや父じですまないと思うが」

「か……閣下……」

　リピアが啞あ然ぜんと両眼めを見開き──。

　次いで心臓のあたりにじんわりと熱いものが広がり、たまらずにテーブルを飛び越えて、愛する男の胸に飛び込もうとしたその時。

　分厚い扉の向こうで、引きつったような甲かん高だかい声が響ひびいた。

「一大事!!　一大事ですぞ!!　ああっ、なんたること!!　おいでませ諸侯方、はよう、はよう!!」

　かすかに聞き覚えのあるその声は、十侯の一人、商工ギルド頭領のものか。

　リピアの記憶にある、大人物然とした恰かつ幅ぷくのいい姿にそぐわない裏返った悲ひ鳴めいは、なおも続いた。

「一大事でござる!!　──ぎっ、玉ぎよく座ざの間の！　封印の鎖くさりが！　震えてござるううううう!!」










　　　２




　皇帝ベクタとして玉ぎよく座ざの間に降り立ったガブリエル・ミラーは、足下にひざまずき頭こうべを垂たれる人工フラクトライトたちを、ある種の感慨とともに眺めた。

　彼らは、一辺二インチのライトキューブに封じ込められた光量子情報だ。それでいて、この世界では、知性と魂たましいを備そなえた本物の人間なのだ。もっとも、最前列に並ぶ十人のうち半分は、奇怪な容姿のモンスターだが。

《諸侯フユーダル・ロード》を名乗る十人の将軍たちと、その後ろに並ぶ騎き士しや術師たち、そして城の外に駐ちゆう屯とんする五万の軍勢が、ガブリエルに与えられた戦力ユニツトということになる。これから、この駒こまたちを適てき宜ぎ動かし、人界の防ぼう衛えい力りよくを殲せん滅めつして《アリス》を確保せねばならない。

　しかし、現実世界のリアルタイム・シミュレーションゲームと異なり、このユニットたちはマウスとキーボードで好き放題に動かせるわけではない。言語と態度で統率し、命令しなくてはならないのだ。

　ガブリエルは無言で玉座から立ち上がると、数歩移動し、後方の壁かべに張られた鏡の一つを見やった。

　そこに映っているのは、なんとも悪趣味な格好をした己おのれの姿だった。

　顔の造ぞう作さくと、白に近いブロンドの髪色だけは現実のガブリエルのままだ。しかし、額ひたいには黒い金属に深紅の宝石を嵌はめ込んだ宝冠が飾られ、黒いスエード調の革製のシャツとズボンの上に、これも漆しつ黒こくの豪ごう奢しやな毛皮のガウンをまとっている。腰には朧おぼろな燐りん光こうを放つ細身の長剣がぶら下がり、ブーツと手袋には精せい緻ちな銀糸の刺し繡しゆうが施ほどこされている。さらに背中には、血の色に染められた長いマント。

　視線を右に動かすと、玉座から一段下がった位置に、両手を頭の後ろで組んできょろきょろあたりを見回している騎士の姿があった。

　宝石のようなディープ・パープルに輝く全身鎧よろいの中身は、ガブリエルと同時にログインしたヴァサゴ・カザルスだ。状況を把握するまでは調子に乗って余計なことを言うなと釘くぎを刺してあるが、胸中の感銘をスラングで表現したくてたまらないという様子で、カタカタと爪つま先さきを鳴らしている。

　軽く頭を振り、ガブリエルは再び鏡の中の自分に視線を戻した。

　テーラーメイドのスーツを着慣れた身には、どうにも落ち着かない格好だ。しかし、この《アンダーワールド》では、ガブリエルは民間軍事会社の最高作戦責任者ＣＴＯではない。

　広大無辺のダークテリトリーを統すべる皇帝。

　そして、神なのだ。

　ガブリエルは両眼めを閉じると、ゆっくりと息を吸い、吐いた。

　演じるべき役柄を、タフでクールな指揮官から無慈悲な皇帝へと切り替えるスイッチが、意識のどこかでカチリと鳴った。

　瞼まぶたを開き、深紅のマントをばさりと翻ひるがえして振り向いたガブリエル──暗黒神ベクタは、十人の将軍たちを睥へい睨げいしながら、人間味の欠片かけらも残されていない声を玉ぎよく座ざの間に響ひびかせた。

「顔を上げ、名乗るがいい。──そちらの端はしの、お前からだ」

　床に額を擦こすりつけんばかりに平伏していた恰かつ幅ぷくのいい中年男は、意外な俊敏さで上体を起こすと、流りゆう暢ちような日本語で名乗りを上げた。

「は、ははあっ！　私、商工ギルドの頭領を務つとめております、レンギル・ギラ・スコボと申します！」

　中年男が再び低頭すると、その隣となりで、小山のような巨体が動き始めた。

　立ち上がれば十三二メフーィトールト半はあるだろう偉い軀くに黒光りする鎖くさりをクロスさせて巻きつけ、腰を獣けものの皮で覆おおった亜人種は、異様に長い鼻び梁りようをぐいっと持ち上げて、地響きの如ごとき低音で名乗った。

「ジャイアント族の長おさ、シグロシグ」

　この怪物の中にも知性と魂たましいが存在するのだ、という事実をガブリエルが咀そ嚼しやくしている間に、三人目が耳みみ障ざわりな掠かすれ声を発した。

「……暗殺者ギルド頭首……フ・ザ……」

　隣の巨人族に比べるとあまりにも華きや奢しやで存在感のないフーデッドローブ姿は、年齢も、性別すら定かでない。

　顔を見せるよう命じるかと一いつ瞬しゆん考えたが、どうせこの手のアサシンには素顔を晒さらすことを禁じる掟おきてだかなんだかがあるのだろう、と捨て置くことにして、ガブリエルは視線を次の将軍に移した。

　途と端たん、眉まゆをひそめそうになったが危うく堪こらえる。

　醜しゆう悪あくという言葉を見事に体現した存在が、どさりと座り込んでいた。足が短すぎて膝ひざ立だちになれないのだ。丸く膨ふくれた腹は脂ぎってテラテラと光り、肩に半なかば埋まり込んだ首には小しよう獣じゆうの頭骨らしきものが幾つも下がっている。

　その上に乗る頭は、豚が七割、人が三割という代しろ物ものだ。前に突き出た平らな鼻と、牙きばが覗のぞく巨大な口、しかし小さな眼めだけが人がましい知性をぎらぎらと湛たたえていて、それがことさらにおぞましい。

「オーク族の長ぁ、リルピリンだぁ」

　甲かん高だかい声を聞いて、ガブリエルは、こいつは果たして男なのか女なのかと考えたが、今度もすぐに興味を捨てた。豚鬼オークと言うからには下級のユニットだろう。どうせ使い捨てにする連中だ。

　次に頭を持ち上げ、機敏な動作で一礼したのは、まだ少年と言ってもいい年頃の若者だった。赤金色の巻き毛を垂たらし、日焼けした上半身には革帯だけを巻いている。下半身はぴったりした革ズボンとサンダル、そして両手には四角い金属鋲びようつきのグローブ。

「拳けん闘とう士しギルド第十代チャンピオン、イスカーン!!」

　威勢良く叫ぶ若者を見返しながら、ガブリエルは内心で首を傾かしげた。拳闘士とはボクサーのことか。素手で兵士が務つとまるのだろうか。

　考え込んでいると、突然、ぐるるるっ！　という唸うなり声が轟とどろいた。

　発生源は、ジャイアントには劣おとるが人間離れした体たい軀くの亜人種だった。上半身は、ほぼ全体が長い毛皮に包まれている。衣装ではなく地毛らしいと解わかったのは、頭部が完かん璧ぺきに獣けもののそれだったからだ。

　狼おおかみによく似ている。突き出た鼻筋と、のこぎりのように並んだ牙きば、そして三角の耳。長い舌が垂れる口から、聞き取りにくい声が漏もれ出した。

「ぐるる……オーガの……長おさ……フルグル……るるる……」

　それが名前なのか、ただの唸り声なのか確信は持てなかったが、ガブリエルは軽く頷うなずいて次を見た。

　途と端たん、キイキイと耳みみ障ざわりな声が鳴り響ひびいた。

「山ゴブリンの長、ハガシにござりまする！　陛下、ぜひとも一番槍やりの栄誉は我が種族の勇士にお与えくださりますよう!!」

　猿に似た禿とく頭とうの両脇わきから細長い耳を伸ばす、小柄な亜人種だ。背丈は、これまでに名乗ったジャイアント、オーク、オーガどころか人間たちにすら及ばない。

　ダイブ前に受けたクリッターのレクチャーによれば、このダークテリトリーに存在する法はたったひとつだという。すなわち、力ある者が支配する。ならば、どこから見ても非力そうなゴブリンに、他の種族と対等の地位を与えている力とは何なのか。

　どちらにしてもオーク以下の最下級歩兵ユニットであろうが、少しばかりの興味とともに山ゴブリンの顔つきを眺めたガブリエルは、ふむ、と得心した。なぜなら、醜みにくい亜人の小さな眼めには、強烈なまでの欲望が渦巻いていたからだ。

　山ゴブリンの長の挨あい拶さつが終わるや否いなや、その隣となりに座っていた、肌の色合いだけが異なる亜人が同じようにキイキイ喚わめいた。

「とんでもない！　我らは、こんな連中よりも十倍陛下のお役に立ちまするぞ！　平地ゴブリンの長、クビリめにござります！」

「なんだと、このナメクジ喰ぐいめが！　湿しつ気けた土地のせいで頭がブヨブヨふやけたか!!」

「そっちこそ、頭のミソが日差しでカラカラ乾いたか!!」

　罵ののしり合いを始めた二匹の鼻先で──。

　ばちっ！　と青い火花が弾はじけ、ゴブリンの長たちは悲ひ鳴めいを上げて飛び退すさった。

「──皇帝陛下の御ご前ぜんですわよ、お二方」

　艶つややかな声とともに、掲げた右手を戻したのは、肌も露あらわな衣装に体を包んだ若い女だった。火花は、女の指先がライターの発火石フリントのように擦こすり合わされると同時に飛び散ったのだ。

　ゆるりと立ち上がった女は、豊満な肢し体たいと妖よう艶えんな美び貌ぼうを誇示するように腰を反そらせてから、気取った仕草で一礼した。ガブリエルの右側で、低く口笛を鳴らしたヴァサゴの気持ちも、解わからなくもない。

　オイルでも塗り込んでいるかのように輝くカフェオレ色の肌を、黒のエナメルレザーが申し訳程度に隠している。ブーツは、針のようなピンヒール。背中には黒と銀に輝く毛皮のマントを羽は織おり、その上に豪ごう奢しやなプラチナブロンドの髪が腰下まで流れる。

　アイシャドーとルージュは水色、それに負けぬほど鮮あざやかな青い瞳ひとみをあだっぽく細めながら、女は名乗った。

「暗黒術師ギルド総長、ディー・アイ・エルと申します。我が配下の術師三千、そして私の心と体は全て陛下のものですわ」

　実に艶めかしい仕草と声だったが、性的衝しよう動どうにコントロールされることのないガブリエルは鷹おう揚ように頷うなずいただけだった。

　ディーと名乗った魔女ウイツチは眼めを瞬またたかせ、更に言葉を重ねるかどうか考えたようだったが、無言で一礼すると再び跪ひざまずいた。

　賢けん明めいなことだ、と思いながらガブリエルは視線を動かし、将軍ユニットの最後の一人を見下ろした。

　静かに頭こうべを垂たれるのは、人間にしては抜きん出た体つきの、壮年の男だった。

　全身を包む漆しつ黒こくの鎧よろいは、無数の傷を刻まれて鈍にぶく光っている。俯うつむけた顔にも、額ひたいと鼻び梁りように薄うすい傷きず痕あとが走っているのが見て取れる。

　顔を上げぬまま発せられた男の声は、錆さびたバリトンだった。

「暗黒騎き士し団だん長ちよう、ビクスル・ウル・シャスター。我が剣を捧げる前に……皇帝に問いたい」

　ようやく仰あお向むけられた男の顔は、ガブリエルがかつて出会った数少ない《本物の兵士》たちを彷ほう彿ふつとさせる厳きびしさを備そなえていた。

　シャスターという騎士は、これまで名乗った九人の将軍には見出せなかったある種の覚悟を秘めた双そう眸ぼうでガブリエルを凝ぎよう視ししながら、いっそう低い声で続けた。

「いまこの時に玉ぎよく座ざに戻った皇帝の望みは、奈な辺へんにありや」

　なるほど──確かにこいつらは、単なるプログラムではないのだ。

　そのことを常に意識しておくべきだな、と内心で思いつつ、ガブリエルは無慈悲な皇帝として冷ややかに答えた。

「血と恐怖。炎と破は壊かい。死と悲ひ鳴めい」
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　ガブリエルの、切せつ削さくされた金属のように硬質な声が流れた途と端たん、将軍たちの表情がさっと引き締しまった。

　十人の顔を順番に見やってから、ガブリエルは毛皮のマントを翻ひるがえし、右腕を高々と西の空へかざした。

　口から、偽いつわりの征服欲に満ちた台詞せりふがほぼ自動的に放たれた。

「……余を天界より追い払った神どもの力溢あふれる西の地、その護まもりたる《大門》はいままさに崩くずれ落ちんとしている。余は戻ってきた……我が威光をあまねく地上に知らしめるために！」

　内部時間で一週間後に迫っている《最終負荷実験》については、クリッターから可能な限りのレクチャーを受けている。その内容に添って、芝居じみた口調で演説を続ける。

「大門が崩れたその時こそ、人界は我ら闇やみの民のものとなるのだ！　余が欲するはただ一つ、時を同じくして彼かの地に現れる《神の巫み女こ》ただ一人！　それ以外の人間どもは望むままに殺し、奪うことを許そう！　全ての闇の民が待ち望んだ──約束の時だ!!」

　しん、と静まり返った空気を──。

　甲かん高だかい野蛮な雄お叫たけびが破った。

「ギィィィィッ!!　殺すうッ！　白いイウムども、みんな殺すウウウウゥッ!!」

　両足をジタバタさせながら喚わめいたのは、小さい眼めに欲望と鬱うつ憤ぷんを滾たぎらせたオークの長おさだった。すぐに、ゴブリンの長たちが同時に両腕を突き上げて追つい随ずいする。

「ホオオオオオウッ!!　戦いくさだ!!　戦だ!!」

「ウラ────ッ!!　戦だ戦だ────ッ!!」

　鬨ときの声は、たちまち他の将軍たち、そして彼らの背後の士官らにも伝染した。暗殺ギルドの黒ローブたちは枝のように細い体をゆらゆらと揺らし、暗黒術師ギルドの魔ま女じよ集団も嬌きよう声せいとともに色とりどりの火花を散らす。

　巨大な広間に満ち満ちた、プリミティヴな蛮声のまっただ中にあって──。

　シャスターと言う名の騎き士しだけが、跪ひざまずき俯うつむいた姿勢のまま、身動きひとつしないことにガブリエルは気付いた。

　それが、軍人らしい抑制のたまものなのか、あるいは何らかの感情に起因するものなのかは、彫像のような鎧よろい姿からは判断できなかった。
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「兄ブ弟ロにあんな才能があったとはね！　役者になったほうがよかったんじゃねぇか？」

　ニヤニヤ笑いながらワインの瓶びんを放ってくるヴァサゴに、ガブリエルはフンと鼻を鳴らして応じた。

「必要に応じたまでだ。お前こそ、それらしい演説の仕方を覚えておいたほうがいいぞ。あの連中より一段上の立場なんだからな」

　受け取った瓶の栓を指先で弾はじき、ルビー色の液体を少し口に含んでから、これは作戦中の飲酒に該当するのかどうかとふと考える。

　ヴァサゴのほうは、吞のまなければ損と言わんがばかりに上等そうな年代物をビールのように流し込み、ぐいっと口元を拭ぬぐってから答えた。

「オレは命令だの演説だのより、先頭で斬きり込みてえな。せっかくこんな物もの凄すげぇＶＲワールドにダイブしてるんだからさ……この酒もボトルも、本物としか思えねえ」

「その代わり、斬られれば痛いし、血も出るぞ。ここはペイン・アブソーバが効きかないんだからな」

「それがイイんじゃねぇか」

　ニヤリと笑うヴァサゴに肩をすくめてみせると、ガブリエルはボトルをテーブルに戻し、ソファから立ち上がった。

　オブシディア城の最上階にある皇帝の居室は、グロージェンＤＳ本社ビルの役員室よりずっと広く、巨大な窓からは城下町の夜景が一望できる。サンディエゴのそれと比べると明るさやカラフルさでは劣おとるが、そのぶん幻想的だ。

　諸侯を名乗る十人の将軍たちは開戦準備を整えるために城を去り、倉庫から物資を運び出す輜し重ちよう隊列のかがり火が大通りを途切れることなく動いている。補給を担になう商工ギルドの頭領には、城に備蓄された食糧や装備を全て使い尽くせと命じたので、兵たちが飢えたり寒さに凍えることは当分ないはずだ。

　無数の光から視線を外し、ガブリエルは部屋の片かた隅すみに歩み寄ると、そこに設置された紫色の水晶板──システム・コンソールに手を触れた。

　メニューを手早く操そう作さし、外部オブザーバ呼び出しボタンを押す。時間加速倍率が低下し、等倍に戻る時の奇妙な感覚に続いて、クリッターの早口が画面から流れ出した。

「隊長ですか!?　まだ隊長とヴァサゴのダイブを見届けて、メインコントロール・ルームに戻ってきたばっかりですよ!!」

「こちらでは、もう一日目の夜だ。解わかってはいたが時間加速とは奇妙なものだな。とりあえず、いまのところは予定どおりに進行している。ユニットの準備は一両日中に完了し、二日後にはヒューマン・エンパイアへの進軍を開始する予定だ」

「素晴らしい。いいですか、《アリス》の身柄を確保したら、そこまで運んで、メニューからメインコントロール・ルームへのイジェクション操作を行ってください。それで《アリス》のライトキューブはこっちのもんです。それと、これはヴァサゴのバカによく言い聞かせておいてほしいんですが」

　クリッターの声が耳に入ったらしく、背後から短い罵ののしり声が聞こえた。

「管理者権限での操作ができない現状では、アカウントのリセットも不可能です。つまり隊長もヴァサゴも、そっち側で死んだら二度とそのスーパーなアカウントは使えません。そしたら今度こそ、一兵卒で出直しですからね！」

「ああ……解っている。当面、前線には出ないようにしておこう。自衛隊ＪＳＤＦの動きは？」

「いまのところはないです。まだ隊長たちのダイブには気付いていないようですね」

「よし。それでは通信を切る。次の連絡はアリス確保後といきたいものだな」

「了解、期待してます」

　通信ウインドウを閉じると、再びわずかな違和感とともに加速倍率が戻った。

　ヴァサゴは尚なおもぶつぶつ毒づきながら鎧よろいの留め金と格かく闘とうしていたが、やがて全ての金属装備を床に放り出し、革のシャツとズボン姿で立ち上がった。

「えーっと兄ブ弟ロ、ちょいとダウンタウンに遊びに行ったら……ダメだよな、やっぱり」

「しばらくはガマンしろ。作戦完了後に一晩時間を取ってやる」

「了解。殺しも女もお預けか……。そんじゃま、おとなしく寝るよ。そっちの部屋使うぜ」

　こきこき関節を鳴らしながら、ヴァサゴが隣りん接せつしたベッドルームの一つに消えると、ガブリエルもふうっと息を吐き、額ひたいから宝冠を外した。

　仰ぎよう々ぎようしいマントとガウンもソファに掛け、剣をその上に投げる。

　これまでプレイしたＶＲゲームでは、装備は外すそばからアイテム・ストレージへと戻ったものだが、どうやらこの世界にはそんな便利機能はないようだ。この調子で一ヶ月も暮らすと部屋が酷ひどい有あり様さまになりそうだが、どうせ明後日あさつてには城を去り、次に戻ってくるのはログアウトのためだ。

　上着のボタンを外しながら、ヴァサゴが消えたのと反対側のドアを開けたガブリエルは──ぴくりと眼めを細めた。

　こちらも恐ろしく広大な寝室の、呆あきれるほど豪華なベッドの傍かたわらに、平伏する小さな人ひと影かげがあった。

　召し使いを含む何者も、城の玉ぎよく座ざの間より上の階には立ち入るなと命じたはずだった。神の命令に背そむくものがいるとは、どういうことか。

　剣を取りに戻るべきかと一いつ瞬しゆん考えたが、ガブリエルは敢あえてそのまま寝室に足を踏ふみ入れ、後ろ手にドアを閉めた。

「……誰だ」

　短く誰何すいかする。

　返ってきたのは、少しハスキーな女の声だった。

「……わたくしが、今宵こよいの伽とぎを務つとめさせていただきます」

「ほう」

　片眉まゆをぴくりと動かしてから、薄うす暗ぐらい寝室を横切り、ベッドへと歩み寄る。

　両手を床についているのは、薄物を身にまとう若い女だった。アッシュ・ブルーの髪を高く結ゆい上げ、飾り紐ひもで留めている。仄ほのかに透ける体のラインには、武器の類たぐいを帯びている気配はない。

「誰の命令だ」

　艶つややかなシルクのシーツに腰を下ろしながら訊たずねると、女は一瞬の間を置いてから、密ひそやかな声で答えた。

「いえ……。これがわたくしの役目でございますゆえ」

「そうか」

　ガブリエルは視線を外し、ベッドの中央にどさりと身を横たえた。

　数秒後、女が体を起こし、音もなく右隣どなりに滑すべり込んできた。

「失礼いたします……」

　囁ささやいた女の顔は、ガブリエルですらほう、と思うほどのエキゾチックな美び貌ぼうだった。肌の色は濃こいが、頰ほお骨ぼねのあたりにどこか北欧的な気高さがある。

　薄い衣をはらりとほどき、髪を留める飾り紐を外そうとする女を見上げながら、ガブリエルはある種の感動を覚えていた。

　人工フラクトライトとは、これほどのことをするものか。

　この女ですら、真のＡＩとしてはまだ不完全なのか。ならば、完成形であるというアリスは、どれほどの高みに達しているのか。

　ガブリエルが心を動かしたのは、体を差し出す女の行為に対してではなかった。

　そうではなく──。

　ばさり、と広がった髪の中から女が抜き出し、高く振り上げた鋭するどいナイフの存在を予測してのことだった。

　充分な余裕を持って女の右腕を捕らえたガブリエルは、もう一方の手も素早く閃ひらめかせ、華きや奢しやな首筋を摑つかむとベッドへ引き倒した。

「くっ……!!」

　女は歯は嚙がみしつつも、なおもナイフを突き出そうと激はげしく抗あらがった。膂りよ力りよくは予想以上のものがあったが、ガブリエルを慌てさせるほどではない。右手で利き腕の関節を極きめ、左手の親指を喉のど笛ぶえに軽く沈ませて、動きを封じる。

　激げき痛つうに顔を歪ゆがめながらも、女の灰色の瞳ひとみに浮かぶ決意の色は薄うすれない。その猛たけ々だけしい表情や、化粧のぎこちなさ、筋肉の付き具合から専業の暗殺者アサシンではないだろうと見当をつける。となれば、翻ほん意いを抱いたのはフ・ザと名乗った暗殺者の元もと締じめではなく、他の九将のいずれか──恐らくは、人間の将軍たちの誰か、ということになる。

　女に顔を近づけ、ガブリエルは先ほどと同じ質問を発した。

「誰の命令だ」

　低く掠かすれた答えは、先刻と同じだった。

「私自身の……意思だ」

「ならば、お前の上官は誰だ」

「…………いない」

「ふむ」

　ガブリエルは一いつ切さいの感情を交えずに、機械のように考えた。

《ラース》がブレイクスルーを目指した、人工フラクトライトの限界点。それは、上位存在から与えられた規則や法、命令に逆らえない、ということだ。

　無数の法に縛しばられた人界の住民に比べると、ダークテリトリーの民はずっと自由に振る舞まっているように見えるが、しかし本質は変わらない。こちら側のフラクトライトに与えられた法はたった一つなので自由に見えるというだけなのだ。

　その法とは、《力で奪え》。より大きな戦せん闘とう力りよくを持つ者が、下位の者たちを支配するという弱肉強食の世界だ。ラースの実験が計画どおりに進めば、秩序を奉じる人界と混こん沌とんに満ちた闇やみの国はガブリエルの介入なくとも激突し、その大戦争を触媒として次のブレイクスルーを目指す予定だったらしい。

　しかしいかなる理由か、計画がそこまで進む前に、人界に於おいて限界突破フラクトライトが誕生した。ラースの内通者からは、闇の国にも同様のフラクトライトが発生したという情報は入っていない。

　つまり、ナイフひとつで皇帝の暗殺を企くわだてたこの女も、絶対の法に縛られる魂たましいには違いないのだ。なのに、ガブリエルの質問、いや命令を受けても主あるじの名を明かさなかった。ということはつまり、この女は、皇帝にして神たるガブリエルの命令よりも、己おのれの主人への忠誠を優先したわけだ。言い換えれば、皇帝よりも主あるじのほうが強いと思っているのだ。

　今後、作戦をスムーズに進めるためにも、一度きっちりと戦せん闘とう力りよくを将軍や幹部ユニットたちに示し、ガブリエル──皇帝ベクタがこの世界で最強の存在なのだと認識させておく必要がありそうだ。しかしまさか、将軍たちを全員殺してしまうわけにもいかない。いったいどうしたものか。

　──いや。

　どちらにせよ、将軍のうち一人は処分せねばならないのだ。この女に暗殺の意思を抱かせた誰かを。

　どうすれば裏切り者を炙あぶり出せるだろうか。もう一度クリッターに連絡し、将軍ユニットを外部から監視させるか。いや、それをするためには時間加速を一倍に固定しなくてはならず、貴重な現実世界での持ち時間を消耗してしまう。

　さて──。

　そこまでを一いつ瞬しゆんで思考したガブリエルは、もういちど鋼はがねの色の瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

「なぜ余の命を狙ねらった。金を積まれたか？　地位を約束されたか？」
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　さしたる思し慮りよもなく発した質問だった。しかし、即座に返ってきた答えは、まるで予想外のものだった。

「大義のためだ！」

「ほう……？」

「いま戦いくさが始まれば、歴史は百年、いや二百年も後退してしまう！　もう、力なき者が虐しいたげられる時代に戻してはいけないのだ!!」

　再び、ガブリエルはささやかな驚おどろきを感じた。

　この女は、これで本当にブレイクスルー以前の段階なのか。だとすると、いまの台詞せりふを言わせたのは、この女の主あるじなのか？

　ガブリエルは顔を近づけ、間近から灰色の瞳ひとみを凝ぎよう視しした。

　決意。忠誠。その奥に隠れるこの感情は…………。

　ああ、なるほど。

　そういうことなら、この女はもう必要ない。正確には、この女のフラクトライトはもう要らない。

　ガブリエルは、己おのれの下した判断に従い、もう一いつ切さい無駄な言葉を発することなく無む造ぞう作さに女の首を摑つかんだ左手に力を込めた。

　みしっ、と頸けい骨こつが軋きしむ感覚。女の両眼めが大きく見開かれ、口が無音の悲ひ鳴めいを発する。

　暴れる四し肢しをがっちり押さえ付け、容赦なく首を絞め上げながらも、ガブリエルは先ほどとは別種の驚きを味わっていた。

　ここは本当に仮想世界なのだろうか。左手に伝わる、筋肉や軟骨が破は壊かいされていく感触も、露あらわな肌から放散される恐怖と苦痛の匂においも、現実世界以上に生々しく五感を刺し激げきする。

　無意識のうちに身体からだが震え、左手が反射的に収縮した。

　ごきり。という鈍にぶい音とともに、名も知らぬ女の頸骨が粉砕された。

　そして、ガブリエルは見た。

　両眼を強くつぶり、歯を食いしばった女の額ひたいから──虹にじ色に輝く光が湧わき出してくる。

　これは、間違いなくあの時──幼いアリシアを絶命させたときに見た、魂たましいの雲だ。

　瞬しゆん間かん、ガブリエルは口を大きく開き、女の魂をあまさず吸い込んだ。

　恐れや痛みが生み出す苦味。

　悔しさや悲しさの酸味。

　それらに続いて、ガブリエルの舌を、得も言われぬ天上の蜜みつが浸ひたした。

　閉じた瞼まぶたの裏に、朧おぼろな光景がちかちかとフラッシュする。

　古びた二階屋の前庭に遊ぶ、幼い子供たち。人間も、ゴブリンも、オークもいる。子供たちはこちらを見ると、顔を輝かせ、両手を広げていっせいに駆かけ寄ってくる。

　その映像が消えると、今度は男の上半身が見えた。鍛きたえ抜かれた広い胸板が、温かく、力強く抱ほう擁ようする。

『愛して……います……閣下…………』

　かすかな声が生まれ、反はん響きようし、遠ざかった。

　全てが消え去ってからも、ガブリエルは女の骸むくろを強く抱き締しめ続けた。

　素晴らしい。なんという、素晴らしい体験なのか。

　ガブリエルの意識の大部分は法悦に震えていたが、残された理性の一部が、現象に理屈をつけようとした。

　女のフラクトライトを格納するライトキューブと、ガブリエル自身のフラクトライトは、ＳＴＬを介して接続されている。ゆえに、天命つまりヒットポイントがゼロになり、解放された量子データの断片が、回線を通じて逆流してきたのかもしれない。

　しかし、そのような理屈はもう、どうでもいいことだった。

　人生を賭として追い求めてきた現象を、ついに再体験できたのだ。死にゆく女が最後に抱いた感情──愛を余すことなく摂取し、味わい尽くした。それはまるで、荒涼たる砂漠に注がれる天上の甘かん露ろだった。

　もっと。

　もっとだ。

　もっと殺さなければ。

　ガブリエルは、体を大きく仰のけ反ぞらせると、無音の哄こう笑しようを放った。




　　　＊＊＊




　再び十人の将軍たちと各陣営の幹部たちが整然と並び、うやうやしく低頭している様子を、ガブリエルは満足とともに眺めた。

　彼らは命令どおり、二日間で進軍の準備を完了したのだ。ことによると、現実世界でグロージェンＤＳ本社の重役フロアに居座る連中よりも、この将軍ユニットたちのほうが優秀なのかもしれない。

　いっそ、もうこのまま完成品としてもいいと思えるほどだ。申し分ない事務処理能力に加えて、この忠誠心。戦争用のロボットに載のせるためのＡＩとして、これ以上何を望むというのだろう。

　とは言え、将軍たちの忠誠は、ラースがこだわり続けた人工フラクトライトの問題点に由来するものだということを忘れてはならない。最大の力を持つものが支配する、という大原則を魂たましいに焼き込まれているからこそ、この十人は皇帝であるガブリエル、いやベクタに従っているのだ。それは同時に、皇帝の力に疑いが生じた瞬しゆん間かん、誰が裏切ってもおかしくないということでもある。

　その懸け念ねんは、すでに現実のものとなっている。

　二日前の夜、寝室に忍んできた女アサシン。

　あの女は、最高権力者である皇帝を殺そうとした。彼女の心には、ガブリエルよりも上位の主あるじが存在していたはずだ。いまわの際きわに《閣下》と呼んだ、誰かが。そしてその人物は、ほぼ間違いなく、眼下に並ぶ十人の将軍の中にいるだろう。

　彼女にとっては、皇帝ベクタよりも自分の主のほうが強者だった。となれば、その閣下自身も、本心ではガブリエルに忠誠を誓ちかっていない可能性が高い。そのようなユニットを麾き下かに抱えたまま戦場に赴おもむけば、万が一寝首を搔かかれるということも有り得なくもない。

　よって、十人の中から閣下を炙あぶり出し、処分するのが、出陣前の最後のミッションということになる。

　そして同時に、残る九人に皇帝の力のほどを知らしめる。誰が最強者なのかを、彼らのフラクトライトに永遠に刻み込むために。




　この時、ガブリエル・ミラーは、自分が眼下の十ユニットのどれかに遅れを取る──つまり一対一の戦せん闘とうで敗れるという可能性を微み塵じんも考こう慮りよしていなかった。彼にしても、アンダーワールドはあくまでゲームの延長線上にあるＶＲワールドであり、そこに存在するユニットは全て人Ｎ造Ｐ物Ｃであるという固定観念に、いまだ捉とらわれていたのだ。




　　　＊＊＊




　暗黒将き軍しビクスル・ウル・シャスターは、跪ひざまずき、頭こうべを垂たれた姿勢のまま、脳裏に師の言葉を甦よみがえらせていた。二十年以上も昔、暗黒騎士団本部の修練場での記憶だった。

『──わしの師匠のそのまた師匠は、首を取られて即死した。師匠は胸を抉えぐられ、城に戻る道半なかばにして斃たおれた。しかしわしは、腕一本落とされはしたが、こうして生きて戻った。とうてい、自慢できることではないがな』

　黒光りする床板に正座した師は、そう言って肘ひじの上で見事に切断された右腕をシャスターに示した。薬で血止めをし、包帯を巻いただけの傷口は、見るも痛々しい。

　ほんの三日前にその傷を作ったのは、暗黒騎士の宿敵にして世界最強の剣士、あるいは最悪の怪物──整合騎士長ベルクーリ・シンセシス・ワンその人だ。

『これがどういう意味を持つか解わかるか、ビクスル』

　当時、二十歳そこそこだったシャスターには首を捻ひねることしかできなかった。師は隻せき腕わんを着物の懐ふところに戻すと、眼めを閉じ、ぼそりと言った。

『追いつきつつあるのだ、ようやくな』

『追いつく──、あの者に、ですか』

　若きシャスターは、声に不信の響ひびきが混ざるのを抑えられなかった。それほどまでに、ベルクーリの剣技は圧倒的だった。師の右腕が鮮血の筋を引きながら高く飛んだその瞬しゆん間かん、背骨を貫つらぬいた氷柱のような冷気は、三日が経たっても消えようとしない。

『わしは今年で五十になる。それでもまだ、剣の振り方はおろか、握り方すら極きわめた気になれん。恐らく、あと五年か十年経ってくたばるその時になっても同じだろう』

　師は静かに語った。

『……すでに二百年以上を生きているというあやつの境地に、短命な我らが及ぶべくもない。情けないことだが、剣を交える瞬間まで、わしの中にはそんな諦あきらめがあった。しかし、無ぶ様ざまに敗れ、逃げ帰ったいまこそ、それが誤あやまりであったことを悟ったよ。無駄ではなかったのだ……これまでわしの師、そのまた師匠たちがあの男に営々と挑み続けてきたことはな。──ビクスルよ、究極の剣技とは何か』

　突然の問いに、シャスターは反射的に答えた。

『《無想の太た刀ち》です』

『そうだ。長年の修行を経て剣と一体となり、斬きろうと思わず、抜こうとも思わず、動こうとすら思わず放たれる一いち撃げきこそ剣技の究極である。わしは師匠にそう教わり、わしもお前にそう教えた。しかしな……ビクスル、そうではなかった。その先があったのだ。わしはあの怪物に斬られ、それを知った』

　師の年経た面おも輪わに、かすかな興奮の色が走った。シャスターも正座のまま、思わず身を乗り出した。

『その先……と仰おつしやいますと』

『無想の対極。断固たる確信だ。意志の力だ、ビクスル』

　突然、師は肘ひじのすぐ上で切断された右腕を大きく振りかぶった。

『見ておったろう。あの時、わしは右上段から斬りつけた。まさに無想の斬ざん撃げき、生涯最速の剣であった。初動では、確実にベルクーリの先を取っていた』

『は……、私もそう思いました』

『しかし、しかしだ。本来であれば、わしの剣に弾はじかれていたはずの彼奴きやつの受け太刀は、逆にわしの剣を押しのけ、この腕を斬り飛ばした。……信じられるかビクスル、あの瞬間、奴やつの剣はわしの剣に触れてさえおらなかったのだ！』

　シャスターは絶句し、次いで首をぎこちなく振った。

『そ……そのようなことが……』

『事実だ。まるで、斬撃の軌道そのものが、見えざる力によって逸そらされたかのようだった。術式ではない。武装完全支配術でもない。あの現象を説明するには、もうこう言うしかない。わしの無想の太刀は、彼奴が二百年かけて練り上げた意志力に敗れたのだ。彼奴があまりにも強くおのが剣の進むべき軌道を思い描いたゆえに、それが不変の事実となったのだ！』

　師の言葉を、シャスターはすぐに信じることはできなかった。

　意志の力などというかたちのない代しろ物ものが、確固として存在する重く硬い剣を退しりぞけるなどということがどうして有り得よう。

　そのシャスターの反応を、師は予期していたようだった。不意に居住まいを正すと、黒光りする床板の上で、静かに命じた。

『ビクスルよ、お前に最後の剣けん訣けつを伝える。──わしを斬きれ』

『な……何を仰おつしやいます！　せっかく……』

　生き延びたのに、という言葉を、シャスターは吞のみ込まざるを得なかった。突然、師の双そう眸ぼうが強烈な眼光を帯びたのだ。

『命を繫つないでしまったがゆえに、わしはお前に斬られねばならぬ。あやつに一いち撃げきのもとに敗れたいま、お前のなかでわしは最強者ではなくなってしまった。そのわしが生きておれば、お前はあやつと対等に戦うことはできぬのだ。お前もまたわしを斬り、いや殺し、あやつ……ベルクーリと同じ処ところに立たねばならぬ!!』

　そう言い放ち、師は立ち上がると、失われた右腕に剣を握っているが如ごとく構えた。

『さあ、立て！　抜くのだビクスル!!』




　シャスターは師を斬り、その命を絶った。

　同時に、師の言葉の意味を身を以もつて悟った。

　師の右腕に握られていた不可視の刃やいば──意志という名の剣は、交こう錯さくの瞬しゆん間かんシャスターの剣と激はげしい火花を散らし、実際に頰ほおを切り裂いて、二度と消えない傷を残したのだ。

　涙と鮮血で顔を濡ぬらしながら、若き日のシャスターは《無想の太た刀ち》を超える極意、《心シン意イの太刀》のとば口に立った。

　そして月日は流れ──五年前。

　シャスターはついに暗黒騎き士しの仇きゆう敵てき、整合騎士長ベルクーリに挑戦した。齢よわい三十七にして、己おのれの剣が達しうる限界に達したと感じてのことだ。

　師は腕一本と引き換えに生せい還かんしたが、シャスターは敗れれば生きては戻らないつもりだった。なぜなら、シャスターは後継者という意味での弟子は作らなかったからだ。師を斬り、いつか教え子に斬られるような運命を、若者に背負わせたくなかった。自分の命と引き換えに、血塗られた連れん環かんをここで断ち切ろうと決めていた。

　あらん限りの決意と覚悟、すなわち《心意力》を乗せた剣は、ベルクーリの初太刀と真まっ向こうから切り結び、弾はじかれることはなかった。だがその時点でシャスターは敗北を予感した。もう一度、同じ重さの斬ざん撃げきを繰くり出せるとは思えなかったのだ。

　しかし、ベルクーリは剣を交えたまま、太く笑って囁ささやいた。

『いい太刀筋だ。殺意に凝こり固まった剣では、オレの剣は受けられなかったはずだ。その意味をよく考えて、五年後にもう一度来い、小僧』

　そして整せい合ごう騎き士し長ちようは間合いを取り、悠々と立ち去った。隙すきだらけのようにも見えた背中に、斬きり掛かることはなぜかできなかった。

　ベルクーリの言わんとすることを理解するには、長い時間が必要だった。だが、五年経たったいまならば解わかる気がする。あの時、シャスターが殺意と憎悪だけを刃やいばに乗せていれば、恐らく競り負けていただろう。わずか一合とはいえ対等に斬り結べたのは、殺意よりも重い覚悟を胸中に秘めていたからだ。

　つまり──命と引き換えに技を伝えてくれた先せん達だつたちへの感かん謝しやや、自分のあとに続く若者たちへの祈念を。

　だから、シャスターは、最高司祭死すの報を受けた時、即座に和平交渉を開始すると決めたのだ。あのベルクーリならば、間違いなく申し出を受けるという確信があった。

　同じ理由で──。

　突如オブシディア城に降こう臨りんし、有無を言わせず開戦を決定した皇帝ベクタを、自分は斬らねばならない。

　跪ひざまずき、頭こうべを垂たれながらも、シャスターは必殺の太た刀ちに乗せるべき心シン意イを練っていた。

　数百年の不在を経て復活した皇帝は、まるで人界人のような白い肌と金色の髪を持つ若い男だ。体たい軀くも容よう貌ぼうも、迫力と言うほどのものはない。

　しかし、やけに蒼あおい二つの眼めだけが、皇帝がただ者ではないことを示している。その奥にあるのは虚無だ。全ての光を吸い込む、底なしの深しん淵えん。この男は、巨大で邪悪な飢えを隠し持っている。

　練り上げた心意の力が、皇帝の虚無に吞のみ尽くされたならば、剣は届くまい。

　その時、暗黒将軍シャスターは死ぬだろう。だが、意志はあとに続く者たちに引き継がれるはずだ。

　ただひとつの心残りは、昨夜リピアが部屋に姿を見せなかったために、自分の決意を伝えられなかったことだ。出征前の雑務に忙殺されているのか、あるいは彼女の大切な《家》に顔を出しているのか。

　彼女に皇帝を斬る計画を打ち明ければ、お供しますと言い出して聞かなかっただろう。だから、これでよかったのだ。

　シャスターはゆっくりと息を吸い、溜ためた。

　腰から外し、床に置いた愛剣に、そっと左手の指先を触れさせる。

　玉ぎよく座ざまではおよそ十五メル。二歩の踏ふみ込みで届く距離だ。

　初動を悟られてはならない。抜くときは無想たるべし。

　限界まで研とぎ澄すまされた心意の力を、指から剣へと注ぎ込む。そして体を空からにする。

　左手が、剣の鞘さやを摑つかみ上げる────

　その寸前。

　皇帝が、硝子ガラスを思わせる硬く滑なめらかな声で、何気ないように言った。

「時に、一昨夜、余の寝所に忍んできた者がいた。短剣を髪に隠して、な」

　ざわ、と抑制された驚おどろきが大広間の空気を揺らした。

　シャスターの左に並ぶ九人の諸侯たちも、ある者はかすかに息を吞のみ、ある者は喉のどの奥で低く唸うなり、またある者は分厚いローブに体を沈めた。後方に控える幹部たちの列からも、複数の驚きよう声せいが上がる。

　驚きに打たれたのはシャスターも同様だった。斬きりつける寸前の体勢を保ったまま、瞬しゆん時じに考えを巡らせる。

　他にも、皇帝を除くべしという結論に辿たどり着いた者がいたのだ。皇帝がこうして無傷であるところを見ると惜しくも失敗したのだろうが──しかしいったい、刺し客かくを放ったのは九人の誰なのか。

　亜人五侯ではあるまい。ジャイアント、オーガ、オークはもちろん、比較的小柄なゴブリン族でさえも衛えい兵へいの目を盗んで最上階に忍び込めるとは思えない。

　人族の四侯に目を向ければ、まず拳けん闘とう士しの長おさである若いイスカーンと、商工ギルド頭領レンギルは除外できる。イスカーンは無手の闘技を極きわめることだけが目的の直情径行な小僧だし、レンギルは戦いくさが始まれば大おお儲もうけできる立場だ。

　寝所に忍び込むという手口からして暗殺者ギルドの長フ・ザはいかにも怪しいし、実際あの男は何を考えているのか摑つかめないところがあるが、短剣を用いたというのが解せない。

　暗殺者ギルドが暗い穴の底でひたすら研究を重ねてきたのは、術式でも剣技でもない第三の力、毒だ。フ・ザの一族は、術式行使権限にも、武具操そう作さ権限にも恵まれなかった者たちが生き延びるために結束した集団なのだ。彼らには独自の規き範はんがあり、使っていい武器は毒を塗った隠し針や吹き針まで。短剣はそこに含まれない。

　同じ理由で、すぐ左に跪ひざまずいている暗黒術師の長ディー・アイ・エルも除外せねばならない。権勢欲だけでできあがっているようなこの女ならば、皇帝の首を獲とり一気に暗黒界の支配者に上り詰めるくらいのことは考えそうだが、ディーの放った暗殺者ならば短剣ではなく術式を使ったはずだ。

　しかしこれでは、刺客を放ったのが九人の諸侯の誰でもなくなってしまう。

　残るはただ一人、暗黒騎き士し長ちようシャスター自身だ。

　だが、当然身に覚えなどない。皇帝を排除する時は、命を賭として自みずから剣を振るうと決めていたからだ。部下たちに暗殺を命じることはもちろん、秘めたる決意を語ったことすら、一度も──。

　いや。

　いや……。

　まさか。

　皇帝が暗殺者の話をしてから、瞬まばたきするほどの時間でここまで考えたシャスターは、剣の鞘さやに添えた左手の指先がすうっと冷たくなるのを意識した。

　練り上げた意志力が、一いつ瞬しゆんで変質する。危き惧ぐ。不安。恐怖。そして、不吉な確信へと。

　ほぼ同時に、皇帝ベクタが二言目を口にした。

「刺し客かくを差し向けた者を、余は詮せん議ぎしようとは思わぬ。持てる力を行使し、更なる力を得ようというその意気や良し。余の首を獲とりたくば、いつでも後ろから斬きりかかるがよい」

　再び低いざわめきが流れる大広間を睥へい睨げいし、皇帝はその白い顔に初めて表情らしきもの──ごく薄うすい笑みを滲にじませた。

「もちろん、そのような賭かけには相応の代だい償しようが求められることを理解していれば、だがな。たとえば……このような」

　漆しつ黒こくの長衣から出された手が、軽く合図を送る。

　と、玉ぎよく座ざの横、シャスターから見て東側の壁かべに設もうけられた扉が音もなく開き、召し使いの少女がしずしずと歩み入ってきた。両手に大きな銀盆を捧げ持ち、その上には何やら四角い物が載のっているが、黒い布が掛けられていて正体は判わからない。

　召し使いは銀盆を玉座の手前に置くと、皇帝に恭うやうやしく頭を下げ、再び扉の奥へと去った。

　しんと張り詰めた静寂の中、皇帝ベクタは、どこか歪ゆがんだ笑みを唇の端はしに滲ませたまま、長靴のつま先を伸ばし、銀盆を覆おおう布を踏ふみつけるようにして払った。

　全身を凍りつかせたシャスターが、両の眼めで捉とらえたのは──。

　青く透き通った、氷の立方体と。

　その内側に封じ込められた、永遠に醒さめることのない眠りにつく愛する女の顔だった。

「リ……ピ……」

　ア。と、唇の動きだけでシャスターは呟つぶやいた。

　全身を包んでいた冷気すらも消え失うせ、どこまでも深く暗い虚無が胸を満たす。

　シャスターは、暗黒騎き士しリピア・ザンケールがひそかに運営している孤児院のことを知っていた。親兄弟を失い、あとは野たれ死ぬだけの子供たちを、種族の区別なく庇ひ護ごし育てているリピアの行いに、未来の希望を見たつもりでいたのだ。

　だからこそシャスターは、リピアにだけは自分の理想を語った。人界との慢性化した戦争状態を解消し、奪い合うのではなく、育はぐくみ分かち合う世界を創つくりたい、という果てない夢を。

　しかし、そのことがリピアを皇帝暗殺へと走らせ、あのような痛ましい姿を晒さらす結果を導みちびいてしまった。彼女を殺したのは皇帝であるが──同時にシャスター自身でもあるのだ。間違いなく。

　瞬時ではあるが、ゆえに途と轍てつもなく巨大な悔恨と自責の嵐あらしが、シャスターの虚うつろな胸に吹き荒れた。

　それが、ひとつの黒い感情へと変質するのに、時間はかからなかった。

　殺意。

　殺す。玉ぎよく座ざで脚を組み、薄うす笑わらいを浮かべるあの男だけは何があろうとも殺す。

　たとえ、己おのれの命、そしてダークテリトリーの未来全てと引き換えにしようとも。
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　さて、どいつが問題の閣下だろう。

　ガブリエルは、ささやかな興趣を感じながら、眼下に跪ひざまずく十人のリーダー・ユニットたちを眺めた。

　刺し客かくの女は、主人を心の底から愛していた。女の死に際ぎわに放射された、天界の甘かん露ろにも似た感情を吸い尽くしたガブリエルは、女の思し慕ぼだけではなく、閣下が女に向ける愛情の質すらも理解──あくまでパターン・データとしてだが──していた。

　だからこそ、こうして女の首を見せてやれば、閣下と呼ばれた人物は必ず動くという確信があった。刃やいばを向けた反逆ユニットを容赦なく処分し、残りのユニットの忠誠心を恐怖によって上昇させる。現実世界で暇ひまつぶしにプレイしてきたシミュレーション・ゲームのように。

　まったく憐あわれで、愉たのしい奴やつらだ。

　本物の魂たましいを備そなえているくせに知性は制限され、そのうえ殺しても殺しても好きなだけ再生産できる。いずれアンダーワールドを、メインフレームとライトキューブごと我が物とした暁あかつきには、幼い頃から苛さいなまれてきた餓うえを、思うさま満たせるに違いない。

　玉座の肘ひじ掛かけに立てた腕に片頰ほおをあてがい、ガブリエルはリラックスして待った。

　ユニットたちとの距離は十五メートル強。どんな武器による攻こう撃げきでも、左腰に装備した剣で問題なく迎え撃うてる間合いだ。

　もちろん、システム・コールから始まるコマンド攻撃に対処するには不十分である。だが、ガブリエルの不安はログイン前に払ふつ拭しよくされていた。

　スーパーアカウント《闇あん神しんベクタ》は、ラースのスタッフがダークテリトリーに強制介入するために設定したものだ。ゆえに、天命と呼ばれるＨＰは膨ぼう大だい、装備する剣は最強、何より、ベクタには、他者のあらゆるコマンドの対象に指定されないという反則じみた特性があるのだ。

　これだけの条件に庇ひ護ごされたガブリエルは、十ユニットの左端はしに座した漆しつ黒こくの鎧よろいの騎き士しが、ぐうっと背中を丸めた時も。

　その全身が、薄うすい影かげのようなオーラに包まれた時も。

　騎士の左手が稲妻のように走って床に置かれた剣の鞘さやを握り、同時にがばっと顔が跳ね上がって、剛ごう毅きな相そう貌ぼうの中央にある二つの眼めから、人のものではない深紅の光が放たれているのを見た時すら──

　発生しつつある事象を、完全には理解できていなかった。

　この世界は、物理サーバー内で演算されるプログラムであると同時に、人のフラクトライトと同質の光量子で構築される《現うつつの夢》であること。

　それゆえに、黒い騎き士しが発生させた純粋かつ強烈な殺意は、彼のライトキューブからメイン・ビジュアライザー、そして量子通信回線を経由してガブリエルが接続するＳＴＬに届き得るのだということを。
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　シャスターは、血の色に染まった視界の中央に、ただ皇帝の姿だけを捉とらえた。

　生涯最速の動きで右腕が疾はしり、抜剣した。

　鞘さやから解放されたのは、師より受け継いだ神器、長刀《朧オボロ霞ガスミ》の見慣れた灰色の刀身ではなかった。その銘のとおり、夜よ霧ぎりにも似た濃こい靄もやが長大な刃やいばを取り囲み、渦を巻いてうねっていた。

　その現象のロジックが、長年研究しながらもついに解明できなかった整合騎士の究極奥おう義ぎ・武装完全支配術と同じものであることにシャスターは気付かなかったが、彼にとってそれはもうどうでもいいことだった。

「殺シヤアッ!!」

　刹せつ那なの気合とともに、シャスターはあらゆる怒り、憎しみ、そして哀かなしみを愛刀に乗せ、大上段に振りかぶった。
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　人界の北ほく端たんから、東域の果てへ。

　四帝国のなかでも最も謎なぞめいた地であるイスタバリエス東帝国を訪れるのは、整せい合ごう騎き士しアリスにとっても、西帝国生まれの雨アマ縁ヨリにも初めてのことだった。

　眼下に連なる奇岩の間を、瑠る璃りのように青い河水が滔とう々とうと流れている。時折そのほとりに現れる街や村は、北方で見慣れた石造りではなく主に木材で築きずかれているようだ。

　空を振り仰あおいでこちらを指差す人々の髪はほとんどが黒。アリスとはどうも反そりが合わなかった整合騎士団副長ファナティオが、そういえばこちらの出身だったかとふと思い出す。

　視線を前に戻すと、手た綱づなを握るアリスにもたれてぼんやり空を眺めているキリトの髪もまた漆しつ黒こくで、もしかしたらこの人も東域の生まれなんだろうか、街に降りて人々と触れ合えば心を取り戻すきっかけになりはしないかと考えなくもないが、いまは一刻も早く目的地に辿たどり着かねばならない。

　夜は人里離れた場所で野営し、雨縁が獲とってくれた魚と携けい行こう用の干し果物で食事をしながら旅路を急ぐこと三日──。

　十一の月二日の午後、これだけは北方と変わらない佇たたずまいの果ての山脈と、その岩肌を神が垂直に断ち割ったが如ごとき峡谷が前方に現れた。

「……見えてきたわよ、キリト」

　アリスは呟つぶやき、重荷を載のせての長旅を強しいてしまった愛竜の首筋をそっと撫なでた。飛竜は、魔ま獣じゆうの類たぐいがほとんど姿を消してしまった現在では最大級の天命を誇る生物だが、それでも人間二人と神器三本を担になっての飛行は大ごとだったに違いない。半年間の魚食べ放題生活で蓄積した力もあらかた使い果たしてしまったようだ。

　野営地に到着したら、何はともあれ好物の茹ゆでた羊肉をたっぷり食べさせてあげようと思いながら手綱を鳴らすと、雨縁は疲れを感じさせない声で応こたえ、翼つばさを力強く羽ばたかせた。

　遠目からは極ごく細ぼその隙すき間まのようにも見えた峡谷だったが、近寄るにつれてそんな生なま易やさしいものではないことに気付かされる。

　谷の幅は百メルほどにも達するだろうか。オークやオーガの大軍団が横列を作って突進するに充分な広さだ。

　山肌を貫つらぬいて真まっ直すぐ伸びる谷の、手前のとば口を包むように広がる草原には、無数の白い天幕が整然と並んで一大野営地を作り出している。そこかしこで煮に炊たきの煙が立ち上り、周辺では兵士たちが訓練の真っ最中だ。振り回される剣の輝きと、発せられる気勢が空まで届いてくる。

　懸け念ねんしたほど士気は低くないようだが、しかし、いかんせん兵の絶対数があまりにも少ない。ざっと見回したところでは、総数は三千にも届くまい。いっぽうダークテリトリーの侵略軍は五万を下らないだろう。人界に於おいては、兵士や衛えい士しがごく一部の者に与えられる天職でしかないのに、山脈の向こうでは老若男女を問わず戦える者は皆が兵となるのだ。

　この状況に、いまさらアリス一人が加わったところで何が変わるとも思えない。騎き士し長ちようベルクーリは、いったいどのような防衛作戦を考えているのだろう……。

　黙もつ考こうしながらアリスはひとまず野営地を飛び越え、薄うす闇やみに沈しずむ峡谷へと飛竜を進ませた。

「ごめんね雨アマ縁ヨリ、もう少しだけ飛んでね」

　そう声を掛け、竜がくるるっと応じた直後、ソルスの光が山さん塊かいに遮さえぎられる。

　谷に入った途と端たん、ぞくっとするほどの冷気が体を包んだ。左右の岩がん壁ぺきは、本当に神が削ったとしか思えないほど滑なめらかに切り立っている。生き物はおろか、草木の一本も見つけられない。

　そのまま低速で飛行すること数分──。

　たなびく靄もやの向こうから、ついに途と轍てつもなく巨大な構造物が姿を現した。

「これが……《東の大門》…………？」

　垂直にそびえる灰色の門は、下部から天てつ辺ぺんまで高さ三百メルはあるだろう。五百メルに達する公こう理り教きよう会かいセントラル・カセドラルよりは低いが、威圧感では引けを取らない。

　何より驚きよう愕がくさせられるのが、左右の門が継ぎ目のまったくない一枚岩から削り出されていることだ。これほどの代しろ物ものを、人の手で築きずくことはもちろん、神聖術による加工生成も絶対に不可能だと思える。最高司祭アドミニストレータが生み出した最大の構造物は央都セントリアを四分割する《不ふ朽きゆうの壁かべ》だが、あれとて連なる壁の一枚一枚はこの門もん扉ぴより遥はるかに小さい。

　この大門は、世界が始まったその時に、神の手によってこの地に据えられた物なのだ。人界と闇やみの国を分かつために──そして、三百数十年後の惨さん劇げきを導みちびくために。

「止まって、雨縁」

　飛竜を空中で停止させ、アリスは改めて間近から門を見上げた。

　高さ二百メルほどのところに、左右の扉を成す灰色の岩板を繫つなぐようにして、神聖文字で何事か記してある。

「デストラクト……アット……ザ、ラスト、ステージ……」

　中ほどの一行をどうにか音にしてみたが、意味までは解わからない。

　首を傾かしげた、その瞬しゆん間かんだった。突然、びぎぎっ！　という凄すさまじい破砕音が空気を震わせ、アリスと雨縁を驚おどろかせた。竜の首筋をさすってやりながら眼めを凝こらすと、ついさっきまでは滑らかだった扉に、細いヒビが漆しつ黒こくの稲妻の如ごとく刻まれていく。

　数十メルほども伸びた亀裂がようやく停止すると、その周辺から幾つかの岩石片が剝はく落らくし、遥か下の谷底へと消えていった。

　顔を上げ、改めて巨大な門に視線を注ぐ。すると、平らな岩板のほぼ全体に、編み目の如く亀裂が走り回っていることに気付かされる。

　アリスは手た綱づなを軽く振り、騎き竜りゆうを門ぎりぎりまで近づけた。

　恐る恐る左手を伸ばし、空中にステイシアの印を素早く描いてから、そっと門の表面を叩たたく。

　浮かびあがった紫色の《窓》には、東の大門が持つ天命の最大値と現在値が記述されている。

　左の数字は、これまで目にした数あま多たの天命数値の中でも最大級──三百万以上という膨ぼう大だいなものだ。しかし右には、その千分の一にも満たない２９８５という数字が浮かぶ。啞あ然ぜんと見詰めているうちに、その現在値が、目の前で一つ減少した。

　掌てのひらに汗を滲にじませながら、アリスは再び数字が減るまでの時間を計った。そして、天命が完全に消滅するまでの猶ゆう予よを概算する。

「……そんな……」

　自分の頭が導みちびき出した解答を信じられず、アリスは呟つぶやいた。

「……五日……あと、たったの五日しかないの…………？」

　三百年以上も二つの世界を厳げん然ぜんと分かち続けてきた大門が、わずか五日の後に崩ほう壊かいする──などということが、本当に有り得るのだろうか。

　頭の中に、セルカの輝くような笑顔やガリッタ老人の皺しわ深い顔、そして父ガスフトの気き難むずかしい顔が順番に過よぎる。彼らを襲おそったゴブリンたちを撃げき退たいし、洞どう窟くつを氷で封印したのはほんの数日前だ。これでもう、ルーリッドは当分のあいだ平和だと信じていたのに。

　もし、五日後に大門が崩くずれ去り、闇やみの軍勢が押し寄せてきた時、守備軍がそれを防げなければ人界には血に餓うえた魔ま物ものたちが洪水の如ごとく溢あふれかえる。その波はたちまち北部辺境まで達し、ルーリッドの村を吞のみ込むだろう。

「何とか……何とかしないと……」

　うわごとのように呟き、アリスは無意識のうちに手綱を引き絞った。崩壊寸前の大門から離れた雨アマ縁ヨリは、翼つばさをゆっくりと羽ばたかせて上昇していく。

　三百メルの高みにまでそびえる門の最上部に達すると、再び滞空させる。

　門の向こうには、人界側と同様に山脈を切り裂く谷が真まっ直すぐに続いている。しかし、その彼方かなたに広がるのは青い空と緑の草原ではなく、血の色の空と消けし炭ずみを撒まいたようなダークテリトリーの荒野だ。

　禍まが々まがしい光景から眼めを逸そらそうとしたアリスは、ふと眼を細めた。

　わずかに見通せる黒い大地に、ちらちらと揺れる光を見つけたのだ。

　雨縁をさらに上昇させ、じっと眼を凝こらす。光は一つではない。不規則に密集しながら、どこまでも広がっているように見える。

　あれは、かがり火だ。

　野営地なのだ。闇の軍勢の先せん鋒ぽうが、すぐ目と鼻の先に大挙して待ち構えている。門が崩壊し、人界への道が開かれるその時を。

「あと……五日……」

　アリスは掠かすれた声で、もう一度呟つぶやいた。

　直後、飛竜を回頭させる。このまま無数のかがり火を見続けていたら、焦しよう燥そう感かんに吞のみ込まれて単たん騎き敵陣に斬きり込んでしまいそうな気がしたのだ。

　たとえそうしたところで、相手がゴブリンやオークの歩兵だけならば百か二百を屠ほふったうえで無事に戻る自信はある。しかし、敵陣にオーガの弓兵、または暗黒術師の大部隊がいれば事はそう単純ではなくなる。

　いかに整合騎士が一騎当千といえども、所しよ詮せんは一人の力でしかない。剣技や術式の届かない後方から遠隔攻こう撃げきを集中して浴びせられれば無傷ではいられないし、たとえ軽傷でも蓄積し続ければいずれは天命を全て奪われる。それこそが、騎士長ベルクーリが長年危き惧ぐしていた整合騎士団の──ひいては人界の守りの、最大の弱点なのだ。

　戦力の一極集中を推おし進めた最高司祭アドミニストレータはすでに亡く、カセドラルに死蔵されていた大量の武器防具も急造の守備軍に分配ずみだ。しかし残された時間があまりにも少なすぎた。せめて兵力が一万、準備期間が一年あれば──。

　ため息で無む為いな思考を振り払い、アリスは雨アマ縁ヨリに下降指示を出した。




　守備隊の野営地は、中央の草地を広く空けてあった。隣りん接せつして巨大な天幕が並んでいるのを見ると、あそこが飛竜の発着場に違いない。

　弧を描いて降下した雨縁は、四し肢しの鉤かぎ爪づめが緑の下草に触れるか触れない頃から長い首を天幕のほうへ向け、くるるるっと甘えるような喉のど声ごえを響ひびかせた。

　すぐに、少し低い声で返答があった。兄竜の滝タキ刳グリだろう。アリスは、竜が足を止めるや否いなやキリトを抱えて草地に飛び降り、両脚から重い荷袋を外してやった。とたんに雨縁はどすどすと天幕に突進し、厚布の下から頭を出した兄と互いの首を擦こすり合わせた。

　思わず微ほほ笑えんでしまったアリスだが、背後から駆かけ寄ってくる足音に気付き、慌てて表情を引き締しめた。素朴な生き成なりのスカートの裾すそを整え、風に乱れた髪を背中に流す。

　振り向くよりも早く、聞き覚えのある男の声が発着場に響き渡った。

「師よ！　我が師アリス様!!　信じておりましたぞ!!」

　ずざざ、と草の上を滑すべりながら目の前に回り込んできたのは、十日ほど前に別れの杯さかずきを交かわしたばかりの整合騎士、エルドリエ・シンセシス・サーティワンだった。野営中なのに、波打つ藤ふじ色の髪にも白銀の甲かつ冑ちゆうにも染みひとつない。

「……元気そうですね」

　アリスの素っ気ない返事にもめげず、感かん極きわまったように何かを言おうとしたエルドリエの唇が、ぴたりと凍った。

　アリスが左腕で支えている黒髪の若者に気付いたせいだ。

　片頰ほおをかすかに強こわ張ばらせ、大きく頭を仰のけ反ぞらせて、若き騎士は信じられないというふうに唸うなった。

「連れて……きたのですか。なぜです」

　アリスも、精一杯背筋を伸ばして答えた。

「当然です。守ると誓ちかったのですから」

「し、しかし……いざ開戦となれば、我ら整せい合ごう騎き士しは常に最前線に立たねばならぬ身ですぞ。敵兵どもと剣を交える間はどうするのです。よもや背負うわけにもいきますまい」

「必要があればそうします」

　自力では立つこともままならないキリトの瘦やせた体を、エルドリエの眼めから遠ざけるようにアリスは右足を少し引いた。しかし、いつの間にか発着場の周囲には休きゆう憩けい中の兵士たちや下位の整合騎士たちまでもが三々五々集まり、寄り添って立つアリスとキリトに訝いぶかしげな視線を向けてくる。

　波音のようなざわめきに被かぶせて、エルドリエが鋭するどい反はん駁ばくを放った。

「なりませぬ、師よ！　はばかりながら言わせて頂きますが、そのような無用の重荷を抱えて戦えば、剣力が半減するどころか師の御おん身みを危険に晒さらすことにもなりかねません！　アリス様は来きたるべき戦いに於おいて……」

　一いつ瞬しゆん言葉を切り、きらびやかな銀の籠こ手てで周囲の兵士たちを指し示す。

「……彼らを率ひきいて戦うという責務がおありなのです！　その貴方あなたが、持てるお力の全てを発揮せずしてどうしますか！」

　正論である。しかし安易に解わかりましたとは言えない。アリスは強く奥歯を嚙かみ締しめ、自分にとってはどちらも──人界のために戦うことも、キリトを守ることも同じくらい大切なのだということをどう説明したものか、言葉を探した。

　同時に、弟子の熱弁に、ある種の驚おどろきを覚えもしていた。

　かつて、セントラル・カセドラルでアリスに剣の手ほどきを受けていた頃と比べて、明らかな変化がある。当時のエルドリエは、あたかもアリスを崇拝しているかの如ごとく、何を言われようとも一度として言い返したりすることはなかった。

　この世界の人間たちは、謎なぞめいた《外界の神》によって右眼に封印を施ほどこされ、法や上位者の命令には絶対に逆らえないようになっている。アリスの知る限り、自みずから封印を破ることに成功した者は、アリス自身と、いまは亡き青あお薔ば薇らの剣士ユージオだけだ。神に等しき権限を誇った最高司祭アドミニストレータと賢けん者じやカーディナルの二人ですら、その封印にはついに逆らえなかったのだ。

　エルドリエは、いまもあの封印の影えい響きよう下かにあるはずだ。それなのに彼は──アリスの言葉に明確に逆らったというわけではないにせよ──かつてのような盲従からは脱している。自分で物事を考え、自分の意見を述べている。

　その変化を彼にもたらしたのは、恐らくキリトだ。それにユージオ。

　世界最大の反逆者にして誇り高き剣士であるあの二人と、いっときにせよ触れ合ったことがエルドリエの魂たましいを強く揺らしたに違いない。

　考えてみれば、ルーリッドに暮らす妹セルカも、旧態依然とした村の掟おきてや有力者たちの頭の固さには事あるごとに不満を漏もらしていた。あるいは、アリスがキリトとユージオを北セントリア修剣学院から連行しようとした時、走り出てきた女子生徒二人。年とし端はもいかない少女が、整せい合ごう騎き士しを呼び止めるなど本来有り得ないことだ。

　そして、もちろん──アリス自身も、また。

　キリトと剣を交え、カセドラルの外がい壁へきから落下しかけたあの瞬しゆん間かんまで、世界の成り立ちにも、教会の支配にも、最高司祭の神性にもひとかけらの疑いすら抱いたことはなかった。

　しかし、やむなく力を合わせて危機を脱し、休戦を受け入れ、外壁をよじ登る間に、キリトは言葉と、剣と、そして漆しつ黒こくの瞳ひとみでアリスを激はげしく揺さぶり続け──ついには、右眼めの封印を破らせるにまで至ったのだ……。

　そう、キリトはまるで、偽いつわりの調和に満ちた世界に振り下ろされた鉄てつ槌ついのようなものだった。魂に秘められた力で世界を揺るがし、震わせ、ついには公こう理り教きよう会かいという名の、人界の中心に打ち込まれた巨大な古ふる釘くぎをも叩たたき壊こわしてしまった。しかしその代だい償しようとして、彼は親友ユージオと導どう師しカーディナルの命、そして己おのれの心を失ったのだ……。

　アリスは、左腕で支えた細い体を強く抱き寄せた。そして、正面からエルドリエの双そう眸ぼうを見返した。

　言いたかった。あなたが今のあなたであるのは、この人と戦ったからなのです、と。しかしもちろん理解してはもらえまい。整合騎士団にとっては、キリトはいまも許されざる反逆者でしかないのだ。

　無言で立ち尽くすアリスに、エルドリエはまるで鈍にぶい痛みに耐たえるかのような表情で、更なる言葉を投げかけようとした。

　その時だった。周囲の人垣の一箇所が、まるで見えない巨人の手で搔かき分けられたかの如ごとくさっと割れた。

　人垣の奥から届いてきたのは、アリスにとっては涙が出るほど懐なつかしく、同時に痛いほどの緊きん張ちようを覚えずにはいられないあの声だった。

「まぁ、そうカッカするなよ、エルドリエ」

　素早く背筋を伸ばす若い騎士から視線を外し、アリスはゆっくりと体の向きを変えて、声の主ぬしを見た。

　東域風の、ゆったりとした前合わせの衣。低い位置で結ゆわえた幅広の帯。その左腰に、無む造ぞう作さに突っ込まれた無骨な長剣。両足に突っかけているのは、奇妙な木製の履はき物。

　周囲の騎士や兵士たちと比べれば遥はるかに軽装だ。しかし、その鍛きたえ抜かれた体から発せられる圧力は、どんな鎧よろいよりも厚く、重い。

　着物とよく似た薄うす青あお色の、短く刈り込まれた頭髪をごしっと擦こすり、声の主ぬしは口くち許もとにニヤリと笑みを刻んだ。

「よう、嬢じようちゃん。思ったより元気そうで安心したぜ。ちょっと顔がふっくらしたかい？」

「……小お父じ様。ご無ぶ沙さ汰たしておりました」

　アリスは、涙が滲にじみそうになるのを必死に堪こらえながら、世界最古にして最強の剣士──整せい合ごう騎き士し長ちようベルクーリ・シンセシス・ワンに一礼した。

　整合騎士として生きた六年間、アリスがただ一人心を許し、師と仰あおぎ、また父と慕したった人物だ。そして同時に、この世でただ一人──キリトを除けば──絶対に勝てないと確信する剣士でもある。

　だから、いまは泣き顔を見せるわけにはいかない。

　もしベルクーリが、キリトをここに置いておけないと言えばその時は従わねばならないのだ。もちろん、いまのアリスはたとえ彼の命令であっても強制はされない。だが、皆の前で抗あらがえば、騎士団と守備軍の秩序が揺らぐ。決戦がほんの五日後に迫った状況で、ベルクーリの指揮権に毛ほどの傷もつけてはならない。

　そんなアリスの葛かつ藤とうを全て見通すかのような、無骨な優しさに満ちた笑みを滲ませたまま、ベルクーリはゆっくりと歩み寄ってきた。

　まずアリスの瞳ひとみを見詰め、ぐっと力強く頷うなずく。

　そして、背後で何か言おうとしたらしいエルドリエを一いち瞥べつで制し、騎士長は視線をアリスの腕に抱かれるキリトに向けた。

　口許が引き締しまる。青白い炎の如ごとき光が、鋭するどい双そう眸ぼうに宿る。

　すう、とベルクーリが長く息を吸った。周囲の空気がちりちりと冷えていくのをアリスは感じた。

「……小父様……」

　アリスは、音にならない声を絞り出した。

　ベルクーリは、剣気を練っている。整合騎士のみに伝えられる《心シン意イ技ワザ》……心の力で物体を動かす《心シン意イの腕カイナ》を超える秘術、《心シン意イの太タ刀チ》を放とうとしているのだ。

　練り上げた意志の力を剣に乗せ、放つ。時としてその不可視の刃やいばは、実体ある敵刃を弾はじき飛ばすことすらある。騎士長の持つ神器《時じ穿せん剣けん》の、未来すらも斬きるという武装完全支配術は、彼の圧倒的意志力があって初めて成立する術式なのだ。

　つまり──ベルクーリは、キリトを斬るつもりなのか。

　文字どおり一刀両断でこの問題にケリをつけようというのなら、それだけは絶対に受け入れられない。もしその時は、剣を抜いてもキリトを守らねばならない。

　騎士長の強烈極きわまる剣気に圧倒され、周囲の兵士も、エルドリエも、天幕の飛竜たちすらも黙だまり込んだ。呼吸もおぼつかないほどに重く圧縮された空気のなかで、アリスは必死に右手の指を動かそうとした。

　だが、アリスが愛剣の柄つかに触れる寸前、ベルクーリの口がかすかに動き、思念にも似た声が響ひびいた。

　──大丈夫だ、嬢じようちゃん。

「…………!?」

　アリスが息を詰めた、その刹せつ那な。

　ベルクーリの全身は微動だにせず、しかし両の眼めだけがぎらりと恐ろしいほどの光を放ち。

　同時に、アリスの腕の中で、キリトの体が激はげしく震えた。

　キン！　という硬質な音が響き、ベルクーリとキリトの間の中空で、銀色の閃せん光こうが弾はじけた。

　──いまのは!?

　アリスは驚きよう愕がくのあまり小さく喘あえいだが、その時にはもう、ベルクーリはさっきまでの剣気が幻まぼろしだったかのように太い笑みを浮かべていた。

「お……小お父じ様……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたアリスに向って、騎き士し長ちようはあたかも稽けい古この後ででもあるかのように、指先で顎あごを搔かきながら言った。

「嬢ちゃん、いまのが見えたかい？」

「は……はい。一いつ瞬しゆんでしたが……確かに剣けん戟げきの光が……？」

「うむ。オレは、その若者に向けて心シン意イの太タ刀チならぬ小刃を放った。当たっていれば、頰ほおの皮一枚くらいは切れていたはずだ」

「当たって……いれば？　ということは……」

「そうさ。受けたのだ。若者が、己おのれの心意でな」

　アリスは思わず、左腕で支えるキリトの顔を覗のぞき込んだ。

　しかし、期待はすぐに裏切られた。薄うすく開かれた黒い瞳ひとみには、虚うつろな暗くら闇やみしか見み出いだせない。表情は完全に抜け落ちたままだ。

　──けれど、さっき、確かに体が震えた。

　アリスは右手でキリトの髪を撫なでながら、視線をベルクーリに向けた。騎士長は、かぶりを振りながらも、確かな声で断じた。

「若者の心は、ここには無ねぇようだ……。だが、死んじゃいねえ。いいか、さっきその坊やは、自分ではなくお前さんを守ろうとしたんだよ、嬢ちゃん。だから、いつか、戻ってくる。オレはそう思う。たぶん、嬢ちゃんがほんとにそいつを必要とした、その時にはな」

　アリスは、再び滲にじみそうになった涙を、先刻の倍ほども苦労して抑え込んだ。

　──そう、きっと、戻ってくる。

　──だって、キリトは、キリトこそが、世界最強の剣士なのだから。二本の剣を振るい、あの半神人ですら斃たおしてみせたのだから。

　──私のために……とは言わない。この世界に生きる、たくさんの人たちのために、戻ってきて……。

　アリスはついに耐たえ切れなくなり、両腕でキリトの体を思い切り抱き締しめた。背中を、諭さとすような騎き士し長ちようの声が撫なでた。

「そんなわけだからよ、エルドリエ。そう細かいこと言わねえで、若者ひとりくらい面倒見てやろうや」

「し……しかし……」

　いっそ天あつ晴ぱれというべき気概を見せて、最新の整合騎士であるエルドリエは、最古の騎士ベルクーリに意見を述べた。

「わずかにでも戦力になると言うならまだしも、この状態では……それに、たとえ正気に戻ったところで、学生の剣が何ほどのものなのか……」

「おいおい」

　ベルクーリの声は、穏おだやかな笑みと同時に、銘刀の如ごとき鋭するどさを帯びていた。

「忘れたのかい。その坊やの相棒は、このオレに勝ったんだぜ。整合騎士長ベルクーリ・シンセシス・ワンによ」

　瞬しゆん時じに、しんと周囲が静まり返る。

「ユージオって名の、あの坊や……強かったぜ、途と轍てつもなく。オレは時じ穿せん剣けんの完全支配術まで使ったんだ。その上で負けた。お前さんや、デュソルバートや、ファナティオがそうだったようにな」

　これにはもうエルドリエも返す言葉がないようだった。当然だろう、一対一でベルクーリに勝ち得る剣士など、整合騎士団にも、そして大門の向こうのダークテリトリーにも存在するはずがない──と公こう理り教きよう会かいの誰もが信じてきたのだから。

　しかし、これはある意味では危険すぎる宣言ではないのか。

　騎士長ベルクーリは、最強者の貫かん禄ろくを以もつてして急造の守備軍をまとめてきたのだ。しかし、自分を打ち負かした剣士ユージオの存在を皆に知らしめ──そして、キリトがユージオと同等の実力を持つと認めたということは……。

　アリスがそこまで考え、顔を上げかけた時だった。

　ベルクーリが、弾はじかれたような動作で空を見上げた。

「お……小お父じ様……？」

　アリスの問いかけに、騎士長は思いも寄らぬ言葉を返した。

「ずっと遠くで、でかい剣気が一いつ瞬しゆん膨ふくらみ、消えた……。オレの知っている、誰かが死んだ……」










　　　４




　闇やみの国の十侯会議を構成する十人の諸侯たちは、性向も、人柄も、裡うちに隠した野望もまるで似通うところはなかったが、しかしたった一つだけ完全なる共通点を持ち合わせていた。

　それは、《力が全てを支配する》という唯一の法を、誰よりも明めい瞭りように理解している、ということだ。

　むしろ、その法を幼少から魂たましいに刻み込み、不断の努力──自己の鍛たん錬れんにせよ、邪じや魔ま者ものの排除にせよ──を続けてきたからこそ、血で血を洗うこの世界でほぼ頂点を極きわめることができたのだ、と言うべきだろう。

　それゆえに。

　シャスターと同列に並ぶ九人の諸侯たちは、右みぎ端はしに座していた暗黒騎き士し長が裂れつ帛ぱくの気勢とともに皇帝に向かって抜剣した時も、心底からの驚きよう愕がくに打たれることはなかった。

　むしろ、ここで行くのか、大胆なことだ、という理解を多くの者は感じた。三百年のあいだに言語能力、すなわち知能を退化させてしまったオーク族やオーガ族の長おさたちですらも、これで皇帝とかいう奴やつの強さが判わかる、と獣けものの眼めを鋭するどく光らせた。シャスターに同じ求道者としての敬意を抱いていた若き拳けん闘とう士しの長に至っては、抜いたならば斬きってしまえ、と内心で応援さえした。

　そんな彼らの中にあって、この事態を数秒前から予測していた者が二人いた。

　一人は、暗黒術師ギルド総長ディー・アイ・エル。シャスターと激はげしく敵対していた彼女は、暗黒将軍の愛人の拉ら致ちを計画しており、以前からリピアの顔を知っていたのだ。

　だから、むしろ驚愕は、氷漬けになったリピアの生首を見た時のほうが大きかった。これはもしや、シャスターが怒りに任まかせて剣を抜くかとディーは予測し、その場合どう動くべきかを瞬しゆん時じに考えた。

　シャスターを背後から術で撃うち、皇帝に恩を売ることも検討したが、最終的にディーは傍ぼう観かんを選択した。シャスターが皇帝に敗れればそれでよし、万が一勝つことがあれば、その時こそ深手を負っているであろう仇きゆう敵てきを焼き焦こがし、改めて自分が闇の国の覇は権けんを握ればいい。内心でほくそ笑みながら、ディーは興奮を押し隠すためにちろりと唇を舐なめた。

　そして、暗黒将軍の叛はん意いを察知した者が、もう一人──。

　こちらは、即座に動いた。
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　シャスターは、殺の一文字だけを心に抱き、愛刀を大きく振りかぶった。

　太た刀ちに込められた心シン意イの強度だけを計れば、かつて整せい合ごう騎き士し長ちようベルクーリと斬きり結んだ時のそれを確実に超えていた。彼の怒りと嘆なげきの凄すさまじさは、本来長い術式を必要とする完全支配現象を即時に引き起こしたほどだった。

　シャスターの携たずさえる長刀《朧オボロ霞ガスミ》は、ＶＲＭＭＯパッケージとしてのアンダーワールドが二百年ほど前に自動生成した神器級オブジェクトである。属性は《水》であり、シャスターの強烈極きわまる殺意に呼応した刀身は、必殺の威力を内包したまま実体を失って霧きり状の影かげへと変化していた。

　完全支配状態の朧霞の特性は、あらゆる剣に付ふ随ずいする、《刃やいばで対象物を切断または貫通することでダメージを与える》という攻こう撃げきプロセスを完全に省略できること。長く伸びる霧の帯に触れた者は、その時点で天命数値に斬ざん撃げき属性ダメージを与えられる。すなわち、回かい避ひ以外のあらゆる防御は通用しない。

　皇帝ベクタことガブリエル・ミラーは、シャスターが抜剣した時点で自みずからも腰の剣を抜き、敵の一撃を跳ね返そうとした。

　もし事態がそのように推移すれば、シャスターの霧の刃は、ガブリエルの剣をすり抜けて体に届き、凝ぎよう縮しゆくされた殺意を注ぎ込むはずだった。

　しかし、神速の踏ふみ込みから必殺の斬撃を繰くり出さんとした、その寸前。

　シャスターの動きが、凍り付いたように止まった。

　いつのまにか、暗黒将軍の鎧よろいの左脇わき、分厚い装甲のわずかな継ぎ目に、一本の投げ針が深々と突き立っていた。

　後方で、ゆらりと立ち上がったのは、濃こい灰色のローブに全身を包んだ、幽ゆう霊れいのように瘦やせ細った男だった。

　暗殺者ギルド頭首、フ・ザ。十侯の中でもひときわ存在感が薄うすく、会議でもほとんど発言することのなかった日陰者は、恐らくその生涯で最大の注目を浴びながらするりするりと前に進み出た。

　フ・ザがシャスターの反乱を事前に察知し得たのは、彼が諸侯の誰よりも臆おく病びようかつ神経質だったからだ。

　暗殺者ギルドは、力なき者たちの寄り合い所帯である。体力、術力、財力、その他あらゆる力に恵まれずに生を受け、しかし奴ど隷れいとして酷使される生き方を拒こばんだ者たちが、ダークテリトリーでさえ忌いみ嫌きらわれる《毒の技》を磨みがくために作った集団なのだ。

　アンダーワールドに於おける一部の虫や蛇、植物といった毒性オブジェクトは本来、負荷実験の一いつ環かんとして配置されたものだ。ゆえにその効果は限定的で、住民が必要な知恵を働かせれば充分に回復可能なレベルに留とどまっている。逆に言えば、とても術式や剣技に対抗できるほどの力は得られない。

　だが、暗殺者ギルドを作った者たちは、ラースのスタッフも想定していなかった《濃のう縮しゆく》という技法を編あみ出し、長い年月をかけてひたすら毒液を生産、強化してきた。城下町のスラム街地下深くに存在するギルド総本部には、百年以上にもわたって毒果の汁を煮詰め続けている大おお釜がまや、各地から集めた毒蛇を共食いさせている壺つぼなどが無数にある。

　しかし、ついに完成した《致死毒》は、ギルド内に於おける暗殺の横行という悲ひ劇げきをも生み出した。剣や術と違って、遅効性の毒は加害者の特定が困こん難なんなのだ。

　必然、ギルドを束たばねる長おさは極限まで臆おく病びようでなければ生き残れなくなった。周囲の者の視線、いや気配の裡うちに潜ひそむ、仄ほのかな殺意の萌ほう芽がですらも感じ取れるほどに。

　フ・ザには、シャスターがリピアの首を見た瞬しゆん間かんに撒まき散らした殺気は、鮮血の臭においよりも明めい瞭りように嗅かぎ分けられるものだった。

　そしてまた、フ・ザにとっては、暗黒将軍シャスターこそが誰よりも憎むべき存在だった。

　これまで、練っては破棄してきた暗殺計画は数知れない。殺すところまでは達成する自信がある。しかし、死因が毒だということが明らかになれば、暗殺者ギルドの仕し業わざだと誰もが気付く。シャスターが息絶えたその一時間後には、強力無比な暗黒騎き士し団だんがギルド本部に突入してきて皆殺しにされるだろう。正面戦せん闘とうとなれば勝ち目はない。

　しかし、いま、この瞬間ならば。

　怨おん敵てきの体に、研とぎ上げた毒針を突き刺す大義名分がある。皇帝の御ご前ぜんで抜剣した時点で、シャスターは暗黒将軍でも十侯でもなく、ただの反逆者となるのだから。

　フ・ザがローブの懐ふところから抜き出して投げたのは、暗殺者ギルド頭首に代々受け継がれる暗器だった。《ルベリルの毒どく鋼はがね》と呼ばれる、それ自体が麻ま痺ひ毒を分泌する危険な鉱物から削り出された極ごく細ぼその針は内側が空洞になっており、各種の毒液を蓄たくわえられるようになっている。

　注入されているのは、これもギルドの技の精せい髄ずいである致死毒だった。《チグサレビル》という稀き少しような蛭ひるを五万匹まとめて磨すり潰つぶし、幾度も濾ろ過か濃のう縮しゆくして、わずか一ひと垂たらしの毒液を得る。蛭を飼育下で繁はん殖しよくさせようという試こころみは全て失敗したため、この毒一滴を製造するのにとてつもない労苦が必要とされる。

　フ・ザには知りようはずもないことだが、アンダーワールドのフィールドに生息する動物は、面積あたりの規定値に基づいてシステムが生成するのであり、家畜ユニットに指定された羊や牛などを除けば一いつ切さいの人じん為い繁殖は不可能なのである。

　つまり、フ・ザが放った毒針は、その素材も内部の毒液も、暗殺者ギルドの総力を一点に凝ぎよう集しゆうしたと言って過言ではない代しろ物ものだった。それはまた、数百年にわたって虐しいたげられてきた、弱き人々の怨念の結晶でもあった。
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　シャスターは、振りかぶった剣にのみ意志力を集中していたために、体に毒針が深々と突き刺さった痛みをまるで意識しなかった。

　しかし、玉ぎよく座ざに向かって高く跳ちよう躍やくしようとしたまさにその瞬しゆん間かん、体全体が鉛なまりと化したかのような凄すさまじい重さを感じ、眼めを見開いた。

　両脚から力が抜け、がしゃりと片膝ひざをついてしまってから、あらためて左脇わき腹ばらの異物感に気付く。

　──毒か。

　瞬時にそう考え、氷のような冷たさが左手を麻ま痺ひさせる前に、素早く針を抜く。武器とも言えないような極細の針が、鮮あざやかな緑色の光こう沢たくを帯びていることに気付いたシャスターは、それが忌いまわしいルベリルの毒どく鋼はがねであることを悟り、即座に対抗術式を唱となえようした。

　しかし、冷気は恐ろしい速さで左脇から全身に浸透し、口にまで達した。システム・コールの起句さえも唱え終わらないうちに舌の感覚が失われ、歯を食い縛しばることもできなくなった。

　左手もまた痺しびれ、拳こぶしから滑すべり落ちた毒針が、黒大理石の上でかすかな音を放った。

　最後に、剣を振りかぶったままだった右腕がゆるゆると落下し始め、同時に完全支配状態も解除され、灰色の霧きりから実体へと戻った愛刀の切きっ先さきが床に触れた。

　皇帝に斬きりかかる前とまったく同じ、左膝を突いて頭こうべを垂たれた姿勢で凍り付いたシャスターの視界に、音もなく闇やみ色いろのローブが入り込んだ。

　──フ・ザ。

　──よもや、この男にしてやられるとは。

「……こんな、取るに足りない小物に。……そう思っていますね、ビクスル？」

　しゅうしゅうと擦こすれるような声が頭上から降ってきて、シャスターは唯一わずかに動く目め許もとをしかめた。

　──貴様に、馴なれ馴れしく呼ばれるいわれは……。

「名前を呼ばれるいわれはない。そう言いたそうですね？　でもね、私があなたをビクスルと呼ぶのは、これが初めてじゃないんですよ？」

　ゆるゆると膝を折り、同じ高さにまで身を屈かがめた暗殺者の顔が、シャスターの視界に入った。しかし、深々と下ろされたフードが光を遮さえぎり、尖とがった顎あご先さき以外は暗闇に沈んでいる。

　その顎が震えるように動き、いっそう掠かすれた声が流れ出た。

「あなたは……憶おぼえていないでしょうね。幼年学校で、自分が散々叩たたきのめした子供たちの顔など。そしてそのうちの一人が、屈辱のあまり水路に身を投げ、学校から永久に姿を消したことも」

　──なんだ。この男は何を言っている？　幼年学校だと？

　平騎き士しの子として生まれたシャスターは、木剣が握れる歳としになると、否いや応おうなく騎士団付属の幼年学校に叩き込まれた。以後は、生き抜くためにひたすら修業に明け暮れた記憶しかない。あらゆる選抜試験で常に勝利し続け、騎士団の士官に任ぜられ、師である前騎士長に見み出いだされ──過去を振り返る暇ひまなどない、激げき流りゆうの如ごとき半生だった。

　憶おぼえていようはずもない。三十年以上前に、並んで木剣を振っていた子供たちの名前など。

「……でもね、私は一日として忘れたことはありませんよ。流れ着いた地の底の暗あん渠きよで暗殺者ギルドに拾われ、奴ど隷れいとしてこき使われた長い年月のあいだ、ずっとね。……私は知識を蓄たくわえ、多くの新しい毒を開発し、ついにはギルド頭首にまで上り詰めた。その代だい償しようとして様々なものを失いましたが……全てはあなたに復ふく讐しゆうするためです、ビクスル」

　歪ゆがんだ声が途切れると同時に、ほんのわずかにフードが傾かたむけられ、シャスターの眼めにフ・ザの素顔が晒さらされた。

　それでも、記憶が甦よみがえることはなかった。いや、もしシャスターが往時の同級生たちを完かん璧ぺきに憶えていたとしても、やはり名は思い出せなかっただろう。なぜなら、フ・ザの顔は毒の影えい響きようか、酷ひどく溶け崩くずれてオークも恐れるほどの異相と成り果てていたからだ。

　再び深く引き下げられたフードの奥で、二つの眼だけがぎらぎらと強烈な光を放った。

「あなたの体に注入された毒は、あなたを殺すために開発し、気が遠くなるほどの時間をかけて一滴一滴貯ためたものです。実験では、天命が三万を超える大型地竜ですら一時間で殺しましたよ。あなたの体力と天命総量ならば、恐らくあと二、三分でしょうか。さあ……返してもらいますよ。あなたに預けてあった、私の恨みと屈くつ辱じよくを」

　──恨みか。

　シャスターは、フ・ザの眼から視線を外し、黒大理石の床に転がる毒針を見詰めた。

　──俺は、怒りと恨みに駆かられて皇帝を斬きろうとした。フ・ザも、まったく同じ力をこの針に込めて俺を殺そうとした。だから、俺の太た刀ちは止まったのだ。《殺の心シン意イ》は、《義の心意》には勝てない。昔、あの男……整せい合ごう騎き士し長ちようベルクーリと一合交えて摑つかんだ剣けん訣けつを、俺は最後の最後で忘れてしまった……。

　もう膝ひざ立ちの姿勢すらも保っていられずに、シャスターは左肩からがしゃりと床に崩くずれ落ちた。

　朧おぼろに薄うすれた視界の中央、毒針の向こうに──。

　銀盆に載のせられた、氷の立方体があった。
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　フ・ザ、かつての名をフェリウス・ザルガティスという復讐者は、ついに訪れた歓かん喜きの瞬しゆん間かんを味わい尽くそうと、両の眼をいっぱいに見開いた。

　栄誉を欲しいままにしていた暗黒将軍シャスターが、いま自分の足あし許もとに転がっている。歳としのわりに張りのあった肌は土気色に変じ、鋭するどい眼光も消え失うせて、息も絶え絶えといった有あり様さまだ。

　醜みにくく、情けない死に様だった。

　そしてシャスターの死はすなわち、毒殺技術の、剣術と暗黒術に対する優位性を証明するものでもあった。ルベリルの毒どく鋼はがねとチグサレビルを使った新型複合毒なら、ほんの一刺しで敵を抜剣も詠唱も不可能な状態に追い込んだうえで、速すみやかに絶命させられるのだ。

　玉ぎよく座ざの皇帝ベクタも、この一幕で暗殺者ギルドの価値に気付いただろう。新型毒の大量生産が完了した暁あかつきには、もう騎き士しや術師の顔色を窺うかがう必要もない。本来の名前を取り戻し、己おのれを捨てたザルガティス家に、新たな支配者として乗り込むこともできるのだ……。

　悦楽に身を震わせるフ・ザは、視界の外に転がるシャスターの剣が、その刀身を再び霧きりに変じさせようとしていることに、まったく気付かなかった。
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　──リピア。

　シャスターは、天命が尽きるその寸前、心の中でただ一人愛した女性の名を呼んだ。

　リピアが皇帝の暗殺を決意したのは、シャスターが語って聞かせた新時代の到来を実現させたいと願ったからに違いない。三百年来の戦争が終わり、新たな法と秩序が闇やみの国を照らせば、餓うえて死ぬか奴ど隷れいになるしかない孤児たちにも幸せに生きていく権利が与えられるようになると、そう信じたからに違いない。

　──フ・ザよ。

　──幼年学校で叩たたきのめされただと？　屈くつ辱じよくに耐たえられず身を投げただと？

　──しかし、少なくとも貴様には、機会があったのだ。学校に入れてくれる親が、三度三度食える飯が、そして暖かいベッドと雨風を遮さえぎる屋根があった。この世界には、生まれた時からそんな最低限の権利すら与えられず、ぼろ屑くずのように扱われ消えていく幼い命がどれほど存在するか。

　──リピアはそんな世を、命を賭として正そうとした。その心シン意イを無にするわけにはいかない。貴様の個人的な怨おん讐しゆう如ごときに────

「……邪じや魔まはさせん!!」

　完全に麻ま痺ひしたはずのシャスターの口から凄すさまじい怒ど号ごうが迸ほとばしると同時に、灰色の竜巻のようなものが、暗黒騎士の右手を中心に高く巻き上がった。

　それこそは、整合騎士たちですらごく一部の者しか使えない、神器の記憶解放現象だった。シャスターの強力無比な心意が、全アンダーワールドの情報を蓄積、演算しているメイン・ビジュアライザーを書き換え始めたのだ。

　灰色の竜巻は、触れたもの全てを分解する、無属性の純粋なる破は壊かい力りよくの顕けん現げんだった。避よける間もなく竜巻に吞のまれたフ・ザの分厚い黒ローブが、ぼしゅっと乾いた音を立てて煙のように飛散した。

　その中から現れた、瘦やせ細った中年の男は、溶け崩くずれた顔を隠すように両腕を持ち上げた。直後、その腕が無数の肉片と化して飛び散り──続いて全身が、濃のう密みつな血煙となってばしゃりと宙に舞まった。
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　暗黒術師ディー・アイ・エルは、瀕ひん死しの暗黒将軍の体から奇妙な竜巻が湧わき上がった瞬しゆん間かん、とてつもなく嫌いやな予感に襲おそわれて大きく飛び退すさった。両手に風ふう素そを生成し、後ろ向きに全速飛行する。

　予感は、急速に拡大する竜巻に触れた右足が、膝ひざの下から跡形もなく消え失うせるのを見て、最大級の驚きよう愕がくへと変わった。

　ディーは、たとえ入浴中や睡眠中であっても、数十にも及ぶ防御術で全身を保ほ護ごしている。術式はもちろん、飛び道具、剣、毒、およそありとあらゆる種類の攻こう撃げきを跳ね返すはずの鉄てつ壁ぺきの守りだ。

　もちろん、同級の優先度を持つ十侯の全力攻撃ならば、防壁を貫通し肌に傷をつけることもあるかもしれない。しかし、まるで防壁など存在しないかのように、触れただけで肉体を削り取るなどということは不可能だ。絶対に。

　どれほど脳裏で否定しようとも、全力での後退を上回る速度で迫りくる死の竜巻に、右脚はみるみる削られていく。ディーほどの術者となれば、手足の一本くらい切り落とされても治ち癒ゆ術じゆつで復元できるが、それも生きていればこそだ。

「ひっ……ああっ……!!」

　ついに、ディーの口から甲かん高だかい悲ひ鳴めいが迸ほとばしった。

　しかしその声は、同時に放たれたゴブリンの長おさ二匹の絶叫にかき消された。

　ディーの左に並んでいた、山ゴブリンの長ハガシと平地ゴブリンの長クビリが、短い足を懸けん命めいに動かして竜巻から逃れようと疾しつ駆くしている。しかし、全速飛行するディーにすら追いつく竜巻の膨ぼう張ちようを回かい避ひできようはずもない。

「クギャ──ッ!!」

　醜みにくい叫びとともにハガシが脚を滑すべらせ、床に転がった。必死に伸ばされた左手が、クビリの足首を万力のように摑つかんだ。

「ヒギァァァッ!!　放せぇ──ッ!!　はなッ…………」
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　ばしゃり。

　両ゴブリン族の支配者たちは、あっけなく血煙と化した。

　ぞぶり。

　ディーの右脚が、根元から跡形もなく吹き飛んだ。

　美び貌ぼうを恐怖と絶望に歪ゆがめた暗黒術師ギルド総長のすぐ目の前で──竜巻の膨ぼう張ちようが、奇跡的に停止した。

　倒れるシャスターの体はもう見えなかった。そのあたりを中心に屹きつ立りつする逆円えん錐すい型の暴風は、すでに直径も高さも二十メルほどにまで拡大している。距離に余裕があった六人の諸侯たちは素早く西の壁かべ際ぎわまで退たい避ひしているし、広間の南側に並ぶ各陣営の幹部たちも、危ういところで無事だ。

　意識は混乱の極きわみにあったが、それでもディーの思考力は、竜巻の膨張が停止した理由をおぼろげに悟っていた。

　守ったのだ。十数名の上位暗黒騎き士しを。つまり、あの竜巻は、シャスターの意志が作り出したものなのだ。

　その推測を裏付けるように、竜巻の上半分が徐々にその形を変え始めた。

　出現したのは、半透明の霧きりで形作られた、男の上半身。

　途と轍てつもなく巨大だが、それが暗黒将軍シャスターの写し身であることは明らかだった。




　　　＊＊＊




　皇帝ベクタことガブリエル・ミラーは、さすがに驚おどろきらしきものを感じながら、圧のしかかるように屹きつ立りつする竜巻の巨人を見上げた。

　女暗殺者の首を一同の眼前に晒さらし、それを見た左端はしの騎き士しが剣を抜いたところまでは予想の内だった。ガブリエルに斬きりかかろうとしたその男を、暗殺者ギルドの長おさが毒か何かで麻ま痺ひさせたのも意外というほどのことではなかった。

　反逆者を一いち撃げきのもとに斃たおし、残る九ユニットに絶対の忠誠心を植え込むという目論もくろ見みからは外れたが、しかし自発的に皇帝を守るという行動は評価していいだろう。そんなことを思いながら、成り行きを見守っていたのだが──。

　倒れた反逆ユニットから突如灰色の竜巻が湧わき上がり、それに包まれた暗殺者ギルドの長と、ゴブリンの将軍二匹までもが一いつ瞬しゆんで消滅したのには、さしものガブリエルも呆ぼう然ぜんとした。

　将軍ユニットは、どれもほぼ同程度のステータスだったはずだ。ならば互いに戦ってもすぐには決着がつかず、ＨＰを削ったり回復したりを繰くり返す長期戦になるはずなのだ。

　なのに、ほんの数秒で三個ものユニットが消え去るとは。このアンダーワールドには、まだ自分もクリッターも知らない、何らかのロジックが存在するのだろうか──。

　そこまで考えた時。竜巻の巨人が口を開き、天地を揺るがすような雄お叫たけびを放った。

　強烈な圧力に耐たえきれず、玉ぎよく座ざの間の壁かべを飾る窓ガラスの大部分が外側に飛び散った。

　巨人が、エンジンブロックほどもある右の拳こぶしを握り──。

　轟ごう然ぜんとガブリエルに向って振り降ろした。

　剣で受け止めても意味はないし、立ち上がって回かい避ひする余裕もないとガブリエルは判断した。視界の右端で、副官のヴァサゴが俊敏に飛びのく様子を捉とらえながら、ガブリエルは玉座の上で静かに灰色の拳を待ち受けた。




　　　＊＊＊




　シャスターの、いまわの際きわの心シン意イが発生させた死の竜巻は、アンダーワールドのシステムさえも超越した現象だった。

　数値的な攻撃力によってフ・ザやゴブリンたちの天命を奪い、その結果死亡させたわけではなく、彼らのライトキューブに直接《死のイメージ》を叩たたき込むことによってまずフラクトライトを破は壊かいし、そこから逆算するように肉体を消滅させたのだ。

　ゆえに、ガブリエルに対する攻撃も、皇帝ベクタの膨ぼう大だいな天命には影えい響きようしなかった。

　しかし、シャスターのフラクトライトが生成した殺意は、量子通信回線を経由して、生身のガブリエルが横たわるＳＴＬにまで到達し──。

　暗黒将軍シャスターという、アンダーワールド有数の剣士が練り上げた必殺の意志は、ガブリエル・ミラーのフラクトライトの中核、すなわち《自我》を直撃した。

　この時、シャスターの主観では、己おのれの放った渾こん身しんの一撃と意識が同化し、皇帝ベクタの内部へと突入していくように感じられていた。

　本来の肉体の天命が、すでに尽きていることは明らかだった。これが生涯最後の一いち撃げきとなることを、シャスターは悟った。

　整せい合ごう騎き士し長ちようベルクーリと、再び剣を交える約束を果たせないことが心残りだ。しかし、あの男ならば理解するだろう。暗黒将軍が何を望み、なぜ皇帝に反逆したのか。

　暗殺者ギルド頭首フ・ザに加えて、諸侯の中で最も好戦的だったゴブリンの長おさも両方斃たおした。暗黒術師ギルド総長ディーを逃したのは残念だが、あの深手では即時の再生はできないだろう。このうえ暗黒騎士団の長、そして皇帝ベクタまでもが死ねば、残る諸侯たちも人界との決戦をためらうに違いない。

　同様に支配者を失った人界の民と、せめて一時的な休戦協定を結ぶことができれば。剣ではなく言葉を交かわし、なにがしかの理解を共有できれば。

　願わくば、その先に──リピアの望んだ平和な世界の到来があらんことを。

　心シン意イと同化したシャスターは、皇帝ベクタの額ひたいを貫つらぬいて、その内側に存在する魂たましいの中核に突入した。

　そこを破は壊かいすれば、さしもの暗黒神といえども、フ・ザたちと同じように存在の消滅を余よ儀ぎなくされるはずだ。

　声なき雄お叫たけびとともに、シャスターの意志は皇帝の魂に衝しよう突とつし──。

　そして、生涯最後の驚きよう愕がくに見み舞まわれた。

　ない。

　光の雲のような魂の中核、意識の精せい髄ずいが存在するはずのその場所に、濃のう密みつな闇やみだけが広がっている。

　なぜだ。世捨て人フ・ザの魂ですらも、貪欲なまでの生命への執着にぎらぎらと光っていたというのに。

　シャスターの心意は、皇帝の内部に無限に広がる闇に吞のみ込まれた。

　消える。蒸発していく。

　──こいつは、この男は……。

　──命を、知らないのか。

　生命の、魂の、そして愛の輝きを知らぬ者。だから餓うえている。だから他者の魂を求める。

　この男は、どれほど強力な心意であろうとも、殺意の剣では斃せない。

　なぜなら、この男の魂は、生きながらにして死んでいるからだ。

　伝えなければ。誰かに。将来、この化け物と戦うさだめの者に。

　誰か──誰かに……。

　しかし、そこでシャスターの意識は、無限の深しん淵えんに覆おおい尽くされた。

　…………無念…………。

　…………リピア…………。

　そんな思考が弾はじけたのを最後に、暗黒将軍ビクスル・ウル・シャスターの魂たましいは、完全に消滅した。




　　　＊＊＊




　ガブリエル・ミラーは、あまりにも強烈な魂の輝きが己おのれを貫つらぬいた瞬しゆん間かん、恐怖よりも歓かん喜きを感じた。

　暗黒騎き士しの魂は、二日前に喰くらった女暗殺者のそれよりも、いっそう濃のう密みつな感情に満ち満ちていた。あの女への愛。加えて、理解しがたい、より広こう汎はんな慈いつくしみのようなもの。そしてそれらを動力源とする、強烈な殺意。

　愛と憎しみ。これ以上美味なものが、この世に存在するだろうか。

　この時ガブリエルは、己が生命の危機に晒さらされたことなどまるで意識していなかった。暗黒騎士の攻こう撃げきによって、三つのユニットが肉片と化して飛び散ったのを見ていてもなお、ガブリエルは我が身の安全よりも騎士の魂を喰らうことを望んだのだ。

　もしガブリエルが、騎士の攻撃に恐怖し己の生存を望んでいれば、ＳＴＬを経由したシャスターの殺意はガブリエルの生存本能を破は壊かいし、連れん鎖さ的にフラクトライトそのものを吹き飛ばしていたはずだ。

　しかし、ガブリエル・ミラーは、命を知らない人間だった。彼にとっては、自分を含むあらゆる生命は、幼いころ大量に殺さつ戮りくした昆虫と同じ自動機械でしかなかった。その機械の動力源である魂、謎なぞめいた輝く雲の秘密を解明することだけが、ガブリエルの望みだった。

　ゆえに、シャスターのフラクトライトが発生させた破壊信号は、ガブリエルのフラクトライトに広がる虚無を虚むなしく通過し、何にも衝しよう突とつすることなく消えてしまったのだ。

　そのような理屈をガブリエルは知るよしもなかったが、しかし彼は騎士の魂を咀そ嚼しやくしながら、二つのことを記憶にとどめていた。

　まず、この世界には、通常のＶＲＭＭＯゲームのような武器や呪じゆ文もんによるもの以外の攻撃方法が存在すること。

　そしてその攻撃方法は、自分には効果がないらしいこと。

　先ほどの現象のロジックを、後でクリッターに調査させなくては。そう思いながら、ガブリエルはゆっくりと玉ぎよく座ざから立ち上がった。




　　　＊＊＊




　生き残った六人の諸侯──暗黒術師ギルド総長ディー・アイ・エル、拳けん闘とう士しの長おさイスカーン、商工ギルド頭領レンギル、ジャイアントの長おさシグロシグ、オークの長リルピリン、オーガの長フルグル──は、壁かべに背中をもたれさせ、あるいは尻しり餅もちをつき、あるいは深手を止血しながら、ただ呆ぼう然ぜんと皇帝ベクタの姿を見上げた。

　全員の胸中にあるのは、もはや恐怖のみだった。

　暗黒将軍シャスターの恐るべき超攻こう撃げき──一いつ瞬しゆんにして三人の将を血煙に変え、諸侯の中でも実力者と目されるディーの右脚を吹き飛ばした一撃を、皇帝は正面からその身に受けて傷一つ負わなかったのだ。

　力ある者が支配する。

　皇帝ベクタが、六人の諸侯と、背後に控える百人以上の士官たちを束たばねても遠く及ばぬほどの力を備そなえていることは誰の目にも明らかだ。

　細さざ波なみが広がるように、全員が深々と頭こうべを垂たれ、皇帝に恭順の意を示した。敬愛する騎き士し長ちようを殺された暗黒騎士団ですら、それは例外ではなかった。

　その頭上に、皇帝の声が滔とう々とうと響ひびき渡った。

「……将軍の失われた軍は、直ただちに次点の位にある者が指揮権を引き継げ。一時間の後に、予定どおり進軍を開始する」

　反逆者が出たことを、怒ったり責めたりする言葉はなかった。その事実が、将軍たちにいっそうの恐怖を呼び起こした。

　ようやく右脚の止血に成功したディーが、指先まで伸ばした右手を高々と掲げ、叫んだ。

「皇帝陛下、万歳!!」

　一瞬の間を置いて──。

　万歳、の声がオブシディア城全体を揺るがすような大音声となって、幾度も繰くり返された。










　　　５




　アリスは、与えられた野営用天幕の内部をぐるりと見回し、軽くため息をついた。

　簡易ベッドは綺き麗れいに整えられているし、床に敷しかれた羊革はまったくの新品で、空気も日向ひなたっぽい匂においしかしない。それらは大いに結構だが、この天幕がアリスのために急きゆう遽きよ空けられたものではないことは明らかだ。つまり、騎き士し長ちようベルクーリはアリスの参陣に備そなえて、騎士用天幕をひとつ余計に設営させていたということになる。

　信頼の証あかしと受け取っておけばいいのかもしれないが、騎士長の人となりを知っていると、思考や行動を丸ごと見抜かれているような気もしてくる。

　いや──さすがにそれはないだろう。なぜなら、さしもの騎士長も、アリスがキリトを連れてくるとまでは予想していなかったようだから。用意された簡易ベッドは一つきりだ。

　アリスはキリトの背中に触れ、ベッドに誘ゆう導どうすると腰掛けさせた。途と端たん、若者は細い声を漏もらしながら、左手を伸ばそうとする。

「はいはい、ちょっと待ってね」

　入り口脇わきに置かれた荷袋に駆かけ寄ると、アリスは黒白二本の長剣を引っ張り出した。ベッドに戻り、それらを膝ひざに載のせてやる。するとキリトは左腕で剣を抱え込み、静かになった。

　隣となりに座り、ブーツを脱ぎながら考えを巡らせる。

　エルドリエに向かって、必要があればキリトを背負って戦うと言い切ってしまったが、実際のところそれは少々難むずかしい。瘦やせてしまったキリトだけならともかく、夜空の剣と青あお薔ば薇らの剣を背負えば重みで動きが制限されてしまう。

　雨アマ縁ヨリの鞍くらに乗せっぱなしにしておくことも考えたが、敵にも飛竜を駆かる暗黒騎士がいる以上空中戦となる場面もあるだろう。荷重はできる限り軽くしておきたい。

　残念だが、戦せん闘とう中は、輜し重ちよう部隊あたりの誰かにキリトの面倒を見てもらうのが最も現実的な案だ。しかし問題は、そうそう都合よく信頼できる者が見つかるかどうかだ。

　旧知の仲である整合騎士たちはもちろん全員が最前線に出ることになるだろうし、一般民の兵士には一人の知り合いもいない。と言って、今更エルドリエに適任の者を紹介してくれと頼むのも気が進まない。

「キリト……」

　アリスは正面から若者の顔を覗のぞき込み、両手で頰ほおをそっと挟んだ。

　キリトを邪じや魔ま物もの扱いするつもりはまったくない。心を取り戻すことさえできれば、誰よりも頼もしい人界の守しゆ護ご者しやとなってくれるに違いないのだから。こうして前線にまで伴ったのは、意識回復の可能性を、ここでこそ見み出いだせるのではと思ったからだ。

　騎士長ベルクーリは、彼の放った《心シン意イの太タ刀チ》をキリトが弾はじいたと言った。そしてそれは、アリスを守ろうとしてのことだと。

　信じていいのだろうか。

　修剣学院で最初に出会った時は、捕ほ縛ばく者しやと罪人。カセドラル八十階で再会した時は、処刑人と反逆者。そして最上階で最後に言葉を交かわした瞬しゆん間かんでさえ、二人の関係はどう贔ひい屓き目めに見ても休戦中でしかなかった。

　──あの戦いの直後からずっとあなたは心を喪うしなったままなのに、小お父じ様の剣気から私を守ろうとしたの？

　──あなたは……私のことをどう思っているの？

　その問いは、キリトの光なき瞳ひとみにぶつかって、アリス自身に跳ね返る。

　自分は、いったいこの若者のことをどう思っているのだろう。

　カセドラルでのキリトをひと言で表現するならば、憎たらしい、が最も適切だろう。後にも先にも、整せい合ごう騎き士しアリス・シンセシス・サーティに向かってあれだけ何度も「バカ」と言ったのはこの若者だけだ。

　しかし、最後の戦いに於おいて、最高司祭アドミニストレータに立ち向かっていったキリトの後ろ姿──。

　黒い外がい套とうの裾すそを大きく翻ひるがえし、左右の手に一本ずつ剣を握る剣士の背中を見て、アリスの心は震えた。なんて力強く、それでいて胸に突き刺さるほど切ない姿なんだろう、と。

　その感情は、いまも胸の奥に淡い疼うずきとなって残っている。

　しかし、疼きの理由を知るのが怖くて、アリスは自分の心に蓋ふたをし続けてきた。

　──だって、私は、造られた存在なのだから。アリス・ツーベルクの体を占有し続けている、戦うための人形でしかないのだから。私には、戦意以外の感情を持つなどという贅ぜい沢たくは許されていないのだ。

　でも。もしかしたら。

　私が、自分の心を抑えつけているから、あなたに声が届かないの？

　もしいま、ありったけの《心シン意イ》を放てば、あなたは応こたえてくれる？

　アリスは胸いっぱいに空気を吸い込み、息を止めた。

　両手で挟んだキリトの頰ほおが冷たい。いや、自分の掌てのひらが熱を帯びているのだ。

　頰を、そっと引き寄せる。至近距離から、黒い瞳を覗のぞき込む。まるで闇やみ夜よのように暗い。でも、ずっと遠くで、ささやかに瞬またたく小さな星が見える気もする。

　その星を見詰めながら、ゆっくり、ゆっくりと顔を近づけていく──。

　不意に、ちりん、と軽やかな鈴の音が響ひびき、アリスは跳ねるように体を起こした。

　慌てて天幕の中を見回すが、もちろん誰もいない。ようやく、天幕の入り口に取り付けられた紐ひもつきの鈴が鳴ったのだと悟る。

　来客だ。わけもなく咳せき払ばらいし、髪を整えてから、アリスは足早に天幕を横切った。

　どうせエルドリエがまた苦言を呈しに来たのだろう。何を言われようとキリトを追い出すつもりはないと、今度こそはっきり告げておかなければ。

　二重になっている出入り口の垂たれ幕の、内側の薄うす布ぬのに頭から突っ込むと、アリスは外側の分厚い毛皮も左手で一気に払った。

　そして、開きかけた唇をぴたりと止めた。

　眼前に立っているのは、整せい合ごう騎き士しでも、一般兵でさえなかった。思わずまじまじと凝ぎよう視ししてしまう。

「あ……あの」

　怯おびえたような、か細い声とともに、小柄な来訪者は両手で捧げ持った蓋ふた付き鍋なべを差し出した。

「お……お夕食をお持ちしました、騎士様」

「……そうですか」

　アリスはちらりと空を見上げた。確かに、いつの間にか夕焼けの朱色は西の空へ遠ざかろうとしている。

「ありがとう……ご苦労様」

　ねぎらいながら鍋を受け取ったアリスは、改めて相手の姿を上から下へと眺めた。

　まだ若い、十五、六歳だろうと思われる少女だ。

　肩の少し下まで伸びる髪は、見事な赤毛。大きな瞳ひとみもよく似た紅葉もみじの色で、肌の白さと、すっきり通った鼻筋は北方帝国の血を示している。

　守備軍の一員ではあるらしく軽装鎧よろいを身につけているが、その下の灰色の上着とスカートは、どこかの学校の制服らしい。

　こんな子供まで戦場に……と唇を嚙かみかけたアリスは、おや、と瞬まばたきした。

　少女の顔立ちには、どこか見覚えがある。しかし、セントラル・カセドラルに起居していた当時のアリスが一般民と接触したことはほとんどないはずだ。

　その時、赤毛の少女の背後に隠れていた、二人目の少女がおずおずと姿を現した。

「あ……あの……、パンと、お飲み物です」

　黒に近い焦こげ茶色の髪と濃のう紺こんの瞳を持つ少女の消え入りそうな声に、思わず微ほほ笑えみを浮かべながらアリスは差し出された籠かごも受け取った。

「そんなに怯えなくても、取って食べたりしないわよ」

　そう言いかけた瞬しゆん間かん、ようやくアリスの記憶が甦よみがえった。

　この緊きん張ちようし切った声には聞き覚えがある。二人は、あの時の──。

「ね……あなたたち、もしかして……北セントリア修剣学院の……？」

　訊たずねると、かちこちに張り詰めていた少女二人の頰ほおが一瞬、ほっとしたように緩ゆるんだ。しかしすぐに姿勢を改め、ブーツの踵かかとを打ちつけながら名乗る。

「は、はい！　あた……私は、人界守備軍補給部隊所属、ティーゼ・シュトリーネン初等練士です！」

「お、同じく、ロニエ・アラベル初等練士です！」

　反射的に返礼しながら、アリスはやはりそうか、と内心で呟つぶやいた。

　キリトとユージオを学院から連行しようとした時、別れの挨あい拶さつをする許可を求めてきたのがこの二人だ。

　いくら守備軍が人員不足だと言っても、まさか学生の徴用まではしているまい。となると、二人は自みずから志願して、住み慣れた央都から危険な戦地にやってきたのか。まだ幼さの抜け切らない少女たちが、いったいなぜそこまで……。

　右手に鍋なべ、左手に籠かごを持ったままアリスがまじまじと二人を見ていると、ロニエと名乗った焦こげ茶色の髪の少女は、再びティーゼという名の赤毛の少女の背中に隠れてしまった。ティーゼも体を小さく縮こまらせていたが、やがて決死の覚悟とでも言うべき表情で口を開いた。

「あっ……あの……き、騎き士し様……た、大変なご無礼であると、その、じゅ、重々承知しておりますがっ……」

　仰ぎよう々ぎようしい物言いにアリスは再び苦笑してしまったが、それを可能な限り柔らかい笑みに変えるよう努力しながら言葉を挟んだ。

「あのね、そんなにかしこまる必要はぜんぜんないのよ。この野営地では私も、人界を守るために集まった一人の剣士にすぎないのだから。私のことはアリスと呼んでね、ティーゼさん、それに……ロニエさん」

　すると、ティーゼと、その背中からぴょこっと頭を出したロニエは、同時に啞あ然ぜんとした顔になった。

「……ど、どうしたの？」

「い、いえ……その……。以前、修剣学院でお目に掛かった時と、御印象が、違うものですから……」

「そう……かしら」

　はて、と首を傾かしげる。自分ではよく解わからないが、ルーリッドで暮らした半年の間に、それなりの変化があったのだろうか。騎士長は、顔がふっくらしたなどと事実無根の感想を口にしていたが。

　思い返してみれば、セルカが作ってきてくれる料理が美お味いしくてつい食べすぎてしまうことがなかったとは言えないが……まさか外見に出るほどの……。

　危うく強こわ張ばりそうになった頰ほおに再び笑みを浮かべ、アリスは言葉を繫つないだ。

「それで……何か、私に用事があるの？」

「あ……は、はい」

　ほんの少しだけ緊きん張ちようの色を薄うすめたティーゼが、一いつ瞬しゆんきゅっと唇を嚙かんでから言った。

「あの……私たち、騎士さ……アリス様が、飛竜でご到着になられた際に、黒髪の、若い男性を伴っておいでだったと聞き及びまして……それで、もしかしたら、そのお方が、私たちの知っている人ではないかと、そう思って……」

「あ、ああ……そうか、そうよね」

　アリスはようやく少女たちの来意を悟り、頷うなずいた。

「あなたたち、学院でキリトと親しくしていたんだものね……」

　とアリスが口にした瞬しゆん間かん、まるで蕾つぼみが花開くかの如ごとく二人の顔が輝いた。ロニエに至っては、青い瞳ひとみにうっすらと涙まで滲にじませている。

「やっぱり……キリト先せん輩ぱいだった……」

　か細い声で呟つぶやいたロニエの手を握り、ティーゼも期待に満ちた声で叫んだ。

「じゃあ……ユージオ先輩も……！」

　その名前を聞いた途と端たん、アリスは鋭するどく息を詰めた。

　二人は知らないのだ。半年前にカセドラルで繰くり広げられた激げき闘とうと、その結末を。知るはずもない。最高司祭の死去にまつわる全ては、整せい合ごう騎き士しにしか知らされていないのだから。

　絶句したアリスを見上げ、二人は不思議そうな表情を作った。アリスは、ティーゼとロニエの瞳を交互に見詰めてから、ゆっくり眼めを伏せた。

　今更、ごまかすことはできない。

　それに、二人には全てを知る権利がある。恐らく彼女たちは、キリトと、そしてユージオにもう一度会うためだけに守備軍に志願し、ここまでやってきたのだろうから……。

　意を決し、アリスは口を開いた。

「あなたたちには……辛つらすぎることかもしれない。けれど、私は信じます。キリトと、そしてユージオの後輩だったあなたたちなら、きっと受け止められると」

　そして一歩下がると、毛皮の垂たれ幕を持ち上げ、天幕に入るよう二人に促うながした。




　アリスのひそやかな期待に反して、キリトはティーゼとロニエを視界に捉とらえても、一いつ切さいの反応を見せなかった。

　落胆を押し殺しながら、アリスは天幕の壁かべ際ぎわに立ち、悲壮な光景を見守った。

　ベッドに腰掛けるキリトの前に跪ひざまずいたロニエは、小さな両手で若者の左手を包み込み、頰ほおに涙を伝わらせている。

　しかし更に痛々しいのは、敷しき革にぺたりとしゃがみこんで、目の前に置かれた青あお薔ば薇らの剣を見詰め続けるティーゼだった。紙のように白くなった顔には、ユージオの死を伝えられた時から一切の表情がない。無言で、半なかばから折れた刀身に視線を落としている。

　アリス自身は、ユージオという名の若者と直接言葉を交かわす機会はほとんどなかった。

　カセドラルに連行して地下牢ろうに放り込むまでと、塔の八十階で彼らを迎げい撃げきした時、後はもうアドミニストレータとの最終決戦で共きよう闘とうしただけだ。

　あの騎き士し長ちようベルクーリに勝利しただけでなく、自みずからの体を剣と化してソードゴーレムを破は壊かいし、最高司祭の片腕を斬きり飛ばした意志力には心の底から敬意を覚えるが、ユージオについての記憶はセルカが語ってくれた思い出話に依よる部分が大きい。

　セルカいわく、ユージオはおとなしくて思し慮りよ深い少年で、幼おさな馴な染じみのアリス・ツーベルクに引っ張られていろいろな冒険に付き合わされていたらしい。そんな性格ならば、さぞかしキリトともいい相棒同士だったのだろうと思う。

　キリトとユージオは、きっと修剣学院でもあれこれ騒さわぎを起こしたに違いない。そんな二人にティーゼとロニエは惹ひかれ、大きな影えい響きようを受けたのだ。アリス自身がそうだったように。

　──だから、お願い、その悲しみを受け止めて。キリトとユージオは、とても大切なものを守るために戦い、傷つき、心と命を失ったのよ。

　アリスは内心でそう語りかけながら、二人に視線を注ぎ続けた。

　人界に暮らす人々は、あまりにも巨大な恐怖や悲ひ嘆たんといった精神的衝しよう撃げきを受けると、耐たえ切れずに心を病やんでしまうことがある。先日の闇やみの軍勢によるルーリッド襲しゆう撃げきでも、体は無傷なのに臥ふせってしまった村人が数名出たようだ。

　ティーゼは、きっと、ユージオを愛していたのだろう。

　この若さで、愛する人の死という巨大すぎる衝しよう撃げきを受け止めるのは、容易なことではあるまい。

　アリスの視線の先で、座り込むティーゼの右手がぴくりと動き、少しずつ青あお薔ば薇らの剣に近づき始めた。

　幾らか緊きん張ちようしながら様子を見守る。青薔薇の剣は、半分に折れているとはいえ最上位の神器だ。ティーゼに扱えるとは思えないが、余りにも深い絶望や悲しみは時として予期せざる力を導みちびく。何が起きるかは予測できない。

　ぎこちなく伸ばされたティーゼの指が、ついに薄うす青あおい刀身に触れた。刃やいばではなく滑なめらかに磨みがかれた側面を、そっとなぞっていく。

　と、その瞬しゆん間かん──。

　明かり取りの穴から差し込む夕焼けの赤色を押しのけて、折れた刀身がかすかに、しかし確かに青く煌きらめいた。

　同時に、ティーゼがぴくりと全身を震わせる。

　何かを感じたらしいロニエも振り向き、友達を見やった。張り詰めた空気の中で、じわりとティーゼの睫まつ毛げに透明な水滴が宿り、音もなく零こぼれ落ちた。

「……いま…………」

　薄い色の唇から、ひそやかな囁ささやき声が流れた。

「……聞こえた……。ユージオ先せん輩ぱいの、声……。泣かないで、って……ぼくは、ずっと、ここにいるから……って……」
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　涙はあとからあとから尽きることなく零こぼれ続け、とうとうティーゼは剣の上に顔を伏せると、幼い子供のように激はげしい嗚お咽えつを漏もらし始めた。ロニエもまた、キリトの膝ひざに顔を押し当てて号泣する。

　痛ましく、それでいて清らかな情景につい目め頭がしらを熱くしながらも──。

　アリスは頭の片かた隅すみで、そんなことがあるだろうか、と考えを巡らせていた。

　ユージオの声はアリスには聞こえなかったが、剣が一いつ瞬しゆん光ったのは見間違いではない。ならば、ティーゼが聞いた言葉も、空耳とは言い切れない。

　青あお薔ば薇らの剣に、ユージオの魂たましいのようなものが残っている……のだろうか？

　アリスも、武装完全支配術を発動すると、金きん木もく犀せいの剣と己おのれの意思が一体化するような感覚をおぼえる。しかもユージオの場合は、実際に青薔薇の剣と自分の体を融ゆう合ごうさせ、そのさなかに致命傷を受けたのだ。

　だから、残された剣の片割れに主あるじの意思が残留するということも、もしかしたら有り得るのかもしれない。

　しかし、先刻ティーゼは、ユージオが自分に呼びかけたと言った。であるなら、剣に残っているのは魂なき残ざん響きようなどではなく、本物の意思──あるいは心シン意イなのだろうか。

　少女の慕情が聞いた幻まぼろしなのか？　それとも……？

　もどかしい。キリトならば、この現象の秘密を突き止めてくれるだろうに。この世界の外側、謎なぞの神々が住まう場所から落ちてきたという彼なら。

　ぐるぐると渦巻く思考の水面に、小さな泡の如ごとく一つの言葉が浮かび上がり、ぱちんと弾はじけた。

　ワールド・エンド・オールター。

　耳慣れない名のその場所には、世界の外側へと続く扉があるという。

　もしそこに辿たどり着ければ、あらゆる謎が一いつ瞬しゆんで氷解するのだろうか？　失われたままのキリトの心も取り戻せるのだろうか？

　しかし、オールターは、東の大門を出て南に進んだ彼方かなたにあるという。つまり、闇やみの種族が支配するダークテリトリーの遥はるか辺境だ。

　そんなところに行こうとするなら、まず大門の向こう側に陣取る敵の大軍を、防ぐどころか突破しなくてはならない。いや、仮に敵陣を突破できたとしても、大門の防ぼう衛えいを放り出して南へ向うわけにはいかない。過大な力を与えられた整せい合ごう騎き士しとして、人界を守る責務がアリスにはある。

　いっそ、我が身に敵の全軍を引きつけ、大門から引き離しながらオールターを目指せれば。だが、ダークテリトリーの民にとっては、人界侵略は数百年来の悲願だ。それ以上に魅み力りよく的なものなど、あるはずがない……。

　やはり、果ての祭さい壇だんを目指すとしても、その前に闇の軍勢を完全に殲せん滅めつしなくてはならない。

　辿り着いた結論に、アリスは思わず瞑めい目もくした。

　殲滅などと大層なことを考えてしまったが、現状では敵の先陣を押し返すことすら困こん難なんだろう。しかし、やらねばならない。ティーゼとロニエ、そしてキリトを守るためにも。

　そっと息を吐いてから、アリスは数秒間の黙もつ考こうを断ち切り、泣きじゃくる少女二人に歩み寄った。
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　ソルスの残照はずいぶん前に西の彼方かなたへと消え去ったのに、東の大門の向こうに細く見えるダークテリトリーの空には、不吉な血の色がしつこく留とどまり続けている。

　まるでその光景を遮しや断だんするかのように、人界守備軍野営地の中央──昼間は飛竜の発着場に使われる草地には、純白の陣幕が張られていた。その手前、高々と翻ひるがえる公こう理り教きよう会かいの旗の下に、整せい合ごう騎き士しと守備軍の隊長たちが三十人ほど集まって深刻な顔を突き合わせている。

　彼らが、騎士と兵士に分かれていないことに気づき、アリスは少し驚おどろいて脚を止めた。

　輝くような銀甲の鎧よろいをまとった整合騎士と、美び麗れいさでは劣おとるが優先度は充分に高そうな鋼鉄の鎧を着込んだ隊長が、同じシラル水のグラスを片手に熱心な議論を交かわしている。耳をそばだてれば、やり取りからは回りくどい敬語が完全に省はぶかれているようだ。

「急きゆう拵ごしらえの寄り合い所帯にしちゃ、なかなかのモンだろう、嬢じようちゃん」

　不意に傍かたわらで低い声が響ひびき、アリスは慌ててそちらを見た。

　東方風の着物の懐ふところに両手を突っ込んだ騎士長ベルクーリは、敬礼しようとするアリスを身振りで制し、続けた。

「この守備軍じゃあ、そういう面倒な儀ぎ礼れいだの何だのは全部なしにしたのさ。幸い、禁きん忌き目もく録ろくにも、『一般民は騎士と話す前にはたっぷりご機き嫌げん伺うかがいをしなくてはならない』なんて項目は無ねェからな」

「は、はぁ……。実に結構なことと思いますが、しかし、それはともかくとして……」

　アリスは視線を再び軍議の場に戻した。

「──他の整合騎士はどこにいるのですか？　見たところ、あそこには十名ほどしかいないようですが」

「残念ながら、あれでほぼ全部さ」

「え……ええ!?」

　思わず高くなりかけた声を掌てのひらで押さえ、アリスはやや渋面になった騎士長を見上げた。

「そんな……ばかな。騎士団には私を含め三十一名が存在するはずでは」

　それは、最新の整合騎士であるエルドリエに与えられたサーティワンという神聖語名が示すとおりだ。

　ベルクーリは、そりゃそうなんだが、とため息混じりに答えるとひときわ声を低くした。

「嬢ちゃんも知ってるだろう。元老長チュデルキンは、記憶に問題が生じそうになった騎士に《再調整》という処置を施ほどこしていた。奴やつが死んだ時、元老院で再調整中だった七人の騎士は、まだ覚醒していないんだ」

「…………！」

　思わず眼めを見張る。そんなアリスから視線を外し、ベルクーリはいっそう苦々しい声で続けた。

「再調整用の術式を知っていたのは、チュデルキンと最高司祭だけだ。その二人が死んだ以上、時間をかけて術式を解析せねば七名を覚醒させることはできないし、いまはその時間がない。一人だけ、再調整ではなく単に凍結睡眠中だった騎き士しがいて、そいつはどうにか目覚めさせたがな……」

　騎士長の口調に歯切れの悪さを感じ、訊たずねる。

「どなたです、そのお一人は？」

「……《無音》のシェータだ」

「…………！」

　まだ直接会ったことはなく、幾つかの逸いつ話わを知っているにすぎない名前だったが、アリスは息を吞のんだ。なぜならその逸話が、実に恐ろしい代しろ物ものだったからだ。

　しかしベルクーリは、この話は後だと言わんばかりに咳せき払ばらいし、戦力の説明を続けた。

「……つまるところ、いま覚醒している整合騎士は二十四人つうことになる。うち四人はカセドラルと央都の管理に残し、四人を果ての山脈の警けい護ごに当たらせている。差し引き十六人……それがこの絶対防ぼう衛えい線せんに注ぎ込める上限というわけだ。もちろんオレと嬢じようちゃんも数に入れて、だぜ」

「十六人……ですか」

　たったの、と付け加えそうになったが、唇を嚙かんで堪こらえる。

　しかもよくよく顔ぶれを確かめてみれば、いま議場にいる十四人の半数以上が、神器を──すなわち武装完全支配術を持たない下位騎士だ。剣での斬きり合いならばゴブリンの百や二百は屠ほふってみせる猛も者さたちではあるが、戦況全体を動かすほどの爆ばく発はつ力りよくは期待できない。

　押し黙だまったアリスに、ベルクーリが口調を変えて言った。

「時に、あの若者の預け先だがな……なんなら、オレから後こう衛えい部隊に……」

「あ……いえ、大丈夫です」

　騎士長の、ぎこちない気き遣づかいに思わず微ほほ笑えみながら、アリスは答えた。

「修剣学院で彼の傍そば付づきをしていたという志願兵がおりましたので……開戦後は、彼女たちに任まかせることになりました」

「ほう、そりゃ良かった。……で、どうだ？　黒髪の坊やは、過去に交流した者と接触して、何か反応を示したか？」

　笑みを消し、無言でかぶりを振る。

　ベルクーリは短く息を吐き出すと、そうか、と唸うなった。

「……これはここだけの話だがな。正直、オレには、来きたる戦いくさの趨すう勢せいを決めるのはあの若者なんじゃないかと思えてならんのだ……」

　アリスは驚おどろき、騎き士し長ちようの顔を見上げた。

「嬢じようちゃんや相棒の助すけ太だ刀ちがあったにせよ、剣で元老長と最高司祭を斃たおした、というのは途方もないことだぞ。純粋に心シン意イの強度だけを比べたら、このオレも及ばないかもしれん」

「……まさか、そのような……」

　キリトの強さに今さら疑義を呈するつもりは毛頭ないが、しかし騎士長ベルクーリの心意は二百年以上の時間をかけて研とぎ上げられたものなのだ。対するキリトは、まだ成人前の学生。むしろ、剣技や体術はともかく、心意力だけは騎士長にとうてい敵かなわないと見るのが自然なのではないか。

　だが、ベルクーリは確信に満ちた仕草でアリスの言葉を否定した。

「先刻、心意を打ち合わせた時、確かに感じた。あの坊やは、オレと同等かそれ以上に実戦の経験を積んでいる、とな」

「実戦……？　とは、どういう意味です……？」

「文字どおりだ。命のやり取りだよ」

　それこそまさか、と言うほかない。

　人界に暮らす人間たちは、禁きん忌き目もく録ろくや帝国基本法に保ほ護ご、もしくは束そく縛ばくされている。木剣での試合はしても、どちらかの天命が尽きるまで本物の剣で斬きり合う実戦など、生まれてから老いて死ぬまで一度も経験しないのが普通だ。

　唯一の例外が整合騎士で、果ての山脈を侵おかそうとするゴブリンや暗黒騎士と実戦をすることはある。しかしそれにしても長い任期中に一、二度あるかないかで、しかも整合騎士側が戦力に於おいて圧倒的に上回っているため、正直なところ命の取り合いとは言い難がたい。

　そう考えれば、人界で最も実戦経験が豊富なのは、騎士団がいまよりずっと小さかった時代から闇やみの軍勢と戦ってきたベルクーリであるのは間違いない。実際、整合騎士になりたての頃は──信じ難い話ではあるが──当時の暗黒騎士に手て酷ひどくやられ、命からがら逃げ延びたこともあるらしい。

　そのベルクーリよりも、キリトが実戦の回数で勝まさっている？

　仮にそんなことが有り得るとすれば、それは、この世界での経験ではない。

　彼の本当の故郷であるという《外の世界》。しかし、そこは同時に、真にアンダーワールドを創つくった神たちが住まう国でもあるはずだ。なのに、実戦？　いったい誰と、命の取り合いを……？

　何をどう考えていいのか解わからず、アリスは少し迷ってから、心を決めた。

　かくなる上は、ベルクーリに全てを話すしかない。外の世界の存在──そしてそこに続く扉があるという、ワールド・エンド・オールターのことを。

「……小お父じ様……実は、私、最高司祭との戦いの時……」

　言葉を選びながら、そこまで口にした時だった。

　突然、騎き士し長ちようの後方から鋭するどい声が響ひびいた。

「閣下、時間です」

　はっ、と声の主ぬしに視線を向ける。

　宵よい闇やみの中でも麗れい々れいしく輝く薄うす紫むらさき色の鎧よろい兜かぶとに全身を包み、左腰に白銀の細剣を帯びた、一人の整合騎士がそこに立っていた。

　顔を完全に隠す、猛もう禽きんの翼つばさを象かたどった兜を見た途と端たん、アリスの胸中に浮かんだ感慨は──端たん的てきに言い表せば、うへえ、というものだった。

　アリスにとって、恐らくこの世で最もウマの合わない人物だ。副騎士長にして第二位の整合騎士、ファナティオ・シンセシス・ツー。

　内心を顔に出さないよう結構な努力をしながら、アリスは反射的に、右拳こぶしを左胸に、左手を剣の柄つかに当てる騎士礼をした。

　相対するファナティオも、かしゃりと装甲を鳴らして同じ動作を行う。しかし、両足を少し開いて直立するアリスに対して、ファナティオは右足に体重を預け左肩を落とす、なよやかな姿勢を取っている。

　この人のこういうところがどうにも……と、手を下ろしながらアリスは内心で独りごちる。

　鎧兜と厳いかめしい口調で隠しているつもりなのだろうが、同性の目で見ると、ファナティオの物腰からは隠し切れない女らしさが大輪の花のように匂におい立つことがある。そしてそれは、子供の頃にカセドラルへと連行されたアリスにはついぞ会得できなかった《技》でもある。

　副騎士長ファナティオは、カセドラル五十階にてキリト、ユージオと闘たたかい、キリトの武装完全支配術に直ちよく撃げきされて瀕ひん死しの重傷を負った。しかしキリトは、苦労して倒したファナティオに治ち癒ゆ術じゆつを施ほどこし、更には不思議な術式でどこかに転送してしまったのだという話を、アリスはその場に居合わせた下位騎士から聞かされた。

　いかにもキリトのやりそうなことだとは思うが、しかしやはり心穏おだやかではいられない。

　だいたいファナティオは、騎士長ベルクーリを一いち途ずに想おもっているというわりに、自分に心酔している下位騎士を四人も直属の配下にしているのだ。憧あこがれるだけで永遠に手を触れることもできない彼らが不ふ憫びんだとは思わないのか。せめて、四六時中兜を被かぶっていないで、顔くらい見せてやればいいものを。

　と、少々やっかみ混じりの思考を巡らせたその瞬しゆん間かん、ファナティオが両手で兜の側面を摑つかんだのでアリスは驚おどろいた。

　ぱち、ぱちりと留め金が外され、薄紫色の装甲が無む造ぞう作さに引き上げられる。大きく広がった艶つややかな黒髪が、かがり火に照らされて絹糸のように輝く。

　カセドラルでファナティオの素顔を見ることができたのは、大浴場で偶然に行き会ってしまった時だけだった。このような衆しゆう人じん環かん視しの場で副騎士長が兜を脱ぐのは、記憶にある限り初めてのことだ。

　以前と比べるとどこか柔らかい印象がある美び貌ぼうを凝ぎよう視しし、その理由を悟る。ふっくらとした唇に、薄うすくではあるが紅をさしているのだ。あれほど女であることを隠そうとしていた彼女が、化粧を──？

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くすアリスに、ファナティオは穏おだやかな微ほほ笑えみを向けてきた。

「久しぶりね、アリス。元気そうで嬉うれしいわ」

「…………」

『ね』？　『わ』？

　追加で三秒ほど絶句してしまってから、アリスはようやく挨あい拶さつを返した。

「お……お久しぶりです、副長」

「ファナティオでいいわよ。それより、アリス、さっき小耳に挟んだんだけど……あの黒髪の坊やも、一緒に連れてきたそうね？」

　何気なく発せられた言葉に、アリスは驚おどろきを脇わきに押しやり、代わりに警けい戒かい心しんを漲みなぎらせた。

　ファナティオの傷を癒いやしたのはキリトと賢けん者じやカーディナルだが、彼女がそれを知っているとは限らない。自分を倒したキリトに、恨みと憎しみを募つのらせていても不思議ではない。

「は……、はい」

　短く答えたアリスに、副騎士長は艶えん然ぜんとした微笑を浮かべたまま頷うなずきかけた。

「そう。なら、軍議のあとで、少しだけ会わせてくれないかしら？」

「……なぜです、ファナティオ殿？」

「そんな顔をしないで。別に今更あの子を斬きろうなんて思ってないわよ」

　微笑みに少しばかりの苦笑を忍ばせ、ファナティオは肩をすくめた。

「ただ、ひとことお礼が言いたいの。致命傷を受けた私を、あの坊やが手当てしてくれたそうだから」

「……知っておいででしたか。しかし、キリトに礼を言う必要はないと思います。実際に副長を癒したのは、先代の最高司祭であるカーディナルという名のお方だと聞いておりますゆえ。そしてあの方は……半年前の戦いで、残念ながら身み罷まかられました」

　少しだけ肩の力を抜きながらアリスがそう言うと、ファナティオは視線をすっと空に向け、頷いた。

「ええ……おぼろげに憶おぼえているわ。あのように温かく、力強い治ち癒ゆ術じゆつは初めてだった。でも、私をあの方のところに送ってくれたのはキリトなのだし、それに……もう一つ、別のことでもありがとうと言いたいのよ」

「別のこと……？」

「そう。──私と戦い、倒してくれたことをね」

　……やはり、キリトを斬る気なのでは。

　半歩下がったアリスに、ファナティオは真剣な表情でかぶりを振った。

「これは私の本心よ。だってあの坊やは、整せい合ごう騎き士しとして生きた長い年月でたった一人、私を女と知っても本気で戦ってくれた男なんだもの」

「は……？　それは……どういう……」

「私も、昔はこんな兜かぶとを被かぶらずに、あなたのように素顔を晒さらして戦っていたのよ。でも、ある時、気付いてしまったの。模も擬ぎ戦せんの相手をする男の騎士たち、それどころか命の取り合いをしている最中の暗黒騎士ですら、剣筋にわずかな気後れがあることにね。女だからという理由で手加減をされるなんて、負けて地に這はう以上の屈くつ辱じよくだわ」

　それは、しかし、やむを得ないことではないのか。素顔のファナティオから匂におい立つ色香を無視できる男は、なかなかいないと思われる。

　ルーリッド近郊で暮らすようになって初めて知ったのだが、人界の大部分では、女性が剣を握る天職に就つくことはほとんどない。例外は貴族や領主の子女くらいで、つまり一般民の女性たちは、妻となり、家事をこなし、子を生み育てる以外の生き方は原則として選べないようになっているのだ。

　その古めかしい因習が、禁きん忌き目もく録ろくと同様に男たちの心を縛しばっているのだとしたら皮肉なことだ。女は男に守られるべき存在だという先入観が、ファナティオのあでやかな美び貌ぼうを前に剣筋を鈍にぶらせるのだろう。ダークテリトリーに暮らす暗黒騎士も、妻をめとって子を育てる以上、例外ではあるまい。まったく外見の異なるゴブリンやオークといった亜人たちには、異なる価値観があるだろうが。

　しかし同じ女騎士であるアリスは、これまで男騎士の気後れだの何だのを気にかけたことはなかった。相手が手加減しようと全力を振り絞ろうと、自分のほうが確実に強いという自信があったからだ。

　──その怒りは、あなた自身が、女であることにとらわれている証あかしなのでは。

　とアリスが考えたのと同時に、ファナティオもまったく同じことを呟つぶやいた。

「──私は、この兜で顔と声を隠し、敵を近間に入れないための連続剣技を身につけた。でもそれは、私こそが自分の性別にとらわれていたから、なのよね。あの坊やは、それを即座に見抜いたうえで、私と全力で斬きり結んだ。彼との戦いで、私は身につけた剣技と術式を出し尽くし、そして負けたわ。カーディナル様のおかげで命を拾い、意識が戻った時、つまらないこだわりは私の中から消えていた……。要は、私が相手に手加減なんかさせないくらい強くなれば、それでいい話だったのよ。その単純な事実に気付かせてくれて、しかも私を生かしてくれた坊やに、お礼を言いたいと思うのは不思議ではないでしょう？」

　真剣な顔でそう言ってのけたファナティオは、不意にいたずらっぽく微ほほ笑えんだ。

「それに……少しだけ癪しやくでもあるしね。坊やが、素顔の私にまったく女らしさを感じなかったっていうのも。だから、私があれこれしてあげたら坊やが目を醒さまさないか、試してみようと思って」

「な……」

　何をバカなことを。

　もしそれでキリトが覚醒したら、いままでの努力が虚むなしすぎるではないか。そしてキリトの場合、その可能性が皆無だとは言い切れない部分がある。

　眉み間けんの険けわしさを隠そうともせずに、アリスは尖とがった声で言い返した。

「お言葉は有り難がたいのですが、彼はいま天幕で休んでおります。ファナティオ殿のお気持ちは、私がのちほど伝えておきますゆえ」

「あら」

　副ふく騎き士し長ちようも、ぴくりと目め許もとを動かした。

「坊やに会うのに、あなたの許可が必要なの？　私は、カセドラルであなたが執務中の騎士長閣下に面会を求めてきた時、私情で拒こばんだことはないつもりだけど」

「それこそ、私が小お父じ様と会うのにファナティオ殿の許可は不要でしょう。だいたい、考えてみれば、男の騎士にコテンパンにしてほしかったのならば小父様に頼めばよかったではないですか」
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「あら、閣下はいいのよ。世界最強の剣士なんだから、万人に手加減して当然だわ。暗黒将軍にすら情けをおかけになったのよ」

「へえ、そうですか？　私との稽けい古こでは、小父様はいつも汗まみれになるほど本気でしたけれど？」

「……閣下！　いまのは本当ですか!?」

「そもそも小父様がこの人を甘やかすから……！」

　アリスとファナティオは、同時に横を見た。

　しかしそこに、騎士長の姿はなかった。

　つい数分前まで確かにベルクーリが立っていたはずの場所を、枯かれ草の塊かたまりだけがかさかさと転がっていった。




　午後六時に開始された軍議は、進行役を務つとめる副騎士長ファナティオ・シンセシス・ツーと、新たに参陣した整合騎士アリス・シンセシス・サーティが発する剣気のせいで、なかなかに張り詰めた雰囲気のなかで始まった。

　手短に自己紹介を終えたアリスは、最前列に用意された椅い子すに勢いよく腰を下ろした。

「……アリス様」

　隣となりに座るエルドリエがこわごわ差し出してきたシラル水の杯さかずきをひったくるように受け取り、冷えた甘酸っぱい液体を一気に飲み干す。長々と息をついて、どうにか気分を切り替える。

　──それにしても。

　神器を保有する上位の整合騎士は、やはり少ない。名前と顔をよく知っているのは、騎士長たる《時じ穿せん剣けん》のベルクーリ、《天てん穿せん剣けん》のファナティオ、《霜そう鱗りん鞭べん》のエルドリエ、そして《熾し焰えん弓きゆう》のデュソルバートくらいだ。

　加えて、《無音》の二つ名を持つシェータ・シンセシス・トゥエルブと、ごく若い少年騎き士しのレンリ・シンセシス・トゥエニセブンが神器持ちらしいが、ほとんど初対面でどんな技を使うのかすら知らない。ともあれ、以上の面々に《金きん木もく犀せい》のアリスを加えた七人が、上位騎士ということになる。

　残る九人は、ファナティオ直属の《四シ旋セン剣ケン》を含む、神器を持たない下位騎士たち。しかも、恐るべき問題児っぷりにベルクーリですら手を焼いた見習い少女騎士、リネル・シンセシス・トゥエニエイトとフィゼル・シンセシス・トゥエニナインの姿もある。いまのところおとなしく隅すみの椅い子すに座っているが、果たして本当に戦場に出てくれるのかどうか。

　ともあれ、以上のわずか十六人が、この絶対防ぼう衛えい線せんに投入できる整合騎士団の全戦力というわけだ。

　いっぽう、人界守備軍の部隊長たちは三十名ほどが列席している。士気は低くないようだが、しかしやはり、一いち瞥べつしただけで整合騎士との剣力の差が見えてしまう。アリスら上位騎士は無論のこと、下位騎士たちですら、三十人と立て続けに試し合あっても余裕で勝ち残るだろう……。

「──この四ヶ月というもの、あらゆる作戦を検討してきましたが……」

　いつの間にか話し始めていたファナティオの声が、アリスの意識を引き戻した。

「結局のところ、現状の戦力で敵軍の総攻こう撃げきを押し戻すことは困こん難なんですし、包囲された時点で我が方の勝ち目はなくなります」

　天てん穿せん剣けんの細長い鞘さやを指示棒代わりに、ファナティオは軍議場の奥に立てられた地図の一点を叩たたいた。

「見てのとおり、果ての山脈のこちら側は、十キロル四方にわたって草原と岩場しかありません。ここまで押し込まれたら、あとは五万の敵軍に包囲殲せん滅めつされるのみでしょう。ゆえに、我々はこの、東の大門へと続く幅百メル長さ千メルの峡谷で戦い抜かねばならない。ここに縦じゆう深しん陣じんを敷しき、敵軍の突撃をひたすら受け止め、削り切る。これを作戦の基本方針とします。ここまでで、何か意見はありますか」

　さっと手を挙げたのはエルドリエだった。藤ふじ色の髪を揺らして立ち上がった若者は、日頃の洒落しやれ者ものぶりを抑えた声で質問した。

「仮に敵軍が、ゴブリンやオークの歩兵のみで構成されていれば、五万が十万でも斬きり倒せましょう。しかし、それは彼奴きやつらとて承知の上。敵軍には強力な大弓を装備するオーガの軍団、そしていっそう危険な暗黒術師団も存在します。歩兵の後背から浴びせられるであろうそれらの遠距離攻撃には、いかなる対処を？」

「これは、危険な賭かけですが……」

　ファナティオは一いつ瞬しゆん唇を止め、視線をちらりとアリスに向けてきた。思わず背筋を伸ばしながら、続く言葉を聞く。

「……峡谷の底は昼でも陽光が届かず、地面には草一本生えていない。つまり、空間神聖力が薄うすいのです。開戦前にそれを我らが根こそぎ消費してしまえば、敵軍は強力な術式を撃うてなくなる道理」

　ファナティオの大胆な意見に、騎き士しと部隊長たちがざわめいた。

「無論、それは我が方も同じこと。しかしこちらには、そもそも神聖術師は百名ほどしかおりません。術式の撃ち合いとなれば、神聖力の消費量は敵方のほうが遥はるかに多いはず」

　確かに、そうかもしれない。だが──ファナティオの作戦には、問題点が二つある。

　絶句したエルドリエに代わって発言の許可を求めたのは、弓使いのデュソルバートだった。赤しやく銅どう色の鎧よろいに身を包んだ古参騎士が、落ち着いた声で問いかける。

「なるほど、副長殿の言は正しかろう。しかし、神聖術は攻撃のみに用いられるものではない。神聖力が枯こ渇かつしてしまえば、傷ついた者の天命の回復すらできなくなるのではないか？」

「ですから、賭けと申しました。この野営地には、カセドラルの宝物庫に備蓄されていた高級触媒と治ち療りよう薬やくをありったけ運び込んであります。使用する術式は治ち癒ゆ術じゆつに限定し、薬を補助的に用いれば、触媒だけで二日……いや三日はもつはずです」

　これには、先刻を上回る驚おどろきの声が上がった。セントラル・カセドラルの宝物庫と言えば、おとぎ話の題材になるほどの厳げん重じゆうな警けい備びで知られている。宝物が運び込まれこそすれ、持ち出されたのは史上初めてではないだろうか。

　さしもの豪傑騎き士しも、厳いかつい顔に驚おどろきの色を浮かべて沈ちん黙もくした。デュソルバートが低く唸うなりながら着座するのを待って、アリスは立ち上がった。

「問題はもうひとつあります、ファナティオ殿」

　先刻の言い合いはひとまず忘れ、二つ目の問題点を投げかける。

「いかにソルスとテラリアの恵みが薄うすいと言っても、峡谷は完全な闇やみではなく、また大地から切り離されてもいない。あの谷には、長い年月の間に膨ぼう大だいな神聖力が蓄積されていると思われます。いったい何者が、開戦前の短時間でその力を根こそぎ使い尽くせましょう？」

　今度は、ファナティオもすぐには答えなかった。

　山脈を貫つらぬく谷間は、確かに野営地の後方に広がる草原よりは狭いが、それでも横幅が百メル、長さは千メルに達する。その広大な空間に満ちる神聖力を瞬しゆん時じに枯こ渇かつさせるには、何百人もの術者が同時に高位術式を使う必要があるが、守備軍にはそれだけの術者がいないことは先にファナティオが言ったとおりだ。

　あるいは少人数でも、天変地異に匹敵する超大規模術式を使えば神聖力を消費し尽くせるかもしれないが、そのような力の持ち主など、すでに亡き最高司祭アドミニストレータと賢けん者じやカーディナルの二人以外には存在しないと思われる。

　しかし副騎士長は、金褐色の瞳ひとみでアリスを凝ぎよう視ししながら大きくかぶりを振った。

「いいえ、います。たった一人だけ、それが可能な者が」

「…………一人……？」

　呟つぶやきながら、アリスは守備軍の面々を見回した。

　しかし、直後にファナティオの口から発せられたのは、思いもよらぬ名前だった。

「あなたです、アリス・シンセシス・サーティ」

「え……!?」

「自分では気付いていないかもしれませんが、現在のあなたの力は、整合騎士の範はん疇ちゆうをも超えています。いまのあなたなら、行使できるはず……天を割り地を裂く、まことの神の力を」
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「それほど強力なのか、上位整せい合ごう騎き士しとは？」

　恐竜じみた二頭の怪物が引く大型戦車──と言っても砲塔もキャタピラもない箱形の四輪車だが──に揺られながら、ガブリエル・ミラーは訊たずねた。

　クッションの効きいた長なが椅い子すでも震動は消せないが、兵士時代に散々乗ったブラッドリー歩兵戦せん闘とう車しやの殺人的乗り心ごこ地ちに比べれば何ほどのこともない。サイドテーブルに置かれたワイングラスが、ちゃぷちゃぷ音を立てる程度だ。

　オブシディア城を出発してからすでに三日、現実世界では経験したことがない長時間の移動だが、疲労はほとんど感じない。もっともそれは、戦車のシートの快適さゆえではなく、ここが仮想世界だからかもしれないが。

　ガブリエルの足あし許もとで、分厚いカーペットにしどけなく寝そべる妙齢の美女が、包帯を巻かれた右脚を撫なでながら頷うなずいた。

「それはもう。そうですわね……三百年も続く戦いの歴史に於おいて、我ら闇やみの術師や騎士が、整合騎士を討ち取ったことはただの一度もない──と申し上げればご理解戴いただけますかしら？　もちろん、その逆は星の数ほどありますのよ」

「ふむ……」

　口を閉じたガブリエルに代わって、広いキャビンの壁かべ際ぎわであぐらをかき、蒸留酒のボトルを抱えたヴァサゴが訝いぶかしむような声を出した。

「けどよぉ、ディーの姐ねえさん。その整合騎士とかいう奴やつら、そんなに強つえぇなら、なんでこっちに攻め込んでこなかったんだよ？」

　暗黒術師長ディー・アイ・エルは、あだっぽさの増した笑みをヴァサゴに向け、人差し指を立てた。

「いいご質問ですわ、ヴァサゴ様。彼奴きやつらは確かに一騎当千の猛も者さですが、それでもあくまで一騎にすぎないのです。広大な空間で万の軍勢に囲まれれば、かすり傷が積もり積もって天命を尽きさせることも有り得ますでしょ？　ゆえに連中は卑ひ怯きようにも、包囲される危険がない果ての山脈から決して出てこないのですわよ」

「へーえ、なるほどねえ。アレだな、どんなクソ硬いｍｏｂでも、安地からＤｏＴダメージでチクチク削りゃあいずれ倒せるっつう……」

「は……？　もぶ……？」

　人工フラクトライトのディーに通じるわけもない喩たとえを出すヴァサゴをじろりと一ひと睨にらみしてから、ガブリエルは軽く咳せき払ばらいして言った。

「ともかく、だ。要は、その整合騎士どもを充分に広い戦場に引っ張り出せば、包囲して殲せん滅めつできる、というわけだな？」

「理屈では、そういうことですわね。ゴブリンやらオークどもの犠ぎ牲せいは軽く万を超えるしょうけれど」

　ディーはうふふ、と笑うと床に置かれた銀杯から毒々しい色の果実を一つ取り、同じくらい真っ赤な唇で舐なめるように含んだ。

　言われるまでもなく、歩兵ユニットの損耗などガブリエルにはどうでもいいことだ。それどころか、目の前のディーを含めたダークテリトリーの全軍と引き換えに敵軍を撃げき破はできるなら、何の文句もない。この戦いは、ある意味ではグロージェン・ディフェンス・システムズの戦術研究所で日常的に行われているタクティカル・シミュレーションと何ら変わらないのだ。

　築きずかれた屍しかばねの山を踏ふみ越えて、新たな支配者としてヒューマン・エンパイアに君くん臨りんし、全土に最初にして最後の命令を発する。アリスという名の少女を探し、連れてこい、と。それで、この奇妙な世界におけるミッションは完了だ。

　そう考えると、どこか風変わりな味わいのワインも名残なごり惜おしく思えてくる。

　ガブリエルはグラスを持ち上げ、濃い紫色の液体をひと息に呷あおった。




　この時、魂たましいの狩人かりゆうどたるガブリエル・ミラーの脳裏に浮かぶ《アリス》の姿は、酷似した名前を持つ最初の犠牲者アリシア・クリンガーマンの、無む垢くで、幼く、華きや奢しやな容姿と無意識のうちに同一化してしまっていた。故郷のパシフィック・パリセーズによく似た街に暮らす、優しくて美しい──そして無力な少女なのだろうと思い込んでいた。

　ゆえに、ガブリエルは、あるひとつの可能性に気付けなかった。

　まったく想像もしなかったのだ、追い求める《アリス》が、整せい合ごう騎き士しとして敵軍を率ひきいていようなどということは。

　皇帝旗を翻ひるがえす指揮車を後方に据えた長い隊列は、ゆっくりと、しかし確実に、西の果てを目指して行軍を続けた。血の色に染まる空の彼方かなたに、鋸のこぎりの歯のように尖とがった山脈の連なりが、徐々にその姿を現しつつあった。




　移動開始から四日目となる、十一の月七日。

　ダークテリトリー軍の本隊は、崩ほう壊かい間近の大門を望む山やま裾すそへと到着した。広い台地の周辺には、先せん遣けん部隊が準備した黒い天幕が無数に並んでいる。

　どどろん。

　どどろん。

　地面を揺るがす重低音は、ジャイアント族が打ち鳴らす戦いくさ太だい鼓こだ。

　巨大な心臓の鼓動に押される無数の血球のように、一列だった本隊が広く展開していく様を、最後方の指揮車の屋根上からガブリエルは無言で見守った。

　先せん鋒ぼうの第一連隊は、ゴブリンの軽装歩兵大隊とオークの重装歩兵大隊からなる一万五千。果ての山脈に穿うがたれた峡谷の幅にぴったり合わせた縦じゆう隊たいを組んでいる。隊列の各所には攻城塔の如ごときジャイアントの巨体も配置されており、数はおよそ五百と少ないが、歩兵部隊を援えん護ごする主力戦車としての活かつ躍やくが期待できるだろう。

　亜人種たちの後ろには、五千の拳けん闘とう士し団だんと、同じく五千の暗黒騎き士し団だんが第二連隊として続く。新たに暗黒将軍を襲しゆう名めいした若い騎士は、先代の汚名を雪そそぐつもりか先陣を希望したが、ガブリエルは退しりぞけた。騎士ユニットは全体的な士気の低下が予想されたので、その不確定要素を排除するためだ。

　第三連隊は、オーガの弓兵七千と、女ばかりの暗黒術師団三千。歩兵の後方から峡谷に突入し、遠隔攻こう撃げきによって敵軍を殲せん滅めつするのが役目だ。術師総長ディーによれば、たとえ遠距離からでも、敵の主力である整合騎士の姿さえ視認できれば、火力を一点集中することで倒し得るという。

　正直なところガブリエルは、無敵とすら称されるその騎士たちと直接戦闘してみたい、そしてその魂たましいを喰くらってみたいという欲望を感じないでもなかった。しかし、思わぬ事故によってこの高位アカウントを失っては元も子もないし、アンダーワールド人、つまり人工フラクトライトは後から好きなだけ生産できる。いまは《アリス》を確保し、オーシャン・タートルから脱出するのが先決だ。

　ログインしてから、内部時間にしてすでに八日、現実世界では十五分近くが過ぎ去っている。今後、ヒューマン・エンパイアを完全支配し、アリス捜索の命令を全世界に伝達するのに十日ほどはかかるだろう。そう考えれば、この戦争は可能な限り速すみやかに──最長でも丸一日ほどで片付けたい。

「あーあ、結局オレは出番なしかねえ？」

　隣となりで、何本目かのウイスキーボトルを抱えたヴァサゴがぼやいた。ちらりと視線を向け、少しばかり辛しんらつな口調で指摘する。

「見ていたぞ。お前、あのシャスターという将軍が竜巻に変身した時、私を放置して真っ先に逃げただろう」

「へっへ、さすがは隊長、見てるねぇ」

　悪びれる様子もなく、ヴァサゴはにやりと笑った。

「ほら、オレは昔っからＰｖＰ専門だからさ。あんな実体のないバケモンの相手は向いてねぇんだよな」

　どこまで本気か解わからない言い訳を口にする部下の顔がん貌ぼうをしばし眺めてから、ガブリエルは短く訊たずねた。

「ヴァサゴ、なぜこの作戦に志願した？」

「作戦って、アンダーワールドへのダイブ？　そりゃもちろん、面白そうだから……」

「いや、その前だ。オーシャン・タートル襲しゆう撃げき作戦だよ。お前はグロージェンＤＳのスタッフだが、あくまでサイバー・オペレーションが専門だろう。実弾を喰くらうかもしれない作戦に参加する動機は何だったんだ？　お前の歳としなら、ハンスやブリッグのような中東帰りの戦争の犬ウオードツグというわけでもないだろうしな」

　ガブリエルにしては長めの台詞せりふだったが、もちろん、ヴァサゴ・カザルスという人間に深い興味を抱いたというわけではない。ただ、この若者の軽けい薄はくな態度の下に何があるのか、とふと思っただけだ。

　ヴァサゴはひょいと肩をすくめ、同じさ、と答えた。

「そっちの答えはやっぱり、面白そうだから、だな」

「ほう……」

「だいたいそれを言うなら、あんたみたいな大学出のエリート様が現場に出るほうがよっぽど無茶だぜ。いくら軍隊経験があるっつってもさ」

「私は現場主義だからな」

　そう答えながら、ガブリエルは内心で呟つぶやいていた。

　ヴァサゴ、お前にとって面白いのは何だ？　銃が撃うてること？　それとも……人を殺せることか？

　そこまで問い質ただすか、それとも会話を打ち切るか、と考えたその時、指揮車後方に取り付けられた階段からこつこつとハイヒールの足音が響ひびき、暗黒術師ギルド総長ディー・アイ・エルが姿を現した。

　恭うやうやしく一礼してから、唇をちろりと舐なめて報告する。

「陛下、全軍の配置、完了いたしましたわ」

「うむ」

　ガブリエルは組んだ脚を解ほどくと仮の玉ぎよく座ざから立ち上がり、ぐるりと眼下を眺めた。

　前方に展開する主力部隊三万五千のほかに、主にゴブリンとオークからなる予備兵力一万、それに商工ギルドの輜し重ちよう部隊五千が指揮車の左右に待機している。

　この、総数五万に及ぶ軍隊が、ガブリエルに与えられた全兵力だ。だから、仮にユニットを全損してなお敵軍の守りを破れなかった時は、計画の根本的な修正を余よ儀ぎなくされる。アリスを確保できる可能性も、限りなく小さくなるだろう。

　とは言え敵軍は、偵察に出した竜騎き士しによれば最大でも三千人程度だという。つまり整合騎士さえ計画どおり排除できれば、敗北は有り得ない。

「よし。大門の崩ほう壊かいまでは、あとどれくらいだ？」

　ガブリエルの質問に、ディーは顔を伏せたまま答えた。

「およそ八時間後と思われます」

「では、崩壊の一時間前に、第一師団を峡谷に進入させろ。大門の手前ぎりぎりに展開させて、崩壊と同時に一いつ斉せい突こう撃げき。戦線を押し上げられるようなら、第二師団、第三師団も投入して、一気に敵を殲せん滅めつするのだ」

「はっ。明日を待たずに、敵将の首級しるしをご覧らんに入れますわ。もっとも、黒くろ焦こげになっているかもしれませんけれど」

　うふふ、と微ほほ笑えんでみせたディーは、背後に控える伝令術師に早口で指令を伝え、深く一礼して階段を降りていく。

　ガブリエルは、指揮車の屋根から、彼方かなたに屹きつ立りつする巨大な石門を見やった。

　二マイル以上も離れているはずだが、頭上に圧のしかかるが如ごとき重量感が伝わってくる。あの門が丸ごと崩ほう壊かいするさまは、さぞかし見ものだろう。

　しかし、真の饗きよう宴えんはそこから始まる。弾はじけては消える数千の魂たましいは、途方もなく美しい煌きらめきを放つに違いない。オーシャン・タートルのシャフト上部に立て籠こもるラースの技術者連中は、自分たちがスケジュールした最大のスペクタクルを内部から見物できないことを悔しがっているだろうか。

　どどろん。どどろん。

　どん、どっ。どん、どっ。

　テンポを速めた戦いくさ太だい鼓こが、数万の軍勢から放たれる飢えと猛たけりを、いっそう煽あおり立てていくようだった。
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「じゃあ……よろしくお願いするわね、キリトのこと」

　アリスは、年若い少女たちの顔を順に見詰めながら言った。

　初等練士、いやすでに一人前の剣士であるティーゼ・シュトリーネンとロニエ・アラベルは、ぴんと背筋を伸ばして頷うなずいた。

「はい、お任まかせください、アリス様」

「必ず、私たちがキリト先せん輩ぱいを守り抜きます」

　そう答えると、ティーゼは左手、ロニエは右手で、新造された車くるま椅い子すの把とつ手てを強く握る。

　銀灰色に輝く細身の椅子は、物資天幕に余っていた全身鎧よろいを、アリスが術式で形状変化させたものだ。ルーリッドで使用していた木製車椅子より軽量で、しかも強度がある。

　とは言え、そこに座るキリトがしっかりと抱きかかえた二本の剣の重量まではどうしようもない。内心、少女たちに動かせるのかと危き惧ぐしていたのだが、二人は見事に呼吸を合わせて、車椅子をアリスの目の前まで真まっ直すぐに前進させてみせた。

　これなら、たとえ即時撤てつ退たいを命じられても遅れはするまい。もっとも、峡谷からの撤退を余よ儀ぎなくされた時点で、守備軍はまるごと包囲殲せん滅めつされると決まったようなものなのだが。

　本心を言えば、戦況にわずかなりとも危うさが見えた時点で、キリトを連れて西に逃げてほしい。だがそれは、運命を数ヶ月──いや数週間先延ばしにするだけのことだ。

　守備軍が敗北すれば、果ての山脈を護まもる四人の騎き士しも撤てつ退たいし、各地の街や村から住民を避ひ難なんさせつつ央都セントリアの城じよう壁へきを最後の防御線とする手はずになっている。しかしそれも虚むなしい抵抗というものだろう。遠からず侵略軍に蹂じゆう躙りんされ、あの美しい都も、白亜のセントラル・カセドラルも焼け落ちるしかない。果ての山脈という閉じた壁かべの内側に、逃げ場などないのだ……。

　アリスは膝ひざを屈かがめ、同じ高さからキリトの瞳ひとみを覗のぞき込んだ。

　野営地に到着してからの五日間、時間を見つけてはキリトに語りかけ、手を握り、抱き締しめてきた。しかし今日まで、反応らしい反応を引き出すことはできなかった。

「キリト。……もしかしたら、これが最後のお別れになるかもしれないわ」

　どうにか微ほほ笑えみを保ちながら、アリスは黒髪の若者に囁ささやきかけた。

「小お父じ様は、あなたがこの戦いくさの行ゆく方えを決めるような気がする、と言った。私も、そう思うわ。だって、この守備軍は、あなたが創つくったようなものだもの」

　実際、キリトとユージオがいなければ、いまごろ東の大門に布陣していたのは最高司祭アドミニストレータと整合騎士団、そしてあの忌いまわしいソードゴーレムの軍団だったろう。

　凄すさまじい戦せん闘とう力りよくを誇ったソードゴーレムが二、三千もいれば、五万のダークテリトリー軍とてものの数ではなかったはずだ。しかしそれは、人界の滅亡と同義だ。ゴーレムの素材となるのは、何万人もの人界の民なのだから。キリトたちは、ひとつの命とひとつの心を犠ぎ牲せいに、その悲ひ劇げきを防いだ。

　だが、このままベルクーリ率ひきいる人界守備軍が敗北すれば、形は違えど巨大な悲劇が人々を襲おそうだろう。

「……私も、頑張る。あなたがくれた天命を、一滴残らず燃やし尽くしてみせる。だから……もし私が倒れて、最後の力であなたを呼んだら、きっと立ち上がって、その剣を抜いてね。あなたさえ目覚めれば、敵が何千、何万いようと関係ない。もういちど奇跡を起こして、人界を……みんなを守ってくれる。だって、あなたは……」

　──あの最高司祭を倒した、最強の剣士なんだから。

　胸の奥でそう呟つぶやき、アリスは両手を伸ばすと、キリトの瘦やせ細った体を強く抱き締しめた。

　一いつ瞬しゆんとも数分とも思えた抱ほう擁ようを解き、立ち上がったアリスは、青い瞳に複雑な光をたゆたわせながらじっとこちらを見るロニエの視線に気付いた。なんだろう、と瞬まばたきしてから、すぐに悟る。

「ロニエさん。あなた……好きなのね、キリトのこと」

　微笑みながらそう言うと、小柄な少女は両手で口くち許もとを覆おおい、頰ほおから耳のあたりまでを真っ赤に染めた。睫まつ毛げを伏せ、消え入るような声で答える。

「い、いえ、そんな……恐れ多い……私なんか、ただの傍そば付づき初等練士ですから……」

「恐れ多くなんかないわよ、ぜんぜん。だって、ロニエさんは爵しやく士し家の跡取りなんでしょう？　私は辺境のちっちゃい村の生まれだし、キリトなんか出身地もよく解わからないし……」

　不意に、アリスの言葉を、ロニエが激はげしくかぶりを振りながら遮さえぎった。

「違うんです！　私……私は……」

　両眼めに大きな水滴を溜ためながら声を途切れさせるロニエを、ティーゼが右手で優しく支えた。彼女もまた紅葉もみじ色の瞳ひとみを潤うるませ、震え声で語り始める。

「アリス様は……キリト先せん輩ぱいとユージオ先輩が犯してしまった禁きん忌きを、ご存知ですよね？」

「え……ええ。学院内での諍いさかいにより……ほかの学生を殺あやめた、と聞いたわ」

　半年前、何も知らない公こう理り教きよう会かいの尖せん兵ぺいだったアリスに元老院からの捕ほ縛ばく指令が届いた時の、小さからぬ驚おどろきはいまも憶おぼえている。央都の学院で生徒が生徒を殺害したなどという重大な禁忌違反は、教会の史書にすら見み出いだせないものだったからだ。

　アリスが頷うなずくと、ティーゼは問いを重ねた。

「では……先輩たちが、なぜその禁忌を犯すに到ったか、については……？」

「いえ……そこまでは……」

　かぶりを振りかけた時、不意に、耳の奥でひとつの叫び声が甦よみがえった。

　キリトとともにカセドラルの壁かべの外に放り出された直後、罪人の助けは要らないと喚わめくアリスに向って、彼が叫んだ言葉……。

『──禁忌目録で禁じられていないからといって、ロニエやティーゼみたいな、何の罪もない女の子が、上級貴族にいいように弄もてあそばれるなんてことが本当に許されると……あんたは、そう思っているのか！』

　そうだ。私はこの二人の名を、あの時に聞いていた。

　上級生、とはキリトが斬きった学生のことだろう。そして、弄ばれる、とは──。

　両眼を見開くアリスの前で、ティーゼは声を震わせながら語り始めた。

「……ライオス・アンティノス上級修剣士と、ウンベール・ジーゼック上級修剣士は、私たちの友人であるフレニーカ・シェスキ初等練士に屈くつ辱じよく的な命令を繰くり返しておりました。私たちは両修剣士に抗議したのですが、その際、憤いきどおりのあまり逸いつ礼れい行為にあたる言葉を使ってしまったのです。それゆえ、帝国基本法にもとづく貴族賞罰権を適用され……」

　その先は、思い出すのも苦痛なのだろう。ティーゼは声を詰まらせ、ロニエは俯うつむいたままかすかな嗚お咽えつを漏もらした。

　もうそれ以上言わなくていい、そう思ってアリスは口を開きかけたが、赤毛の少女は気丈に語りを再開した。

「……耐たえがたい罰を与えられようとしていた私たちを救うため、キリト先輩とユージオ先輩は剣を振るいました。私たちがもう少しだけ賢かしこかったら、あの事件は起きなかった。先輩たちが、法を正すために教会と戦い、命を落とすこともなかったんです。私たちは……取り返しのつかない罪を犯してしまった。だから……口が裂けても、先輩たちのこと、好きだなんて言えないんです……」

　抱えていたものを吐と露ろし終えたティーゼの眼めにも、ついに涙が溢あふれた。年若い少女たちはひしと抱き合い、その年齢には重すぎる悔かい恨こんの嗚お咽えつを低く漏もらした。

　アリスはきつく奥歯を嚙かみ締しめながら、明かり取りの小窓を見上げた。

　四帝国にはびこる上級貴族の腐敗ぶりについては知っているつもりだった。飽食と蓄財、そして邪じや淫いん。

　しかし、かつての整せい合ごう騎き士しアリスは、詳しく知ることで自分までも汚されるように思えて、貴族の所業から目を逸そらしていた。何をしようと、それが禁きん忌きに触れぬかぎりは関係ない──なぜなら自分は、神界から召喚された法の守しゆ護ご者しやなのだから。そう信じ続けていた。

　しかし、その黙もく殺さつこそが罪だったのだ。キリトが憎んだ、禁忌目録には触れないが、だからこそ重い罪。何もしなかった自分に比べれば、目の前の少女二人は、何倍も勇敢だ。

　アリスは深く息を吸い、力を込めた声で言った。

「いいえ、違うわ。あなたたちに、罪なんかない」

　途と端たん、顔を上げたのはロニエだった。いつもティーゼの陰に隠れている印象のある少女が、いまだけは瞳ひとみに強い光を宿らせて叫んだ。

「アリス様には……誉ほまれある整合騎士のアリス様には解わかりません！　私たちの体はあの男たちに弄もてあそばれ、誇りは罪に汚れてしまったのです！」

「体は心の容いれ物にすぎません」

　そう答えながら、握った右拳こぶしで強く胸の中央を叩たたく。

「心……魂たましいだけが、唯一確かに存在するものです。そして魂の有あり様ようを決めるのは、自分自身なのです」

　アリスは瞼まぶたを閉じ、意識を自分の内面に集中した。

　約二週間前、ルーリッドの村が襲しゆう撃げきされたおり、アリスは心の力──すなわち心シン意イ力によって失われた右眼を取り戻した。強く、ひたむきに念じれば、術式に頼らずとも肉体に変化を及ぼせることはすでに体感している。

　だが、いまはそれだけでは足りない。肉体だけではなく、身にまとう衣装すらも、心意の力で変化させねばならない。

　できるはずだ。かつてキリトが見せてくれたではないか。二本の剣を手に最高司祭アドミニストレータと対たい峙じした彼は、それまでの服とはまったく違う、異国風の長い黒革の外がい套とうを翻ひるがえしていた。

　戻るのだ。見知らぬ真っ白い塔のなかで目覚め、記憶を失った不安と寂しさを打ち消すために、ひたすら分厚い氷で己おのれの心を閉ざしてしまう前のアリスに。

　──私もあなたたちと同じなのよ、ロニエ、ティーゼ。人の子として生まれ、多くの過あやまちを犯し、巨大な罪を背負って、いまここにいる。キリトとユージオが人を殺あやめたのがあなたたちのせいだと言うなら……それ以前に、幼い私が禁きん忌きを忘れてダークテリトリーの土に触れなければ、そもそもユージオたちが央都を目指すこともなかったのだから。

　そう、それは、私の罪。たとえ記憶がなくとも、アリス・ツーベルクは見知らぬ別人ではなく、確かにかつての私だった。ルーリッドでの日々は、それを私に教えてくれた。

　眼めを閉じていても、白く温かい光が自分の体を包むのが解わかった。

　アリスは、ゆっくりと瞼まぶたを持ち上げた。

　顔を俯うつむけていたので、最初に見えたのは、自分の穿はいているスカートだった。しかしそれは、公こう理り教きよう会かいの色である純白ではなく、秋の空のような澄すんだ青色に染まっていた。

　スカートの上には、生き成なりのエプロン。黄金の鎧よろいや籠こ手ては消滅している。頭に手をやると、大きなリボンが指先に触れる。髪も少し短くなっているようだ。

　顔を上げると、呆ぼう然ぜんとした様子のロニエ、ティーゼと眼が合った。

「……ほら、ね？　体や外見は、心の従属物にすぎないのよ」

[image: ]

　もちろんこの変身は一時的なものだ。精神の集中が途切れた瞬しゆん間かん、元の騎き士し姿に戻るだろう。しかし、少女たちには伝わるはずだ。アリスの、キリトの、そしてユージオの思いが。

「心は、誰にも汚されない。辺境の村で生まれた私は、本当はこんなふうに育つはずだった。でも十一歳の時に、罪人として央都に連行され、術式で記憶を消されて整合騎士になったの。そんな運命を呪のろった時もあった……」

　アリスが語ったのは、自分の他には騎士長ベルクーリしか知らない重大な秘密だ。しかしこの二人なら受け止めてくれるだろうと信じ、言葉を続ける。

「でも……そんな私にもできること、すべきことがあるって、キリトが教えてくれた。だから、私はもう迷わない。私であることを受け入れて、前に進むって決めたの」

　両手を持ち上げ、アリスはロニエとティーゼの手を同時に強く握った。

「あなたたちにもあるわ。あなたたちだけの、広くて、長くて、真まっ直すぐな道が」

　握り合う手に、ぽたり、ぽたりと幾つもの水滴が落ちた。

　少女たちの頰ほおを伝う涙は、先ほどとはまるで違う虹にじ色の光を帯びて、美しく煌きらめいていた。




　車くるま椅い子すに乗るキリトを最後にもういちど強く抱き締しめ、ロニエとティーゼに託すと、アリスは天幕を出た。

　すると、待ち構えていたようにエルドリエが駆かけ寄ってきて、大げさな讃さん辞じを口にする。

「おお、なんと素晴らしい……ソルスの光輝を凝ぎよう縮しゆくしたが如ごときお姿……まさにこれこそ、我が師アリス様……」

「どうせ一時間も戦えば土つち埃ぼこりに塗まみれます」

　素っ気なく応じながら、ちらりと自分の体を見下ろす。

　先刻の変身現象はとうに去り、黄金の胸当てと純白のスカートが陽光を眩まばゆく反射している。生きて戻れたら、どこかに空色の布を加えようと思いながら、西の空を見上げる。

　ソルスはすでに傾かたむき始めている。地平線に消え去るまで、あと三時間というところか。それと時を同じくして、東の大門の天命が消滅する。ついに、三百年の封印が解けるのだ。

　やれるだけのことはした。

　この五日間、アリスも守備軍の訓練に加わったが、兵士たちの技ぎ倆りようはたったの半年でよくぞここまでと思うほどに磨みがかれている。驚おどろいたのは、全ての兵士が、伝統流派には存在しない連続剣技を身につけていることだ。

　聞けば、副ふく騎き士し長ちようファナティオが長年かけて磨いた技を惜しげもなく教授したのだという。最長でも三連れん撃げきまでらしいが、本能のままに振るわれるゴブリンやオークの蛮刀相手ならば心強い武器となるだろう。

　もちろん、独自の連続技を持つ暗黒騎士が出てくれば兵士には荷が重い。更に高速の連撃を持つらしい拳けん闘とう士しも含めて、その時は整合騎士が相手をするしかない。

　肝心なのは、開戦直後に押し寄せてくるであろう亜人たちの大部隊に押し込まれないこと。次に、オーガの大弓と暗黒術師の遠距離攻撃術を最小の損害で凌しのぎ切ることだ。

　作戦の成否は、いまやアリスひとりの肩に掛かっている──。

　視線を空から下ろすと、後方の補給部隊が最後の食事を煮に炊たきする煙が、幾筋も立ち上っているのが見えた。もうすぐそこに、ロニエとティーゼがキリトを連れて合流するはずだ。

　守る。なんとしても。

「アリス様、そろそろ……」

　エルドリエの声に頷うなずき、アリスは振り向くべく片足を引いた。

　しかしそこで足を止め、ただ一人の弟子に視線を注ぐ。

「……な、何か？」

　途と惑まどったように瞬まばたきする青年騎き士しの顔を見詰め、アリスは引き結んでいた唇をほんの少し緩ゆるめた。

「……これまで、よく尽くしてくれましたね、エルドリエ」

「は……な、なんと!?」

　啞あ然ぜんと立ち尽くす騎士の左手に、そっと自分の右手を添え、続ける。

「そなたが傍かたわらにいてくれたことは、私にとっても救いでしたよ。デュソルバート殿のような古参の男騎士ではなく、大した実績もない私の指し導どうを欲したのは……私の心を案じたからなのでしょう？」

「とっ……とんでもない、そのような、不ふ遜そんなことは断じて！　私はただ、アリス様の剣技の見事さに心底敬服したがゆえにっ……」

　激はげしくかぶりを振りながら否定するエルドリエの手を一いつ瞬しゆん強く握り、離すと、アリスはもう一度微ほほ笑えんだ。

「そなたが支えてくれたから、私は険けわしい道を今日まで歩き続けることができました。ありがとう、エルドリエ」

　絶句した若い騎士の瞳ひとみに、突然、大きな涙の粒が湧わき上がった。

「…………アリス様……なぜ……できました、などと」

　掠かすれた声が、そう問うてくる。

「なぜ、アリス様の道がこの地で終わってしまうような言い方をなさるのです。私は……私はまだ、まるで教わり足りませぬ。剣も、術も、まだまだあなたの足あし許もとにも達していない。これからも、ずっと、ずっと私を鍛きたえ、導みちびいていただかねばなりませぬ……！」

　伸ばされた、震える右手が自分に触れる寸前──。

　アリスは、打って変わって厳きびしい声で叫んだ。

「整合騎士エルドリエ・シンセシス・サーティワン！」

「は……はっ」

　ぴたりと手を止め、騎士が直立不動の姿勢を取る。

「師として、最後の命令を伝えます。生き抜きなさい。生きて平和の訪れを見届け、そして取り戻しなさい。そなたの真まことなる人生と、愛する者を」

　カセドラル最上階には、アリス以外の全整せい合ごう騎き士しの《記憶の欠片かけら》と、剣に変形させられた《愛する者》がいまも封印されている。それらをあるべきところ、あるべき姿に戻すすべは、必ずあるはずだ。

　直立したまま、声もなく落涙するエルドリエに頷うなずきかけ、アリスは勢いよく身を翻ひるがえした。黄金の髪と純白のスカートが、冷たい秋の空気を切り裂いた。

　真まっ直すぐ目の前には、薄うす闇やみに沈む大峡谷と、東の大門が見える。

　これからアリスは、かつて経験したことのない、超大規模神聖術の詠唱を開始する。谷に満ちた空間神聖力を一滴あまさず凝ぎよう縮しゆくし、敵軍に痛つう撃げきを加えるために。

　もし術式をひと言でも誤あやまれば──いや、ほんのわずかにでも意識集中を乱せば、集中した神聖力が暴発し、アリスの存在を一片も残さず消し飛ばすだろう。

　だが、もう恐怖は感じない。この五日間、整合騎士としてベルクーリやファナティオ、エルドリエたちと充実した時を過ごし、またルーリッドのアリスとしても、妹セルカとともに半年も暮らすことができた。

　そしてなにより、ユージオ、そしてキリトと出会い、剣を交え、心を触れ合わせることで、人としての感情を──哀かなしみや怒り、愛までも知ることができたのだ。

　これ以上、何を望もう。

　アリスは、音高く鎧よろいを鳴らしながら、開戦の瞬しゆん間かんを待つ守備軍の中央を一歩一歩真っ直ぐに進んでいった。





（つづく）









　　　あとがき




　こんにちは、川かわ原はら礫れきです。いま、猛烈に焦あせりながらこれを書いています。なぜならあとがきの存在を完全に忘れたままかなりの日数が経たってしまったので！

　えー、改めまして、『ソードアート・オンライン15　アリシゼーション・インベーディング』をお読みくださりありがとうございました。

　前巻『ユナイティング』は教会の大ボスこと最高司祭アドミニストレータを倒したにもかかわらず「つづく」で終わってしまったわけですが、続いた結果どうなったかというとこうなりました……。物語は人界という枠から飛び出し、広大無辺なダークテリトリーへと舞ぶ台たいを移します。現実世界でもアスナたちのいるオーシャン・タートルが襲しゆう撃げきされたり、菊きく岡おかさんが浴衣ゆかたからアロハに着替えたりと色々きな臭い展開に……。

　そんなこんなで次巻では、ついに人界守備軍とダークテリトリー軍の戦争が始まる予定です。９巻から始まったアリシゼーション編もいよいよクライマックスに向けて突き進んでいきますので、いましばらくのお付き合い、なにとぞよろしくお願いいたします！




　近況としましては、アメリカ最大のアニメ・マンガコンベンションである《アニメエキスポ》に、イラストのａｂｅｃさんと一緒にゲストとして参加してきました。ロサンゼルスを訪れるのは初めて（というか訪米そのものも二回目）だったのですが、街も大きければイベント会場も大きい！　そしてその会場を埋め尽くす、全米のアニメファンの熱気がまた凄すごい！

　もちろんＳＡＯファンの方々も大勢来てくださって感かん激げきしました。同時に、ＳＡＯという作品がここまで大きく育ったのは、ｗｅｂ時代から電でん撃げき文庫に、そしてアニメ化やゲーム化と十年以上にもわたって応援してくださった皆様のおかげであることを改めて認識した次第です。

　この本が出版される頃には、テレビアニメ第二期の放送も開始されていることと思います。一期とは打って変わって《銃の世界》が舞台ですが、監督はじめスタッフやキャストの皆さんが、ガンアクションの格好良さと、それでも変わらないＳＡＯらしさを全力で表現してくださってますので、どうぞアニメのほうも応援よろしくお願いいたします。




　そろそろ時間切れの気配なので謝しや辞じは簡かん潔けつに！　今巻で続々新登場してきた大勢のキャラクターたちを魅み力りよくたっぷりに描いてくださったａｂｅｃさん、一緒にＬＡに行ってくれた担当の三み木きさん、私たちがいないあいだ日本を守ってくれた副担当の土つち屋やさん、そしてここまでお読みくださった皆様、ありがとうございました！


二〇一四年七月某日　　　川原 礫





















次ページには、紙書籍版刊行時の『アクセル・ワールド17　─星の揺りかご─』発売告知ページのイラストを収録しています。
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川かわ原はら 礫れき

ロサンゼルスに行った時（あとがき参照）、「夜のダウンタウンを一人で歩ければソロレベル爆上げだな！」と思いました。無理でした。
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本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「川原 礫先生」係

「abec先生」係
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本書は著者の公式ウェブサイト『Word Gear』にて掲載されていた小説に加筆・修正したものです。
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※内容によっては、お答えできない場合があります。
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